




末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会 一

第167回 年次総大会報告

7997歪芦41∈だら6の 剛 ヲ，

コタ捌ンル トレーク ・シティー，

テンフルスクウエアのタバナクル1ごおω乙据肋 ㍉れた

年次総大劒 鋭教とその衡簾

月 に 開か れ た年 次総 大 会 を通

4 じて の最 大 の テ ーマ は 「開拓

者 」 で あ っ た。 ゴ ー ド ン ・B・ ヒ

ン ク レー 大 管 長 は， 日曜 日午 前 の

部 会 で次 の よう に語 っ た。 「先 人 た

ちが 成 し遂 げた こ と の偉 大 さ・とそ

の 意 義 につ い て 皆 さん にお 話 し し

た い と思 い ます 。 ……
み て み こえ

主の導きの御手，また主の御声

に耳を傾ける預言者の存在， 自分

の命よりもこの大義を愛 した無数

の 聖徒 の 絶対 的 献 身 な どを今 に伝 え る

大 い な る受 け継 ぎにあ ず か れ る とい う

の は実 にす ば ら しい こ とです 。 この7

月 に は何 百万 人 もの教 会 員が ，彼 らに

深 く思 い を はせ ， その す ば らしい業 績

をた た え，彼 らが築 い た土 台 の 上 に成

し遂 げ られ て きた奇 跡 的 な成 長 を祝 う

こ とに なる と思 い ます が ， それ は少 し

も不 思議 な こ とで はあ りませ ん。 ……
こんにち 　

1997年 の今 日， わた した ちの前 途 に

は未 来 が待 ち受 け てい ます 。 … … わた

した ち は教 育 の た めの す ば らしい施 設

も持 って い ます 。家 族 の歴 史 につ いて

も膨 大 な量 の財 産が あ ります 。何 千 と

い う礼 拝 堂 もあ ります 。様 々な 国 の政

府 関係 の 方 々 もわ た した ち に敬 意 と好

意を 示 して くれ て い ます。 メデ ィアの

扱 い方 も好 意 的 です 。 この よ うに今 わ

た した ち は，好 機 に恵 まれ たす ば ら し

い時期 に いる ので す。」

トーマ ス ・S・ モ ンソ ン第一 副管 長

は 日曜 日午 前 の部会 で ，モ ー セ，ル ッ，

バ プ テ ス マ の ヨハ ネ ， 預 言 者 ジ ョセ

ブ ・ス ミス な どの 名前 を挙 げ な が ら，

開拓 者 と呼 ばれ るに値 す る人 々につ い

て話 した。

「聖 文 の歴 史 を最 初 か ら最：後 まで読

み 通 す と， 究極.の開拓 者 ， す な わ ち ，

イエ ス ・キ リス トにつ い て学 ぶ こ とが

で き ます 。 …… 主 の伝 道 ，人 々の 問で

行 わ れた 教導 の業 ，真 理 の教 え，慈 悲

に満 ちた 行 い， わ た した ち に対 す る不

変 の愛 につ い て考 え る と き， わ た した

ちの心 は感謝'の念 で満 た され，心 が 熱

くな り ます 。 世 の 救 い 主 で あ る イ エ

ス ・キ リス トは，神 の御子 で あ り，昔

も今 も， 究 極 の 開 拓 者 で す 。 イ エ

ス が 人 々 に先 立 っ て行 か れ ， ほ か

の す べ て の 人 た ち に従 うべ き道 を

示 された か らで す。」 モ ンソ ン副 管

長 はそ う語 った。

ジ ェー ムズ ・E・ フ ァ ウス ト第

二 副 管 長 は， 土 曜 日午 前 の 部 会 で

次 の よ うに述べ た。「1846年2月3日 ，

イ リ ノ イ州 ノー ブー が 厳 しい 寒 さ

に見 舞 わ れ た そ の 臼， ブ リ ガム ・

ヤ ング大管 長 は， 日記 にこ う書 きま

した。 『もう儀 式 は行 わない とわ た しが

発 表 した に もか か わ らず ，主 の宮 は一

日中人 でい っ ぱいであ った。 ……』

こ う して ，神殿 の業 は午 前1時 半 ま

で行 われ ま した 。 … …ブ リガム ・ヤ ン

グ大 管 長 と開拓 者 た ちが ノ ーブ ー を去

る と き，神 殿 の祝 福 を最後 まで切 に求

め た の は このた め です 。 グ レー ト ・ソ

ル トレー ク盆 地 にた ど り着 いた ヤ ング

大管 長 が ，神 殿 を建 設 して儀 式 を行 う

こ とに よ り，神 の子 供 た ち に永遠 の 祝

福 を再 び得 させ た い と考 え たの も， 同

じ理 由 か らで した。

神 殿 を建 設 して礼 拝 す る とい う究 極

の 目的 が あ った か らこそ ， 開拓 者 た ち

は西 部 の辺 境 の 不毛 の 地へ と驚 くべ き

移住 を した とき，進 んで多 くの苦 難 を

受 け，堪 え忍 んだ のです 。」 編 集 部
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「あなたが立 ち直 った ときには ，兄弟 たちを力づ けてや りなさ い」

ロバー ト ・D・ ヘ イル ズ93

世 界 に宣言 す る証 ゴー ドン ・B・ ヒン ク レー97

1997年3月29日(土)中 央若 い女 性集 会

信 仰 こめ て ，一 歩ず つ ポニ ー ・D・ パー キ ン98

時 間を か けて歩 き続 ける バ ー ジニア ・H・ ピアス ……100

友 人 と して とも に立 つ ク リステ ィ ン ・バ ナー103

義 にか な った選択 フ ォノ ・ラバ タイ104

キ リス トに近 づ く ア レ八 ン ドラ ・ヘ ルナ ンデ ス ………105

現 代の 開拓者 ジ ャネ ッ ト ・ヘイ ル ズ ・ベ ッカ ム ………106

人 は皆 開拓者 で す トー マス ・S・ モ ン ソン109

指導者の言葉

チ ャー チニ ュー ズ

ローカル ニ ュー ズ

114

116

126

総 大会 写 真撮 影/ク レイ グ ・ダイ ヤモ ン ド，ジ ョン ・ル ー ク ，マ レン ・メ ッカ ム ， グ レッグ ・プ レイ ，タム ラ ・八 ン ブ リン ，マ

ッ ト ・ラ イヤ ー ， ドン ・ソー プ ，プ ライ ア ン ト ・リビ ングス トン ，ジ ェ ド ・コー ル。
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●1997年4月5日(土)午 前の部会

忠実かつ誠実に
大 管長

ゴー ドン ・B・ ヒンク レー

主 ば御自身の王国を見守っτおられます。主ば増え続ける会員にのを

配るよう'指 導者に：霊感を与え 乙'おられます。

愛
す る兄 弟姉 妹 の皆 さん ，初 め に

わ た しか ら幾 つ か お 話 し し ま

す 。全 世 界 の皆 さん を歓迎 し，心 か ら

の 愛 を もっ て皆 さん にあ い さつ の言 葉

を述べ た い と思 い ます 。 これ は総 大 会

で あ り，同時 に世界 大会 で もあ ります。

教 会 が 創 立 され てか ら167年 の歳 月 が
こんにち

たち ま した。創 立 以 来今 日に至 る まで，

教 会 は堅実 に発 展 し，1996年 度 末 の時

点 にお ける 会 員 数 は約970万 人 に達 し

ま した。 教 会 は これ ほ ど多 くの 会 員 を

擁 す る まで に成 長 して き ま した 。今 年

度 末 に は1，000万 人 に 到 達 す る はず で

す 。

この 最 初 の 話 にお い て ， わ た しは3

つ か4つ の こ とにつ い て簡 単 に触 れ た

い と思 い ます が， 皆 さ んが 関心 を寄せ

られ る よ うに願 ってい ます 。

こ こか ら遠 く離 れ た地 にい らっ しゃ

る 方 々 に 申 し上 げ ます 。 わ た しは今 ，

ソル トレー ク ・シテ ィーの テ ンプル ス

ク ウェ ア にあ る， 由緒 あ る タバ ナ ク ル

か ら話 して い ます 。名 前 は まだ 決 ま っ

てい ませ ん が ，7月24日 に新 しい集 会
くわ い

場 の用 地 の鍬 入 れ式 を行 い たい と考 え

てお ります 。 と もか くそ の 集会 場 は ，

これ か ら先 長 い 間に わた って， 総大 会

へ の 出席 を希望 す る すべ て の人 を収 容

す るた めの 施設 とな ります。 そ れ は テ

ンプル ス クウ ェ アの す ぐ北側 のブ ロ ッ

ク に建 設 され る予 定 です 。 こ の タバ ナ

クル の4倍 の収 容能 力 が あ ります。

この新 しい建 物 は 総大 会 や， そ の建

築 目的 にか な っ たほ か の様 々 な用 途 に

使 われ ます 。 ス テー ジで は大 規 模 な演

劇 な ど もで き る設 計 に なっ て い ます 。

初 め の うちは満 席 にな らない こ とが あ

るか も しれ ませ んが ，長 期 間 にわ た る

使 用 を考 え て建 築 します。

このす ば ら しい タバ ナ クル は， これ

まで ほ ん と う に よ く役 立 っ て き ま し

た。 そ れ は これ か ら も同 じだ と思 い ま

す。 タバ ナ クル合 唱 団 の放 送 は今 後 も

ここか ら行 わ れ ます 。 ま た多 くの 集 会

もこ こで 開か れ ます 。 こ の建 物 は ほか

の建 物 とは異 な る特 別 な もの です 。 ほ

か に例 の ない す ば らしい建 物 です 。 今

この タバ ナ クル で は地域 大 会 が 開催 さ

れ る こ とが あ ります が ， 該 当す る6つ

か7つ のス テー クだ けで ， この タバ ナ

クル の収容 能 力 を超 える多 くの人 々が

い ます。

教 会 の様 々 な建 築 計 画 につ い て話 す

に際 し，念 の た め に，新 しい神 殿 の 建

設 が着 々 と進 ん で い る こ とをお伝 え し

て お きます。 ミズ ー リ州 セ ン トル イス

神殿 の奉 献 が6月1日 か ら5日 にか け て

行 わ れ る予定 で す。 また秋 にはユ タ州

バ ー ナルの神 殿 が奉 献 され ます 。
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大会時のタバナクル内部の模様。

イギ リス の プ レス トン， コロ ンビァ

の ボ ゴ タ， エ ク ア ドルの グ アヤ キ ル ，

ボ リ ビアの コチ ャバ ンバ ， ドミニ カ共

和 国の サ ン ト。ドミン ゴ， ブ ラジ ルの レ

シ フ ェ，ス ペ イ ンの マ ドリ ッ ドで も神

殿 の建 設が 予 定 され て い ます。 マ サ チ

ュ ーセ ッッ州 ボ ス トンで も承 認 のた め

の手 続 きが 進行 中で す 。遅 れ て はい ま

す が ， テ ネ シー州 ナ ッシ ュ ビル で も神

殿 の建 築計 画 が進 行 して い ます。 モ ン

タナ州 ビ リング ス， ニ ュ ー ヨー ク州 ホ

ワ イ トプ レー ンズ， そ れ に メキ シ コの

モ ンテ レーで も準 備 作 業が 行 わ れて い

ます 。 ベ ネズ エ ラで も適 当 な建 設 用 地

を探 して い る と ころで す。 今 日は うれ

しい発 表が あ ります 。教 会 はニ ュー メ

キ シ コ州 ア ルブ カ ーキ とブ ラ ジルの カ

ンピ ナ ス で神 殿 用 地 を取 得 しま した。

神 殿 建 設 の必 要性 が 高 い地 域 で す。 そ

の ほか に も検 討 中の 場 所が 幾 つ かあ り

ます。 わ た しは教 会 員 の皆 さん が， あ



ま り遠 くまで行 か な くて も，参 入 で き

る場所 に神 殿 を建 設 したい と考 えて い

ます。

神殿 の建 設 に は 日常 的 に接 してい ま
し か

す が ， これ はわ た しに とって 畏怖 心 を

起 こ させ るす ば らしい もので す。 わ た

した ち は神 殿 を全 世 界 に建 設 しよ う と

して い ます が ，主 の宮 と して福 千 年 の

問 もず っ と もち こた え， そ の機 能 を果

たす ように しよう と考 えて い ます 。

次 に 申 し上 げ たい の は， 中央 扶 助 協

会 会 長会 が 今大 会 にお い て解任 され る

とい うこ とです。これ らの姉 妹 た ちは，

これ まで偉 大 で意 義 あ る働 き を して き

ま した 。 この姉 妹 た ち は， 自分 の こ と

を考 えず に，持 て る時 間 と豊 か な才 能

を さ さ げ なが ら，8年 以 上 奉仕 して き

ま した。3人 の 姉 妹 は 教 会 の 女 性 の た

め に傑 出 した指 導 力 を発 揮 し， ほか に

割 り当 て を受 け た管 理会 ， 委 員 会で も

働 い て きま した。3人 の 姉 妹 に 心 か ら

感 謝 して い ます 。 こ の件 につ い て は，

モ ンソ ン副 管 長 が わた しの話 のす ぐ後

に， 中 央幹 部 ，教 会 の 中央 補助 組 織 会

長会 の 名前 を提示 す る際 に，正 式 の 手

続 きが な され ます 。

次 に，七 十 人 の兄 弟 た ち につ いて 話

したい と思 い ます 。 皆 さんす で に御存

じの よ うに， 教会 には 中央 幹部 として

各 地 で 管理 の 業 に務 め て い る二つ の 七

十人 定 員会 が あ ります 。第 一 定員 会 は

70歳 まで の年 齢 の会 員 に よ って構 成 さ

れ て い ます 。 わ た した ち は今 朝 ，4人

の兄 弟 をこ の定 員会 の 会員 と して支 持

したい と思 い ます。 さ らに わた した ち

は教 会 で長 年 経験 を積 み， 状 況 に応 じ

て どこへ で も赴 くこ との で きる 賢明 で

成 熟 した一 団の兄 弟 た ち を，七 十 人 第

二定 員 会 と して召 して い ます 。 この 兄

弟 た ちは3年 か ら5年 の 間 ，そ れ ぞれ の

任 を果 た します 。彼 らは あ らゆ る意 味

にお い て，中央幹 部 と して奉 仕 します。

また教 会 には， 地 域幹 部 と して奉 仕

す る忠 実 な兄弟 た ちが い ます。 彼 らは

教 会 が組 織 され てい る あ らゆ る地 域 で

召 され ま す 。 彼 ら も患 実 で 献 身 的 な

人 々で す。 彼 らは教 会 を愛 し，様 々 な

方 面 で奉 仕 して い ます。 わた した ち は

これ まで 国の 内外 を訪 問す る中で ，彼

らの 多 く と働 きを共 に し， そ のす ば ら

しい 能 力 に 深 い 感 銘 を受 け て き ま し

た。

主 は中央 レベ ルで は ，大 管 長会 ，十

二使 徒 定員 会 ，七 十 人 定員 会 ，管 理監

督会 を召 して お られ ます。 教 会の 各地

の レベ ル で は，啓 示 に よって ス テー ク

会長 と監督 が召 されて い ます 。 これ ま

で しば ら くの 問 ， 中央幹 部 と各地 の地

元役 員 の 聞 には地 区代 表 が召 されて い

ま した。 そ して最 近 で は地 域 幹部 が召

され てい ます 。 わ た した ち は， この地

域 幹 部 の方 々 を七 十 人 に聖 任 す る よ う

今大 会 で その 名前 を提示 す る こ とに決
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テンプルスクウェアに据えられた像1「手車の開拓者」(トーリーフ ・S・ ネイファス作)にも4月 の雪が積もった。

定 い た しま した。彼 らは今 後 ，七 十 人

会 長会 の 管理 の 下 に， 定員 会 を構 成 す

る こ とにな ります。 彼 らは地 域幹 部 七

十 人 と して ，何 年 かの 問 ，各 自が住 む

地域 にお い て， 自発 的 な奉 仕 の務 め を

果 た して い きます。 彼 らは大 管 長会 に

よっ て召 され， 十二 使徒 定 員 会 ，七 十

人 会長 会 ，各 自が住 む 地域 の地域 会 長

会 か ら受 け る全 般 的 な指示 の下 に責 任

を果た します。

地域 幹 部 は 自分 自身 の職 業 を従 来 ど

お り続 け， 自宅 に住 み なが ら，教 会 へ

の 奉仕 とい う形 で責 任 を果 た して い き

ます。 ヨー ロ ッパ ，ア フ リカ，ア ジア，

オー ス トラ リア，太 平 洋地 域 の 方 々 は

七 十 人 第 三 定 員 会 の会 員 とな ります 。

そ して， メ キ シ コ， 中央 ア メ リカ ，南

ア メ リカの方 々は 七十 人 第 四定 員会 の

会 員 とな ります 。合 衆 国 とカナ ダに住

んで い る方 々 は第 五定 員会 の会 員 に な

ります 。

地域 幹 部七 十 人 に は次 の ような責 任

が 与 え られ る可 能性 が あ ります 。(a)

ス テー ク大会 の管理 とス テ ー ク会 長会

の訓 練 。(b)ス テ ー ク の新 設 ・再 組

織 とス テー ク会 長会 の任 命 。(c)地

域 会 長 会 の 中 の 副 会 長 と して 働 く責

任 。(d)地 区 大 会 準 備 委 員 会 の 委 員

長。(e)地 域 会 長 会 が 管 理 す る 地 域

評議 会 で の責 任 。(f)伝 道 部 の 巡 回

訪 問 と伝 道部 長 の訓 練 。(g)そ の ほ

か の割 り当 ての遂 行 。

地 域 幹部 は七 十人 と して聖任 され る

の に伴 い ，定 員会 との 問 に明確 な 関係

を持 つ教 会 役 員 とな ります 。 地域 幹 部

は定 員 会 の集 会 で一 つ に集 ま る とい う

機会 は あ ま りな い で し ょう。 しか し，

七十 人 会長 会 が彼 らと連絡 を取 り， 指

示 を与 え ，報 告 を受 ける ように な りま

す。 この よう に して， 地域 幹 部 は これ

まで は経 験 した こ との な い帰 属意 識 を

持つ よ うに な るで しょ う。 また地 域 幹

部 は七 十 人 と して， 啓示 に定 め られ て

い る と ころ に従 い ，福 音 を説 き教 え，

主 イエ ス ・キ リス トの特 別 な証 人 とな

る召 しを受 けて い ます 。七 十 人 はす べ

て ，聖 文 に基 づ く同等 の権 能 を持 って

い ます が ，第 一 定員 会 と第二 定員 会 は

中央 幹部 と して任 じられ ，第三 ，第 四，

第五 定 員会 は地域 幹 部 と して 任 じ られ

ます 。

七 十 人 の職 へ の聖 任 に は，任 期 が あ
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りませ んが ，定 員 会 の 中で 働 く召 しに

は任 期 が定 め られ ます 。任 期 が終 わ る

と自分 が属 す る ワー ド，ス テ ー クの 活

動 に復 帰 し，大 祭 司 グル ー プ と ともに

集 ケ ように な ります 。

わた した ちは ， この 兄弟 た ち を定 員

会 の交 わ りと活 動 の 中 に心 か ら歓 迎 い

た し ます 。わた した ち は彼 らを信 頼 し，

愛 し，尊敬 して い ます。

これ らの定 員会 が 定 め られ ，必 要 に

応 じて全 世 界 で召 ざれ 機能 す る 地域 会

長 会 と地域 幹 部七 十 人 の組 織 が で きた

こ とに よ り，教 会 の い か な る成 長 に も

対 応 で きる態 勢 が整 い ま.した。 ・

主 は御 自身 の 王 国 を見守 って お られ

ます 。 主 は増 え続 け る会員 に心 を配 る

よう， 指導 者 に霊 感 を与 え てお られ ま

す 。 わ た しの 話 のす ぐ後 に， モ ンソ ン

副 管 長 が 中央 幹 部，;地域幹 部 ， そ して

教 会 の 中央 補 助組 織 会 長会 の支持 の挙

手 の提 議 を します。 わた しが 言 うまで

もな く， こ れは 非常 に神聖 で重 要 な こ

とです。 、
み わざ

.わ た した ちは 主 の御 業 の 中の す ば ら

し恥 時 期 に生 きて い ます。 この 業 は成

長 を続 け，ます ます 強 くなって い ます。

世界 中 に広 が って い ます。 そ して この

偉 大 な業 の 中で ， わ た した ち一 人一 人

が大 切 な役 割 を担 って い ます 。様 々 な

言 語 を話 す160か 国以 上 の人 々が ， 天
あがな

の御 父 とそ の愛 す る御 子 で あ る順 い主

を礼 拝 して い ます。 これ は神 の 大 い な

る御 業 です 。神 の大 義 で あ り，神 の王

国 です。

最 後 に， ヤ コブ の言 葉 を繰 り返 した

い と思 い ます。 「しか し見 よ， わた し

ヤ コ ブ は，心 の清 いあ な たが た に述 べ

た い。確 固 とした思 い を もρ て神 に頼
あつ

り，篤 い信 仰 を もっ て祈 りな さい。 そ

うすれ ば ，神 は苦難 の と きにあ な たが

た を慰 め て くだ さる。 また， あ な たが

た の こ とを弁 護 して くだ さ り， あ なた

が た を滅 ぼ そ う とす る者 た ち に罰 を下

され る。」(『モ ルモ ン書 』 ヤ コブ3：1)

皆 さんが ， 主 の永 遠 の御 業 を前進 さ

せ る ため に 自 らの義 務 を果 た し，力 の

及 ぶか ぎ り御 父 の子 らに祝 福 を もた ら

し，忠 実 か つ誠 実 に 生 き られ る よ う，
み な

イ エス ・キ リス トの御 名 に よ りへ り く

だ りお祈 りします。 ア ー メ ン。



教会役員の支持
第 一副 管長

卜一マ ス ・S・ モ ン ソン

兄
弟 姉 妹 の皆 さん ， ヒ ンク レー 大

管 長 か らの要 請 に よ り， これ か

ら中央 幹部 ， 地域 幹 部 ， な らび に教 会

の 中央 補助 組織 会長 会 の方 々の 名前 を

提 議 し ます の で ，皆 さん に賛 意 の表 明

を して いた だ きた い と思 い ます 。

預 言 者 ，聖 見 者， 啓 示者 ， 末 日聖 徒

イ エ ス ・キ リス ト教 会 の 大管 長 と して

ゴー ドン ・ビ トナ ー ・ヒ ンク レー を支

持 して くだ さ る よ う， また ，大 管長 会

第 一副 管 長 と して トーマ ス ・スペ ンサ

ー ・モ ン ソ ンを
，大 管 長 会 第二 副管 長

と して ジェ ー ムズ ・エ ス ドラス ・フ ァ

ウス トを支持 して くだ さ るよ う提 議 い

た します 。 この 提議 に賛 成 の方 はそ の

意 を表 して くだ さい。 反 対 の方 はそ の

意 を表 して くだ さい。

十 二 使 徒 定 員 会 会 長 と して トー マ

ス ・スペ ンサ ー ・モ ンソ ンを， 十 二使

徒 定 員会 会 長代 理 と して ボイ ド ・ケ ネ

ス ・パ ッカー を， また十 二 使徒 定 員会

会 員 と し て ボ イ ド ・K・ パ ッ カ ー ，

L・ トム ・ペ リー， デ ビ ッ ド ・B・ ヘ

イ ト， ニ ー ル ・A・ マ ッ クス ウ ェル ，

ラ ッ セ ル ・M・ ネ ル ソ ン ， ダ リ ン ・

H・ オ ー ク ス ，M・ ラ ッセ ル ・バ ラ ー

ド， ジ ョ セ ブ ・B・ ワ ー ス リ ン， リ チ

ャ ー ド ・G・ ス コ ッ ト， ロ バ ー ト ・

D・ ヘ イ ル ズ ， ジ ェ フ リ ー ・R・ ホ ラ

ン ド， ヘ ン リ ー ・B・ ア イ リ ン グ を 支

持 し て く だ さ る よ う 提 議 い た し ま す 。

こ の 提 議 に 賛 成 の 方 は そ の 意 を 表 し て

くだ さい 。 反 対 の 方 。

大 管 長 会 の 副 管 長 ， 十 二 使 徒 を 預 言

者 ， 聖 見 者 ， 啓 示 者 と して 支 持 して く

だ さ る よ う 提 議 い た し ます 。 こ の 提 議

に 賛 成 の 方 は そ の 意 を 表 し て く だ さ

い 。 反 対 の 方 が い れ ば 同 じ よ う に そ の

意 を 表 して くだ さい 。

わ た し た ち は ， ゲ ー リ ー ・J・ コ ー

ル マ ン ， ジ ョ ン ・M・ マ ドセ ン ， ウ ィ

リ ア ム ・ロ ル フ ・カ ー ， カ ー ル ・B・

プ ラ ッ トの 各 長 老 を 七 十 人 第 一 定 員 会

会 員 と し て 支 持 し て くだ さ る よ う提 議

い た し ま す 。 こ の 提 議 に賛 成 の 方 は そ

の 意 を表 して くだ さ い 。 反 対 の 方 。

わ た した ち は ， リチ ャ ー ド ・C・ オ

ー ル レ ッ ド
， エ ラ ン ・A・ コ ー ル ， リ

チ ャ ー ド ・E・ ク ッ ク ， デ ュ エ イ ン ・

B・ ジ ェ ラ ー ド， ウ ェ イ ン ・M・ バ ン

コ ッ ク ，J・ ケ ン ト ・ジ ョ リー ， リチ

ヤ ー ド ・J・ メ イ ン ズ ， デ ー ル ・E・

ミ ラ ー ， リ ン ・G・ ロ ビ ン ズ ， ドナ ル

ド ・L・ ス テ ー リ ー ， リ チ ャ ー ド ・

E・ タ ー レ ー ・シ ニ ア の 各 長 老 を 七 十

人 第 二 定 員 会 会 員 と し て 支 持 して く だ

さ る よ う提 議 い た し ます 。 こ の 提 議 に

賛 成 の 方 は そ の 意 を 表 し て く だ さ い 。

反 対 の 方 は 同 じ よ う に そ の 意 を 表 し て

くだ さ い 。
き ょ う

わた した ちは， 今 日この 会場 に同席

して い る134人 の 地 域 幹 部 が 末 日聖徒

イ エ ス ・キ リ ス ト教 会 の七 十 人 と し

て， 地域 幹 部 七十 人の 職 を もっ て働 く

こ とを支持 して くだ さる よ う提 議 い た
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します 。以 下の 方 々です 。

オ ス カ ー ・H・ ア グ ワ ヨ

カ ル ロ ス ・E・ ア グ エ ロ

フ リ オ ・E・ ア ル バ ラ ド

パ ウ ロ ・C・F・ ア モ リ ム

ア ドル フ ォ ・ア バ ロ ス

カ ー ル ・W・ ベ ー コ ン

ロ ー ウ ェ ル ・C・ バ ー バ ー

デ ビ ッ ド ・A・ ベ ドナ ー

ブ レ ア ・S・ ベ ネ ッ ト

ロバ ー ト ・K・ ビ ル ズ

ブ ル ー ス ・B・ ビ ン ガ ム

0・ ブ レ ン ト ・ブ ラ ッ ク

ノ ー マ ン ・C・ ボ ー ム

ハ ロ ル ド ・C・ ブ ラ ウ ン

ドナ ル ド ・J・ バ トラ ー

ル ネ ・J・ カ ブ レ ラ

ダ グ ラ ス ・L・ カ リ ス タ ー

ア ン トニ オ ・カ ッ ピ

レ イ モ ン ド ・カ ス テ ラ ー ニ

ヒ ュ ー ゴ ・A・ カ トロ ン

ビ ク ター ・D・ ケ イ ブ
チュ　ヤンチャ

質 居 仁

V・ フ ラ ン シ ス コ ・チ ン チ ェ イ

ジ ェ ス ・L・ ク リス テ ン セ ン

ケ イ ・H・ ク リ ス テ ンセ ン

グ リ ス トフ ァー ・N・ チ ャ ン ク ウ ラ ー

L・ ホ イ ッ トニ ー ・ク レ イ トン

ア ンブ ロ ジ オ ・C・ コ リ ャ ー ド

ゴ ー ド ン ・C・ コ ン ガ ー

マ ッ ク ス ・W・ ク レー ナ ー

ク ラ ウ デ ィオ ・クエ ラ ー

セ ザ ー ル ・A・ ダ ビ ラ

ク レ ト ・P・ デ ・オ リベ イ ラ

ホ ル へ ・L・ デ ル ・カ ス テ ィ ヨ

ポ ー ル ・L・ デ ィ ー ル

リ ンゼ ー ・T・ デ ィ ル

ドナ ル ド ・D・ ドー テ ィ ー

デ ー ル ・L・ ドラ ンス フ ィ ー ル ド

ア ル ビ ー ・R・ エ バ ンス ・シ ニ ァ

エ ン リケ ・R・ フ ァ ラ ベ ラ

デ ビ ッ ド ・W・ フ ェ レル

ロ ー レ ン ス ・R・ フ ラ ー

デ ル マ ン ド ・ガ オ ナ

ル ー ベ ン ・G・ ガ ピ ス

ハ ー ベ イ ・L・ ガ ー ドナ ー

ダ リ ル ・H・ ガ ー ン

エ ドア ル ド ・ガバ レ ッ ト

シ ル ビ オ ・ゲ シ ュ バ ン ドナ ー



ラ リ ー ・W・ ギ ボ ンズ

フ ラ ン シ ス コ ・G・ ヒ メ ネ ス

ク リ ス トフ ェ ル ・ゴ ー ル デ ン ・ジ ュ ニ ア

ウ ォ ル タ ー ・F・ ゴ ン ザ レス

パ ウ ロ ・R・ グ ラ ー ル

ジ ェ ー ム ズ ・E・ グ リ フ ィ ン

C・ ス コ ッ ト ・グ ロ ー

エ ス テ バ ン ・ゲ バ ラ

セ リ オ ・E・ グ ス マ ン

ドナ ル ド ・L・ ハ ル ス トロ ー ム

ロ ナ ル ド ・T・ ハ ル バ ー ソ ン

ロ ナ ル ド ・J・ ハ モ ン ド

ジ ョ ン ・A・ ハ リ ス

キ ー ス ・K・ ヒ ル ビ ッ グ

トー マ ス ・A・ ボ ル ト

ピ タ ・F・ ホ ボ ア テ

ク レ イ ト ン ・S・ フー バ ー

ジ ョ ン ・M・ ハ ン ッマ ン ・シ ニ ァ

エ ル ンス ト ・フ ス

サ ロ モ ン ・ハ ー

フ リ オ ・H・ ハ ラ ミ ヨ

ロ イ ド ・W・ ジ ョー ンズ

柏 倉 仁

潟 沼 誠 二 ・
キムチョンユル

金 鐘 悦

リチ ャー ド ・K・ ク ラ イ ン
コ ウウ ォ ン ヨ ン

高 元 龍

ブ レ ン ト ・H・ コ イ ル

エ ドワ ル ド ・A・ ラマ ル テ ィ ネ

ジ ェ ー ム ズ ・K・ ラ ー キ ン

シンアンリャン

梁 世 安

デ ビ ツ ド ・ロペ ス

J・ ウ ィ ラ ー ド ・マ リ オ ッ ト ・ジ ュ ニ ァ

ゲ ー リ ー ・松 田

ジ ョ ン ・マ ッ ク ス ウ ェ ル

W・E・ バ リ ー ・マ ヨ

ハ イ ド ・M・ メ リ ル

セ ザ ー ル ・A・S・ ミル ダ ー 「

P・ ブ ル ー ス ・ミ ッチ ェ ル

J・ マ イ ケ ル ・メ ラ ー

J・ カ ー ク ・モ イ ー ズ

ミ ッ チ ェ ル ・V・ マ イ ヤ ー ズ

カ ー ル ・E・ ネ ル ソ ン

ロ ドリ ゴ ・オ ベ ソ

ジ ェ ー ム ズ ・S・ オ ル ソ ン

ブ リ オ ・E・ オ タ イ

グ レ ン ・A・ オ ー バ ー ト ン

ウ ィ リ ア ム ・W・ パ ー ム レー

ア デ ル ソ ン ・デ ・ポ ー ラ ・パ レ ラ

ウ ォ ル フ ガ ン グ ・H・ ポ ー ル

ス テ イ ン ・ペ ダ ー セ ン

ホ ル へ ・A・ ペ ド レ ロ

E・ イ ス ラ エ ル ・ペ レ ズ

ウ ェ イ ン ・S・ ピ ー タ ー ソ ン

ア ラ ン ・A・ ペ キ オ ン

ス テ イ ー ブ ン ・H・ ポ ン ド

R・ ゴ ー ド ン ・ポ ー タ 』

ホ ル ガ ー ・D・ ラ コ ウ

グ ス タ ボ ・ラ モ ス

ユ ー ジ ン ・F・E・W・ リ ー ド

マ イ ケ ル ・T・ ロ ビ ン ソ ン

ア レハ ン ドロ ・M・ ロ ブ レス

セ ル バ ン ド ・ロ ハ ス

リ ン ・A・ ロ ー ゼ ンバ ル

ク ラ ウ デ ィ オ ・D・ シ ニ ョ レ リ

ホ ア ン ・R・C・ マ ー テ ィ ン ズ ・シ ル バ

キ ー ス ・L・ ス ミ ス

R・ ロ イ ド ・ス ミ ス

L・ ダ グ ラ ス ・ス ム ー ト

イ ラ バ ・B・ ソ ア レス
ス　キオンタン

陳 思 強

ホ セ ・A・ テ ス クエ ア ラ ・ダ ・シ ル バ

エ ル ナ ー 二 ・テ ス ク エ ア ラ

オ ク タ ビ ア ノ ・テ ノ リ オ

D・ リ ー ・ トー ブ ラ ー

ジ ョ ー ン ・ウ セ ダ

トマ ス ・バ ル デ ス

カ ル ロ ス ・D・ バ ル ガ ス

ホ ル へ ・W・ ベ ンチ ュ ラ

ヘ ク トー ル ・M・ ベ ル デ ュ ー ゴ
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レ ム ス ・G・ ビ ラ レ

ク レ イ グ ・T・ ビ ン セ ン ト

ブ ラ イ ア ン ・A・ ワ トリ ン グ

ロバ ー ト ・S・ ウ ツ ド

ホ ル へ ・F・ ゼ バ ロ ス

ク ラ ウ デ イ オ ・D・ ズ ィ ビ ッ ク

この提 議 に賛 成 の方 はそ の意 を表 し

て くだ さい。反 対 の方 。

わ た した ち は これ まで 中央 扶 助協 会

会 長会 と して働 い て くだ さっ たイ レイ

ン ・L・ ジ.ヤック，チ エ コ ・N・ 岡崎 ，

アイ リー ン ・H・ ク ラ イ ドの各 姉妹 を

感謝 の挙 手 と心 か らの称 賛 の意 を もっ

て解 任 す る よ う提 議 いた します 。 わ た

した ちは また， 中央 扶 助 協会 管 理会 員

を全 員解 任 します。

わ た した ち は また ，.これ ま で中央 若

い女 性 第 二 副会 長 と して働 い て くだ さ

った ポニ ー ・D・ パ ー キ ン姉 妹 を解 任

す る よう提 議 い た し ます 。パ ー キ ン姉

妹 はパ ー キ ン兄 弟 と とも にイ ギ リス ・

pン ドン南伝 道 部 を管 理 す る召 し を受

.け ま した。
.これ らの姉 妹 の優 れた 働 きに心 か ら

の 感謝 を表 明 して くだ さ る方 はそ の意

を表 して くだ さい。

わ た した ち は新 た に メア リー ・エ レ

ン ・ウ ッ ド ・ス ム ー ト姉 妹 を 中央扶 助

協 会会 長 に ，バ ー ジ ニ ア ・ア ー リ ・ジ

ェ ンセ ン姉妹 を第 一副 会 長 に， シェ リ

ー ・L・ デ ュ ー姉妹 を第 二副 会 長 に支

持 す る よ う提 議 い た します。 この提 議

に賛 成 の 方 は そ の 意 を 表 して くだ さ

い。 反 対 の方 はそ の意 を表 して くだ さ

い。

わ た した ち はキ ャロル ・ア ン ・バ ー

デ ッ ト ・トーマ ス姉 妹 を中央 若 い女 性

第二 副 会 長 に支 持 して くだ さ る よ う提

議 い た し ます 。 この提 議 に賛 成 の方 は

そ の意 を表 して くだ さい 。反 対 の方 は

同様 にその 意 を表 して くだ さい。

わた した ち は，その ほか の 中央 幹 部，

中央 補 助組 織 会 長会 を現状 の ま ま支 持

して くだ さる よ う提 議 い た します。 こ

の提 議 に 賛成 の 方 はそ の 意 を表 して く

だ さ い。 反対 の 方 はそ の 意 を表 して く

だ さい 。

提 議 は全 員 一 致 で賛 意 の表 明 が得 ら

れ た ようで す。



洗われて清くなる

十二 使徒 定員 会会 長 代理

ボイ ド ・K・ パ ツカー

あカな

贋 ωの実在とそれが日常生活仁おωτ個入にもたらす契蹉的な価値観

を理解 したとき，，慰めに満ちτ爾放感を伴う，高揚 した気持 ちか訪れ

るのを想像しτみτくださ61。

き ょう

教
会 の若 い 人 々 に向 け て， 今 日は

話 したい と思 い ます。 自分 の行

い の基 盤 とす べ き価 値 観 もな く成 長 し

て い る若 人 につ い て ，わ た した ちは大

変憂 慮 して い ます 。 人の 行 い を変 え る

には ，行 動 に 関す る話 をす る よ り福 音

の教 義 を研 究 した 方 が速 効性 が あ りま

す 。 これ はわ た しの長年 の信念 で す。

行動 の研 究 は，標 準 や 価値 観 と結 び

つ け て考 える と， い っそ うは か ど りま

す 。 日々の生 活 に役 立 つ 実 際 的 な価 値

観 は 聖文 や聖 文 に示 され た教 義 の 中 に

見 い だせ ます 。 一 例 を挙 げ ま し ょ う。
しょくざい

「わ た した ち は， キ リス トの 瞭 罪 に よ

り，全 人 類 は福 音 の律 法 と儀 式 に従 う

こ とに よ って救 われ 得 る と信 じ」1てい

ます。

皆 さん は， キ リス トの 贋罪 が す べ て

の人類 に適用 され る もの の ， その 影響

力 は 一人 一 人 に効 果 を現 し， きわ め て

個 人 的 で， とて も大切 な もの で あ る こ

とを若 い う ちに学 ぶ べ きで す。 皆 さん

の よ うに福 音 を知 り始 め たば か りの 人
あがな

に とっ て も，贋 いへ の理 解 は 日々の 生

活 で す ぐに役立 つ ， とて も実用 的 な価

値 観 です 。

50年 以上 前 の 第二 次世 界 大戦 中， わ

た しは あ る経験 を し ま した。 わ た した

ち爆 撃 隊 はバ ー ジニ ア州 ラ ング レー 基

地 で 最新 発 明 の機 器 ，つ ま りレー ダー

の使用 法 の 訓練 を受 け てい ま した。 わ

た した ち は初 め西 海 岸 に行 き，次 い で

太 平洋 諸 島 に赴任 しま した。

わ た した ちは，屋 根 付 きの貨 物 列 車

で移 動 しま した。 列 車 に は幅 の狭 い折

り畳 み 式 ベ ッ ドが 備 え付 け られ て い

て，夜 に な る と壁 か ら起 こ して使 い ま

した 。食 堂 車 は あ りませ んで した。 そ

の代 わ り， 貨物 列 車 の 中で 野営 用 の 食

事 用 具 が汚 れ た床 の 上 に しつ らえて あ

りま した。

わ た した ちは， 鮮 やか な色 を した夏

物 の 制服 を着 て い ま した。荷 物 を積 ん

だ貨 車 は別 便 だ っ たた め ，6日 闘 の旅

行 中 に着 替 えは で き ませ んで した。 テ

キサ ス とア リゾ ナ を横 断 した ときは す

ごい 暑 さで した。 エ ンジ ンが 吐 き出 す

煙 と石 炭 の燃 え殻 に は閉 口 し ま した 。

入 浴 す る こ と も， 制服 を洗 うこ と もで

きませ ん。 あ る朝 ， 汚 れ た身 な りの ま

ま わ た した ち は ロ サ ンゼ ル ス に到 着

し， 夕 方 まで に列 車 に戻 る よ うに言 い

渡 され ま した。

わ た した ちは， まず食 事 の こ と を考

え ま した。 隊 の 中の10人 で お金 を寄せ

集 め て ，そ の辺 りで い ち ばん よさそ う

な レス トラ ンに 向か い ま した。
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店 は とて もこん でい て， わた した ち

は 席 に着 くた め の 長 い 列 に 並 び ま し

た。10人 中 わた しが い ちば ん前 に な り，

美 し く着飾 った婦 人た ち の後 ろ に立 ち

ま した 。 わ た しの直 前 に いた 品位 あ る

女 性 は振 り返 らな くて も， 後 ろ にむ さ

苦 しい わ た した ち のい る こ とに気 づ き

ま した。

彼 女 は振 り返 る とわ た したち を見 ま

した。 そ して も う一 度振 り返 る と， わ

た しを頭 のて っぺ んか ら足 の つ ま先 ま

で ま じ ま じと見詰 め ま した。 わ た しは

汗 臭 く，汚 れ て ，灰 をかぶ った， しわ

だ ら け の 制 服 で じ っ と立 っ て い ま し

た。 彼女 は うん ざ りした声 で こ う言 い

ま した。 「まあ ， 何 て だ ら しの な い 人

た ち な ん で し ょ。」 皆 が こち ら を振 り

返 りま した。

彼 女 が わた した ち にそ こ にい て も ら

い た くない と思 っ てい る こ とは 明 らか

で した 。 わた し もそ う したい と思 い ま

した。 わ た し 自身， 見事 な汚 れ よ うで

不 快 であ り， 恥ず か しか っ たの です。

後 に わた しが真 剣 に 聖文 を研 究 し始

め た と き， 霊 的 な清 さにつ い て述 べ た

幾 つ か の聖 句 に気 づ き ま した。 ある節

に は こ うあ ります 。 「聖 な る公正 な神

め前 に 自分 は汚 れ てい る とい う意 識 の

あ る ま まで ， 神 とと もに住 む と きの悲

惨 は， 地獄 で 罰 の定 め を受 け て いる者

た ち と とも に住 む と きの悲惨 よ りもひ

どい であ ろ う。」2

わ た しに は そ れ が よ く分 か りま し

た。 ロ サ ンゼ ル スで あ の 日に感 じた気

持 ち を覚 えて い たか らです 。霊 的 な汚

れ は， あの と き感 じた よ りも恐 らく計

り知 れ ない ほ ど強烈 な恥 と屈辱 を もた

らす だ ろ う と思 い ま した、 少 な くと も

8か 所 あ る関連 聖句 は， 「清 くな い もの

は神 の 国 に入 る こ とは で き ない」 と告

げ て い ます 。3こ れ らの 聖句 が汚 れ た

服 や 泥 だ らけ の手 につ いて 言 っ てい る

の で は な い こ と は 分 か っ て い ま し た

が ， わ た しは 常 に霊 的 に清 くあ りた い

と決意 しま した。

と ころで ， そ の 日わ た した ち はグ リ

フ ィス公 園 で カ ヌー を楽 しみ ま した。

わ た した ち は カ ヌー で ばか 騒 ぎ を し，

もちろ ん転 覆 しま した。 わ た したち は

泳 い で無 事 岸 に た ど り着 き， 日光 で体



大管長 会 ，(左 か ら)ト ーマ ス ・S・ モ ン ソン第一 副管 長 ，ゴー ドン ・B・ ヒン ク レー 大管長 ，ジェー ムズ ・E・ フ ァウス ト第二 副管 長。

を乾 か し ました。列車 に戻 るこ ろに は，

わ た した ちはす っか り きれ い に な って

い ま した 。 ・

あ るべ き生活 を しな けれ ば ， 自分 を

霊 的 に清 くす る の は シャ ワー を浴 び た

り， 清 潔 な服 を着 た り， カヌ ーか ら落

ち た りす るほ どたや す くない こ とをわ

た しは知 りま した。

また偉 大 な幸 福 の 計画 ， わ た した ち

は試 され るた め に地 上 に来 た こ とにつ

い て も知 りま した。 わ た した ち は皆 ，

過 ち を犯 します 。使 徒 ヨハ ネは こ う教

えて い ます。 「も し， 罪 が な い と言 う

な ら，それ は 自分 を欺 くこ とで あ って，

真 理 は わ た した ち の う ち に ない 。」 幸

い ， ヨハ ネ は こ う付 け加 え て い ます 。

「も し， わ た した ちが 自分 の 罪 を告 白

す る な らば， 神 は真 実 で正 しい か たで

ある か ら，そ の 罪 を ゆる し， すべ ての

不 義 か らわ た した ち を き よめ て 下 さ

る。」4わた しは 「清 め る」 とい う言 葉

に特 に注 意 しま した。

わ た し は悔 い 改 あ は石 け ん の よ う

に，頻 繁 に用 いるべ きで あ る と思 い ま

した 。過 ち を わび れ ば，物 事 は よ くな

る こ とも知 りま した。 しか し過 ち が深

刻 な場 合 ，謝 罪 だ け で は十分 で は あ り

ませ ん。 時 に は解 決 で きな い場合 もあ
.ります

。 大体 にお い て こ う した過 ちが

大 き な もの で な くて も， 「罪悪 感」 と

呼 ばれ る霊 的 な苦 痛 を避 け るこ とは で

きませ ん。 遅 か れ早 か れ， 過 ち は解 決

す る必要 が あ ります 。 しか し， わた し

に は ど うす れ ば よい か分 か りませ ん で

した。特 に， 自分 独 りで は修復 で きな

い もの を壊 した ときが そ うで す。

皆 さ ん の よ う な若 い人 々の 中 に は，

ペ テ ロ が言 っ た よ う に， 「非 道 の者 ど

もの放 縦 な行 い に よっ て なや まされ て

い 〔る〕」 人 もい るで し ょう。5教 会 の

標 準 を軽 くあ し らって ，行 い を改 め る

必 要性 を感 じな い人 も い るで し ょう。

「皆 が してい る」 か ら ど う って こ と な

い さ と， 自分 に言 い 聞 かせ て い るか も

しれ ませ ん。

しか しそ の よ うな正 当化 は，役 に立

ち ませ ん。 皆 さん は本 質 的 に善 良 だか

らで す 。 「何 か 立 派 な行 い を した り，

人 を助 け た りした と き， とて も良い 気

持 ち が す る 。」 皆 さん は これ まで ほ か

の 人 々が そ の よ うに言 うの を何 度 も聞

い た こ とが あ るで し ょう。 自然 に生 じ

る気 持 ちや感 情 と同様 ， そ の よ うな反

応 は皆 さん の生 来 の もの です 。皆 さん

自身 もそ れ を経 験 して い る はず です 。

幸福 は慎 み深 い ，清 い 行 い と密接 に結

び つい てい ます 。

預 言 者 ア ル マ は 道 を外 れ た息 子 に，

彼 が 罪 を犯 した の で 「幸 福 の 本質 に反

す る状 態 に あ る」.こ と と， 「悪 事 は 決

。して幸 福 を生 じた こ とが ない」こ とを，

率 直 に告 げ ま した 。6過 ち を消 し去 る

す べ を知 らない 人 々 は， しば しば追 い

詰 め られた よ うに感 じ，反抗 的 に な り，

自分 を見 失 って ふ さわ し くない生 活 を

す る よ うに な ります 。 も し皆 さんが 霊

的 に汚 れ た人 々 と一 緒 に人 生 を旅 して

い る な ら， わた しが あ の レス トラ ンで

感 じた よ りも さ らに ひ どい苦 しみ を味

わ うで しょ う。

ほ とん どの 過 ち は， 祈 り と悔 い改 め

を 通 じて ， 自分 独 りで修 復 で きます 。

しか し深 刻 な罪 に は助 け が必 要 で す 。

助 け が な け れ ば ，皆 さん は洗 っ た り，

入 浴 した り， きれ い な服 を 身 に着 けた

りで き ない人 と同 じよ うに な って しま

い ます 。皆 さ んが従 うべ き道 は聖 文 に

記 され て い ます 。聖 文 を読 んで くだ さ

い。 キ リス トを信 じる信仰 が 強 め られ

る で し ょ う。 福 音 を よ く知 っ て い る

人 々の話 に耳 を傾 けて くだ さい。

皆 さん は人 の堕 落， 人生 の 目的 ，善
み たま

と悪 ， 誘 惑 と悔 い改 め ，御 霊 の働 き方

が分 か る よう にな るで しょ う。悔 い改

め につ い て の アル マ の言葉 を読 ん でみ

ま し ょ う。 「わ た しは もはや 苦 痛 を忘

れ る こ とが で きた 。 ま こ とに， わ た し
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は二 度 と罪 を思 い 出 して 苦 しむ こ とが

な くなっ た。」7

次 の主 の言 葉 に も耳 を傾 け て くだ さ

い 。 「見 よ ， 自分 の罪 を悔 い改 め た者
ゆる

は赦 され ，主 な るわ た しは もうそ れ を

思 い 起 こ さ ない 。」8人の行 い は ，行 動

につ いて の話 を聞 く よ り，教 義 を学 ぶ

方が 早 く変 わ ります 。
しょくざい

わ た しが 腰 罪 の力 の， た とえ一部 で

も理 解 で き た とす れ ば ， そ れ は 聖 文

を読 み ， 耳 を傾 け る こ と に よ っ て で
あがな

した。 蹟 い主 が わた しに どの よ うな条

件 を課 せ られ よ う と も従 い さ え す れ

ば ，霊 的 な汚 れ に対 す る苦痛 を受 け な

くて済 む こと を知 っ た と きの わた しの

気持 ち を，皆 さん は想像 で きるで し ょ

うか 。 蹟 い の実 在 とそ れ が 日常 生活 に

お い て個 人 に もた らす 実践 的 な価 値 観

を理 解 した と き，慰 め に満 ちて 開放 感

を伴 う， 高揚 した気 持 ち が訪 れ る の を

想像 してみ て くだ さい 。

皆 さん は蹟 い の力 が 効力 を発 揮す る

前 に， すべ て を知 っ てい る必 要 は あ り

ませ ん。 キ リス トを信 じる信 仰 を持 っ

て くだ さい。 そ うす れ ば皆 さん が助 け

を求 め る そ の 日に， 蹟 い の力 が 効力 を

発 揮 し始 め るで し ょう。聖 文 は 「福 音

の律 法 と儀 式 に従 うこ と」9につ い て語

っ てい ます 。 わ た した ち は皆 ，律 法 に

従 う とは どうい う意 味 か よ く知 っ て い

る はず です 。 で は， どの よう に して儀

式 に従 う必要 が あ るの で し ょうか。

一 般 に わ た した ち は
，悔 い 改 め を条

件 に， バ プ テス マ の儀 式 は わた した ち

の罪 を洗 い流 して くれ る と理 解 して い

ます 。 バ プ テス マ を早 く受 けす ぎた と

感 じ て い る人 が 時 々 い ます 。 彼 ら は

「今 ，バ プ テ スマ を受 け， 清 い 状 態 で

ス ター トを切 れ た らなあ」 と思 うので

す 。 しか し， そ の必 要 は あ りませ ん。
せいさん

聖餐 の 儀式 を通 じて，皆 さん はバ プ テ

ス マの と き交 わ した聖 約 を新 た に して

い ます 。 た と え どん なに 困難 で も皆 さ

んが 悔 い改 めの 条件 をすべ て満 たす な

ら， 皆 さん は赦 され， 自分 の 背 きの た

め に心 を悩 ませ る こ とは もう ない で し

ょう。

ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス大 管 長 は6歳

の と きに ，父 親 のハ イ ラム ・ス ミスが

カー セー ジ の監獄 で殺 され ま した。 ジ

ヨセ ブ は夫 を亡 くした母 親 と ともに大

平 原 を横 断 しま した。15歳 の と き，ハ

ワ イで の伝 道 に召 され ま した。 彼 は途

方 に暮 れ，孤 独 を感 じて こ う言 い ま し

た。 「わ た しは ・・… ・非 常 に苦 しい思 い

を した こ とが あ る。貧 し く，文 化 の遅

れ た 人 々以外 に友 もな く，孤 独 感 に襲

われ た時 期 が あ った。 … …貧 しさ と知

恵 と知 識 の な い状 態 に非 常 な惨 め さを

味 わい ， 〔人 〕 と顔 を合 わせ る こ とが

で きなか った 。」

そ の よ うな窮 状 につ いて 思い 巡 ら し

て い る とき， この 若 い長 老 はあ る 「と

て も現 実 感 の あ る」夢 を見 ます 。夢 の

中 で彼 は旅 を して い て，全 力 で 急 い で

い ま した。彼 は小 さな包 み を抱 えて い

ま した。 や が て 目的地 で あ るす ば ら し

い 邸宅 に着 きま した。近づ く と 「浴 室」

とい う表 示 が 目に留 ま ります。 そ こ で

急 い で浴 室 に入 り，体 を きれい に洗 い

ま した。彼 が手 に してい た小 さ な包 み

を開 くと，真 っ 白な衣 が 出て きま した。

彼 は こ う言 って い ます 。 「長 い 間 目に

し た こ との な い きれ い な衣 だ っ た。」

彼 は それ を身 に着 け る と，邸 宅 の ドア

の所 に急 ぎ ま した 。

彼 は こ う語 っ て い ます 。 「ドア を ノ

ッ ク して開 け る と， そ 二に預 言 者 ジ ョ

セ ブ ・ス ミスが 立 っ て いた。 彼 は しか

る よう な 目で わた しを見 る と， こ う言

った。 『ジ ョセ ブ， 遅 か った ね。』 ……

しか し，わた しは 自信 を もっ て言 った。

『は い， で もわ た しは清 く， 汚 れが

あ りませ ん。』」10皆さん に も同 様 の こ

とが起 こる可 能性 があ ります。

繰 り返 し言 い ますが ， 原則 に関す る

知 識 と福 音 の教 義 が皆 さん の行 い に与

える影 響 は ，行 動 そ の もの につ い て の

話 よ りも， は るか に大 きい の です。

わ た しは多 くの例 の一 つ と して腰 い

とい う概 念 を用 い ま した。 イエ ス ・キ

リス トの福 音 に は幸 福 な生活 を築 くた

め の価値 観 が あ ります 。
あかし

皆 さ んに わた しの証 を伝 えた い と思

い ます 。 天父 は生 きてお られ ます。 キ

リス トの 瞭 い は皆 さんの 生活 に祝福 を

もた ら します。 順 いが わた しに とっ て

どん な に大 きな意 味 を持 つ か， 言葉 で

言 い表 せ た らと思 い ます 。 かつ て それ

を試 み た こ とが あ ります 。 それ を紹 介
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し て ，

す 。

わた しの話 を閉 じた い と思 い ま

昔 らい病 の患 者 が近 くにい る と，

人々は 「不 浄」と叫んで警 告 を発 した。

「不浄 ，不 浄 」 とい う言 葉 が響 くと，

皆 が恐 れて退 い た。

らい病 患者 の手 に触 れ る ことで，

自分 た ち も らい病 に なる こ とを恐 れ

た のだ。

当時 は不 治 の病 だ った。

絶 望 的 な苦痛 だ っ た。

石 けん も，鎮 痛剤 も，薬 も

この病気 や 苦 しみ を取 り除 けなか っ

た。

彼 らを元 ど う りにで きる特 効 薬 も

浄 化 す るた めの浴 室 もなか った。

しか し，記録 に よれば ，「あ る御 方 に

触 れ て いた だ くだ けで，清 め られ た」

とあ る。

恐 ろ しい苦 しみ か ら解 か れ，

腐 肉が元 どう りに なるの だ。

そ の御 方 の訪 れ は， 長 い 間，預 言 さ

れ て きた。

数 々の しる しが その 誕 生 に先立 って

あ る， と。

神 の御 子 が人 聞 の母 の もとに

世 界 を清 め る力 を携 えて， お生 まれ

に なる と。

いや

そ の 日，主 は10人 の らい病 患者 を癒

され た。

その 日， 主 は彼 らを清 め られた。

まさに主 の業 とその生 涯 の

意 義 を象徴 す るかの ように。

どんな に偉 大 な奇 跡 で も，

それ は主 の来 られ た 目的で はな い。

主が 来 られ たの はす べ て の魂 を救 う

た め。

死 か ら，罪か ら，恥 辱か ら救 うため。

主 は言 われ た。もっ と偉 大 な奇跡 は ，
しもべ

主 の僕 が これ か ら して い くこ とであ

る， と。

生 ける ものす べ て を救 うた め，



いや

わず か な人 を癒 す ため だけ で な く。

あがな

わ た した ち は肉体 の死 か らは膿 わ れ

て い るが，

今 の ま まで は王 国 には入 れ ない 。

あ らゆ るこ の世 の罪 か ら清 くなる ま

で は，

こ とご と く清 め られな けれ ば。

清 くな るた め に，何 をす る必 要 が あ

るだ ろ う。

独 りで はで きない。

律 法が ，律 法 であ るた め に，求 め る。

清 い御 方が 瞭 う必要 が あ る と。

主 は説 か れ る。 正義 の要 求 は引 き延

ば され ，
あわ

憐 れみ の要 求が 聞 き届 け られ る，と。

わた したち が悔 い改 め， バ プ テス マ

を受 け，

す べ ての言 葉 に従 って生 きる な ら。

見 聞 きしたすべ て の こ とを

理 解で きる な ら，
たまもの

次 の言 葉 に まさ る神 の賜 物 は ない こ

とを知 るであ ろ う。

その 言 葉 と は こ うで あ る。 「洗 わ れ

て清 くなる。」u

み な

イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ り， ア

ー メ ン。
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な る 」

「愛 の神 ，賛 め よ」

十 二使 徒定 員会 会員

ニ ール ・A・ マ ツクス ウ エル

あがな

愛仁あぶれた父なる神がこの宇宙に存在し，わた した ちを贋われると

ωうことば，……幸福の計画ととr5に 神か ら与えられた真理 さ，ぼか

のあらゆる真理仁勝 り，優先 します。

ワ の機 会 を与 えて くだ さった 大管

」 長会 に感謝 します 。御 覧の よ う

に， わ た しの頭 が この説 教壇 に幾 らか

趣 の 異 な る光 を添 えて い ます。 わ た し

の病 気 につ い て は， 現在 まで の治療 が

成 果 を上 げ て き ま した 。 「こ こ ま で 」

(2ニ ー フ ァイ31119)来 られ た こ とを

心 か ら喜 び， 感謝 し ます。

兄 弟姉 妹 の皆 さん ， も しわ た しに何

で あ れ 神 の 祝 福 に値 す る こ とが あ れ

ば， そ の さ さや か な事 柄 に対 す る報 い

は， これ まで の神 の惜 しみ な い祝 福 に

よ り，ず っ と以前 に受 けて し まった こ

とにな ります 。

わた しは多 くの人 々 の信仰 と祈 りに

感 謝 します 。特 に， 愛 にあ ふ れた優 し
はんりよ

い妻 と家族 ，教会 の幹 部 と伴侶 の 方 々，

わた しの秘 書 ， そ して大 勢 の教 会 員 と

友 人 の皆 さん に感 謝 します 。 また ， 治

療 に当 た った非 常 に有能 な医 師 と看 護

婦 の皆 さん に感謝 します。 天 父 は皆 さ

んの ふ さわ しい祈 りと働 きに確 か に こ

た えて くだ さい ま した 。 これ らの贈 り

物 は， わた しを霊 的 に力づ けて くれ ま

した。 わ た しは ほん と.うにそ れ らに値

しない者 で す が ，感 謝 せず にい られ ま

せ ん。 わ た しの心 か らの愛 と感謝 を皆

さ んにお伝 え します 。

わた しが ヒ ンク レー 大管 長 か ら公 に

何 度 も聞 い た説教 の 一 つ は， すべ て の

栄 光 と称 賛 と栄誉 を神 に帰 す る こ とで
き ょ う

す 。 これ は今 日を含 め て， わた しが も

っ と頻 繁 に話 したい テ ーマ で す。 そ れ

に神 の教 えや祝 福 へ の 感謝 を付 け加 え

たい と思 い ます。

自分 の寿 命 を知 らな い の は， だれ に

とって も人 生 の基 本 的 な事 実 の一 つ で

す 。 で すか らわ た した ち は，心 か ら願

う祝福 を信 仰 を もって祈 り求 め るべ き

です が ，そ のう えで 「主か ら与 え られ

た もの で満 足 すべ き」 な ので す(ア ル

マ29：3)。 人 生 の終 わ りを迎 え る方 法

とそ の 時 は， 人 に よ って明 らか に違 い

ます。

ほか の人 よ りひ どい 苦 しみ を受 けて

い る人 が大 勢 い ます 。苦 痛 の 中 で死 を
いや

迎 える 人， 若 く して 亡 くな る人 ，癒 さ

れ る人 ， さ らに時 問 を与 え られ る人 ，

長 く患 う人が い ます 。 わ た した ちの 受

け る試練 は様 々 です が ， だれ もそれ を

避 け る こ と はで き ませ ん 。 聖 文 に は，

「燃 え る炉 」 や 「火 の よ うな 試 練」 と

あ ります(ダ ニエ ル3：6-26;1ペ テ

ロ4：12参 照)。 様 々な 試練 の炉 を くぐ

り抜 け て きた 人 々 は， 主が 言 わ れた よ

う に主 の恵 み を 「十 分」 に味 わ った の

です(エ テ ル12：27参 照)。 た とえ そ
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教会指導者の支持の模様。

うで も，兄 弟姉 妹 の皆 さ ん。 そ の よ う

に試練 を脱 した人 が ， さ ら に機 会 を求

めて ， もう一つ 「燃 え る炉 」 の前 に急

いで並 ぶ こ とは しませ ん。 しか し，現

世 とい う学校 は短 い です か ら，教 師 で

あ る主 は， わ た した ちが 短 期 間 で必 要.

な こ とをすべ て経 験 で き る よ うに して

くだ さい ます 。

この世 の状 態 の 基本 的 な真理 は，愛

にあ ふ れた 父 な る神 が この 宇宙 に存在
あがな

し， わ た した ち を瞭 われ る こ とで す 。

そ れ は幸福 の計 画 と と もに神 か ら与 え

られ た真 理 で， ほか の あ らゆ る真 理 に

勝 り，優 先 します 。 ほか の 真理 は，比

較 す れ ば， つ か の 間 の 事 実 にす ぎず ，

わ た した ち はそ れ ら を 「常 に学 ん で 」

いて も，基 本 的 な 「真 理 の 知識 に達 す

る こ と」はで きませ ん(2テ モテ3：7)。

この世 で の経 験 は こ と ご と く， イ エ

ス ・キ リス トの順 い が人 類 の歴 史 の 中

心 で あ る こ とを示 して い ます。 知 識 と

経 験 を積 め ば積 むほ ど， わ た しに とっ

て主 の膿 い は， ます ます 驚 くべ き，万

人 の た め の無 私 の 行 為 に な っ て い ま

す 。

わ た した ち は イエ ス の くび きを負 う

な ら， や が て は パ ウ ロ が 言 う よ う に

「〔キ リス ト〕 の苦 難 に あず か」 る こ と

を許 され ます(ピ リピ3：10)。 病気 や

孤 独 ，不 当 な扱 い，拒 絶 な ど， わ た し

た ちの比 較 的小 さ な苦 難 は， も し柔和

で あれ ば ，そ の人 に深 い影 響 を与 える

で しょ う。 そ して， イ エス の 苦難 だけ

で な く， その 比類 ない特 質 につ いて も

理 解 が深 ま り，主 を崇拝 して ，模 範 に

従 お うとい う気持 ちが高 め られ ます 。

アル マ の記 録 に よれ ば， イエス はわ

た した ち の苦 痛 と病 をすで にそ の身 に

受 け られ たの で ，そ の よう な苦難 の 中

に いる わ た した ち を救 う方 法 を 明確 に

知 っ て い らっ しゃい ます(ア ル マ7：

11-12参 照)。 主 は御 自分 で 経験 して
あわ

そ れ を知 り，憐 れみ を得 られ ま した 。

わ た した ち は もち ろん ，そ の こ と を完

全 には理 解 で きませ ん。 主 が この 世 の

す べ て の罪 を どの よ うに負 わ れ たか を

完 全 に は理 解 で きな いの と同 様 で す 。

しか し，主 が腰 い とい う手段 に よ って

確 か に わ た した ち を救 われ た こ とを知

り， わ た したち は安心 す るの です 。

イエ スが 主権 と力 を帯 びて 再 び来 ら

れ る と き，主 をた たえ るあ らゆ る事柄

の 中で ，特 に主 の 「愛 にあ ふ れ た優 し
いつく

さ」 と 「慈 しみ」 とをた た える こ とに，

何 の 不思 議 が あ るで し ょうか 。 しか も

わ た した ち は，永 遠 に わた って主 をほ

め た た え続 け ます(教 義 と聖 約133：

52。 モ ーサ ヤ4：6，11;ア ル マ7：23

も参 照)。 わた した ちは 自分 か ら進 ん

でそ れ を行 うで し ょう。

この よ うに，神 の 照 い の力 を認 め る

こ と は非 常 に大切 で す が ，悲 しい こ と

に， 肉 の腕 に頼 る愚 か さが そ れ を妨 げ

てい ます(2ニ ー フ ァイ4：34;教 義 と
サ こうまん

聖 約1：19参 照)。 ああ ，傲 慢 な 肉の腕

よ。 まる で， 誇 り高 ぶ る ク ォー ター バ

ックの よ うで す 。彼 は投 げ る力 が 強 い

ので ，洗 車 機 の 中 を通 して もボ ー ルが

少 しもぬ れ ない と， 自分 の腕 を自慢 す

るの で す。 人 の体 力 や精 神 力 は ひ弱 で

取 る に足 りな い もので あ り， 「現在 の

こ と をあ りの まま に… …未 来 の こ と も

また ， あ りの まま に」 と らえて はい ま

せ ん(「 モル モ ン書 』ヤ コブ4：13)。
きよ う

最後 に，わた しは今 日へ りくだ って，

愛 あ ふ れ る救 い の計 画 を下 さっ た父 な

る神 をほ めた た え， 驚 嘆す べ き順 い を

され た宇 宙 の 主 イエ ス をほめ た た え ま

す。 また ，わ た した ちが あ ま り語 って

い ない 聖霊 もほ め たた え ます 。聖 霊 の

多 くの役 割 の 中 で， わ た しが今 日， 個

人的 に特 に感 謝 す るの は ， この御 方 が
やみ

真 夜 中 の 闇の 中 で も慰 め主 で あ られ る

ことです 。
み な

イ エ ス ・キ リ ス トの 聖 な る 御 名 に よ

っ て ， ア ー メ ン 。
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子供たちの霊を養う

中央初 等協 会会 長

バ トリシ ア ・P・ ビネ ガ ー

子供た ちを愛 しτωること，子供たちを家族仁迎えられご幸ぜざある

ことを，子供た ち仁伝え τくださω。聖霊を通 しτ導きを受けられる

よう仁自らを備え τくださω。

初
等 協 会 の会 長 と しての 召 しを果

た す 年 月 が 長 くな る に従 って ，

わ た しは子 供 た ち に対 す る関 心 が ます

ます 高 まっ て くる の を感 じて い ます 。
いつく

子供たちは慈しみ深い天父からの神聖

な贈 り物です。「子供たちは神から賜
しぎょう

わった 嗣業 で あ り」ます(詩 篇127：3)。

わた しは子供 たち の こ とを考 えれ ば考

え るほ ど，両 親 の こ とが気 が か りに な

ります 。

スペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ール 大管 長

は次 の よ う に言 い ま した。 「わ た した

ちの天 父 は ，子 供 た ちの衣 食 住 の必 要

を満 た し， 十分 な しつ け と教 育 を施 す

責 任 を両 親 に課 せ られ た。 そ して ， ほ

とん どの親 は住 居 を整 えて風 雨 か ら子

供 たち を守 っ てい る。 病 気 にか か らな

い よ うに気 を配 り，安 全 に快 適 に過 ご

す ため の衣服 を与 え， また健 康 と成長

の た め に必 要 な食 物 を用 意 して い る。

しか し， 子供 た ちの霊 に対 して は何 を

して い るで あ ろ うか。」(「子 供 の教 育」

『聖 徒 の道 』1978年8月 号，pp.1-2)

わ た しは，子 供 た ちが 将 来， 詩篇 の

作 者 が述 べ た次 の言葉 を心 に抱 くよう

に な るの で は な い か と心 配 して い ま

す 。 「わ た しは右 の 方 に 目を注 い で 見

回 したが ， わ た しに心 を とめ る者 は ひ

と りもあ りませ ん。 わ た しに は避 け所

が な く， わた しをか え りみ る 人 はあ り

ませ ん。」(詩 篇142：4)
き ょ う

今 日， わた しは教 会 のすべ ての 両 親

と成 人 会員 に 向 けて お話 しした い と思

い ます。 そ して全 員 で一 致協 力 して 子

供 た ちの霊 的 な面 に関心 を向 け る よ う

呼び か けた い と思 い ます 。

数 年前 の こ とです が ， わた しは庭 仕

事 を して い る と きに， うず らの家 族 を

見つ け， ほほ え ま しい気 持 ち で眺 め て

い ま した。 よ く見 る と，雄 の 親鳥 は塀

の上 に止 まって家 族 の見 張 りを して い

ま した 。雌 の 親 鳥 は10羽 の大切 な子 供

た ち を育 て るの に大 忙 しで， 地面 の 中

か ら食べ 物 をつ い ばむ 方法 を教 え てい

るよ うで した 。 わ た しはす っか り夢 中

にな って い ま した。 そ して， 注意 しな

が ら静 か に近 づ い て行 き ま した。 す る

とた ち まち警 戒 中 の雄 の 親鳥 に見 つ か

って しまい， 雄 は警 告 の声 を発 しま し

た。 雌 の 親鳥 は懸命 に子供 た ちを安 全

な塀 の近 くに寄 せ よ う と しま した。 け

れ ど も警 戒 す べ き人 物 で あ る わ た し

は， うず らの一 家 に近 づ きす ぎて い ま

した。 この ため 雌 は不 満 を募 らせ ， 気

が動 転 して， 飛 び立 つ と塀 の 雄 の横 へ

行 っ て し まい ま した。 もち ろん わ た し

は この家 族 に害 を与 え る気 はあ り ませ
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ん で した か ら， 素早 く彼 らの見 えな い

所 に退 いて ，体 を隠 し ま した。

わ た した ちの 家 族 の生 活 を脅 かす 危

険 は， わた しが 経験 した うず らの家 族

の場 合 とは違 って ，退 い て くれ ませ ん。

サ タ ン はわ た した ち が 不 満 を募 らせ ，

動転 す る こ とを喜 び と して お り， そ の

影響 力 はわ た した ち を取 り巻 いて い ま

す 。 テ レビの ス イ ッチ を入 れ ます

これ は家 族 向 けの シ ョー番組 と言 え る

の で し ょうか。 子 供 部屋 か ら音 が 聞 こ

えて き ます こ れ は音楽 と言 える の

で し ょ う か 。 映 画 を 見 よ う と し ま'

す この 内 容 は ほん と うに上 映 を 許

可 され て い るので し ょうか。

サ タ ンは時 々非 常 に微 妙 で ， それ と

分 か ら ない よ う な影 響 力 を使 い ます 。

そ の た め， わ た しは 次 の よ うな 質問 を

自 分 に投 げ か け る よ う に して き ま し

た。 「わ た し は福 音 の 真 理 を教 えて い

な いた め に，子 供 た ちを危 険 に さら し
み たま

て いな い だ ろ うか。」 「御 霊 の励 ま しと

子 供 た ちが 受 け 与れ る導 きにつ いて 教

え ない た め に，子 供 た ち の霊 をない が

しろ にす る よ うな こ とを してい な いだ

ろ うか 。」 「子 供 た ち に話 してい る こ と

と違 う模 範 を示 して い た り， 子供 た ち

一 人一 人が 心 に深 く感 じ られ る よう な

方 法 で 愛 を表 してい ない た め に，子 供

た ち を危 険 な場 所 に追 い や った り して

は いな いだ ろ うか。」

世 の 中 に は無残 に も見捨 て られ た子

供 た ちが大 勢炉 る とい う事 実 が統 計 的

デ ー タ と して公 表 され て お り， またニ

ュ ース で採 り上 げ られ て い ます 。幸 い

な こ と にす べ て の子 供 が こ の よ うな状

態 にあ るわ けで は あ りませ ん。子 供 た

ち に福 音 を教 え，十 分 な 関心 を寄せ て

い る愛 にあふ れ た家 庭 を， これ まで わ

た しは訪 れ て き ま した。 す ば ら しい信

仰 と献 身 を示 して い る ひ と り親 を 目に

して き ま した。 家庭 を持 っ てい る人 々

と積 極 的 に交 わ り， 親 と子 供 た ち の力

に な っ て い る独 身 成 人 を 知 っ て い ま

す 。子 供 た ちや 青少 年 に心 か らの 関心

を示 し， そ の人 生 に大 きな影 響 を与 え

て い る教 師 ，指 導者 をは じめ とす る思

い や り深い 大 人た ち を知 って い ます。

子供 を持 つ こ と，子 供 の世 話 を手 伝

うこ とに よって もた らされ る祝 福 は た



くさんあ ります 。 ヒン ク レー大 管 長 は

この よ うに述 べ て い ます。 「人 生 の喜

び の 中で 親 と して の喜 び に勝 る もの は

あ りませ ん。 わ た した ち が取 り組 む責

任 の 中で ， これ ほ ど重 要 な もの は あ り

ませ ん。愛 と安心 感 と信 仰 の 中 で子 供

を育 て る こ と は，何 に も増 して報 いの

大 きい もので す。 そ う した努 力 は， 人

生 の中 で最 大 の満 足 を与 えて くれ るの

です 。」(「子供 たち に救 い を」 『聖 徒 の

道』1995年1月 号 ，p62)

親 で あ る とい う こ とは ，天 父 の子供

た ちが救 い を得 る ため に必 要 とされ る

神 聖 な責 任 で あ り， わ た した ちが 永遠

の祝福 を受 け る ため の準 備 とな る大切

な責任 です 。子 供 た ち を愛 し，子 供 た

ち を養 う機会 が与 え られ てい る こ とを

喜 び と して くだ さい 。 あ なた が既 婚者

で も独 身者 で も， あ る い は子 供 が い て

もい な くて も，御 父 は一 人 一 人の 子 ら

につ い て，祝 福 と永遠 の報 い を用 意 し

てお られ ます。 皆 さんが 置 か れて い る

環境 はそ れ ぞ れ に違 うで し ょ う し，与

え られ て い る機 会 も様 々 だ と思 い ま

す 。 けれ ど も， 義 に対 して与 え られ る

最：終 的 な 報 い は 同 じで す 。 す な わ ち ，

永遠 に続 く親 子 の きず な を持 ち，永 遠

の生 活 を営 む こ とです 。 わ た した ち は

子供 たち の霊 を養 う手伝 い をす る こと

に よって も， この永 遠 の祝 福 を受 け る

た めの準 備 をす るこ とが で きます。

さ て， わ た した ち は どの よ うな点 に

つ い て現在 の 状 態 を改 善 で きるで し ょ

うか。御 父が 御 自身 の子供 た ちに どの

よ うな関心 を寄 せ てお られ るか を研 究

す る こ とは， わ た したち の進 歩 に役 立

つ と思 い ます 。 わ た した ちが 天 父 につ

い て知 っ てい るこ とは，天 父 が わ た し
レ つ く

た ちの 親 であ り， わた した ち を慈 しみ

を込 め て見 守 っ て くだ さる こ とに 関連

が あ る事 柄 ば か りで す。 天 父 は御 自身

の子 ら一人 一 人 を無 条件 で愛 してお ら

れ ます。 わた した ち も 自分 の 家族 に対

して同様 にで きます 。 天父 が 定 め られ

た幸福 の計 画 は ，子 らが進 歩 して， 天

父の 最：大 の祝福 を受 け られ る よ うに準

備 させ る とい う計 画 です 。 わ た した ち

も家 族 が進 歩 で き る よ うな計 画 を立 て

る こ とが で き ます 。 天父 は天 上 の大 会

議 に子 らを参加 させ ，選 択 の 自由 を使

う こ とを許 して くだ さい ま した。 わ た

した ち も家族 会 議 を 開い て， 子 供 た ち

を会 議 の 一 員 と して積 極 的 に参 加 させ

る こ とが で きます。 この 地球 はわ た し

た ちが 学 び成 長 す る場 所 と して ，天 父

の導 きの 下 に備 え られ ま した。 わ た し

た ち も家庭 を， 子供 たち が学 び 成長 す

る幸 福 な場 所 にす る こ とが で きます 。

天父 は子 らが 天 の家 に通 じる道 だ け を

見据 えて歩 め る よ うに，行 い につ いて

の規 則 と戒 め を与 え られ ま した 。 わた

した ち も天父 の み もとへ 帰 る道 を歩 む

こ とが で きる よ うに，家 族 の 約束 事 を

決め る こ とがで きます。

御 父 の独 り子 であ り， わた した ちの

救 い主 で あ るイ エス ・キ リス トは，神

のす べ て の家 族 を どの よう に愛 し，祝

福 し，教 えた ら よい か を わた した ちに

示 す た め に地 上 で 教 え導 か れ ま した 。

救 い 主 は一 人 た りと も失 って は な らな

い と教 え られ ま した。 わた した ち は ，

家族 を愛 し，家族 に祝福 を もた らす こ と

について， また一人 も失 うこ とが ない よ

うに全 力 を尽 くす ことにつ いて，主が示

された模 範 に従 わなければ な りませ ん。

わ た し は こ の お 話 を準 備 す る た め

に， また子 供 た ち 一人 一 人 に もっ と関

心 を寄 せ る方 法 につ い て答 え を見 つ け

る ため に，夫 の エ ドと と もに神 殿 に入

りま した。 わた しは この神 聖 な機 会 を

心 か ら感謝 しま した。 わ た した ち に約

束 され て い る数 々 の祝福 を思 い起 こす

こ とが で きたか らです 。 わた しは この

聖 な る場 所 で 与 え られ る祝 福 が， 子供

た ち を育 て る現代 のすべ ての 親 に必要

な助 け とな る こ とに気 が つ きま した。

た とえ神 殿 が近 くに な くて頻 繁 に参

入 す る こ とが で きない と して も， 神殿

に入 るた め にふ さ わ し くな るよ う努力

して， 神 殿 推 薦 状 を受 けて くだ さい。

あ なた の義 に よっ て大 きな祝 福 が あ な

た とあ なた の子 供 た ち に もた らされ ま

す 。現 在 神殿 推 薦 状 を持 って い るの で

あれ ば ，あ な たが 交 わ して い る聖 約 を

もっ とよ く理解 で きる よう に，探究 し，

祈 り，頻繁 に神 殿 に参入 して くだ さい。

父 親 と母 親 は皆 ， ヒ ンク レー大 管 長の

勧 告 に従 う必要 が あ ります。 大 管 長 は

この よ う に言 い ま した 。 「子 育 て は 自

分 自身 の知 恵以 上 の ものが 求め られ ま

懸 ・1∴

臨 繍 轡欝 嚇

纏 翻翻 　

漁輪 慮
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無 。贈 蜘_。 。
　晒 ・嘱 曵 畷
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す。 主 の助 け が必 要 です 。 主 の助 け を

祈 り求 め ，与 え られ る霊 感 に従 っ て く
あかし

だ さい 。」(「信 仰 と証 が あ や なす 織物 」

『聖徒 の 道』1996年1月 号 ，p.99)

聖 約 を守 り， 聖文 と生 け る預言 者 の

勧告 に厳 密 に従 うこ とに よって い っそ

う義 にか な った 者 に なる な ら， わ た し

た ち は，子 供 た ち を義 の うち に育 て る

うえ で必 要 な 日々 の導 きを天 父 と御 子

か ら受 け るこ とが で きます 。

教 会 の す べ て の 父 親 と母 親 の 皆 さ

ん，子 供 た ち を愛 してい る こ と，子 供

たち を家 族 に迎 え られて幸 せ で あ る こ

と を，子 供 た ちに伝 えて くだ さい 。聖

霊 を通 して導 きを受 け られ る よ うに 自

ら を 備 え て く だ さ い 。 聖 文 と 「家

族 世 界 へ の 宣 言 」(『 聖 徒 の 道 』

1996年6月 号 ，pp.10-11)を 祈 りの気
ド み たま

持 ち で研 究 す る と き に， 御 霊 の励 ま

しに耳 を傾 け ，そ れ に従 って くだ さい 。

サ タ ンの 影 響 力 に注 意 して くだ さい 。

家 庭 で一 生 懸命 に努力 して も，達 成感

が な く，重 要性 を感 じ られ な い と した

ら， そ の気持 ち は どこ か ら来 て い るの

で しょ うか 。 あ なた が感 謝 され てい な

い と感 じた ら， そ の気 持 ち は ど こか ら

来 てい るの で し ょうか 。神 にな る ため

の この 準備 を楽 しんで くだ さい 。子 供

た ち に王 国 の真 理 を教 え る の を喜 び と

し， これ らの真 理 に従 う ことか ら来 る

平安 と喜 び を子 供 た ちが 味 わ え る よう

に して くだ さい 。

教 会 の 若 い男性 と若 い 女性 に少 しお

話 し したい と思 い ます 。 親 に な る 日を

楽 しみ に して くだ さい。 そ の 日の た め

に準備 し，計 画 して くだ さい。 ふ さわ

しい父 親 と母 親 にな る準 備 を して くだ

さい。 将 来 の子 供 の こ と を考 えて い れ

ば， 正 しい 道 を歩 む こ とが で き ます 。

も し地 上 で の生 活 で この 祝福 にあ ず か

る こ とが で きな くと も， あ な たの準 備

と心 の望 み は， 救 い 主の よ うに神 の す

べ て の子 ら を愛 し，育 て るた めの備 え

とな ります 。 あ なた は永 遠 の家 族 とい

う永遠 の報 いを得 る こ とが で きます。

最 近 の あ るス テ ー ク大会 で ，預 言 者 は

親 に対 して次 の よ うな勧 告 を与 えて い

ます。

「この幼 い子 供 た ち は神 の息 子 娘 で

あ る こ と， 皆 さん は子供 たち を保 護 す

る責 任 を託 されて い る こ と，皆 さんが

彼 らの両 親 に な る以前 か ら天父 は彼 ら

の 親 であ られ た こ と， 天 父 は これ ら幼

子 に対 す る 親 と して の権 利 を放 棄 した

り， 関心 を失 った り しては お られ な い

こ とを忘 れ ないで くだ さい。

ど うか ， 幼 い子 供 た ち を愛 し，世

話 を して くだ さい 。父 親 の 皆 さ ん，現

在 だ け で な く将来 にわ た って ， あな た

の 感情 を抑 えて くだ さい。 母親 の 皆 さ

ん， あ なた の声 を荒 げず に，穏 や か に

話 して くだ さい。 主 の薫 陶 と訓 戒 に従

って子 供 を育 て て くだ さい 。幼 い子供

た ちを心 を尽 く して世話 し， あ なた の

家 庭 に来 た こ と を歓 迎 し， は ぐ くみ ，

愛 して くだ さい。」(ゴ ー ドン ・B・ ヒ

ンク レー ，1996年11月3日 ， ソル トレ

ー ク ・ユ ニバ ー シ テ ィー 第3ス テ ー ク

大 会;ChαrchNbws『 チ ャーチ ニ ュー

ズ』1997年3月1日 付 け，p.2)

兄弟 姉 妹 の皆 さん，わた した ち皆 が，

子 供 を養 う機 会 を喜 び とす る こ とが で

きる よ うに祈 っ て い ます。 イエ ス ・キ
み な

リス トの御 名 に よ りお 話 し します。 ア

ー メ ン。
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「真理 を守 り」

十 二使 徒定 員会 会 員

ジ ョセ ブ ・B・ ワース リン

皆さんの最 右大切な筥理の藏とば，自分自身の霊を見守り，養 うとω

う，天の御父から与えられた栄えある責任さす。

た し た ち は 皆 ， ニ ー ル ・A・ マ

わ ックス ウ ェ ル長 老 の美 しい お話

に感動 い た しま した。 一 つ付 け加 え さ

せ て いた だ きます と， 彼 は今 や ， オ ー

クス長 老 や わた しを は じめ とす る，光

を添 え る人 々の 仲 間 とな りま した。 し

か し， 何 よ りも増 してわ た した ちが感

謝 してい る の は， マ ックス ウ ェル 長老

の 知恵 と霊 感 ， そ して神 の王 国 にお い

て の偉 大 な 指 導 者 と して の働 きで す。

マ ックス ウ ェ ル長老 が 今 この場 にい る

の は， ま さに奇 跡 です 。 主 は彼 を祝 福

され ， わた した ち の祈 りを聞 き届 け て

くだ さい ま した。

総大 会 は ，一 年 の 中で もすべ て の教

会 員 に とっ て霊 の鼓 舞 され る 時 で す 。

わ た した ち の 目的 は ， 「どの よ うに …

… 〔神 の 〕律 法 と戒 めの 要 点 を実行 す

るか を知 る こ とが で きる よ うに，互 い

に教 え合 い ，教 化 し合」 う1こ とで す 。

午 前の 大 会 で これ まで に味 わ って きた

み たま

御 霊 を これ か ら も引 き続 き保 つ こ とが

で きる よう に，へ りくだ り祈 りたい と

思 い ます 。
こんにち

今 日，神 の 王 国で は偉 大 な こ とが起

こ ってい ます 。

教会 はか つ て なか っ たほ どに世 界 中

で 発 展 を遂 げて い ます 。 「王 国 が ，大

き な 山 とな っ て全 地 に満 ち 〔る〕」2と

い う預 言 の 成就 に向 け ての 目覚 ま しい

発 展 を この 目で見 られ るの は， わた し

た ち に 与 え られ た 特 権 と言 え ま し ょ

う。

偉大 な こ とが起 こっ てい る の は，大

勢 の 皆 さん が 「〔神 の 〕律 法 の戒 め と

要 点 」 を実 行 して お られ るか らで す 。

わた したち は 主の 教会 を指 導す る者 と

して ，義 にか な った多 くの 忠実 な末 日

聖 徒 が善 を行 うの を見 る と き， 心 が躍

ります 。 わ た した ちは， 天 の御 父 の助

けが あ って 皆 さ んが御 父 と交 わ した聖

約 に忠 実 で い られ る よ う， いつ もお祈

りして い ます。 そ の こ とを知 って い た

だ きたい と思 い ます。

信仰の道を歩む

ヒ ンク レー大 管 長 は， 最 近の メ ッセ

ー ジの 中で 次 の よ うに促 し
， また チ ャ

レ ンジ して い ます 。 「わ た し と一 緒 に

信 仰 の 道 を歩 む よ う にお勧 め し ます 。

そ して， 義 と真 実 と善 を守 り抜 くよ う

にチ ャ レン ジ し ます 。」3わ た した ち の

預 言者 は，信 仰 と勤勉 の道 を歩 む こ と

に対す る揺 る ぎない 決意 と模 範 を示 し

て くれ てい ます 。 わ た した ち は 日々 ，

大 管 長 の霊 感 に満 ちた模 範 に従 って い

るで し ょうか。 末 日聖 徒 イ エス ・キ リ

ス ト教 会 の 会 員 と して ， 「義 と真 実 と

聖徒の道/ig97年7月 号

17

善 を守 り抜 く」 とい うチ ャ レ ンジに こ

た えて い るで し ょうか。 愛 唱 の賛美 歌

を引用 しなが ら， ヒ ンク レー大 管 長 は

こ う言 い ま した。 「〔真 実 〕 で あ りま し

ょう。 「わ れ ら受 け し信 仰 持 ち， 殉 教

者 の持 つ真 理 を信 じ』 ま しょ う。」4

兄 弟 姉妹 ，わ た したち は 「真 理 を守」

って い るで し ょうか 。

信仰 箇 条 第13節 に 「わた したち は…

…真 実 … … で あ るべ き こ と を信 じる」

とあ ります 。賛 美 歌 に描 か れ てい る よ

う に， 回復 され た 福 音 の真 理 は ， 「一
とうと

番 尊 き宝 … … 人 も神 も願 い 求 む宝」 で
と わ

あ り，「悪 を切 り抜 け， 永遠 に変 わ ら」5

ない のです 。

そ うです 。完 全 な福 音 はか けが えの

ない高価 な真珠 です。

わ た した ち は才 能 を伸 ば し， 家族 を

養 う よう に教 え られ て い ますが ，気 を

つ け な けれ ば な らな いの は，仕 事 に夢

中 にな るあ ま り福 音 の道 か らそれ る こ

とです 。

わ た した ち は 「真 理 を守 り」， 「永 遠

の命 に至 る細 くて狭 い 道」6にと どま ら

な くて は な りませ ん。 息 子 コ リア ン ト

ンへ の アル マ の訓 戒 を忘 れ な いで くだ

さい 。 「どん な む な しい もの に も， 愚

か な もの に も惑 わ されて は な らない。」7

「戒 め を守 る人 を神 は守 り， 導 き」8ま

す 。 この世 の いか な る もの も，福 音 に

生 きる喜 びに はか な い ませ ん。 世 の ど

の よ うな富 や財 産 ，名 声 や評 価 も，わ
み たま

た した ちの心 や家 庭 に あ る，主 の御 霊

に よる平 安 や温 か さに取 って代 わ る こ

と はで き ない の で す 。 「福 音 の もた ら

す平 安 は麗 しい」 ものです 。9成功 に向

け て 努 力 す る と き， 「む な しい もの 」

や 「愚か な もの」 の ため に信 仰 の 道か

らそ れ， 聖約 に対 して誠 実 さを欠 くよ

うに なっ て はな らな いの です。

信仰を守る

わ た しは真 実 とい う言 葉 が 好 きで

す 。真 実 は，福 音 の基 本 概念 を明 らか

に し， わ た した ちの 理解 を増 して くれ

ます。

真 実 とは， 「揺 る ぎ ない こ と，忠 誠 ，

・… 正直
， 公正 」 な ど， 生活 の中 で は

ぐ くん でい か な けれ ば な らな いあ らゆ



る徳 を意 味 し ます610

偽善と欺きを行うことなく

真 実 は ま た， 「表 面 に 見 え る もの や

推 測 した もので は ない，事 物 の 〔真 の〕
ありさま

有様」とも表現されています。すなわ

ち，問題の核心や個人の真の姿につい

て述べたものなのです。

わたしたちは真に福音に生きている

でしょうか。それとも，表面的に義を

装竺，周囲から患実だと　

.にしているだけで，ほんとうの心や隠

れた行いが主の教えに　忠塞というこ
o

とは ない で し ょうか。

わ た し た ち は 神 を敬 う さ ま を しつ

つ ，神 の力 を否 定 して い ない で しょ う

か♂1

わた したちは真 に義 にかなって いるで

しょうか。そ れ とも，見 られてい る とき

だけ従順 なふ りを しているで し ょうか。

主 は外 見 に惑 わ され る こ とは ない と

は っ き り述 べ て お られ ます 。 ま た， 主

や他 の 人 々 に対 して偽 っ て はな らない

と警 告 してお られ ます 。主 は，偽 りの

外見 を もっ て，見 せ か け の輝 きでそ の
やみ

闇 の実 体 を 隠す 者 に用 心す る よ うに言

ってお られ ます 。 わた した ちは 主が 外

の 顔形 で は な く， 「心 を見 る」12御方 で

あ られ る こ とを知 って い ます。

救 い主 は 「うわべ で人をさばか な い」13

よ うに，また 「羊 の衣 を着 て ……来 る」

強 欲 なお お かみ に注意 す る よう に言 わ

れ ま した。そ して，「そ の実 に よって」14

彼 ら を見 分 け る こ とが で きる と教 え て

お られ ます 。

ニ ー フ ァイ は， 「十 分 に 固 い決 意 を

もって …… ，神 の前 に決 して偽 善 と欺

きを行 う こ と な く」15信仰 の道 を歩 む

ように教 え てい ます。
ふたこころ

「二 心 の者」 は 「す べ て の行動 に安

定 が な 」16く， わ た し た ち は 「ふ た り

の 主 人 に兼 ね 仕 え る こ とは で き」ワま

せ ん。 ロム ニー副 管 長 は賢 明 に もこ う

述べ てい ます 。 「〔あ ま りに も多 くの 人

が 〕悪 魔 に立 ち 向か お う と しない ま ま

で ，主 に仕 え よ うと してい る。」18

「主 は心 と進 んで行 う精神 とを求 め」19

られ ます 。 そ れ ゆ え ， 十戒 の最 初 は，

「あ な た は わ た しの ほか に， な に もの

を も神 と して は な ら な い 」20であ り，

救 い主 は 「心 を2≦_L， 精 神 を二2≦_L，

思 い を二2≦⊥.て ，主 な る あな たの 神 を

愛 」21する こ と を第 一 の戒 め と して挙

げて お られ ます。 わた したち はす べ て

をさ さげ ，高 ぶ りを克服 し，信 仰 の 道

をそれ る こ と な く歩 んで初 め て， 心 か

ら 「主 よ， わた した ちの さ さげ る心 か

らの 献 身 を受 け入 れ て くだ さ い 」22と

歌 え るので す。

信仰 こめて ，一 歩ず つ

「シオ ンの大 義 を起 こ して確 立す る」23

ため多 大 な犠 牲 を払 った 雄 々 しい 開拓

者 た ち は， 肉 体 的 に非 常 に 困 難 な 中 ，
きょうじん

信 仰 の道 を歩 み ，強 靭 な霊 を培 ってい

き ま した。彼 らは真 理 の 大義 を擁 護 し

よ う との真 の決 意 を抱 き，敵 対 す る も

のや 逆境 に遭 って も しっか りと鉄 の棒

につ か ま っ て い ま した 。 彼 らは 「真 理

を守 り」， 回復 され た福 音 を 広 め ， そ

の教 えに従 うた め にすべ て を ささ げた

ので す。

聖約に真実であること

回復 され た福 音 が もた ら した祝 福 の

中 に， 天 の御 父 と神 聖 な 聖約 を交 わす

特権 が 挙 げ られ ます 。 聖 な る神権 の効

力 に よ って結 ばれ る聖 約 です 。バ プテ

ス マ と確 認 を受 け る と き，兄 弟 た ちが

神権 に聖任 され る とき，神 殿 に行 って

自身 の エ ン ダウ メ ン トを受 け る と き，

結 婚 の新 し くか つ永 遠 の 聖約 に入 る と

き， これ らすべ て の神 聖 な儀 式 にお い

て ， わ た した ち は神 の戒 め を守 る こ と

を心 か ら決 意 す るの です。
けんそん

わ た した ち は謙 遜 に奉 仕 す る こ と と

た ゆ まぬ 従 順 さに よっ て天 の御 父 へ の

愛 を示す と聖約 します 。 また ， 自分 た
しもべ

ち が 「良 い 患 実 な僕 」24であ る こ とを

証 明 す る と聖 約 します。

もしわ た した ちが 聖約 に真 実 であ れ
たまもの

ば ，天 の御 父 は 「神 の あ らゆ る賜 物

の 中で 最 も大 い な る も.の」 で あ る 「永

遠 の命 」 の祝 福25を 与 えて くだ さい ま

す 。 「父 の持 って お られ るすべ て」26が

信 仰 の 道 を歩 み ，聖 約 に真 実 で あ る人

に 約束 され て い ます 。 「義 の 業 を行 う
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者 はそ の報 い を受 け る，す なわ ち， こ

の世 にお い て平和 を， また来 るべ き世

にお い て永遠 の命 を受 け る」27のです ヨ

永遠の管理の職

皆 さん 一人 一 人 に は，教 会 の いか な

る役 員 で あ って も解 任 す る こ との で き

な い 永 遠 の召 しが 与 え られ て い ます。

そ れ は， 天父 御 自身が お 与 え に なっ た

召 しで す。この永遠 の召 しに おい て は，

他 の召 し同様 ， 皆 さん は管 理 の職 に あ

り， 「こ の世 に お い て も永 遠 に わ た つ

て も， 主 は す べ て の 管 理 人 の 手 よ りり

管 理 の 職 につ い て報 告 す る こ と を 求

め 」28られ ま す 。 この 最 も大 切 な管 理

の 職 とは， 自分 自身 の霊 を見守 り，養

う とい う， 天 の御 父 か ら与 え られた 栄

えあ る責任 です。

い つ の 日か皆 さ ん もわ た し も，進 み

出て 現 世 での 管理 の 職 につ い て報 告 す
み こえ

る よ うお求 め に な る主 の御 声 を聞 くこ

とに な ります 。 ζ の 申 し開 きは， 「大

。い な る裁 きの 日に， すべ てg)人 が神 の
み まえ

御 前 に立 つ 」29よう召 し出 され る と き

に起 こ ります。

地 上 で の毎 日は， 永 遠 の ほん の一 部

にす ぎませ ん。復 活 と最 後 の裁 きの 日 』

は ， わた した ち一 人一 人 に必 ず や っ て

来 ます 。

そ して 天 の御 父 は， 悪 を選 んだ た め

に捨 て られ る人 々，御 父 のみ も とに戻

るに ふ さわ し くない 人 々の た め に， そ

の偉 大 で 気 高 い心 をお痛 め に な る こ と

で し ょう。 しか し また御 父 は， 愛 に あ
み うで

ふ れ た御 腕 を伸 べ ， 言い 表 しよ うの な

い喜 び を もっ て 「真 理 を守」 った 人 々

をお 迎 え にな ります 。義 にか な った 生
しよくざい

活 と蹟 罪 の恵 み に よ り， わた したち は

御 父 の御 前 に清 い心 と澄 んだ 良心 を も

って立 つ ことが で きるの です 。
あわ

教 会 の指 導者 と して ，憐 れ み深 い 御

父 の 僕 と して ， わた した ちは皆 さ ん一

人一 人 が御 父 の御 前 に戻 れ る よう に願

って い ます 。 わ た した ち は皆 さん を愛

してい ます 。 そ して ，皆 さん が御 父 と

ともに，また皆 さ んの両 親や 子供 た ち，

そ の ほか の愛 す る人 々 と，大 い な る裁

きの 日に喜 び合 う姿 を 目にす る こ とが

で きる よ うに と心 か ら願 っ てや み ませ
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ん。 そ こで お 尋 ね し ます 。 「皆 さ ん は

真 実 で し ょ うか 。」 わ た した ち は皆 さ

んに ヤ コ ブの言 葉 を用 いて こ う勧 告 し

ます 。 「義 人 に 公正 な報 い が与 え られ

るあ の栄 えあ る 日， す なわ ち裁 きの 日

のた め に， あ なた が た 自身 を備 え な さ

い。 そ うす れ ばあ な たが た は ， ひ ど く

恐 れ て し りごみ し な くて 済 む 。 また ，

自分 の ひ どい罪 悪 をこ と ご と く思 い 出

〔さ〕 な くて済 む ・・ 。」30

喜 び を もっ て裁 きの 日を迎 え るた め

に，義 と真理 の狭 い道 に と どま る決意

を固 め る には何 が助 け に なる で し ょ う

か 。5つ の提 案 を した い と思 い ます 。

第1に ， 主が 教 会 にお い て ふ さ わ し

さに 関す る面 接 をす る よ うに指 示 され

た基 本 的 な理 由は ， わた した ちが 自 ら

交 わ した 聖約 を守 れ る よ うに助 け る た

め です 。 つ ま り， こ の人 生 の試 しの時

期 に 自 らを修 め31， 誠 実 で あ り，聖 約

に忠 実 にな れ る よ うに訓 練 を受 け る の

で す。 ふ さわ しさに 関す る面 接 は ，愛

にあ ふれ た神 の 息子 ，娘 一 人一 人へ の

愛 に満 ち た思 い や りの心 か ら行 われ ま

す 。 この面 接 は最 後 の裁 きの リハ ー サ

ルで す。 また，この面 接 は祝福 で あ り，

わた した ち全 員 に与 え られ た 「自分 自

身や 自分 の思 い ，言 葉， 行 い に注 意 を

払 」 う32と い う管 理 の 職 につ い て ，権
しもへ

能 を持 っ た主 の僕 を通 して 主 に報 告 を

す る また とない機 会 なの です。

第2に ，主 の教会 で は神 聖 な聖約 を，
せいさん

聖 餐 を取 る度 に思 い起 こ します 。

第3に ， わ た した ち は神 殿 を 訪 れ る

度 に， 自身 の エ ンダウ メ ン トの と きに

交 わ した聖 約 を思 い起 こ します 。

第4に ， ホ ー ム テ ィー チ ング や家 庭

訪 問 で ，互 い に仕 える とい う約 束 を思

い起 こ します 。33

5番 目 に， 主 は 御 自身 に ，御 父 に報

告 をす る責任 が あ る こと を御存 じで し

た。 そ の こ と を思 い 起 こ し ま し ょ う。

主 は 「わた しをつ か わ され たか たの み

こ ころ を行 」 う34こ とが御 自身 の神 聖

な管理 の職 で あ る と説 か れ ま した。偉

大 な執 り成 しの祈 りの 中で ，主 は御 父

に 「わ た しは ， わた しに させ るた め に

お 授 け に な った わ ざを な し遂 げ」 ま し

た と報 告 してお られ ます。35

義 にか な う生 活 をす る こ とに よ り，

絶 え ざる祝福 を受 ける備 えが で きて い

る こ とを報 告 す るの は うれ しい もので

す 。神 権 を受 け る こ とであ れ， 神殿 参

入 の 恵 みで あ れ， 若 い女性 の 『成 長す

るわ た し』の プ ログ ラム の達成 で あれ，

す べ て同 じで す。

そ の よ うな現 世 で の経験 は， わ た し

た ちに 日々の行 い を吟味 す る機 会 を与

えて くれ ます。 そ れ らはすべ て，最 後

の 面接 へ の備 え と して， わ た した ちが

霊 を鍛 え， 人格 を高 め る助 け を して く

れ るの で す。

「備 え てい れ ば恐 れ る こ とは ない 」36

の です 。

悔 い改 め が必 要 な と き，面 接 は 時 と

してつ らい もので す。 主 は す ば ら しい

監 督 や ステ ー ク会 長 ，そ の ほか の神 権

指 導者 を召 して くだ さ って い ます。 彼

らの 助 け に よ り悔 い 改 め て清 くな り，
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ケインズビルへの入 り口，作者不詳。フレデリック ・ピアシーの作品をモチーフに描かれている。1847年 ，

末日聖徒の開拓者たちは，ここに描かれたアイオワ州ケインズビルにいた。そして，ネブラス力州ウィンター

クォ7夕 一ズのミズー リ川を渡った。聖徒の多くは，西部に行く備えを していた。今月では，開拓者にまつわ

る芸術作品(教 会歴史美術館の厚意により掲載)と ，歴史に名高い開拓者の旅を代表 して幾つかの光景を紹介

する。

「終 わ りの 日に神 の前 に罪 の ない 状 態

で立 て る」37のは ，何 とい う恵 み で し

ょう。
せいさん

ふ さわ し さ に関 す る 面接 ， 聖餐 会 ，

神 殿 参入 ， そ のほ か の教 会 の集 会 はす

べ て ，主 が わ た した ちの た め に与 え て

くだ さって い る計 画 の一 部 です 。 自分

を高 め て信仰 の道 に と どまっ てい られ

る よ うに， 自分 の 位 置 を絶 えず 確 認す

る有 益 な習慣 を養 うた めの もの なの で

す。 この定期 的 な 「霊 のチ ェ ック」 は，

わ た した ちが 人生 で 様 々 なチ ャレ ンジ

に遭 うと き， 導 き とな ります 。

静 か に 自分 自身 につ い て じっ く り思

い巡 らす とき， わた しは次 の 問い か け

か ら多 くの助 け を得 て き ま した 。 「わ

た しは真 実 だ ろうか 。」

同 じよ うにわ た した ち も皆 ，礼 拝 と
けいけん

祈 りの敬 慶 な ひ と ときに ，心 の奥 底 を

見 詰 め て 「わ た しは真 実 だ ろ うか 」と

問 い かけ る こ とに よ り，助 け を得 よ う

で はあ りませ んか。

この問 いか けが真 の 力 を発 揮 す るの

は， わた した ちが その 問 いか け に完 全

に正直 に答 え，悔 い改 め に よ って信 仰

の 道 を 守.ろう とい う思 い を持 つ 時 で
.す

。

天 の御 父が わた したち 一 人一 人 を愛
あかし

してお られ る こ とを証 します。

真 理 を守 り，勧 告 に従 っ て預 言者 で

あ る ヒ ン ク レー 大管 長 と と もに信仰 の

道 を歩 み ， 聖約 を守 る と き， わた した

ちは 「この世 におい て平和 を，また来 る

べ き世 に お い て永 遠 の 命 を受 け る」38

こ とで しょ う。 天 の御 父 が生 きて お ら

れ ， 愛 す る御 子 が わ た し た ち の 聖 な
あがな

る膿 い 主 であ られ る こ と， ゴ ー ドン ・

B・ ヒ ンク レー大 管 長 は， 導 きに満 ち

た この 時 代 にお け る預 言 者 ， 聖 見 者 ，

啓 示 者 であ るこ とを証 します。 大 い な

る 日に備 え るわ た した ちの 努力 が 報 わ

れて ，愛 す る人 々 と喜 び に満 た され な

が ら御 父 のみ も と に戻 れ ます よ うに 。
み な

イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ り祈 り ま

す 。 ア ー メ ン。
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永 遠 ，

第二 副管 長

ジ ェーム ズ ・E・ フ ァウス ト

わたしたちの
行く末

霊的なカを維持することば，日々のチ ャレンジです 。そしτ霊89な カ

の最大の源ば，……わた したちの神殿なのさす。

愛認 瀞急射諾論
らへ りくだっ て い ます。 この 世 で得 ら

れ る最大 の祝福 に 関す る わた しの話 を

霊 的 に理 解 して い ただ け れ ば と思 い ま

す。

1846年2月3日 ， イ リ ノイ州 ノー ブー

Fが厳 しい寒 さに見 舞 わ れ たそ の 日
， ブ

リガ ム ・ヤ ン グ大 管 長 は ， 日記 に こ う

書 き ま した。

「も う儀 式 は 行 わ ない とわた しが 発

表 した に もか か わ らず ，主 の 宮 は一 日

中人 で い っ ぱい で あ った。 … … ま た兄

弟 た ちに ，わ た しは馬 車 に乗 って 出発

す るつ も りだ と伝 え た。神 殿 か ら少 し

歩 いて い る 聞 に群 衆 が い な くなる と思

っ たが ，戻 って み る と，神 殿 はま だ人

で あふ れ てい た 。大 勢 の聖 徒 た ち を 目

に し， 主 の言 葉 に飢 え渇 いて い る彼 ら

の切 な る願 い を知 って ， わ た した ち は

主 の宮 で 引 き続 き熱 心 に働 くこ とに し

た。」1こう して ，神 殿 の 業 は午 前1時 半

まで行 われ ま した。

1846年2月3日 ， その 日に ノー ブー 神

殿 で儀 式 を受 け た4番 目の グル ー プの

最初 の 二 人 は， ジ ョン ・ア カー リー と

ジェー ン ・ア カー リー で ，そ の夜 ノー

ブ ー神 殿 で 自身 のエ ン ダウ メ ン トを受

け ま し た 。 二 人 は 富 や 地 位 の な い ，
けんそん

謙遜 な新 しい改 宗者 で した。神 殿 の 儀

式 は， ノー ブー の家 をた っ て西 部 に向

か う彼 らの最 後 の心 配 事 で した 。ヤ ン

グ大 管 長 が神 殿 の祝 福 を求 め る聖徒 た

ち の願 い を か なえ て くれ た のは幸 いで

した。 ジ ョ ン ・ア カー リー はネ ブ ラス

カ州 の ウ ィ ンター ク ォー ター ズで亡 く

な っ た か らで す 。彼 と4，000人 以 上 の

聖徒 た ちは ロ ッキ ー 山脈 の ソル トレー

ク盆 地 に 着 くこ と は で き ませ ん で し

た 。2ウ ィ リ アム ・ク レイ トン作 の 賛

美歌 「恐 れず 来 た れ， 聖徒 」 は彼 らの

信 仰 を よ く表 して い ます 。 「旅 を終 わ

らず 死 す も す べ ては 善 し。」3

1847年7月26日 ， ブ リガ ム ・ヤ ン グ

大 管長 が グ レー ト ・ソル トレー ク盆 地

に到 着 して か ら2日 目に， 神 殿 の 発 表

は な され ま した 。 ヤ ング大 管 長 が この

偉 大 な宣 言 を した と き，聖 徒 た ち は ま

だ 家 もな く，馬 車 で生 活 す るか ，地 面

に寝 てい た ので す。 彼 は 地面 にス テ ッ

キ を突 き立 て ， 「こ の場 所 に神 の神 殿

を建 設 す る」4と言 い ま した。 この神 殿

は完成 まで に，40年 の歳 月 を要 す る こ

とに な ります。

ソ ル トレー ク に到 着 して か ら10年 以
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内 に， 聖徒 た ち はエ ンダ ウ メ ン トハ ウ

ス を建 設 し， 神殿 の祝 福 の 一 部 を受 け

られ る よう にな りま した。 これ につ い

て ブ リガ ム ・ヤ ングは こ う説 明 して い

ます 。 「聖 徒 た ち は家 を追 わ れ ， 貧 し

い状 況 に あ るの で， 主 は わた したち の

した こ と，す な わ ち， この エ ンダ ウメ

ン トハ ウ ス を神殿 の 目的 に使 うこ とを

許 され た。」5それ は1855年5月5日 に奉

献 され ま した。 ア カ ー リー 夫 妻 の 娘 ，

エ ル シー ・ア ンは，1857年4月2日 に夫

のヘ ン リー ・ジェ イ コブ ・フ ァウス ト

と永 遠 に結 び固 め られ ま した。

しか し，エ ンダ ウメ ン トハ ウ スで は

行 え ない儀 式 が あ り， ソル トレー ク神

殿 の建 設 は続 け られ ま した。福 千 年 の

問 も地 上 に立 つ こ の偉 大 な建 物 につ い

て ，ブ リガ ム ・ヤ ングは こ う述べ て い

ます。 「これ は わた した ちが 建 て る 唯

一 の神殿 で は ない
。 や が て何 百 もの神

殿 が 建 設 され ，主 に奉 献 され る であ ろ

う。」6

開 拓 者 を 西 部 へ と駆 り立 て た もの

は，迫害 か ら逃れた い とい う気持 ちだけ

ではあ りませんで した。彼 らは 「聖徒 を

悩 ます もの」 の ない，祝福 を受 け られる

地 を求め てい ました。7ソ ル トレー ク盆：

地へ 彼 らを導 い た霊 的 な力 には， じゃ

まされ ず に神 殿 で礼 拝 で きる場所 とい

うビ ジ ョンが あ っ たの です 。 開拓 者 の

多 くは確 か に， ジ ョセ ブ ・ス ミス ・シ

ニ ア の 葬 儀 に参 列 し， 預 言 者 ジ ョセ

ブ ・ス ミス ・ジュ ニ アが， 神殿 で大祝

福 師で あ る父 親 の受 けた力 と慰 め につ

いて，次 の ように話 すの を聞 きました。

「主 の宮 に長 くい る こ と， そ して神

殿 で祈 り求 め る こ と， そ れが 父 の毎 日

の喜 びで した。 父 はそ こで多 くの祝福

を享 受 し，天 父 との甘 美 な交 わ りに多

くの時 間 を 費や し ま した。 人 々 か ら離

れ て， 神殿 の神 聖 な廊 下 を一 人歩 き ま

した。 … … その 聖 な る場所 で， 天か ら

の示 現 が 心 に 開か れ， 父 の魂 は永 遠 の

富 を味 わ っ た ので す。 そ して柔和 で謙

遜 な人 々は父 か ら教 え を受 け，夫 を亡

くした人 や孤 児 た ち は祝福 師の祝 福 を

受 けた の です。」8

古 代 の 預言 者 た ち は， わ た した ちの

前 途 に広 が る永 遠 につ い て示 現 を受 け

ま した。 確 か に，礼 拝 と神 聖 な儀 式 の



ため に特 別 な宮 を建 て る習慣 は，何 世

紀 に もわた る人 類 の歴 史 の一 部 に な っ

て き ま した 。黙 示者 ヨハ ネ は神 殿 の業

に関 す る預 言 的 な現 れ を受 け て， こう

記 してい ます。

「長老 た ち の ひ と りが ， わ た しに む

か っ て言 った ， 「こ の 白 い衣 を 身 に ま

とって い る人 々 は， だれ か。 また ， ど

こか らきたの か。』

わ た しは彼 に答 えた ， 『わ た しの主

よ， それ はあ なた が ご存 じで す 。』 す

る と，彼 はわ た し に言 っ た ， 『彼 らは
かんなん

大 き な患 難 を とお っ て きた 人 たち で あ

っ て， その 衣 を小 羊 の血 で洗 い， そ れ

を白 くした ので ある。
み ざ

そ れ だか ら彼 らは ，神 の御 座 の前 に

お り，昼 も夜 もその 聖所 で神 に仕 えて

い る の で あ る。 御 座 にい ます か た は ，

彼 らの上 に幕屋 を張 っ て共 に住 まわ れ

るで あ ろ う。』」9

ウ ィル フ ォー ド ・ウ ッ ドラフ大 管 長

を含 め ，多 くの聖徒 た ちが預 言 者 ジ ョ

セ ブの 次の 言葉 を聞 き ました。

「兄 弟 の皆 さん ， わた しは今 晩 聞い
あかし

た 皆 さ ん の 証 に よ っ て とて も 高 め ら
み まえ

れ ，教 え られ ま したが ， 主 の御前 で 申

し上 げ たい こ とは ，皆 さんが この教 会

と王 国の行 く末 につ いて ，母 親 の ひ ざ

の 上 にい る赤 ん坊 と同様 ，何 も知 らな

い とい う こ とで す 。皆 さん は理解 して

い ませ ん。 …… 今 晩 この場 にい る神 権

者 の数 はわ ずか で すが ， この教 会 は南

北 ア メ リ カ大 陸 に広が り，全 世 界 を満

た し… … ロ ッキー 山脈 に満 ち るで し ょ

う。 そ して無 数 の 末 日聖徒 が ロ ッキ ー

山脈 に集合 す るで し ょう。 この 民 は ロ

ッキ ー 山脈 に入 り， そ こで い と高 き者

へ の神殿 を築 くで し ょう。」]。

この預 言 の言 葉 は， こ とご と く成 就

しま した。 ブ リ ガム ・ヤ ングが ソル ト

レー ク神殿 の場 所 を ス テ ッキで 示 して

か ら24年 後 に， ユ タ州 セ ン トジ ョー ジ
くわ い

で 独特 の外 観 を持 つ神 殿 の鍬 入 れ式 が

行 われ ま した 。 さ ら に6年 後 に は， ユ
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タ州 の マ ンタ イ とロー ガ ンで 非常 に美

しい神殿 の建 設 が始 ま りま した。 この

と きか ら現 在 まで ，神殿 建 築 の業 は続

い てい ます。 現在 運 営 され てい る神殿

は49で ，世 界 の ほ とん どの地 域 に見 ら

れ ます 。 さ らに， ヒ ン ク レー大管 長 が

述 べ た よ うに，今 年奉 献 され る神 殿 や，

発 表 や 設計 の 段 階 にあ る神 殿 が あ りま

す。

わ た した ちが 「い と高 き者 へ の神 殿

を築 く」 と言 った預 言 者 ジ ョセ ブの言

葉 は， なぜ 重 要 な ので し ょうか 。 なぜ

こ れ らすべ ての神 殿 が 多 くの費用 と犠'

牲 に よっ て建 て られ る の で し ょう かδ

なぜ 神殿 の建 築 数 が今 も増加 して い る

の で し ょ うか 。 そ れ は， 人 の存在 に関

す る深 遠 な質 問 の答 えが神 殿 で 与 え ら

れ るか らです 。 そ の質 問 とは， 人 は ど

こか ら来 たのか ，なぜ こ こにい るのか ，

そ して ど こへ 行 くのか ， 死 に ど う対 処

で きる か な どで す 。 この 世 の生 活 は ，

永遠 の見 地 か ら考 え な けれ ば， 論理 的

に 意味 の ない もの に な ります。 天 か ら

授 か る この世 と永 遠 の世 の祝 福 は，神

殿 の 聖 な る建 物 の 中 で 与 え られ ます 。
たまもの

救 い主 か ら人類 へ の神 聖 な賜 物 は ，永

遠 の命 を得 る機 会 をわた した ち に与 え

る ことで すが ， も し， 愛 す る家 族 が い

なけ れ ば，永 遠 の命 もわび しい もの と

な るで し ょう。

こ の 教 会 の基 本 とな る永 遠 の 真 理

は ，家 族 が ふ さわ しけれ ば ，永 遠 の 関・

係 を持 て る とい う こ とで す 。 わた した

ち に と って ， 両 親 や 祖 父 母 ， 永 遠 の
はんりよ

伴侶 ，子 供 た ち，そ して子 孫 な しに は，

天 国 はあ り得 ない で し ょう。 この 家族

の きず な は，神 殿 の聖 な る建物 の 中で ，

IE当 な神 権 の権 能 の下 に，結 び固 め の

力 を通 して もた ら され ます 。

永遠 の 家族 は， 若 い男 女 が神 の 聖 な

る宮 の聖 壇 に ひ ざ まず き， 互 い に， そ

して神 と聖約 を交 わ して，最 大 の 約束

を受 け る と きに始 ま ります 。 この 結 び

固 め に先 立 っ て各 々が 交 わ す聖 約 によ

り， 二人 はふ さわ しいか ぎ り， この世

にお い て も， 来 るべ き世 にお い て も，

祝福 され るで しょ う。

父 親 と母 親 は， 各 々異 なる役 割 を持

った対 等 の パ ー トナ ー で，不 死 不 滅 と

永 遠 の命 に至 る旅 路 で， 子供 た ち を養



い， 教 え ます 。 人生 が完 全 な意 味 を持

つ ため に は， 永 遠 の段 階 の ほか に何 が

必要 で し ょうか 。

永 遠 に到 達 す るプ ロセ ス の一 つ とし

て ， わた した ちは死 と呼 ば れ る経 験 を

しな けれ ば な りませ ん。 も し不 死不 滅

を信 じて理 解 し なけ れば ，人 生 は む な

しい もの に な ります 。 パ ウ ロ は言 い ま

した 。 「も しわ た した ちが ， こ の世 の

生活 で キ リス トにあ って 単 な る望 み を

い だ いて い るだ け だ とす れ ば， わ た し

た ち は， すべ て の 人 の中 で最 もあ わ れ
しよくざい

むべ き存 在 とな る。」11救い主 の 贈 罪 と
かぎ

復活 は，不 死 不 滅 の扉 を開 く崇 高 な鍵

で す 。 これ らの祝 福 の 最大 の成 就 は ，

わ た した ち がふ さわ しけれ ば， 神 の聖

なる神 殿 の 中で もた らされ ます 。神 聖

な建 物 の 中 で ， 力 と権 能 を持 つ 人 が ，

地 上 で つ な ぐ こ と を 天 で つ な ぐの で

す 。 この権 能 は， 地上 の 神 の王 国 のす

べ て の鍵 を有 して 行使 す る，教 会 の大

管長 に よって授 け られ ます 。

神 殿 にお け る礼 拝 の 基 本 は ， 「神 は

人 をか た よ りみ な い 」12とい う原 則 で

す 。 聖 な る神 殿 の 中 で は，役 職 や 富 ，

地位 ，人種 ，学 歴 な どで 区別 され る こ

とは あ りませ ん。皆 が 白い服 を着 ます 。.

皆 が 同 じ教 え を受 け、 同 じ聖約 と約 束

を交 わ し， 求 め られ るふ さわ しさ を保

てば ，皆 が 同 じ天 か らの 永遠 の祝福 に
み まえ

あず か るの です 。創 造 主 の御 前 にあ っ

てすべ ての 人が 平 等 です 。 自分 に落 ち

度 が ない に もか か わ らず独 身 の 人 は ，

ふ さわ しけれ ば，そ の祝福 にあず か り，

望 む な らば，永 遠 の家 族 の きず な を得

られ るで し ょう。

わ た した ち は聖 約 を交 わ す 民 で す 。

これ らの永 遠 の祝福 は ，そ れ をふ さわ
'しい状 態 で 受 け たい と望 むすべ ての 生

あわ

者 と死者 のた め にあ ります 。神 の憐…れ

み に よ り， わ た した ち は， この世 で 機

会 の ない ま ま亡 くな った先 祖 の 身代 わ

りと して， これ らの 祝福 を受 け る特 権

にあ ずか っ てい ます 。もち ろん彼 らは，

祝 福 を受 け入 れ るか ど うか選 ぶ こ とが

で きます。 わ た した ちの務 め は ，先 祖

を探 し出 して ，祝 福 を受 け る機会 を提

供 す る こ とで す 。預 言者 ジ ョセ ブ ・ス

ミス が述 べ た よ うに ， 「神 が この 世 で

わ た した ち に課 した最 大 の責 任 は ，亡

くな った先祖 を探 求す る こ とです。」13

こ れ らの 神 聖 な祝 福 を受 け る 機 会

は，神 の深 い恵 み に よ り， 回復 の偉 大

な預 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス を 通 して ，

神 か ら地 上 の 人 々 に 与 え られ ま した。

ジ ョセ ブ ・ス ミス は この 時代 に万物 の

更 新 を す る権 能 と責 任 を託 さ れ ま し

た 。 ブ リガ ム ・ヤ ング大 管 長 と開拓 者

た ちが ノー ブ ー を去 る と き，神 殿 の祝

福 を最 後 まで切 に求 め たの は この た め

で す。 グ レー ト ・ソ ル トレー ク盆 地 に

た ど り着 い た ヤ ング大 管 長 が， 神殿 を

建 設 して儀 式 を行 うこ と に よ り，神 の

子 供 た ち に永遠 の 祝福 を再 び得 させ た

い と考 えたの も，同 じ理 由か らで した。

神殿 を建 設 して礼拝 す る とい う究極

の 目的が あ っ たか ら こそ， 開拓 者 た ち

は西 部 の辺 境 の不 毛 の地 へ と驚 くべ き

移 住 を した と き， 進 ん で多 くの苦 難 を

受 け，堪 え忍 ん だの です 。 喜 ば しい こ
みこころ

とに ， 神 は御 心 に よ り， 現 在 多 くの

国 々に た くさん の神殿 を建 て られ る よ

う に して くだ さい ま した。 この神権 時

代 に ゴー ドン ・B・ ヒ ンク レー大 管 長

ほ ど多 くの 神殿 を奉 献 した人 は い ませ

ん。 今 あ る49の 神 殿 の う ち，24の 神 殿

を奉 献 しま した。 わ た した ちが祈 り求

め る こ とは， やが て神 殿 の 祝福 が 世界

中 の さ らに多 くの神 の子 供 た ち に行 き

渡 る こ とです 。

ノー ブ ー神殿 で祝福 に あず か った 会

員 は，5，600人以上 い ま した。 ノー ブー

神 殿 で 与 え られ た霊 的 なパ ン種 は， 今

もわた した ちに とって 計 り知 れ ない 祝

福 に な って い ます。 そ れ は世界 中の 主

の宮 に広が り，神 の 完全 な言 葉 に飢 え

渇 いた すべ ての 人 々 を満 たす こ とが で

きるの です 。

ジ ョン ・ア カー リー ， ジ ェー ン ・ア

カ ー リー 夫 妻 や ほ か の多 くの 人 々 は，

荘 厳 な ノー ブー神 殿 に参入 す るた め に

い てつ く寒 さの 中 を待 ち続 け， そ の建

物 に入 って ， この世 で 主 か ら受 け る最

大 の祝 福 に あず か っ たの です 。彼 らは

多 くを堪 え忍 び ま したが ， それ は始 ま

りにす ぎませ んで した 。神殿 の祝 福 は ，

彼 らに前 途 の苦 難 に耐 える力 を与 え ま

した。 ウ ィ ンター ク ォー ターズ で家 族

と死 に別 れ て も，す べ て に耐 え るこ と

が で き ま した。・1846年2月 の あ の寒 い
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夜 に受 け た祝 福 と彼 らの信 仰 とが あっ

た か らです 。

開拓 者 が 日々の チ ャ レ ンジ に壮 大 な

ビ ジ ョ ンを もっ て取 り組 ん だ よ う に，

わ た した ち も永 遠 の行 く末 につ い て理

解 し，大 きな ビ ジ ョン を持 つ 必要 が あ

ります 。 現在 のチ ャレ ンジ は微細 であ

って も， 昔 と同 じ く厳 しい もの です 。

霊 的 な力 を維 持 す る こ と も 日々の チ ャ

レ ンジで す。 そ して霊 的 な力 の 最大 の

源 は ， 開拓者 の時代 もそ うで あっ た よ

うに， わ た したち の神殿 なの です。

神 殿 の 中 で与 え られ る最 も大 い な る

祝福 に まだ あず か っ てい な い人 は ，そ

の た め のふ さわ し さを身 に付 け るため

に必 要 な こ とをす べ て行 う よう にお勧

め します 。 す で にそ の祝 福 を受 け た人

は， 自 らを備 えて ，神 の聖 な る神殿 の

中で 経験 した こ と を再 び味 わ い， 人生

は永 遠 であ る とい う ビジ ョンを心 と思

い と魂 に刻 み 込 んで くだ さい。 この こ
み な

と を 主 イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ

り， へ り くだ り祈 りま す 。 ア ー メ ン。

注

1， 月1s亡oryor肋 θ0加roわ 『教会 歴史 』

7：579

2，0加rσ わ く1θw5『 チ ャー チ ニ ュー ズ』

1996年12月7日 付 け ，p.2

3， 『賛美 歌 』17番

4.ヒ ー バ ー ・J・ グ ラン トに よる 引用 ，

Ooρ プθrθησθ 月θρor亡 『大 会 報 告 』

1921年4月 ，p211。 ウ ィル フ ォー

ド・ウ ッ ドラフ ，7力θ{ノ亡θわPloη θθrs

『ユ タの 開拓者 』p.23も 参照

5，01soα ∬sθsoプ β"9ん θmYoα η9

『ブ リガ ム ・ヤ ング説 教 集 』 ジ ョン ・

A・ ウイ ッツ ォー編 ，p394

6， 『ブ リガム ・ヤ ング説教 集 』p，395

7， 『賛 美歌 』17番

8.'『 教 会歴 史』4：194

9， 黙 示7：13-15

10， ウ ィル フ ォー ド ・ウ ッ ドラ フ による 引

用 ，『大会 報告 』・1898年4月 ，p.57。

11.1コ リン ト15：19

12.使 徒10：34

13， τθθoわ1ηgsof亡hθProρ わθ亡Josθ ρわ

Smlth『 預 言者 ジ ョセフ ・ス ミスの 教

え 』ジ ョセ フ ・フ ィール デ ィング ・ス

ミ ス編 ，p.356



●1997年4月5日(土)午 後の部会

教会監査委員会報告
教 会監 査委 員会

テ ッ ド ・E・デ ービス 提 出

末臼聖徒イエス ・キ リス ト教会大筥長会への報告

会監査委員会は3人の会員で構

教 成 され ，教 会 の あ らゆ る役 員 ，

職 員 ，業 務 ，部 署 ， また教 会 が所 有 す

る会社 お よび 関連 会社 か ら独 立 して い

ます 。 当委員 会 は大 管 長 会 に直接 報告

す るこ と にな って お り， 託 され た責 任

を遂 行す る うえで 必要 なあ らゆ る記録

類 ， お よ び教 会 職 員か らすべ ての情 報

を入手 しま した。

教 会 に はあ らゆ る業 務 部 署 か ら独

立 した教 会 監査 部 もあ ります 。教 会 監

査 部 は教 会 監査 委 員会 か ら独 立 してお

り， 職員 は公認 会 計士 な ど資格 あ る監

査 役 員 で構 成 され て い ます。 また 監査

部 は，認 可 された専 門の 監査 基 準 に従

っ て教会 の あ らゆる業 務 を監 査 す る方

法 を確 立 して お ります 。 これ に は地元

の教 会ユ ニ ッ トか らの献 金 と支 出 を監

督 す る こ とも含 まれ てい ます。

教 会監 査 委員 会 は教 会 基 金 の収 支管

理 と保全 のた め に，財 務 運営 の方 針 な

らびに方 法 につ い て， また1996年12月

31日 ま で の1年 間 の予 算 編 成 ， 会 計 ，

報 告 お よび監査 方 式 と監 査報 告 書 につ

い て検討 いた しま した。1996年 度 の教

弼騨 ・醗 べ

贈卿 轡 蹴

1～議…iil

会基金の支出は，定められた方針にの
じゅうぶん

っとり，什分の一配分評議会で承認さ

れたものです。同評議会は，啓示によ

って規定されたとおり，大管長会，十

二使徒定員会および管理監督会で構成

されています。承認された予算の管理

は，予算承認委員会の管理の下，教会

予算部によって管理されています。

教会が所有する会社は専任の職員に

よって管理され，それぞれ独立した取

締役員会に報告します。取締役員会に

は中央幹部は含まれていません。これ

らの会社は標準的な実務処理方式に従

って，個々に会計ならびに報告の制度

を設けています。そして，教会監査部

および独立した公認会計事務所，ある

いはそのいずれかから監査を受けてい

ます。デゼレト管理会社の取締役員会

は，教会が所有する会社のほとんどを

監督する中央幹部で構成されていま

す。ブリガム ・ヤング大学および教会

運営のそのほかの高等教育機関は独立

した公認会計事務所から監査を受けて

います。

財務運営，予算，そのほかの方針な

らびに方法，そして1996年 中に提出さ

れた監査報告書やそのほかの回答を検

討した結果，教会監査委員会では1996

年12月31日 現在の教会基金の収支に関

するすべての事柄は，定められた教会

の方針と手続きに従って運営され，会

計処理されているという見解に達しま

した。

以上，謹んでご報告申し上げます。

教 会 監 査 委 員 会

テ ッ ド ・E・ デ ー ビ ス(委 員 長)

ドナ ル ド ・D・ サ ル モ ン

フ ラ ン ク ・M・ マ ッ コ ー ド
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1996年 度

統計記録
大 管長 会秘 書

F・ マ イケ ル ・ワ トソン 提出

弟姉妹の皆さん，大管長会は教

兄会員 の参 考 の た め に，1996年12

月31日 現 在 の教 会 の 成長 と現況 を示 す

以 下 の よ うな 統 計 記 録 を発 表 し ま し

た。 この統 計 は， 今 回 の大 会 に先立 っ「

て提 出 さ れ た 報 告 書 に基 づ い て い ま

す 。

教 会 ユニ ッ ト

ス テー ク数

地方部数

伝道部数

2296

671

309

ワ ー ド数 と支 部 数 の合 計 ・・…23，528

上 記 のユ ニ ッ トを有 す る地域 は ，140

の独 立 国 と21の 属 領 地 に及 んで い る。

教会員数

総会員数

1996年 にバ プテ ス マ を受 け た

記録上の子供

9，694，549

改宗者

81，017

宣教師数.

321，385

専任宣教師

1996年4月以降に他界した

著名な教会員

52，938

七 十 人 会 員 の ロー ウェ ル ・D・ ウ ッ

ド長老 ，名 誉 中 央 幹 部 の ロ イ ド ・P・

ジ ョー ジ長 老 ，七 十 人 の ジ ェー ムズ ・

A・ カ リ モ ア 長 老 夫 人 の フ ロ ー レ ン

ス ・ス ミス ・プ ラ ウズ ・カ リモ ア姉

妹 ，元 大管 長会 特 使 な らび に元 アメ リ

カ合 衆 国財 務 長 官 のデ ビ ッ ド ・M・ ケ

ネ デ ィ兄弟 ， 元 ア メ リカ合 衆 国教 育長

官 の テ レル ・H・ ベ ル 兄弟 ，元 中央 初

等協 会 副会 長 の フ ロー レンス ・ホル ブ

ル ック ・リチ ャー ズ姉妹 。



「監 督 ，助 けて1」

十 二使 徒 定員 会会 員

ダ リン ・H・ オ ーク ス

儘 督がフ背貞 う重荷ば，ワードの役員と会員の支援がなければ果たせ

な61ぼ ど弐きωのざす。

弟 姉妹 の皆 さん ， わた しは まず

兄 約20年 前 に プ ロボ のあ る大 きな

ワー ドで 起 きた 出来事 を紹 介 して この
せいさん

話 を始 め た い と思 い ます 。 聖餐 会 中 の

こ とで した 。一 人の 小 さ な男 の子 が 全

員 の 迷惑 にな る くらい騒 ぎま した。 そ

の子 の母 親 は数 分 問， 騒 ぐ3歳 の 息 子

を何 とか 静 か に させ よ う と し ま した

が， つ い にあ き らめ て前 方 の座 席 の 通
F路側 に座

って い た父 親 に渡 して しまい

ま した。 この と きに は も う話 者 も聴 衆

もうわ の そ らに な って い て， 男 の子 の

両親 の 苦境 を推 し量 って い ま した。 父

親 は母 親 ほ ど忍耐 強 くあ りませ ん で し

た。 彼 はす ぐに息子 を 自分 の 肩 に乗 せ

る と， 立 ち上 が り， 後 ろ の ドアに 向か

って歩 き始め ま した。 父 親 の肩 か ら後

ろを振 り返 り， 父親 の断 固 た る歩 き方

に気 づ い た男 の 子 は静 か に な り， 自分

が ど うい うこ とに な るの か を悟 りま し

鵡 父 親 が礼 拝 堂 の後 ろの ドア を開 け

る寸 前 に，男 の子 は両 手 を壇 上 に向 か

っ て 差 し伸 べ る と， 叫 び ま した。 「監

督 ，助 けて1」

わ た した ちの 人生 に は例 外 な く， 監

督 や副 監 督 の助 け を求 め な けれ ば な ら

ない時 が あ る もの です 。 そ れ は家族 や

仕事 につ い て霊 感 あふ れ る助 言 と指 示

を必要 とす る と きか もしれ ませ ん。 福

音 や わ た した ちの 召 しにか か わ る務 め

につ い て，理 解 を深 め たい と考 える と

きか も しれ ませ ん 。 緊急 時 に物 質 的 な

援 助 を必 要 とす る と きか も し ませ ん。

進 歩成 長 の 道へ 戻 る た め に懲 ら しめ を

求 め る ときか も しれ ませ ん 。 わた した

ち は彼 らの 揺 る ぎな い模 範 か ら多 くの

恵 み を受 けて い ます。 忠 実 で霊 感 に満

ちた 監督 ， 支部 長 ，彼 らの 補佐 をわ た

したち に与 えて くだ さった 神 に感 謝 し

ます。

監 督(ま た は支 部 長)に は 多 くの務

めが あ ります 。 ア ロ ン神 権 の 会長 と し

て監 督 は 自 らワー ドの 若い 男性 と若 い

女 性 の プ ロ グ ラ ム と活 動 を 監 督 し ま

す。 監 督 と副 監督 は特 に正 しい原 則 を

教 え る こ とに重 きを置 い て，彼 らを年

に1度 面 接 します 。 彼 ら は常 に，神 殿

で 聖約 を交 わす準 備 をす る よ う若人 を

励 ま してい ます 。

監督 は管理 大 祭司 と して ワー ドのす

べ ての 定 員会 ， 補助 組 織 ，活 動 ， プ ロ

グラ ム に対 して 指示 を与 え ます 。会 員

た ち を ワー ドの 責任 に召 す の は監督 の

指 示 の下 に行 われ ます 。 ホ ー ムテ ィー

チ ング， 家庭 訪 問 ，バ プテ スマ な どの

儀 式 を執 行 す る責任 な ど も同様 で す。

監 督 は これ らす べ て につ い て副 監 督 の

補 佐 を受 け て実 施 す る ほか に， 聖餐 会

を開 く責 任 が あ り， ワー ドのす べ て の
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ク ラスで 福音 が 正 し く教 え られ る よう

にす る責 任 もあ ります。 監督 会 は神 権

役 員 会 とワー ド評 議 会 を含 む ワー ドの

す べ て の集 会 を指 示 す る責任 が あ りま

す 。

監 督会 は監督 会 の 指示 の 下 で働 くワ

ー ドのす べ て の会 員 が教 会 の責 任 を果

たす た め に どれ ほ どの 時 間 を使 って い

るか を確 認 す る責 任 が あ ります。 ワー

ドが 置 か れて い る状 況 を把 握 した うえ

で， ワー ドの 集会 と活動 お よび家 族 の

た め に残 され た時 間が 適 度 なバ ラ ンス

を維 持 で きる よ うに配慮 します。 監督

会 は また ， 日曜 日の集 会統 合 スケ ジュ

ー ル の 目的が 正 し く果 た され るよ うに

配慮 し ます。 これ は安 息 日に多 くの 集

会 を 開け る よ うにす る こ とが 目的で は

な く， 家 族が と もに過 ご し， 個 人 の福

音 の研 究 と奉 仕 に もっ と多 くの 時 間 を

費 やす こ とが で きる よ うにす るのが 目

的 です。

監督 会(ま たは 支部 長 会)は ユ ニ ッ

トの 財 政 に つ い て も責 任 が あ ります 。

監 督 会 は 什 分 の一 と献 金 を受 け取 り，

ユ ニ ッ トの予 算 と支 出， 基金 の 送金 を

監 督 し， 記録 が 正 し く記 載 されて い る

こ とを確 認 します 。監 督 は教 会 員 の物

質 的 な必 要 を満 た す た めに教 会 の 日用

品 と基金 を どの よ うに使 うか を決 め る

判 士 です 。 監督 は また貧 しい 人， 乏 し

い人 に配慮 す る責 任 があ ります。

監督 は判士 で あ り，羊飼 い であ って ，

識 別 す る力 と，羊 の群 れ を導 くため の

啓 示 と霊 感 を受 け る権 利 を持 っ てい ま

す 。 監督 は神殿 へ の 参 入， ワー ドの責

任 へ の召 し，神 権 の 職へ の 聖任 ， 宣教

師 の召 しを承 認す るた め に， ふ さ わ し

さ に関 す る 面 接 を 行 う責 任 が あ り ま

す 。 監 督 は教 会 の律 法 に反 した 人 に対

して 公 式 お よ び 非 公 式 の 処 置 を実 施

し，会 員 た ちが 処置 を受 け る よ うな行

為 をす るこ との な い よ うに勧 告 し， 助

け ます。

監督 会 の務 めの 一部 につ いて は委 任

す る こ とが で き ませ んが ，彼 らは これ

らの務 め の ほ とん どを，彼 らの 指示 の

下 で働 く多 くの人 々 の助 け を借 りて果

た します 。幹 部 書 記， 書 記 ，定 員 会の

会 長 会お よび グ ルー プ指 導者 ， 補助 組

織 の会 長 会 ，役 員 ，教 師で す。 監 督 は



権 限の委 譲 を巧 み に行 うこ とがで きる

人で な けれ ばな りませ ん 。さ もない と，

監 督 は責 任 の重 圧 につ ぶ され て しま う

か， 果 た して い ない責 任 が あ ま りに も
ざ せつ

多 いた め に挫 折 感 を味 わ う こ とに な り

ます 。

わた しは監督 と支部 長 の す ば らしい

働 きに驚 き を覚 えて い ます 。 わ た しの

家 族 もこ れ まで に多 くの監 督 か ら指 導

を受 け て き ま した。 わ た した ち はそ れ

らの監督 と副 監督 一 人一 人 を愛 して き

ま した。 また彼 らか ら愛 され ，人 生 の

様 々な面 で助 け を受 け て きた こ とを感

じてい ます 。彼 らはそ れぞ れ の個 性 を

持 って い ます が ，全 員 が 献 身 的 な 主
しもべ がいとう

の僕 で した。 わ た しは責 任 とい う外 套

が彼 らを大 き く成 長 させ るの を 目に し

て きま した。 そ して彼 らが 人 々 に対 し

て行 っ たす ば ら しい働 きに喜 び を覚 え

て きま した。 この教会 の監 督 と支 部 長

に神 の祝 福が あ る ように祈 ってい ます。

監 督 につ い てお 話 し して お か な けれ

ば な らな い こ とが ほか に もあ ります 。

彼 らは特 定 の 分野 だけ を扱 う専 門家で

は あ りませ ん 。青 少 年 だ け に関心 を寄

せ る監督 とか ，老 齢 者 ，既 婚者 ， 虐待

を受 け て い る人， あ る い は特 定 の職 業

に就 い て い る人 々，特 定 の 人種 グ ルー

プ だ け に 関 心 を寄 せ る監 督 は い ませ

ん。 監督 は主 の啓 示 と主 の 預 言者 の 指

示 に基づ いて ， ワー ドを管 理 す る よ う

聖任 され， 任 命 され ます 。 この ワー ド

とは地理 上 の 一定 の 範 囲 を指 し， ワー

ドの会 員 と はそ の地域 内 に住 むす べ て

の教 会 員 を指 します 。 この よ うな理 由

か ら， 監督 は 高齢 者 で あれ 若 い人 で あ

れ， 既婚 者 で あ れ独 身者 で あ れ， 金持

ち であ れ貧 しい人 で あ れ， 活発 会 員 で

あ るか あ ま り活 発 で な い会 員 で あ るか

にか か わ りな く， すべ ての教 会 員 に対

して配慮 します。 監督 は この責 任 を果

たす た め に，群 れ を ま とめ るこ とに力

を尽 くします 。そ れ は年 齢 ，既 婚 未婚

の別 ，家系 ，経 済状 態 に かか わ りな く，

わ た した ちが 聖徒 の グ ルー プ と して教

え を受 け るた めで あ り， また奉 仕 を行

うため です 。 監督 はわ た した ち全 員 が

力 を結 集 して ， 「一 つ とな りな さ い 。

も しあ な たが たが 一 つ で なけ れ ば， あ

な た が た は わ た しの もの で は な い 」

(教義 と聖 約38：27)と い う救 い 主 の

戒め に従 うこ とがで きる よ うに導 いて

くれ ます 。

主 は初 期 の 教会 員 に対 して ，主 の 僕

た ちの声 は主 の声 で あ り， 主 の僕 たち

の 手 は主 の 手 で あ る と言 わ れ ま した

(教義 と聖約1：38;36：2参 照)。 わた
あかし

しは この原 則 が真 実 で あ る こ とを証 し

ます 。 この原則 に よ って教 会 員 は指 導

者 に忠 実 であ る こ と，彼 らの指 示 に誠

実 に従 うこ と を神 聖 な義 務 と して負 う

こ とにな ります 。そ れ らの義務 を果 た

す人 々を主 が 祝福 され る こ と をわた し

は約 束 します 。 この 教会 で働 く召 しを

与 え られ てい る人 々 もこ の原則 に よっ

て大 きな責 任 を負 う こ とに な ります 。

指導 者 は 「説 得 に よ り， 寛 容 に よ り，

温 厚 と柔和 に よ り， また偽 りの ない 愛

に よ り」(教 義 と聖約121：41)， 自分

に与 え られて い る神 聖 な権 能 を行 使 し

な けれ ばな りませ ん。

現 在 この教 会 に は1万5，000人 以 上 の

監 督 と8，000人 以上 の支 部 長 が い ます 。

副 監 督 ，副 支 部長 を数 え る と，監 督 会

と支 部 長 会 で働 く人 々 は6万5，000人 以

上 に な ります 。彼 らは羊 の群 れ のふ さ

わ しい羊 飼 い で あ り， イ ス ラエ ルの 判

士 で あ り，民 の指 導 者 ， 教 師 で あ り，

愛 を示す 人 で あ り， 主 イエ ス ・キ リス

トの 下 で 羊 飼 い の助 け手 と し て働 く

人 々か ら愛 され てい る人 々で す。 わ た

した ちは彼 ら を称 賛 し，心 か ら尊 敬 し

ます 。 こ れ らの 良 き人 々 を神 が祝 福 さ

れ ます よう に。 また ，彼 らの忠 実 な妻

を祝福 され ます よ う に。 彼 女 た ちの 気

高 さ と支 持 が あ れ ば こそ，彼 らは召 し

を果 たす ことが で きるの です 。

こ の話 の始 め に 「監 督 ， 助 け て1」

と叫 ん だ3歳 の 子 供 の 言 葉 を 引 用 し ま

した。 こ こで ， この 言 葉 を逆 に して ，

「監 督 を助 けな さい」 とい うわ た したち

全 員の チ ャ レンジと したい と思 い ます。

初 期 の時 代 の監 督 ，副 監 督 ，あ るい

は会 員 た ちが経 験 した環 境 と，現 在 の

わた した ちが 置 かれ て い る環境 は違 い
こんにち

ます 。今 日で は ，世界 の ほ とん どの 地

域 に地元 の指導 者 が い ます 。大 都 市 に

あ る多 くの ワー ドと支部 で は その 地域

内 に数十 万 あ る いは 数百 万 の 人 々が住

んで い ます 。週 日 に仕 事 上 で 出張 す る
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監督 ， 職場 まで の長 い距 離 を長 い 時 間

をかけ て通 う監 督 がい ます 。この ため ，

彼 らは週 日の ほ とん どの 時 問， 家族 や

ワー ドの会 員 た ち との接触 があ りませ

ん。 けれ ど も， 初期 の時代 に は夢 に も

見 なか った よ うな通 信 と交通 の 手段 が

現 代 に はあ ります。 こ う した時 の流 れ

と とも に環 境 は変 わ りま したが ，地 元

の指 導 者 の召 しは本 質 にお いて 何 ら変

わ って い ませ ん し，彼 らの報 酬 につ い

て も変 更 されて い ませ ん 。彼 らは こ の

世 の金 銭 とい う意味 で まっ た く無報 酬

で働 い て い ます 。彼 らの働 きに対す る

報 酬 につ い て は，す べ て 主 が定 め られ

た給与 規 定 に従 い ます 。

監 督 と副 監 督 は召 しにつ け る重責 を

苦 しみ なが ら果 たす と同 時 に， 生活 の

た め に収入 を得 な け れば な らず ， ま た

そ の ほか家 庭 で の責 任 も果 た さ なけ れ

ば な らない とい う意 味 にお いて ， かつ

て の時 代 と変 化 は あ りませ ん。 彼 らが

この よ うにす るの は妻 子 を愛 して い る

か らだ け で な く，.彼らの群 れ にい る会

員 た ち に見 習 うべ き模 範 を示 す 責任 が

あ る か らで す 。彼 らが背 負 う重 荷 は ，

ワー ドの役 員 と会員 の支援 が なけ れ ば

果 たせ ない ほ ど大 きい ので す。

さて ， わ た した ち は どの よ う に して

監 督 を助 け る こ とが で き るで し ょ う

か 。監 督会 の重 荷 を軽 減 す る た め に ，

補 助 組織 の会 長 会， メル キ ゼデ ク神 権

定 員会 の会 長会 とグ ル ー プ指 導 者 はゴ

そ れぞ れ の召.しにお い て 求 め られ る大

きな責任 を積極 的 に また 十分 に機能 さ

せ る必 要が あ ります 。 監督 は召 す責 任

が あ ります が ，召 しを受 け入 れ て くれ

る よ うに頼 み 込 む必 要 もな けれ ば， 無

理 強 い す る必 要 もあ りませ ん。 わ た し

た ち は皆， 与 え られ る召 しを受 け入 れ

て ，勤 勉 に働 か な け れ ば な りませ ん。

男 性 が 受 け る最 も一 般 的 な召 しは ホー

ム テ ィーチ ャー であ り，女 性 は扶 助 協

会 の訪 問教 師 です 。 これ らの大切 な責

任 が 正 し く果 た され る と， 監 督会 の 仕

事 量 は大 幅 に軽 減 され ます 。 ホ ー ムテ

ィーチ ャー と訪 問教 師 は ，監 督 の 目と

耳 と手 の働 きを します 。兄 弟 姉妹 の 皆

さ ん， ホー ムテ ィー チ ャーあ る い は訪

問教 師 と して会 員 た ちを訪 問 し，見 守

る責任 を果 た す 際 に，信 頼 に足 る よ う



な また忠 実 な働 きを して くだ さい 。そ

う した働 きに よっ て， 監 督 と副 監 督 を

助 け て くだ さい。

わ た した ち は福 音 が 教 え る 自立 の精

神 にの っ と り，一 人一 人 が全 力 を尽 く

して 自分 自身 と家 族 を物 質 的 ，霊 的 に

養 わ なけ れば な りませ ん。そ の うえ で，

援 助 を求 め る必 要 が 生 じた と して も，

わた した ちは まず 最初 に 自分 に で きる

す べ て を行 っ た とい う認 識 を持 つ こ と
しんせき

が で きます 。 これ は家 族 と親 戚 に対 し

て援 助す る場 合 も同 じです 。 こ うす れ

ば， 個 人 と親戚 の 問で 当面 処 理 で きる

こ とにつ いて まで， 監督 を煩 わ さず に

済 み ます 。

忙 しい監 督 と副 監 督 を助 ける もう一

つ の方法 は， ほ かの 人 で処 理 で きる問

題 を持 ち込 ん で彼 らの 時 間 を取 らない

よう に注 意 す るこ とで す。 住 所 や電 話

番 号 を知 りたい と きや ， ほか の 日常 的

な事 柄 で助 け を必要 とす る場 合 は ，監

督会 の 一 員 を煩 わ さない よ うにすべ き

です 。 監 督会 には監 督 会 だ け に しか処
噛理 で き ない重 要 な責 任 の た め に時 間 を

使 って も ら うよ うに しよ うで はあ りま

せ んか 。 ほか の 人 が処 理 で きる こ とに

つ い て は， ほか の 人 に頼 む よう に しよ

うで はあ りませ ん か。、

地元 の 指導 者 と連絡 を取 る必 要 が あ

る場合 に，彼 らも仕 事 上 の責 任 が あ る

こ とを考 え な けれ ば な りませ ん。 ほ ん

と うに緊 急 な場 合 を除 いて ，彼 らの職

場 に連 絡 す る こ とは 避 け て くだ さい 。

指 導者 が 職場 にい られ な くなる よ うな

こ とを しない よ う注 意 しよ うで はあ り

ませ ん か。 会 員 た ちは指 導 者 の職 場 の

製 品 を も らお うな ど と考 えて は な りま

せ ん。 わ た した ちの 指導 者 は教 会 の奉

仕 をす る よ うに召 され て い るの であ っ

て ，彼 らの専 門 的 な知 識 や サ ー ビス ，

あ るい は商 品 を会 員 た ち に提供 す る召

しを受 けて い るので は あ りませ ん。

指 導 者 も夫 で あ り， 父親 であ る こ と

をわ た した ち は忘 れ て は な り ませ ん。

彼 らは一 定 の期 間 ，監 督 ま た は副監 督

と して働 きます が ，家 族 の責 任 は永 遠

で あ って そ れ らの責 任 か ら解 任 され る

こ とは ない ので す 。指 導者 は家 族 の責

任 も果 た す 時 間 を必 要 と して い ます 。

わた したち は この 点 につ い て思 い や り

を持 てば ，彼 らーを助 け られ ます 。
せいさん

日曜 日に聖餐 会 が終 わ った後 ，助 け

を必 要 と して い る会 員 の た め に6時 間

もの 面接 を行 った 監 督 であ る夫 に， な

ぜ そ れ ほ ど長 時 間の カ ウ ンセ リン グを

す る必要 が あ るの で し ょうか と言 った

若 い 母親 の話 を耳 に した と き， わた し

は心 を痛 め ま した。 監督 が 自宅 に帰 っ

た の は午 後6時 で した 。 この よ うな 時

刻 まで 帰宅 で きな い こ とだけ で も， 十

分 に よ くない の です が ，特 に この 日曜

日は ク リスマ ス で した 。監 督 は援 助 を

求 め られ れ ばそ れ に こた え なけ れ ばな

らな い と考 えて い たで し ょう。 しか し

わ た しは ， 問題 を抱 えた会 員 が そ の問

題 の一 部 を保 留 に して ， 監督 が この ク

リス マス の午 後 を家 族 と一緒 に過 ごせ

る よう に考 え てあ げ られ な か った のか

とい う気 持 ち に な りま した。 確 か に こ

れ は極 端 な例 です が， こ う した極端 な

例 だ けが 問題 なの で は ない こと を，多

くの 監督 と彼 らの 妻 は気 づ い てい る と

思 い ます 。

最 近 わ た しが ソル トレー ク ・シテ ィ

ー の あ る ワー ドに出席 した と きに
， も

っ と身近 な例 を耳 に しま した 。監 督会

の 一員 の妻 が聖 餐 会 の話 の 責任 を与 え

られ て壇 上 に立 って い ま した。 彼女 は

ワー ドの会 員 た ちが 月曜 日の夕 べ に家

に電話 をか け て こな い こ とを感 謝 して

い ま した 。 こ の 時 間 は1週 間 で 唯 一 ，

彼 女 と子 供 た ちが 彼 らの夫 で あ り父 親

を独 占で き る時 間 だ と話 して い ま し

た。 この 自制 は あ らゆ る ワー ド，支 部

で も実施 す る と よい と思 い ます。

兄 弟 姉 妹 の皆 さ ん， 監 督 ， 支 部 長 ，

副 監 督 ，副 支 部 長 の職 は ，教 会 にお い

て神 聖 な職 務 で す。 これ らの 職 に あ る
み たま

人 々 は， 主か ら尊 ばれ ， 主の 御 霊 の霊

感 を受 け ， それ ぞ れ の職 に必 要 とされ

る識 別 の 力 を与 え られて い ます 。 わ た

した ち は 彼 ら を敬 い ， 愛 して い ます 。

わ た した ち は この気 持 ち を，思 い や り

とい う形 で彼 らに示 さなけ れ ばな りま

せ ん。

わ た しは主 イエ ス ・キ リス トと， こ

の教 会 が 主 の教 会 で あ る こ と，彼 らが
しもべ あかし

主 の僕 で あ る こ と を証 します。 教 会 員

と， 中央 と地元 の教 会指 導 者 に主 の祝

福 が あ る よ う に お祈 り し ます 。 イ エ
み な

ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ っ て お 話 し し

ま す 。 ア ー メ ン 。
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助言の中に
安全を見いだす

十 二使徒 定員 会会 員

ヘ ン リー ・B・ アイ リング

与えられた警告力住 か らのものかどうか知る方法ぱ，証入，それも権

威ある証入の律法にかな っτωるかどうか考えることさす。預言者の

言葉が あることを繰り返 し述べZ「ωると思われるとぎ，その事契ば

わた したちのの仁深 く刻まれるのびす。

い主からの守 りを受け入れる人

救 は いつ も守 られ て きま した。 主

は何 度 も こ う言 わ れ ま した。 「め ん ど

りが羽 の 下 に ひな を集 め る よ うに， わ
いくたぴ

た しはあ な たが た を幾 度集 め よ うと し

た こ とか。 しか し， あ な たが た は応 じ

よ う と し なか っ た 。」(3ニ ー フ ァ イ

10：5)

主 は わた した ち の神 権時 代 に おい て

も， い ろい ろ な方法 で わ た した ち を安

全 に守 ろ う と して くだ さっ てい る こ と

を説 明 され た後 に， 次 の よ うな 同 じ嘆

きの言 葉 を語 って お られ ます 。
しもべ

「わ た しの僕 た ちの 口 に よ り， また

天 使 た ちの働 きに よ り， ま たわ た し自

身の声 に よ り， また雷 の声 に よ り， ま

た稲 妻 の声 に よ り， また暴 風 雨 の声 に
ひよう おおあらし

よ り， また地震 と電 を伴 う大 嵐 の声 に
き きん

よ り， また飢 謹 とあ らゆ る疫病 の声 に

よ り， ま た ラ ッパ の 大 き な音 に よ り，
あわ

ま た裁 きの声 に よ り， また終 日続 く憐

れみ の声 に よ り， また 栄光 と誉 れ と永

遠 の命 の富 の声 に よ り， わた しはあ な

たが た を幾 度 呼 び， 永遠 の 救 い を もっ

て あな たが た を幾 度救 お う と して きた

こ とか 。 しか し，あ な たが た は応 じ よ

うと しなか った。」(教義 と聖約43：25)

わた した ち を安 全 に導 こ う とす る救

い 主 の 願 い に は終 わ りが な い よ うで

す。 また ，わ た したち に安 金 な道 を示

して くだ さ るそ の方 法 に は一 貫性 が あ

ります。救 い主 は複 数の手 段 を用 い て，

進 んで 受 け入 れ よ う とす る人 々 にそ の

道 が 分 か る よ うに して くだ さっ てい る

の です 。 そ して， そ の手 段 にいつ も含

まれ るのが ， 神 の預 言者 の 口 を通 して

メ ッセ ー ジ を送 っ て くだ さ る こ とで

す 。 これ は， 民が 神 の預 言 者 を頂 くに

ふ さわ しい と きに はいつ も行 わ れて き

ま した 。権 能 を受 けた僕 た ち は例 外 な

く， 民 に警 告 を与 え，安 全 へ の道 を示

す 責任 を与 え られて い ます。

ミズ ー リ州 北 部 で 緊 張 が 高 ま っ た

1838年 秋 ，預 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は

す べ て の聖 徒 た ち に安 全 の た め フ ァー

ウ ェ ス トに集 合す る よ うに呼 びか け ま

した。 当 時聖徒 た ちの 多 くは ，そ れ ぞ

れ別 個 に点 在 す る農場 や定 住 地 に ば ら

ば らに住 んで い たの です 。 ジ ョセ ブは
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特 に ， 「ハ ウ ン ズ ミル」 と呼 ば れ た 定

住 地 の創 設 者 で あ る ジェ ー コブ ・ハ ウ

ンに勧告 を与 えま した 。 当時 の記 録 に

は こ うあ ります 。 「ジ ョセ ブ兄 弟 は 製

粉 所 の所 有 者 で あ るハ ウ ンを通 じてそ

こに住 む兄 弟 た ち に， そ こ を去 っ て フ

ァー ウェ ス トに移 る よ うに伝 え よう と

した が ， ハ ウ ンは そ れ を伝 え な か っ

た 。」(フ ィ ロ ・デ ィ ブ ル"Early

ScenesinChurchHistory"Foαr

Fa1亡11Pro皿o亡1ηgC!asslcs「 初 期 の 教

会歴 史 」 「信 仰 を鼓 舞 す る4つ の 話 』

p.90)後 に預 言 者 ジ ョセ ブは こ う記 録
こんにら

して い ます 。 「今 日 に至 る まで ， 神 は

勧 告 に従 う人 々を救 う知 恵 をわ た しに

授 け て こ られ た 。」(研s亡orアof亡he

Chロrch『 教 会歴 史』5：137)そ して，

その 後 で ジ ョセ ブ は，.人々が 彼 の勧 告

を受 け入 れ， そ れ に従 っ てい た ら， ハ

ウ ンズ ミルで 罪 な き者 の 命が 奪 わ れ る

こ とはな か った との悲 しい真 実 を記 し

てい ます 。

わ た した ちの 時代 にお い て も，罪 や

悲 しみ か ら逃 れ る道 を教 え る警告 の声

が発 せ られて い ます 。 そ う した警 告 の

声 を聞 き分 け る一つ の 方法 は，警 告 は

繰 り返 し述 べ られ る とい う点 です 。 例

え ば総大 会 にお い て， わ た した ち の預

言者 が前 任 の 預 言者 の 言葉 を引用 して

第2の ， 時 に は第3の 証 人 とな るの を一

度 な らず耳 に した こ と と思 い ます 。 わ

た した ち一 人 一 人 は， 母親 が 家庭 にい

る こ との大 切 さにつ い て の キ ンボ ール

大 管 長 の助 言 を聞 きま した。 そ してベ

ンソ ン大 管 長 が そ れ を引用 し， さ らに

ヒ ンク レー大 管 長が そ の両 方 を引 用 し

ま した。 使 徒 パ ウ ロ は こ う書 い て い ま

す。 「す べ て の 事 が らは ， ふ た りか 三

人 の 証 人 の 証 言 に よ っ て 確 定 す る。」

(2コ リ ン ト13：1)与 え られ た警 告 が

主か らの もの か どうか を知 る一つ の 方

法 は，証 人， そ れ も権威 あ る証 人の 律

法 にか な って い るか ど うか考 え る こ と

です 。預 言 者 の言 葉 が ， あ る こ とを繰

り返 し述 べ て い る と思 わ れ る と き， そ

の事 実 は わた した ちの心 に深 く刻 まれ

る と と もに， そ の よ うな祝福 され た時

代 に生 を受 け て い る こ とへ の 感謝 の 気

持 ちが胸 に満 ち るの です 。

信 仰深 い人 々 に と って， 預 言者 の勧



告 の 中 に安 全へ の 道 を求 め るの は 当然

の こ とです 。預 言 者 が語 る と き， 信仰

の弱 い 人 々は 単 に賢 人 が良 い ア ドバ イ

ス を与 えて い る と考 え ます。です か ら，

その勧 告 が 心 地 よ く，理 にか な っ てい

て， 自分 の望 み に合 う ようで あ れ ば受

け入 れ ます 。 で もそ うで ない 場 合 は，

そ の勧 告 を 誤 りで あ る と決 め つ け た

り， 自分 の置 か れ た状 況 はそ の勧 告 に

は 当て は ま ら ない と考 え るの で す。 ま

た信 仰 の ない 人 は預 言 者 の言 葉 を， 利

己 的 な動機 で 人 に影 響 を与 え よ うと し

て い る と しか 考 え ませ ん。 そ して コ リ

ホ ル とい う名 の 人物 が そ うで あ っ た よ

うに， 預言 者 をあ ざけ り， さげ す むの

で す。 「モ ルモ ン書 』 に は こ う記 され

て い ます 。

「この よ う に してあ なたが た は ，先

祖 の愚 か な言 い伝 え に よっ て， あ なた

が たの 望 む ま まに この 民 を惑 わ して い

る。 そ して あ なた が た は， この 民 の労

苦 で飽 きる ほ どに 食べ よ う と， まるで

奴隷 で もあ るか の よう に民 を抑 圧 して

い る。 そ の ため ，民 はあ え て勇 気 を奮

って頭 を上 げ よ う とせ ず ， また あ え て

自分 た ちの権 利 と特 権 を享受 しよ う と

も しない。」(ア ル マ30：27)

コ リホル の論 拠 は，.世 の初 め か ら人

が 用 い て き た偽 りの論 理 で した 。 神
しもべ

の 僕 の勧 告 を受 け入 れれ ば ，神 か ら受

けた 自立 の特 権 が 奪 われ て しま う とい

うの です 。 しか し， この 論 理 は偽 りで

す 。現 実 を誤 って解 釈 して い るか らで

す 。神 か ら来 る勧告 を拒 んだ として も，

外 部 か らの 影響 力 か ら解 放 され るわ け

で はあ りませ ん。 別 の影 響 力 の方 を選

んで い るの で す。 そ れ どころ か， わ た

した ち に永 遠 の命 を授 け， 御 自身 の持
み て

て る もの をすべ て与 え ，主 の愛 の御 手

に導 くこ と を 目的 と してお られ る， 完

全 な愛 と全 知全 能 の 天 の御 父 とその 愛

す る御 子 の 守 りを拒 む こと にな るの で

す 。 主 の勧 告 を拒 む とい うの は ，別 の

力 か ら影 響 を受 け る の を選 ぶ こ とで

す 。 そ れ は， わ た した ち を悲惨 な状 態

にす る こ とを 目的 とす る， 憎 しみの 力
たまもの

です 。 わ た した ち には神 か らの賜 物 で

あ る選 択 の 自由が 与 え られ て い ます 。

じか しこの選 択 の 自由 は， すべ ての 影

響 力 か ら解 放 され る権 利 で はあ りませ

か じ て いてつ ほろ
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ん 。 いか な る力 で あ れ， わ た した ちが

選択 した もの に従 う何 もの に も侵 され

ない権利 なの です。

も う一 つ の誤 った考 えは ，預 言者 の

勧 告 を受 け入 れ るか否 か の選 択 を，良

き ア ドバ イ ス を受 け 入 れ て得 を す る

か ， それ と も受 け 入 れず に今 の状 態 に

と ど まるか の選 択 と同列 に と らえる こ

とで す。 しか し， 預 言者 の勧 告 を受 け

入 れ な い とい う選 択 をす る と， わ た し

たち が立 つ 土 台が 変 わ り， わ た した ち

は今 まで よ りもっ と危険 な状 態 に さ ら

され ます 。 預言 者 の勧 告 を受 け入 れ な

けれ ば， 後 に与 え られ る霊 感 に満 ち た

勧 告 を受 け入 れ る力 が 弱 ま るの で す 。

ノ アが 箱 舟 を造 ろ う と して い た と き，

それ を助 け よ う との 決 断 をす る最 良 の

時 は， ノ アが助 けて くれ る よ うに求 め

た最 初 の時 で した。 そ の後 は ，求 め ら
み たま

れ て は断 る こ とを繰 り返 す 度 に御 霊 に

対 す る感 受 性 が 失 われ てい き ま した 。

そ して ，繰 り返 され る ノ アの 警告 が 次

第 に愚 か し く思 え て きた と ころ で雨 が

降 り始 め るの です 。 そ の時 は も う手 遅

れで した。

自分 の 人生 を振 り返 っ てみ る と， 霊

感 を受 け た勧 告 に なか な か従 わ なか っ

た り， 自分 の 場合 は例外 だ と決 めつ け

て しま った りした ときは いつ も， 自分

を危 険 に さ ら して いた こ とが 分 か りま

す 。 逆 に ， 預 言者 の勧 告 に 耳 を傾 け ，

祈 りを通 してそ れ を確 認 し， そ の教 え

に従 った と きには ， 自分 が安 全 な方 向

に 向 か って い る こ とが 分 か り ま した。

そ して， そ の道 が 自分 の た め に前 もっ

て備 え られ てい て ，大 変 だ と思 われ る

よ うな場所 も難 な く通 過 で きる こ とを

発 見 して き ま した。 神 は わ た しの ため

に愛 を もっ て道 を備 えて くだ さ り， わ

た しを安全 な方 向 に導 い て くだ さい ま

した。 時 に はそ の 道 は， か な り前 か ら

用 意 され てい たの です 。

「モ ルモ ン書 』 の最 初 の記 述 は，神

の 預 言 者 リー ハ イ に つ い て の もの で

す 。彼 も家 族 を導 く人で した。 彼 は神

か ら，愛 す る 人 々 を安 全 な所 に移 す よ

うに警 告 され ま した。 この リーハ イ の

経 験 は ，神 が僕 を通 して民 に勧 告 を お

与 えに な る典型 的な もので す。 リーハ

イの 家族 の 中 で迫 り来 る危 険 とそ れ を

乗 り越 え る安全 へ の 道 の両 方 を見 る こ

とが で きたの は， 信仰 を持 ち ， 自分 で

確 認 の 啓 示 を受 け た 人 た ち だ けで し

た。 信仰 の ない 人 々 に とって ，荒 れ野

へ の 旅 は愚 か の み な らず 危 険 な もの で

もあ った ので す。 リーハ イは ほ かの す

べ て の 預言 者 と同 じよ うに，安 全 な生

活 が どこ で手 に入 れ られ るか を，死 ぬ

まで家 族 に伝 え よう と試 み ま した。
かぎ

リー ハ イ は，神 権 の鍵 を託 した者 に

対 して 救 い主 が 責任 を負 って くだ さ る

こ とを知 っ てい ま した。 この神 権 の 鍵

に よ って預 言 者 た ち は勧 告 をす る力 を

得 ， わた した ち に安 全 に至 る道 を示 す

こ とが で きるの です 。 この鍵 を授 け ら

れ た人 々 は ，た とえ 自分 た ちの勧 告 に

耳 を傾 け る 人が い な くて も， 絶 えず 警

告 の声 を上 げ る義務 が あ ります 。 その
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かぎ

鍵 は神 権 の系 統 を通 して， 預 言者 か ら

次 第 に小 さ な教 会 員 の グ ル ー プ を管 理

す る人 々へ と受 け継 が れ ，や が て家 族

や個 人 へ と至 る ので す 。 これ は ，主 が

ス テー クを安全 な場 所 とな さ る一つ の

方 法で す。 例 えば， わ た しと妻 は監 督

が招 集 した親 の た めの 集会 に集 い ま し

た 。監 督 は わた した ちの 隣 に住 んで い

る人で す が， 子供 た ちが直 面 してい る

霊 的 な危 険性 につ いて 警告 を した い と

思 っ たの です 。 その 集 会 で わた しが 聞

い た の は，賢 い 友人 と しての声 以上 の

もので した。 鍵 を持 った イエ ス ・キ リ
しもベ

ス トの 僕 が警 告 を与 え，行 動 す る責 任

をわ た した ち親 に託 す こ とに よ り自 ら

に授 け られ た責任 を果 た そ う とす る声

だ っ たの です 。 この神 権 の系 統 に属 す

る鍵 を， そ れ を授 け られ て い る人 の声

に耳 を傾 け， そ の指 示 に従 う こ とに よ

り尊重 す れ ば， わ た した ち は どの よ う
あらし

な嵐 に遭 っ て も流 され る こ との な い命

綱 を得 た こ とにな ります 。

天 の御 父 はわ た した ち を愛 してお ら

れ ます 。御 父 は独 り子 を救 い主 と して

遣 わ して くだ さい ま した。 御 父 は わた

した ちが この世 で重 大 な危 機 に直面 す

るこ とを御 存 じで した 。 その 最 た る も
こうかつ

の は， 狡猜 な悪魔 か らの誘 惑 で す。 救

い 主が わた した ち に神権 の鍵 を授 けて

くださったの はそ のためです。 聞 く耳 を

持つ者 ，従 う信仰 を持つ 者が安全 な場 所

に行 けるよ うに して くだ さったのです。
けんそん

聞 く耳 を持 つ に は謙 遜 さが 必 要 で

す 。 トー マ ス ・B・ マ ー シ ュへ の主 の

警 告 を覚 え てい るで し ょ うか 。彼 は当

時 十二 使徒 定 員 会 の会 長 で した。 主 は

マ ー シュ会 長 を含 む十 二使 徒 の兄 弟 た

ちが 試 され る こ とを御存 じで した。 そ

こで，勧 告 を受 け入 れ る こ とにつ いて

勧 告 をお与 え にな りま した。 主 は こ う

述 べ て お られ ます 。 「あ なた は謙 遜 で

あ りな さい。 そ うす れ ば， 主 な る あな

た の神 は手 を引 い てあ な た を導 き， あ

な たの祈 りに答 え を与 え るで あ ろ う。」

(教義 と聖 約112：10)

さ らに 主 は，預 言 者 に従 お う とす る

すべ て の 人 に当 て は まる警 告 を与 え ら

れ ま した。 「自分 を高 くして はな らな

い。 わ た しの 僕 ジ ョセ ラ に背 い て は な

らない 。 ま こ とに， わ た しはあ な たが

た に言 う。 わ た しは彼 と とも にお り，

わ た しの手 は彼 の うえ にあ る。そ して，

わ た しが彼 に授 け， また あ なたが たに

も授 け た鍵 は， わ た しが来 る まで彼 か

ら取 り去 られ るこ とは ない 。」(教 義 と

聖約ll2：15)

神 が わ た した ち に勧 告 を与 え て くだ

さるの は ，わ た したち の安 全 の ため だ

け では あ りませ ん。 愛 す るほ か の子供

た ち の た め で もあ るの で す 。 そ して ，

ほか の 人 々 を安全 な場 所 へ と導 くうえ
み て

で 自分 が神 の 御手 の 器 とな った こ とが

分 か った と きの慰 め ほ ど麗 しい もの は

な いで し ょう。 この祝 福 にあ ずか るに

は普 通 ， 困難 な状 況 に あ って も勧 告 に

従 う信仰 を要 求 され る か らで す。 教会

歴 史 につづ られ た一 つ の例 は ， レデ ィ

ック ・ニ ュー トン ・オ ール レ ッ ドの物

語 です 。彼 は ウィ リー とマ ー テ ィ ンの

手 車 隊 の救 出 の ため に ブ リガ ム ・ヤ ン

グか ら派遣 され た 中の一 人 で した。救

援 隊 は猛 烈 な吹雪 に遭 い ま した。 救援
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隊 の グ ラ ン ト隊 長 は ス イー トウ ォー タ
ほろ

一川 のほ と りに幌馬 車 を幾つ か残 して

前進 す る こ とを決 め ま した。 吹雪 が さ

らに ひ ど さを増 し，天 候 が 自分 た ちの

生命 を も危 険 に さ らす よ うな状 態 に な

る と， ス イ ー トウ ォー ター川 の ほ と り

に残 った 二人 の 兄弟 が ， そ の場 に残 っ

て い るの は愚 か な こ とだ とい う結論 に

達 しま した。 彼 らは， 手 車隊 は どこか

で越 冬 して い るか全 滅 したか どち らか

だ と考 え た ので す。 そ して， ソル トレ

ー ク盆 地 に引 き返す こ とに決 め
， ほか

の人 々 を も説得 しま した。

しか し， レデ ィ ック ・オ ー ル レ ッ ド

はそ の提 案 を拒 否 しま した。 彼 は ， 自

分 は ブ リガ ム ・ヤ ング か ら派遣 さ れ ，

自分 の神 権 指 導 者 か ら と どま る よ うに

言 われ て い るの だ か ら残 るべ きだ と考

えた ので す。 ほ か の隊 員 た ち は幌馬 車

に必 要 な物 資 を積 み， 引 き返 し始 め ま

した。 さ らに不 幸 な こ とに， ソル トレ

ー クか ら応 援 に駆 けつ け た ほか の幌 馬

車 もすべ て， 戻 る幌 馬 車 と出会 っ た時

点 で引 き返 して しま った ので す。 戻 っ

た77の 幌 馬車 が リ トルマ ウ ンテ ンに差

しか か っ た こ ろ， ブ リガ ム ・ヤ ング は

ようや く事 の い きさつ を知 り，戻 って

来 た隊 に現 地 に引 き返 す よう に言 い ま 』

した。 こ う して ， ロ ッキ ー リ ッジ を必

死 の思 い で越 えた ウ ィ リー隊 が発 見 さ

れ た と き， 待 っ て い た の は レ デ ィ ッ

ク ・オー ル レ ッ ドと彼 の 幌馬 車 隊 だけ

で した 。(レ ベ ッ カ ・バ ー ソロ ミュー，

レ オ ナ ル ド ・J・ ア ー リ ン ト ン ，

Rescαeof亡he1856Haηdcra1『 亡Com-

paηfes『1856年 の 手 車 隊 の 救 出 』

pp.33-34)

皆 さん は この 大会 で ，新 しい教 会 員

に手 を差 し伸 べ る とい う霊 感 に満 ちた

勧 告 を聞 きま した。 レデ ィッ ク ・ニ ュ

ー トン ・オー ル レ ッ ドの よ うな信 仰 を

持 つ 人 々 は，新 会 員 と親 し くな る よ う

に努 め る こ とで し ょう。 た とえそ れ が

必 要 で な い と思 え た り，効 果 が ない と

思 えた りす る よう な と きで もです 。 彼

らは，決 して あ き らめ ませ ん 。新 会 員

が霊 的 に疲 れ て きた と きには ，優 しい

言 葉 をか け， 手 を差 し伸 べ ます。 そ う

す れ ば ， オー ル レッ ド兄 弟 が苦 難 に遭

って い る手 車 隊 を発 見 した と きに感 じ



た と同 じ， 主 か らの承 認 を感 じる こ と

が で きるで し ょう。 自分 は困難 な と き

に も勧 告 に従 っ たの で ，彼 らに安 全 な

場 所 を提供 で きる とい う確 信 です 。

記 録 に こそ 残 され てい ない もの の，

わ た しは オー ル レッ ド兄弟 は待 っ てい

る 間 に祈 り を さ さ げ た と信 じて い ま

す 。 そ して ， 彼 の その祈 りは聞 き届 け

られ ま した。 そ の と き彼 は，信 仰 を堅

固 に保 つ とい う勧 告 が 神 か らの もの で

あ った こ とを知 っ たの です 。 わ た した

ち も， そ の こ とを知 るた め に祈 らな け

れ ば な りませ ん。 その よ うな信仰 の祈

りは必 ず 聞 き届 け られ るこ とを， わ た

しは約束 し ます 。

時折 わ た した ち は， 十分 に祈 っ て考

え た後 で さ え， 受 け た勧 告 が 理解 で き

な か った り， 自分 に は当 て は ま らな い

と感 じた りす る こ とが あ り ます 。 そ の

よ うな と きで も， その 勧告 を無 視せ ず

に，心 に留 めて お くよ うに して くだ さ

い 。 も しだ れか 信 頼す る人 か ら， ど う

見 て も砂 に しか 見 え な い もの を渡 され

て ， 金 が 入 って い る よ と言 わ れ た ら，

賢 明 な皆 さんで した らそ れ を しば ら く

手 に持 った後 ， そ っ とふ る い にか け て

み るこ とで し ょう。 わ た しは預 言 者 か

らの勧 告 を聞 く度 に こ れ を実践 して き

ま した。 そ して しば ら くす る と， 金 の

か け らが 見 え始 め る の です 。 その こ と

に感謝 してい ます 。
かぎ

わ た した ち は恵 まれ て， 神権 の鍵 が

地 上 に存 在 す る と きに生 を受 け てい ま

す 。 また恵 まれ.て， わ た した ち を安 全

な場所 に集 め る との 主 の約 束 を成 就 す

る声 を， ど こで見 つ け ， ど こで 聞 けば

よいか 知 って い ます 。 わ た し も皆 さん

もへ り くだ っ た心 を も っ て耳 を傾 け，

祈 り，忠 実 で あ れ ば必 ず訪 れ る 主の 救

い を待 つ こ とが で き る よ うに と祈 って

い ます 。 わた しは天 の 御父 が 生 きてお

られ， わ た した ち を愛 して くだ さって
あかし

い る こ とを証 し ます 。 こ の教 会 は イエ

ス ・キ リス トの教 会 で す。 主 は わ た し
かしら

た ちの 教会 の頭 で あ り， わ た した ちの

救 い主 です 。 また， ゴー ドン ・B・ ヒ

ンク レー大 管 長 がす べ て の神 権 の鍵 を

保 有 して い る こ と を証 し ます 。 イエ
み な

ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ り 申 し上 げ ま

す 。.ア ー メ ン。

七十 人会 長 会

モ ンテ ィ ・J・ ブ ラフ

聖なる召し

各々の会員ば，教会さの自分の召しが神聖なもの さあることを知らな

ければな りません。

ホ ン コ ン

年前，わたしは香港に管理本部

数 の あ る ア ジ ァ 地 域 会 長 会 と し

て ，召 され る特 権 に あず か りま した 。

下 の4入 の 子 供 た ち は， わ た した ち夫

婦 と一 緒 に魅 力 的 な その 都 市 へ 行 き，

とて も興 味深 い3年 間 を過 ご しま した。

子 供 た ち は ア メ リカ西 部 の広 大 な地 域

に慣 れ て い たの で ，香 港 で は個 人 の生

活 や情 緒 面 で，幾 つ か の大 変 な調 整 が

必要 で した。 毎 晩 の よ うに わた した ち

は ，13階 に あ る狭 い アパ ー トの 食卓 の

周 りに座 っ て， 学校 や 文化 面 で の 問題

に つい て 子供 たち を助 け よ うと しま し

た。

あ る晩 ，宿 題 を終 え るた め に数 時 間

熱 心 に勉 強 した 後 ， 当 時8歳 の末 の娘

カ ミー が こ う尋 ね ま した 。 「パ パ ， ど

う して わた した ちが香 港 に 来 る よ うに

選 ばれ た の?」 わ た しの最 初 の返事 は，

少 しお どけ て 「運 が 良 か っ た だ け さ」

とい う もの で した 。 しか し， この幼 い

娘 の真 剣 な表情 か ら，質 問 に対 して ま

じめ な答 えを求 め て い るのが 分 か りま

した。 そ の と き， わ た しは 自分 が受 け

た神権 の 召 しの ため に娘 に与 え られ て

い る チ ャ レ ンジ につ い て考 え， 自分 自

身 で もう一 度答 え を見 つ ける必 要 が あ

る と思 い ま した。

わ た しは何年 か 前 の 日の こ とを思 い

出 し ま した 。電 話 を取 る と， 聞 き慣 れ

たス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボー ル大 管長

の声 が 聞 こえ ，伝 道 部長 と しての召 し

を注意 深 くわた しに伝 え ました。

電 話 の後 ， わ た しは 自分 の不 適格 さ

に心 を悩 ませ ま した 。妻 とわ た しは ま

だ30代 で ，6人 の 幼 い 子 供 た ち が い ま

し.た。 わ た しは 自分 が伝 道 した当 時 の

伝 道 部長 に対 して抱 い て いた ，深 い愛

と尊 敬 の気 持 ち を思 い 出 しま した。 今

で も わ た し は 同 じ思 い を抱 い て い ま

す。 キ ンボー ル大 管 長 は， 間違 えた の

で し ょうか。 わ た しの状 態 をほ ん と う

に理解 して いた ので し ょうか。

数 日後 ， レ ック ス ・D・ ビ ネガー 長

老 に会 う機 会 に恵 まれ ま した 。 わた し

た ち は 自分 の気 持 ち を説 明 しま した 。

ビネ ガー 長老 の 言葉 は， いつ まで も忘

れ な い で し ょ う。 「ブ ラ フ兄 弟 ， 預 言

者 と教 会 の指 導 者 が神 か ら召 され た と
あかし

い う証が あ りますか?」

「は い ， あ り ます。」 わた しはそ う

答 え ま した。 「小 さい子 供 の こ ろか ら，

教会 の指 導者 の 神 聖 な召 しを信 じて き

ま した。 わ た しは心 の底 か ら， スペ ン

サ ー ・W・ キ ンボ ー ル大 管長 が 預言 者

で あ る と信 じてい ます 。」

す る と ビ ネ ガー 長 老 が 言 い ま した。

「で は ， あ な た 自身 の召 しの神 聖 さ に

つ い て も証 を得 る必 要が あ ります。 あ
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な た も また神 か ら召 されて い る こ と を

知 らな けれ ば な りませ ん。」

使 徒 パ ウ ロは ， 自分 とテモ テ の 「聖
あかし

な る召 し」につ いて 自分 自身 の証 を得 ，

この よ うに 断言 して い ます 。 「神 は わ

た した ち を救 い ，聖な る招 きを もって

召 して 下 さ っ た ので あ るが ， そ れ は，

わ た した ち の わ ざ に よ る ので は な く，

神 ご自身 の計 画 に基 き， また ，永 遠 の

昔 に キ リス ト ・イエ ス に あ って わた し

た ち に賜 わ って い た恵、み …… に よるの

で あ る。」(2テ モテ1：9，10)

この 力 強 い証 は テ モ テ に， 「神 の 力

に さ さえ られ て， 福 音 の ため に… …苦

しみ を共 に」.する よ うに求 め た こ とで

しょ う(2テ モテ1：8)。

わた しは カ ミー と一緒 に この聖 句 を

読 んだ と き，彼 女 が ほ ん と うに理 解 し

たか った こ とが分 か りま した。 わた し

は娘 に， わた した ちに与 え られ た教会

の召 しに は幾 らか の 「苦 しみ」 が 伴 う

こ とを知 って ほ しい と思 い ま した。 わ

た した ち は家 や家 族 か ら遠 く離 れ て い

る こ とに つ い て話 しま した 。 そ して ，

娘 に とっ て新 しい環 境 に慣 れ る のが大

変で あ る こ とを理 解 しま した。

しか し， 「なぜ ほ かの 人 じゃ な くて，

わた した ちが 選 ばれ た の」 とい う カ ミ

ーの 質 問 に
， わ た しが ま だ十 分 に答 え

てい ない の は明 らか です 。 これ は さ ら

に難 しい質 問 です 。 これ らの召 しや 責

任 が ほ か の人 で な く， そ の人 に与 え ら

れ る の は なぜ で し ょうか 。 わた しは，

ヒン ク レー長 老 か ら七 十 人 に聖任 され

た と き に 受 け た指 示 を思 い 出 し ま し

た。 「ブ ラ フ兄 弟 ， 今 か ら多 くの 人 が

あ なた につ いて 良 い こ とをた くさ ん言

うで し ょ うが ，信 じ て は い け ませ ん

よ。」
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自分 に は教 会 の召 しに対 して権 利 が

あ る と考 え るの は， だ れ に と って も危

険 な こ とです 。 しか し各 々 の会 員 は，

教 会 で の 自分 の召 しが神 聖 な もの で あ

る こ とを知 らな けれ ばな りませ ん。 わ

た しは， 自分 の初 等 協会 教 師 の ミル ド

レ ッ ド ・ジ ェイ コブ ソ ン姉 妹 が神 か ら

その 責任 に召 され た と，子 供 なが らに

自分 が 信 じて い た の を覚 え て い ます 。

わた しの青 少 年 時代 に リ ン ・マ ッキ ノ

ン監 督 とロス ・ジ ャ クソ ン監 督 は， 多

くの 人 の生 活 の 中で ，す ば ら しい役 割

を果 た しま した。 わ た しは彼 らが， パ

ウ ロや テモ テ の場 合 と同 じよ うに， 啓

示 とい う過 程 を経 て 神 か ら召 され た と

信 じて い ます 。

わ た した ちは各 々，将 来 与 え られ る

か も しれ ない あ らゆ る奉 仕 の機 会 に 自

らを備 え， 個 々 の召 しの基 本 が個 人 の

願 望 で は な く，啓 示 で あ る とい う原則

を受 け入 れ る必 要 が あ ります 。 『新 約

聖 書 』 の次 の話 か らそ れ につ い て多 く

の こ とが学 べ ます 。

「そ の とき，ゼ ベ ダイ の子 らの 母が ，

そ の子 らと一緒 に イエス の も とに きて

ひ ざ まず き，何 事 か をお 願 い した。 …

… 彼 女 は 言 っ た ， 『わ た しの こ の ふ た
み くに

りの むす ごが， あ な た御 国 で ， ひ と り

はあ な たの右 に， ひ と りは左 にす わ れ

る よ うに ， お 言 葉 を くだ さ い 。』」(マ

タイ20：20-21)

わ た しは カ ミー に ，ゼ ベ ダ イの 子 と

は使徒 ヤ コブ とヨハ ネで ， 後 にペ テ ロ

と と もに， 一人 はそ の右 に， もう一 人

はそ の左 に座 る こ とに な る と説 明 し ま

した。 そ れ か ら， イ エス が 献 身的 な母

親 に どう答 え られ た か， 一 緒 に読 み ま

した 。 「わ た しの右 ，左 に す わ らせ る

こ と は， わ た しの す る こ とで は な く，

わ た しの 父 に よ っ て備 え られ て い る

人 々 だ けに 許 され る こ とで あ る。」(マ

タイ20：23)

使徒 たち は また ， イエ ス か らこ う告

げ られ， 大切 な召 しにつ い て教 え られ

ま した 。 「あ な たが たが わ た しを選 ん

だ の で はな い。 わ た しが あ な たが た を

選 ん だの で あ る。 そ して ， あ なた が た

を立て た。」(ヨ ハ ネ15：16)

Fわた しは カ ミー に
， 自分 か ら困難 な

責任 を求 め たの で は ない か ら， わ た し

た ち は確 か に主 か ら選 ばれ た と説 明 し

ま した。 そ れか ら数 日後 に， この点 は

もっ とはっ き りしま した。 わた した ち

夫婦 は， 宣教 師 大 会の た め に イ ン ドに
ホ ン コ ン

行 く割 り当 て を受 け ま した。香 港 か ら

イ ン ドの ニ ゴー デ リーへ 向 か う飛行 機

は ，夜 遅 く出発 し，午 前2時 ご ろ 目的

;地に着 きま した。深夜 に もかか わ らず，

大勢 の タク シー の運 転 手 が客 を求 めて

待 って い ま した 。一 人 の運 転 手 を雇 っ

て ， ホテ ル まで の40キ ロの旅 が始 ま り

ま した 。夜 中で したが ，道 路 は家 畜 や

人 や車 で混 雑 して い ま した。 あ る交 差

点 を通 過 しよ う と した と き， タク シー

の エ ン ジ ンが止 まっ て しま い ま した。

わ た しは運 転 手 が エ ン ジ ンをか け よ う

と焦 って い る様子 を， 不安 な気 持 ちで

見 てい ま した。 つ い に， い らい らした
こ い

運転 手 が わ た しの方 を向 き，彼 の語 彙

に あ る最 上 の英 語 で言 い ま した。 「タ

ク シー ，押 して1」 時 間 は午前3時 で，

妻 もわ た しも疲 れ切 って い ま した。 わ

た しは タク シー を 降 りて， 交差 点 の端

まで押 そ う としま したが ，で きませ ん。

そ こ で 運 転 手 は 妻 に も言 い ま し た 。

「タ ク シー ， 押 して1」 妻 の ル ネ ッ ト

も外 に 出 て， わ た し と一緒 に車 を押 し

始 め ま した。 交差 点 か ちタ クシ ー を出

す の に苦 労 しなが ら， わた しは妻 に言

い ま した。 「召 し を受 け た と き， 理解

して い な か っ た こ とが 幾 つ か あ っ た

ね。」

わ た し は1993年 の6月 に ， 中 国 の
ペ キ ン

北 京 で 開い た特 別 集会 で経験 した こ と

を決 して 忘れ ないで し ょう。そ こに は，

北 ベ トナ ム とモ ンゴル で英 語 を教 え る

予 定 の夫 婦 宣 教 師 た ちが い ま した 。2
み たま

日間 の訓 練 と御 霊 にあ ふ れ た 集 会 を，

よ く知 ら れ た 次 の 賛 美 歌 で 閉 じ ま し

た。

山 の上 や， 荒れ る
ゆ

海を越え行き
いくさ

また戦 の場 に も

主 は召 した まわん

(「み旨のまま行かん」『賛 美歌 』172番)

歌 っ でい る とき に，妻 が もたれ か か

っ て わ た しの 耳 に さ さ や き ま した 。

「『山の上 』 か も しれ な い， 『荒 れ る海 』
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か も しれ な い ， 『戦 の 場 』 か も しれ な

い わ 。」 主 は確 か に， 世 界 の この興 味

深 い地 域 で働 く麗 しい 人 々 を必要 と さ

れ た ので す。 このす ば ら しい 夫婦 宣教

師 た ちは ， ア ジア の国 々 に来 る こ とを

自分 で 選 ん だの で はあ りませ ん。 彼 ら

の奉 仕 の結 果 を見 る と きに，彼 らはこ

の特 別 な召 しの た め に，主 か ら召 され

た こ とが 分 か ります 。

わ た した ち 家 族 は これ ま で に4度 ，

子供 に伝 道の 召 し と任 地 を告 げ る手紙

を， わ くわ くしなが ら開 け ま した。 そ

の度 に，伝 道 地 での 彼 らの様 々 な可能

性 につ いて，胸 を躍 らせ て考 え ま した。

本 人 の行 きた い所 が あ って も， 「あ な

た の任 地 は_伝 道 部 です 」 とい う言

葉 を見 た とき，例 外 な く， 家族 一 人一

人 が す ば ら しい気 持 ち を感 じ ま した 。

わた したち は，預 言者 が 主 に導 か れ て，

4人 の 子 供 た ちが 喜 ん で 出 て行 く場 所

を選 ん だ こ と を知 って い ま した。 大勢

の帰 還宣 教 師 た ち も， 自分 の伝 道 の召

しにつ い て， この過 程 と神 か らの 霊感
あかし

があ った こと を証 してい ます 。

わた しは，幼 い カ ミーの あ の晩 の質

問 に，満 足 な答 え を まだ 出 してい ませ

ん。何 年 もの 問 わた した ちは ，幼 い子

供 が 生活 に少 し押 しつぶ され そ うに な

った あの夜 の こと を，思 い出 しま した 。

あれ 以 来， ほ か に聖 文や 多 くの物 語 を

読 ん で話 し合 い ま した。わた した ち は，

救 い 主 に選 ば れ た人 々へ の す ば ら しい

約 束 を受 け ま した 。 す なわ ち， 「あ な

たが たが わた しの 名 に よ って父 に求 め

る ものは なん で も，父 が与 えて下 さ る」

のです(ヨ ハ ネ15：16)。

この約 束 は ， わた した ちの祈 りの答

えで あ り，幼 い子 供 に まで 導 きを与 え

て くれ ます 。最 近 ， それ を改 めて 感 じ

たの は， 今 は15歳 に な った カ ミー が ，

大 人 の友 人 か らこ う質 問 され た と きの

こ と で した。 「子供 の と きに香 港 で生

活 す る な んて ，君 は どう して そん な に

運 が い いの か な?」 カ ミー は わた しを

見 て， 友 人 に こ う答 え ま した 。 「そ う

じゃない の，選 ばれ たの よ。」

個 人へ の預 言 的 な啓 示 は，教 会 での

召 しの 固 い基 盤 で あ る こ と を 証 し ま
み な

す 。 イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ り ，

ア ー メ ン。



　

冒
口正書と同じ効力

七十 人

シ ェル ドン ・F・ チ ャイ ル ド

末日聖徒イエス ・キ リス ト教会の会員にとっτ，

万す。

たしはユタ州北部の小さな農場

わ で育 ち ま した。生 計 を立 て るに

は十分 と言 えな い広 さで した が ，わ た

しの よ うな少 年 に仕 事 を与 える に は十

分 な広 さの土 地 が我 が 家 に はあ りま し

た。両 親 は善 良 で熱 心 に働 く，勤 勉 な

人 々で した。 生 計 を立 て る ため ，父 は

外 に働 きに 出 て い ま した。 父 は毎 朝 ，

出勤前 に， その 日の晩 父 が戻 る まで に

済 ませ てお くわた しの仕事 の リス トを

作 って い ま した。 あ る と きその リス ト

の 中に ，干 し草：用 の くま手 の壊 れ た箇
か じ

所 を鍛 冶 屋 に持 って行 き修 理す る， と

い う項 目が あ りま した。 わ た しはあ ま

り気 が進 み ませ んで した。 父が お 金 を

置 い て い っ て くれ なか った か らで す 。

どう した らよい ので し ょう。 わ た しは

そ の仕 事 をで きるか ぎ り後 回 しに し ま

した。 で もほか の仕 事 を皆 や り終 えて

しま う と， もうこれ 以 上先 延 ば しで き

ない こ とが分 か りま した。 父 は ，帰 宅

r正 直ば雄一の策ノ

した ら くま手 が直 っ たか ど うか 聞 くで

し ょう し， 修理 を済 ませ て お くの は わ

た しの責 任 で した 。 鍛 冶 屋 まで1キ ロ

半 ばか りの道 を とぼ とぼ と歩 い たの を

今で も覚 え てい ます 。鍛冶 屋 に着 い て，

溶接 の様 子 を見 てい た と きの 落 ち着 か

な い気持 ち まで 覚 えて い ます 。修 理 が

済 む と， わ た しは び くび く しなが ら言

い ま した 。 「お 金 が ない んで す が ， 父

が 後 で 払 い ます。」 鍛 冶 屋 は心 配 を察

して くれ た よ うで ， わた しの 肩 を たた

い て こ う言 い ま した 。 「坊 や ， 大 丈 夫

だ よ。 君 の お父 さん の約 束 は証 書 と同

じだ か らね 。」 わ た しは ， くま手 が 直
あん ど

った安 堵 感 と父 が約 束 を必ず 守 る人 と

して 知 られ て い る こ との う れ し さか

ら， 家 まで 走 って 帰 っ たの を覚 えて い

ます。

当 時子 供 だ っ たわ た しは，言 わ れ た

言葉 が どうい う意 味 を持 つ の か完 全 に

は理 解 で きませ んで したが ， それ がす

ば らしい称 賛 で あ る こ とは分 か って い

ま した。 後 年 ， 「そ の 約 束 は 証書 と同

じ」 と言 わ れ る 人が ， 誠 実 で 高 潔 な，

信 頼 さ れ る 人 で あ る こ とを 知 りま し
こんにち

た。 今 日，人 や神 と交 わ した 言葉 ， 約

束 ，聖 約 を破 って ま った く心 にか け な

い 人 々が い ます 。信 頼 の 置 け る人 と交

際 で きるの は，何 とい う祝福 で し ょう。

これ に関す る力 強い 模 範 は 『モ ルモ

ン書 』の 中 に見 い だせ ます。 ニ ー フ ァ

イ と兄 た ちがエ ル サ レムに行 って ラバ
しんちゅう

ンか ら真 鍮 の版 を手 に入 れ る よ うに ，

父 親 の リー ハ イか ら責 任 を与 え られ た

こ と を皆 さ ん は 覚 え て い る と思 い ま

す 。 試 み に失敗 して ， 兄た ち は荒 れ野

に い る父 親 の も と に 帰 りた が りま し

た。 しか しニ ー フ ァイ は， 自分 た ち に
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は果 た すべ き仕事 ，成 し遂 げるべ き務

め があ るこ とを知 って い て， こ う言 い

ま した 。 「わ た した ち は主 か ら命 じ ら

れ た こ とを成 し遂 げ る まで は， 荒 れ野

にい る父 の とこ ろへ は下 っ て行 きませ

ん 。」1彼ら は再 び 試 み ま したが ， 今 度

も失敗 しま した。そ こで ニー フ ァイ は，

「都 に 忍 び 込 み ， ラバ ンの 家 に 向か っ

て 進 ん で行 〔きま した 。〕」2ニー フ ァイ

はそ こ でぶ ど う酒 に酔 って い る ラバ ン
み たま

を 見つ け， 御霊 の声 に従 い ます 。 御霊

は こ う言 わ れ ま した 。 「この男 を殺 し

な さい。 主 はあ なた の 手 に この男 を渡

さ れ た。 … …一 人 の人 が 滅 び るの は，

一 つ の 国民 が 不信 仰 に陥 っ て滅 びて し

ま う よ りは よ い 。」8それ か ら， ラバ ン

の服 を身 に着 け ，宝 物 蔵 に入 っ て， 真

鍮 の版 を手 に入 れ ます 。 ニ ー フ ァイ は

派遣 された 目的 を成 し遂 げ ま した。

しか しわ た した ち は， ラバ ンの召 使

い ゾ ー ラム の印 象 的 な模 範 を見 過 ご し

て は な りませ ん。 ニ ー フ ァイ は宝物 蔵

を出 る と き， ゾ「 ラ ム につ い て来 る よ

うに命 じま した。 ニ ー フ ァイが 兄た ち

を呼 ん だ と き， ゾ ー ラム は よ うや く，

自分 の従 って きた人 が ラバ ンで はな く

ニー フ ァイで あ るの を知 りま した。聖

文 に はこ うあ ります。 ゾーラ ムは 「お の

の き始 め， … …逃 げて … …帰 ろ う と」4

しま した。 とこ ろが ニ ー フ ァイ は彼 を

捕 ま え て， 「恐 れ るに は 及 ば な い … …

も しわ た した ち と荒 れ野 へ 下 っ て行 く

な らば， … … 自由 の 身 に なる」5と告 げ

ました。ゾ ー ラム はそ うす る と約 束 し，

誓 い ま した。 ニ ー フ ァ イは こ う述 べ て

い ま す。 「ゾ ー ラ ムが わた した ち に誓

っ たの で ，彼 につ い ての心 配 はな くな

っ た 。」6ゾー ラム は信 用 に値 す る人 で

した。 彼 の誓 い には拘 束力 が あ り， 彼

の約 束 は 十分 に信用 で きる もの だ っ た

の です 。

誠 実 と高 潔 は， 時代 遅 れ の原 則 で は

あ りませ ん。 そ れ らは今 日の世 界 で も

通用 す る重要 な原則 です 。 わ た した ち

は教会 で次 の ように教 え られ てい ます。

何 か を行 う と言 っ た ら， そ れ を実行

しな さい。

約束 を した ら， そ れ を貴 びな さい。

召 しを受 けた ら，そ れを果 た しな さい。

何 か を借 りた ら，それ を返 しな さい。



負債 が あ れば ，そ れ を返済 しな さい。

取 り決 め を結 ん だ ら， それ を守 りな

さい。

N・ エ ル ドン ・タナ ー副 管 長 は次 の

よ う な 経 験 に つ い て 述 べ て い ます 。

「最 近 ， あ る青 年 が や っ て 来 て こ う言

っ た。 『あ る 人 に 毎 年何 が しか の お 金

を支払 う とい う約 束 を しま した。 で も

今 ，生 活 が 苦 し くて 支払 い が で き ませ

ん。支 払 えば， 家 を失 い ます 。 ど う し

た らい い で し ょう。』

わ た しは その 青年 を見 て 『約 束 を守

りな さい』 と言 った。

『家 が な くな って もで すか 』 と青 年

が 聞 き返す ので ，

わ た しは こ う答 え た。 『家 の こ と に

つ い ては何 も言 っ てい ませ ん。 あ な た

の約 束 につ いて 話 して 込 るの で す。 あ

な たの 奥 さ ん も，家 はあ って も務 めや

取 り決 めや 聖 約 を守 らな い夫 と住 む よ

りは，借 家 に住 む こ とに な って も約 束

を守 り，責 任 を果 た し，取 り決 めや 聖

約 を 守 る 夫 を望 ん で い る と思 い ま す

よ。』」7

「正 直 は最 善 の策」 とは， だ れ もが

知 っ て い る 言 葉 で す 。 末 日聖 徒 イ エ

ス ・キ リ ス ト教 会 の 会 員 に・と っ て ，

「正 直 は 唯 一 の 策」 で す。 わ た した ち
はらから

は同胞 に対 し誠 実 で な けれ ば な りませ

ん。神 に対 して もそ うで す 。神 と交 わ

した聖 約 を尊ぶ と き，わ た した ちは神

に対 して正 直 であ る と言 え ます 。

わ た した ち は 聖 約 を 交 わ す 民 で す 。

わ た したち はバ プテ スマ の水 を くぐる

と き に聖 約 を交 わ します 。8ま た， ふ
せいさん

さわ しい状 態 で 聖餐 を取 り，毎 週 そ の

聖 約 を新 た に し ます 。 わ た した ち は ，

キ リス トの名 を受 け， い つ も御 子 を覚

え ，御 子 の戒 め を守 る こ とを約 束 しま

す 。そ れ に対 し主 は， わ た した ちが い
み たま

つ も主 の御 霊 を受 け られ る と約 束 され

ま した 。 わ た した ち は神殿 に参入 して

聖 約 を 交 わ します 。 そ の報 い と して，

わ た した ち は天 よ りの 聖約 を守 る とい

う条 件 の下 に永 遠 の 命 とい う約 束 され

た祝福 を受 け ます 。

神 と交 わす 聖約 を軽 々 し く考 えて は

な り ませ ん。 『教 義 と聖 約 』 の 中 で ，

主 は と うお っ しゃ っ てい ます 。 「あ な

たが た がふ さわ しい と認 め られ る よ う

に，死 に至 る まで もわ た しの聖 約 の 中

に と どまる か ど うか， あ らゆ る点 であ

なたが た を試す … …。」9

『モ ル モ ン書 』 に登 場 す る ア ン タ

イ ・ニ ー フ ァイ ・リー ハ イ人 は ，聖 約

を守 る とい う点 で 感動 的 な模 範 を示 し

て い ます。 ア ンモ ンと彼 の兄 弟 た ちは

14年 を費 や して レーマ ン人 に福 音 を伝

え ま した。 何 千 もの人 々が 真理 の知 識

へ と導 か れ ま した。 主 に帰 依 した人 々

は 「二 度 と道 を踏 み外 さなか っ た」 の

で す 。10「彼 ら はす べ て の こ とに つ い

て まっ た く正 直 で まっ す ぐで あ り， ま

た最 後 まで 確 固 として キ リス トを信 じ
あわ

〔ま し〕 た。」ロ彼 らは神 の憐 れ み に心

か ら感謝 して い たの で ，主 と聖 約 を交

わ し， 「同 胞 の 血 を流 す よ りは 自分 の

命 を捨 て」12よ う と し ま した 。 彼 らが

武 器 を地 に埋 めて し まった の を，皆 さ

ん は覚 えて い ら っ し ゃる と思 い ます。

彼 らは聖 約 に対 して とて も忠 実 だ っ た

の で ， レー マ ン人 の軍 隊 が攻 め て 来 た

と きで さえ ， 「出 て行 っ て彼 らに会 い，

彼 らの前 で地 に身 を伏 せ て ，主 の名 を

呼 び始 め た」13とあ り ます 。 彼 ら は何

の 抵抗 もせ ず ， 多 くが殺 され ま した。

これ らの 人 々 は，主 と交 わ した 聖約 を

破 る よ りは進 んで死 を選 んだ のです 。

神 と同胞 との 交 わ りにお いて ，誠 実

と高潔 の模 範 とな ろ うで は あ りませ ん

か。 ジ ョセ ブ ・B・ ワー ス リ ン長 老 は

こ う言 っ て い ます 。 「高 潔 で あ る こ と

の報 い は計 り知 れ ませ ん。その一 つ は，

自分 が 正 しい 行 い を して い る とい う 自

覚 か ら来 る言 い尽 くせ な い心 の平 安 が

あ ります 。 また ，罪 に伴 う罪 悪感 や心

痛 か ら解 放 され ます 。 高 潔 さが もた ら

す もう一 つ の報 い は， 高 潔 自体 か ら生

じる神 に近 づ くた めの 自信 で す。 … …

高潔 さの何 よ りの報 い は ，聖 霊 を常 に
はんりょ

伴 侶 にで きる とい う点 です 。 … …主 が

わ た した ち に寄せ て くだ さ って い る信

頼 にふ さわ し く生 きよ うでは あ りませ

んか 。」14

神 や 同胞 と交 わ した約 束 や 聖約 を貴

んで ， わ た した ち全 員が 「あ の人 の約

束 は証書 と同 じです 」 と言 わ れ る人物

に なれ ます よ うに， イエ ス ・キ リス ト
み な

の御 名 に よ り，お 祈 り し ます 。ア ー メ ン。

注

1，1ニ ー フ ァ イ3：15

2，1ニ ー フ ァイ4：5

3.1ニ ー フ ァイ4：12-13

4，1ニ ー フ ァイ4：30

5.1ニ ー フ ァイ4：33

6.1ニ ー フ ァ イ4：37

7.0θ ηfθrθ ηoθ 月θρor亡 『大 会 報 告 』

1966年10月 ，p.99， ま た は
'

1mρroレ θmθ η亡Er∂ 『イ ン プ ル ー ブ メ

ン ト ・エ ラ 』1966年12月 号 ，

P，1137

8， モ ー サ ヤ18：8-10参 照

9.教 義 と 聖 約98：14

10， ア ル マ23：5-6参 照

11， ア ル マ27：27

12， ア ル マ24：18

13.ア ル マ24：21

14.Fア ησ1η9ノ⊃θθoθ'ρOur乙1し 〆θ5『 日々

の 平 安 』pp，193-194
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七 十人

デ ニス ・E・ シモ ンズ

主の平安

不安仁な ったイエスの弟子たちがrr5う 一入の慰め主ノから平安を与
こん にち

えられたように，今日の すべ τの男女ば，毎日の生活のφ♂このすば

らしω祝福'仁あずかることが びぎます。

い主は地上での働きの最後の数

救 日間 に，使 徒 た ちへ の 教 え を終

え られ ま した。 主 は3年 に わ た る務 め

の 間， 使徒 た ち と とも にお られ ま した

が ，彼 らが学 ぶ 能 力 を身 に付 け る速 さ

に応 じて，教訓 に教 訓，規 則 に規則 を加

えて きた主の教 えを完了 されたのです。

地 上 での働 きの 最後 が 近 いの を知 っ

て， 主 は差 し迫 った 別 れ につ いて こ う

言 わ れ ま した。 「わ た しは まだ しば ら

く， あ な た が た と 一 緒 に い る 。 … …

『あ なた が た はわ た しの 行 く所 に 来 る

こ とは で きない。』」(ヨ ハ ネ13：33)
けんそん

恐 れ や失 望 ，不 安 が 謙遜 な弟子 た ち

を襲 った はず です 。 イエ ス は彼 らの 守

りで あ り，助 け で あ り，光 で した。 主

の 導 きや教 え，模 範 ， 慰 め な しに， 弟

子 た ちに何 が で きるで しょ うか 。

主 は愛 と哀れ み を込 め て約 束 され ま

した。 「わ た しは あ な たが た を捨 て て

孤 児 とは しない。 … … わた しは父 にお

願 い しよう。 そ うす れ ば， 父 は別 に助

け主 を送 っ て， いつ まで もあ な たが た

と共 にお らせ て 下 さ るで あ ろ う。 そ れ
み たま

は真 理 の御 霊 で あ る。 この世 は それ を

見 よ う と もせ ず ，知 ろ う とも しな いの

で ，そ れ を受 け るこ とが で き ない。 あ

なたが た は それ を知 って い る。 なぜ な

ら， それ は あ なた が た と共 にお り， ま

た あ なたが たの うち にい るか らで あ る。

・…聖 霊 は
， あ なたが た にす べ て の こ

とを教 え， ま た わた しが 話 してお い た

こ と を， こ とご と く思い 起 させ るで あ

ろ う。」(ヨ ハ ネ14：18，16-17，26)

イエ ス は友 で あ る使徒 たち に， また

信 じるす べ て の 人の た め に，最 後 に意

義深 い祝 福 を残 さ れ ま した 。 「わ た し

は平 安 を あ なた が た に残 して 行 く。並

た しの平 安 をあ な たが た に与 え る。 わ

た しが 与 え るの は， が 一え るよ'な

一 。 あ なた が たは心 を騒

がせ るな ， また お じける な。」(ヨ ハ ネ

14：27， 下 線付 加)
あかし

聖文 が 証 して い る よ うに， 時 の 中間
しもべ

にお け る主 の僕 た ち の生 活 の 中で ， こ

の約 束 は成 就 しま した。わた した ち は，

この 時満 ちる神 権 時代 にお い て も， 同

じ約 束が 続 け て成 就 してい る と証 しま

す 。

注 目す べ き こと に， イエ ス は世 の 皇

え る の とは塁 な る主 の平安 を約 束 さ

れ ま した。 世 の人 々 は， 戦 争 や 暴 力 ，

弾圧 ，不 正 ， 争 い， 疫病 ， 貧 困か らの

解 放 を叫 び求 め て い ます。 救 い主 が そ

の よ うな世 俗 的 な平 和 を考 えて お られ

た の では な い こ とは，使 徒 た ち に与 え

られ た特 別 な教 え の最 後 の言 葉 か ら明
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らか で す。 「こ れ らの こ と を あ な たが

た に話 した の は， わた しに って平 安

を得 るた め で ある 。 あ なたが た は ， こ

の世 で はな やみ があ亙 。 しか し，勇 気

を出 しな さい。 わ た しはす で に世 に勝

ってい る。」(ヨ ハ ネ16：33， 下 線付 加)

この世 にお いて ，悩 み は続 くで し ょ

う。 しか し，苦 悩 の さなか に あ って も

主 に従 う人 は ，主 にあ る平 安 を得 る で

し ょう。 言 い換 えれ ば ，周 りの世 界 が

崩 れ てい っ て も，約束 された 慰 め主 は，

真 の 弟子 の 報 い と して 主 の平安 を与 え

て くだ さるで し ょう。 究極 の平 安 が む

た らされ るの は ， も ちろ ん， 主 が この

世 に打 ち勝 た れ た か らです 。 しか し，

た とえ この世 で は 問題 が あ って も， わ

た した ち は主 の 平安 を得 る こ とが で き

ます。主 の 平 安 とは， わ た した ちが 主

.に従 って主 の戒 め を守 ろ う と努 力す る

と き に， 慰 め 主 で あ る聖 霊 に よっ て ，

心 と思 い に告 げ られ る平安 ，落 ち着 き，

慰 め なの です 。

「わ た しに学 び， わ た しの言 葉 を聴

きな さい。 わ た しの御 霊 の 柔和 な道 を

歩 み な さい 。 そ うす れ ば， あ な たは わ

た し に よ っ て 平 安 を得 るで あ ろ う。」

(教義 と聖 約19：23)

「義 の業 を行 う者 は そ の報 い を受 け

る，す なわ ち，この 世 にお いて平 和 を，

また来 るべ き世 にお い て永 遠 の 命 を受

け る… …。」(教 義 と聖約59：23)

ヒ ラマ ンが 戦 い の最 中 に 自分 の 「霊

に平 安 を告 げ」 られ た よ うに(ア ルマ

58：11)， また オ リバ ー ・カ ウ ドリが

『モ ル モ ン書 』 の真 実 性 につ い て知 り

た い と心 か ら主 に願 った と きに 「心 に

・平安 を告 げ」 られ た よう に(教 義 と聖

約6：22-23参 照)， 真 剣 に求 め る人 は

皆 ， 同 じ平 安 を心 に告 げ られ ます 。 こ

の平安 は， 静 か な細 い声 に よっ て告 げ

られ た確 信 に よ り， もた ら され ます 。

聖 霊 は霊 の 御方 です か ら， 一般 に， 五

感 を通 してで は な く，心 と思 い に触 れ

る こ とで， 人 に語 りか け られ ます 。 言

い換 えれ ば， 考 えや 印象 ， 気持 ち を通

して穏 や か に語 られ る のです 。

パ ッカ ー長 老 は こ う述 べ て い ます 。

「御 霊 は， 叫 ん だ り， 強 い 力 で 揺 す っ

た りは し ませ ん 。 さ さや きか け て くる

の です 。 そ の さ さや き方 は， 非 常 に静



か で ， ほか の こ とに気 を取 られて い る

と， まっ た く気 が つ き ませ ん。」(「主

の と も しび」 『聖 徒 の 道 』1983年10月

号 ，P.38)

です か ら，多 くの 人 は 「声 」 を聞 き

ませ ん。 む しろ，昼塾 とさ え思 っ

て い ませ ん。 何 で も自分 で したい と考

え，決 心 して い るの で， 自分 の力 や能

力 に疑 問 を抱 か せ る よ う な もの を拒 絶
うま

し， あ ざ ける の で す 。 「生 れ なが らの
み たま たまもの

人 は，神 の 御霊 の賜 物 を受 け いれ ない 。

そ れ は 彼 に は愚 か な もの だ か らで あ

る。 また ，御 霊 に よって 判 断 され るべ

きで あ るか ら， 彼 は それ を理 解 す る こ

とが で きない。」(1コ リン ト2：14)

御 霊 は穏 やか で すが ， 大 きな力 を も

って 語 られ ます 。 御霊 を受 け る に は ，

あ る意 味 で 身 をゆ だ ね る必要 が あ りま

す。イエス ・キ リス トの降 誕 の数年 前 ，
ろう

牢 に 閉 じ込 め られ た ニー フ ァイ人 の預

言 者 「ニ ー フ ァイ と リーハ イ は火 の よ

うな もの に包 まれ」 ま した(ヒ ラマ ン

5：23)。 二 人 を殺 そ う と した 人 々 は ，

不信 仰 な群衆 を覆 っ た暗 黒 の雲 の 上 か

ら来 る よ うな声 を聞 きま した(ヒ ラマ

ン5：29参 照)。 大 地 が揺 れ動 き， そ の

声 は 悔 い 改 め を告 げ ま した 。・「彼 らは

この声 を聞 い たが ， それ は雷 の よ うな

声 で は な く，大 きな騒 々 しい音 で もな

く， ま るで さ さや きの よ うな， まっ た

く優 しい 静 か な声 で あ り， そ れで い て

心 の底 まで い た。

そ の声 は優 しか っ た に も か か わ ら

ず ，見 よ，大;地は激 し く揺 れ動 」 い た

の で す(ヒ ラマ ン5：30-31， 下線 付

加)。 人 々 は キ リス トを信 じて ，悔 い

改 め る よ う に促 され ま した 。 「そ して
くだ

見 よ，神 の 聖 な る御 霊 が天 か ら降 っ て，

彼 らの心 の 中 に入 られ たの で ，彼 らは

あた か も火 で満 た され たか の よう にな

り，驚 くべ き言 葉 を語 るこ とが で きた。

そ して彼 らに声 が ， す な わち ， ま るで

さ さや くよ う な 快 い 声 が 聞 こ え た 。

『平安 が あ る よ うに。』」(ヒ ラマ ン5：

45-47)

彼 らは，従 順 な人 々 の心 を貫 く， 目

に見 えな い力 に 身 をゆだ ね ま した。

パ ウロ は御 霊 の 実 ，す なわ ち御 霊 が

もた らす もの につ い て，述 べ て い ます 。

「しか し， 御霊 の 実 は ， 愛 ，喜 び ，平

和 ， 寛容 ， 慈愛 …… であ って， これ ら

を否 定 す る律 法 は な い 。」(ガ ラ テ ヤ

5：22-23)言 い換 えれ ば ，御 霊 は何

で も貫 くこ とが で きるの で す。 いか な

る律 法 も， 御霊 が キ リス トを信 じる従

順 な人 々 に働 きか け る の を止 め る こ と

はで きませ んd聖 文 が教 える ところ に

よれ ば ，御 霊 に は次 の よ うな働 きが あ

ります 。

● 人 の 思 い を 照 らす(教 義 と聖 約

6：15参 照)。

● 「善 を行 うよ うに導 く，す なわ ち，

公 正 に行 動 し，へ りくだ って歩 み ，義

に か な っ て裁 く… …。」(教 義 と聖 約

11：12)

●人 の心 を喜 びで 満 たす(教 義 と聖

約11：3;モ ー セ4：20参 照)。

● 「す べ て の こ と の真 理」 を表 す

(モロナ イ10：5)。
あかし

●御 父 と御子 の こ とを証 す る(教 義

と聖約20：27参 照)。

○す べ ての こ とを知 っ てい る(教 義

と聖約42：17参 照)。

●確 信 を与 え る(教 義 と聖約100：8

参 照)。

●知識 を与 え る(教 義 と聖 約121：

26参 照)。

● 「静 か な細 い声 」 で語 る(1ニ ー

フ ァイ17：45)。

●祈 る よ うに教 え る(2ニ ー フ ァイ

・32：8参 照)。

●人 に大 きな 変化 を生 じさせ る(モ

一 サヤ5：2参 照)。

●保 証 を 与 え る(ア ル マ58：ll参

照)。

● 「希 望 と完 全 な愛 」 で満 たす(モ

ロナ イ8：26)。

●自由 を与 え る(2コ リン ト3：17参

照)。

■慰 め る(ヨ ハ ネ14：16参 照)。

● 「平安 を告 げ」る(ア ルマ58：ll)。

●求 め に こ た え る(教 義 と聖約6：

14参 照)。

不 安 に な っ た イ エ ス の 弟 子 た ちが

「も う一 人 の 慰 め 主 」 か ら平 安 を与 え
こんにち

られ た よ うに，今 日のすべ て の男女 は，

毎 日の生 活 の 中 で このす ば ら しい 祝福

にあ ず か る こ とが で きます 。仲 間か ら

の プ レ ッシ ャー に悩 む青 少 年 も， 抑 え

切 れ そ うに ない激 情 や感 情 にか き乱 さ

れて い る人 も，孤 独 や絶 望 しに陥 っ た

人 も，飢 えた 人， 抑圧 され た 人， 忘 れ

られ た 人， お び え てい る人 ，虐 待 され

た 人 ，虐 待 した人 ， うそ をつ い た 人 ，

盗 んだ 人 も， すべ ての 人が 主 に 身 をゆ

だ ねて従 い， 主 の業 に従 う な らば， 同

じ平安 を受 け る資格 が あ ります。

イエ ス はす べ て の人 を招 い てお られ

ま す。 「す べ て 重 荷 を負 うて 苦 労 して

い る者 は ， わ た しの も とに き な さい 。

あ なた が た を休 ませ て あ げ よ う。」(マ

タイ11：28)こ れが真 実 であ る こ とを，
み な

イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ っ て 証 し

ます 。 ア ー メ ン 。
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感 謝
七 十 人

ジ ェ ラ ル ド ・L・ テ ー ラ ー

しょくさい

わた しばイユ：ス ・キ リス トとその贋罪に感謝 しτωます。主な神と し
おさな ご

τ存在しτおられた天界を御自身の意志 ざ離れ，この世に貫 し61幼子
お

と しと'降りτ来 られ ま した。

き ょ う

愛
す る 兄弟 姉妹 の皆 さん。 今Hは

感 謝 につ い てお 話 し したい と思

い ます 。 第1に 愛 す る 家族 に対 す る感

謝， 第2に 生 ける預 言 者 に対 す る感 謝 ，

そ して第3に ， 主 イ エ ス ・キ リス トに

対 す る感謝 です 。

ニ ー フ ァ イは 「わ た しニ ー フ ァイ は

善い 両親 か ら生 まれ た」(1ニ ー フ ァイ

1：1)と 述 べ て い ます 。 わ た しも同 じ

こと を言 い た い と思 い ます。 わた しも

善い 両親 か ら生 まれ たか らです 。 わ た

しの 父 は神 権 を尊 ぶ忠 実 な末 日聖徒 で

した 。愛 す る母 はわ た しが ま だ小 さい

ころ に6人 の 子供 を残 して亡 くな りま

した 。そ の 後父 は，9人 の子 供 を持 つ ，

夫 に先立 た れ た女性 と再 婚 しま した の

で， わ た しに は5人 の 兄 弟 と9人 の姉 妹

が い ます 。 わ た しの2番 目の母 は わ た

し を実 の 子 の よ う に愛 し て くれ ま し

た。 そ の模 範 に感 謝 して い ます 。 わ た

しの兄 弟 と姉 妹 は わた しを愛 し，支 え

て くれ ます 。 彼 らは主 と主 の福 音 を愛

して い ます 。 そ の よ う な兄 弟 姉妹 を授

け て くだ さった 天 の御 父 に感 謝 してい

ます。 ラ ン トとテ ー ラー の家 族 が一 緒

にな って もう54年 が過 ぎ，両 親 も他 界

し ま した が， 家 族 の一 致 と深 い愛 は今

も健 在 です 。 また ，祖 父母 や お じ， お
しんせき

ば な ど， 親戚 の 者 た ちか らの愛 と支 え

に も感謝 して い ます 。

わ た しは愛 にあ ふれ た献 身的 な妻 シ

ャロ ンと6人 の子 供 た ち，2人 の 義理 の

息 子 た ち ， そ れ に5人 の孫 た ち に感 謝

して い ます。 詩 篇 の作 者 は こ う言 い ま

し た。 「子 供 た ち は 神 か ら賜 わ っ た
しぎよう

嗣 業 で あ り…… 矢 の満 ちた矢 筒 を持 つ

人 は さい わ い で あ る。」(詩 篇127：3，

5)主 か ら授 か っ た子 供 た ち に， また

彼 らの愛 と支 えに感 謝 して い ます。

わ た し は生 け る 預 言 者 ゴ ー ドン ・

B・ ヒ ン ク レー 大管 長 に 感謝 します 。

昨 年11月 ，大 管 長 はチ リを含 む 多数 の

南 ア メ リカ の国 々 を訪 問 しま した。 時

を同 じ くして， チ リで はラ テ ンア メリ

カの 国 々の サ ミッ トが 開 か れて い ま し

た 。16の 国 か ら， 大統 領 を含 む 政府 の

高 官が チ リを訪 問 してい た ので す。 彼

らの滞 在先 やサ ミ ッ トの会 場 の 周辺 の

道 路 は 立 ち 入 り禁 止 に な っ て い ま し

た 。 そ して ，会 場 を行 き来す る要 人の

た め に昼夜 を問 わ ず サ イ レ ンが鳴 り，

赤 色灯 が 点滅 して ，交 通規 制 が 行 われ
けんそう

ま した。 そ の喧 喋 の 中 に ヒ ンク レー大

管 長が 到 着 しま した。 フ ァ ンフ ァー レ

や 特別 な歓迎 ， 特 別 な待 遇 は何 もあ り

ませ ん 。2台 のバ ンが 空 港 か らサ ンチ

ィア ゴの 町へ 入 って行 き ま した 。 その
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1台 に は主 の生 け る預 言 者 が い た の で

す。 ホテ ルで はサ ミッ ト出席 者 の ため

に 警 官 や 警備 員 が 配備 さ れ ま したが ，

ヒ ンク レー大 管 長 は家 族 や 同行 の 人 々

と と もに 人 知 れ ず ホ テ ル に 入 り ま し

た。

わ た しは遠 い昔 の馬 屋 で の 出来事 を

思 い 出 し ま した。神 の 御 子 は， 羊 の群

れ を守 る一握 りの 野の 羊 飼 い以外 だれ

に も気 づ か れ る こ とな くお生 まれ に な

りま した 。地 上 の神 の 王 国 は， 華 々 し

く見 え る出来 事 の 陰で 静 か に発展 して

い るの です 。

翌 日， ヒ ンク レー 大 管 長 は5万 人 を

超 え る 聖徒 た ち に キ リス トにつ い て ，
あかし

また キ リス トの 教 会 につ い て証 し ま し

た。 集 った 人 々は大 管 長 の深 い信仰 を

感 じ取 る こ とが で きま した。 ヒ ンク レ

ー 大 管 長 は 出 席 した す べ て の 人 々 に ，

「神 は生 きて お られ ， イ エ ス は キ リス

トで あ られ る ， と わ た し ゴ ー ドン ・

B・ ヒ ン ク レーが 証 した こ とを忘 れ な

い で くだ さい」 と言 い ま した。 そ して

聖徒 た ち に，生 活 を正 し，子 供 た ち を

主 の道 に従 っ て教 え， 神殿 で結 び 固め

を受 け る こ とに よっ て永 遠 の家 族 を築

くよう に と勧 告 し ま した。大 会 の終 わ

りに は， チ リの聖徒 た ちは 目に涙 を浮

かべ ，地 上 に確 か に主 の 預言 者 が い る

との証 を もっ て， 立 ち上 が っ て 白いハ

ン カチ を振 り， 大管 長 に別 れ を告 げ ま

した。 ヒ ンク レー大 管 長 もポ ケ ッ トか

らハ ンカチ を取 り出 し， 愛 を込 め て別

れ を告 げ ま した。 このチ リの聖徒 た ち

や 世界 中の大 勢 の 聖徒 た ち と同 じ よう

に， わた し もゴー ドン ・B・ ヒ ン ク レ

ー 大管 長 が地 上 にお け る神 の生 け る預

言 者 であ るこ とを知 っ てい ます 。 わ た

しは大 管 長 に， また その 模範 に感 謝 し

て い ます。
しにくざい

わた しは イエス ・キ リス トとその順 罪

に感謝 して い ます 。主 は神 と して存 在

して お られ た天 界 を御 自身 の意 志 で離
おさなこ お

れ ， この 世 に貧 しい幼 子 と して降 りて

来 られ， マ リヤ と ヨセ ブの もと に，馬

屋 で お生 まれ にな りま した。 宿 には彼

らの い る余地 が な か っ たか らです 。主

は御 父の ほ か の子供 た ちの た め に，御
まいしん

自身 を顧 み る こ とな く奉 仕 の業 に遭 進

な さい ま した 。 主 の 願 い は ， 「人 の不



死 不 滅 と永 遠 の 命 を もた らす 」(モ ー
みこころ

セ139)と い う御 父 の御 心 を成 就 す

る こ とで した。

この世 で の生 涯 の終 わ りに， 主 は ゲ

ッセ マ ネの 園 に入 り， ア ダム に始 ま り

この世 に生 を受 け る こと にな る最 後 の

人 まで全 人 類 の罪 をその 身 に お受 け に

な りま した 。主 は 「すべ て の 人 に代 わ

って これ らの苦 しみ を負 い ， 人 々が悔

い改 め る な らば苦 しみ を受 け る こ との

ない よう に」 され た ので す(教 義 と聖

約19：16)。 主 御 自身 の 言 葉 に そ の と

きの 様 子 が 描 か れ て い ます 。 「そ の 苦

しみ は ，神 で あ って ， しか もすべ て の

中で 最 も大 い な る者 で あ るわ た し自身

が ， 苦痛 の た め にお の の き， あ らゆ る

毛 穴 か ら血 を流 し，体 と霊 の両 方 に苦

しみ を受 けた ほ どの もので あ っ た。 そ
さカすき

して わ た しは， その 苦 い杯 を飲 まず に

身 を引 くこ とが で きれ ば そ う したい と

思 った 。」(教 義 と聖 約19'18)そ れ か

ら数 時 間後 ， 主 は裁 判 にか け られ， 人

に裁 か れ， 十 字架 にか け られ た ので し

た。 大 い な るエ ホバ ，無 数 の 世界 の 創

造 主 は ，へ りくだ って御 自身 を邪 悪 な

者 た ちの手 にゆ だね ，御 父 の御 心 を成

就 され たの です。

復 活 され た主 は アメ リカ大 陸 の民 に

こ う教 え られ ま した 。 「悔 い改 め て ，

わ た しの名 に よっ てバ プ テス マ を受 け

る者 はだ れで あ ろ う と，満 た され るで

あ ろ う。 そ して ，最 後 まで堪 え忍ぶ な

らは， 見 よ， わ た しはそ の者 を， わ た

しが 立 っ て世 の 人 々 を裁 くそ の 日に ，
み まだ

わ た しの父 の御前 で 罪 の ない 者 と しよ

う。」(3ニ ー フ ァ イ2716)悔 い改 め

に関す る著 作 の 中 で， ボ イ ド ・K・ パ

ノカ ー会 長 は 次 の よ うに 語 っ て い ま

す 。 「人 問 の心 のや む こ との な い戦 い

の 中 で， 悪魔 はお び ただ しい数 の捕 虜

を掌 中 に収 めて い る。 そ して， 多 くの

捕虜 は逃 れ るす べ を知 らず， 悪 魔 の手

下 として働 か され てい るの だ。しか し，

そ の罪 と罪悪 感 の 強制 収 容所 にい る す

べ て の捕 虜 の手 には ，外 に通 じる扉 の
カき

鍵 が握 られ て い る。 それ は悔 い改 め と

い う名 の 鍵 で あ る。 その 使 い方 を知 っ

てい るか ぎ り， 悪魔 は捕 虜 た ち を捕 ら

えて お くこ とはで きない 。悔 い改 め と
ゆる

赦 し とい う双子 の 原則 は，誘 惑 者 の恐

部会か始まる前に談笑する十二使徒定員会のテヒソトBヘ イ ト長老(左)と ニールAマ ソクスウェル長老。

う しい 力 を もしの ぐ強 さを持 っ てい る

の であ る。」(TheTh1ηgsof亡hesoロ1

『霊 に 関す る事 柄 』pll4)

主 は イザ ヤ書 で こ う言 っ てお られ ま
ひ

す 。 「た とい あ な たが たの 罪 は緋 の よ

うで あ って も， 雪 の よ うに 白 くな るの

だ 。紅 の よ うに赤 くて も，羊 の 毛 の よ

う にな る の だ。」(イ ザ ヤ118)主 は

また近 代 に おい て こ う語 っ てお られ ま

す 。 「見 よ， 自分 の罪 を悔 い改 め た 者

は赦 され ， 主 な るわ た しは もうそ れ を

思 い起 こ さな い。 人が 罪 を悔 い 改 め た

か ど うか は ， これ に よ って分 か る。 す

なわ ち， 見 よ， 彼 は それ を告 白 し，そ

して それ を捨 て る。」(教 義 と聖 約58

42-43)

イエ ス ・キ リス トは全 人類 の裁 き主

で す 。 「門 を守 る者 は イ ス ラエ ル の聖
しもへ

者 で あ る。 聖者 は ここ には僕 を使 わ れ

ない 。 また そ の 門 を通 る意外 に， ほ か

の 道 は ない 。」(2ニ ー フ ァイ9.41)も

しわた した ちが 主 や 主 の御 父 とと もに

生 活 す る にふ さ わ し くない状 態 で あ れ

ば， 主 は悲 しま れ るで し ょう。 兄 弟姉

妹 の皆 さん，悔 い改 め とい う名 の鍵 の

使 い方 を知 りま しょ う。 そ して，救 い

主 の 前 に立 つ と きに 「父 に対す る弁 護

者 で あ っ て ， 父 の前 で 〔わ た した ち 〕

の ため に弁 じる者 の言葉 を聴」 くこ と

が で き ます よ うに。 主 は こ う言 われ ま

す 。 「父 よ ， 罪 を犯 した こ とが な く，

あ な た が御 心 に か な うと さ れた 者 の ，

苦 しみ と死 を御 覧 くだ さい。 あ な たの

子 が流 した血 ， す なわ ち ，あ なた御 自

身 が栄 光 を受 ける ため に，あ なたが お

与 え にな った者 の血 を御 覧 くだ さい 。

そ のた め に， 父 よ， わ た しの名 を信

じる これ らわ た しの兄 弟 た ちか ， わた

しの もと に来 て永遠 の 命 を得 られ る よ

うに ，彼 らをお救 い くだ さい。」(教 義

と聖約453-5)

わ た しの願 い は，ふ さわ し くな って

永 遠 の 命 を得 ， イエ ス ・キ リス トと，

そ して 御 父 と と も に 生 活 す る こ とで

す 。 わ た した ちす べ てが 同 じ願 い を持

ち， そ の達 成 に向 け て努 力 す る こ とが

で きます ように祈 っ てい ます。

イエ ス ・キ リス トが神 の独 り子 で あ
あカな

り， わ た した ちの 主 で あ り蹟 い主 で あ
あカし

られ る こ と を証 します 。 主 の復 活 に思

い をはせ る この特 別 な季 節 に ，主 と主
しょくさい

の膿 罪 に心 か ら感謝 い た します。 イエ
み な

ス ・キ リス トの御 名 に よ り申 し上 げ ま

す 。 アー メ ン。
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「彼女 は母親だか らさ」

十二 使徒 定員 会 会員

ジ ェフ リー ・R・ ホ ラ ン ド

自分仁ざきる阪 りの最上の親になるべ く全力を尽 くすなら，皆さんば

入間としτな し得ること，神がなすように期待されることばすべτを

行えるざしょう。

ク トル ・ユ ゴ ー(フ ラ ン ス の 詩

ビ 人 ・小 説 家。1802-1885)が 書 い

た とされ る次の よ うな詩 が あ ります 。

彼 女 はパ ン を二 つ に ち ぎ り，二 つ と

も子供 たち に与 えた。

彼 女 の 子 供 は む さぼ る よ う に 食 べ

た。

「自分 の 分 を残 さ ない なん て … …。」

軍曹 がつ ぶや い た。

「腹 がす い て ない ん で しょ う。」 … 人

の兵 士が 言 った。

「いい や」 と軍曹 、，「彼女 は母 親 だか

らさ。」

この1年 間， わ た した ち はア イオ ワ，

ネ ブ ラス カ， ワ イオ ミ ングを横 断 す る

過 酷 な旅 に取 り組 ん だ人 々の信 仰 と勇

気 をた た え ますが ， この 時期 にわ た し

は 開拓 者 の 母 親 に匹敵 す る現 代 の 母親

た ち を称 賛 した い と思 い ます 。 開拓 者

の母 親 は乳 飲 み 子 の世 話 を し，子 らの

た め に祈 り， に もか か わ らず あ ま りに

も頻繁 に遠 い道 の りの途 上で わ が子 を

埋 葬 しなけ れ ば な りませ んで した。 わ

た しの話 を聴 いて くだ さっ てい る女 性

で ，.母親 に な りた い と心 か ら望 み なが

らか な え られず にい る人 々 に 申 し上 げ

ます。 この こ とで流 した 皆 さ んや わ た

した ちの 涙 が報 われ ，神 は いつ の 日か

「わ び し き心 に も希 望 を与 え」1てくだ

さ るで し ょう。 預 言者 らが こ の説教 壇

か ら繰 り返 し説 いて きた よ うに， 忠実

な人 々 に は， た とえ即 座 に与 え られ な

い と して も，最 終 的 に 「い か な る祝 福

も差 し控 えられ る こ とは ない上の です 。

さら には子 供 を養 育 す る召 しが実 子 に

限 られ な い こ とに， わ た した ち は喜 び

を感 じます。

母 親 につ い て話 す うえで ， わ た しは

父親 にあ る きわ めて 重要 な火急 の 役 割

を なお ざ りにす るつ も りはあ りませ ん。

と りわ け現 代 の 家庭 にお け る父親 の 不

在 は 「この時 代 の 中心 的社 会 問 題 」3と

されて い ます 。 実際 ， 父親 不 在 の問 題

は家 庭 に 父親 が い る家庭 に さ えあ り得

ます 。 家 で食 べ て寝 るだ けの ， い わば

意思 を持 た ない 「リモ コ ン人 間」 の よ

うな父 親 の場 合 です 。 しか しこの話 題

は，別 の機 会 に神権 者 を対 象 に して話
き ょ う

し ま しょ う。 今 日わ た しは， 乳飲 み 子

を揺 りか ごの 中で育 て， 自分 の子 供 た

ちに義 を教 え， 主が 地 上 の人 間 に定 め

られ た 目的 の 中で.大.切な働 きをす る母

親 の手 につ い て，特 にほ め た たえ たい

と思 い ます 。

パ ウロ はテ モテ の 「偽 りの ない信 仰」
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を称 賛 し， こ う語 りま した。 「この信

仰 は， まず あ な たの祖 母 ロ イス とあ な

たの 母ユ ニ ケ とに宿 っ た もの で あ った

…。」4「〔あ なた は〕 幼 い 時 か ら， 聖

書 に親 し 〔んで い る。〕」5幼い と きか ら

そ う した真 理 を教 えて くれ るすべ て の

母 親 ，祖 母 の皆 さんに感 謝 します 。

母 親 につ い て 一般 的 な話 をす る に際

し，わ た しは と りわ け若 い母 親 の皆 さ

ん をた た え ，励 ま した い と思 い ます 。

母 親 の 務 め は重 く， ほ とん どの場 合 目

立 ち ませ ん。 若 い うち は，往 々に して

夫 か妻 あ る い はそ の双 方 が まだ 学生 で

あ った り，生 計 を立 て るた め に夫が 働

き始 め た ば か りで 蓄 え もな か った り し

ます。 わ ず か に収 入が あっ たか と思 え

ば ，す ぐに底 を突 い た りし ます 。 アパ

ー トの装 飾 は
， 普 通 ，洗練 され た 二つ

の 選択 肢 の い ず れか一 …デ ゼ レ ト産 業

で購 入 した 中古 家 具 を据 えるか ，何 も

ない か一 一で す。 車 は， あ った と して

も タイ ヤの溝 が す り減 り， ガソ リ ンは

空 っぽ です 。 しか も，若 い 母親 に とっ

て は しば しば最 もつ らい深 夜 の授 乳 や

夜 泣 きで疲 労 こ んぱ い します。 この 時

期 ，母 親 は， わ た しの知 るか ぎ りどの

年 齢 層 の どの グ ルー プ の 人 々 よ り睡 眠

不 足 が続 き， 人 のた め に働 き個 人的 な

気 分転 換 の 時 間が 持 て ませ ん。 目の 下

の くまが時 には ロー ドア イ ラ ン ド州 く

らいの 大 きさに な って も不 思 議 で はあ

りませ ん。

そ して もちろ ん皮 肉 な こ とに ， この

よう な姉妹 に限 って わ た した ちは ワー

ドや ステ ー クの補 助 組 織 の責 任 に召 し

た い あ るい は召 す 必 要 が あ る

と思 う場合 が しば しばあ ります 。気 持

ち は お 分 か りい た だ け る と思 い ます 。

ロイ スやユ ニケ の卵 と も言 え る， この

よう な模範 的 な影響 力 を持 つ 人 々 を責

任 に召 した い と願 わ な い 人 は い ませ

ん 、皆 さん ，知 恵 を用 い ま し ょう。 ま

ず 家族 を何 よ り優 先 しな け れ ば な りま

せ ん。 子 供が 小 さい うち は特 にそ うで

す 。 しか しそれ で もなお ， ほか の 人 々

が 皆 さ んや皆 さん の家 族 に仕 え，励 ま

しを与 えて くれ るの と同 じよ う に，若

い 母親 は教 会で 忠 実 に奉 仕 す るす ば ら

しい方 法 を見 いだ せ るで し ょう。

この忙 しい時 期 に最 善 を尽 くして く



だ さ い。何 をす る に も， 自分 に託 され

た ほか に比 べ る ものの な い役 割 を重 ん

じて くだ さい。 そ の役 割 の ゆ え に神 は

天使 を遣 わ され ，皆 さん と皆 さん の子

供 た ち を見守 って くだ さい ます 。教 会

の 指導 者 や い ろい ろ な方 面 での 友 入 の

方 々 は もち ろ ん，特 に夫 の皆 さん は妻

に よ く協 力 し， 心 を配 り，知 恵 を用 い
あめ

て くだ さい 。 「天 が 下 のす べ て の事 に

は季節 が あ り， すべ ての わ ざ に は時が

あ る」6こと を忘 れ ない で くだ さい。

母親 の皆 さん， わ た した ち は皆 さん

の 「信 仰 こめて ，一 歩 ず つ」 歩 む姿 に

感 謝 し， 尊敬 め 念 を抱 い て い ます。 そ

の 姿が これ まで も，現 在 も，将 来 に お

い て も意 味 の あ る こ とを知 っ て くだ さ

い 。皆 さん が何 らか の理 由 で この勇 気

の 要 る務 め を， 夫 の力 を借 りず 独 りで

果 た してい る と した ら， わ た した ち は

皆 さん のた め にい っ そ う強 く祈 り， い

っそ う固い 決意 を もって 助 け の手 を差

し伸べ た い と思 い ます 。

あ る若 い 母親 か ら最 近 手 紙 を頂 き ま

した 。 彼 女 の 心 配 は ほ ぼ3つ に 集約 さ

れ る と言 い ます 。1つ 目は 末 日聖徒 の

母 親 の務 め につ いて話 を聞 く度 に， 自

分 が ふ さわ し くない か， 期待 され る働

きが で き る よう には な らない とい う心

配 に駆 られ る と言 い ます 。2つ 目は子

供 が 言葉 を覚 え始 め る前 か ら彼 ら に読

み 書 きや イ ンテ リア デザ イ ン， ラテ ン

語 ， 計算 ， そ れ に イ ンター ネ ッ トにつ

いて 母親 が 教 え る よ う世 間か ら期 待 さ

れ て い る よ う に感 じる こ とで す 。3つ

目は， 人 々の言 動 が ほ とん どの場 合 そ

うい うつ も りは ない に して も， 時 折 ，

恩 着 せ が ま しい無 益 な もの と彼 女 に は

感 じ られ る とい う こ とで す。なぜ な ら，

彼 女 が 受 け る 助 言 や 称 賛 の 言 葉 で さ

え， そ の 中 に神 が 望 まれ る母 親 に な る

ため に， あ るい は な りた い と思 う ため

に時 に必要 と され る精神 的 な苦 労， 霊

的 ・情 緒 的 な努力 ， 終 日終 夜 力 のか ぎ

り果 た さな けれ ば な らな い もの が感 じ

られ な いか らだ と言 い ます。

そ れ で も， … つの こ とが 彼 女 に頑 張

り続 け る力 を与 え て くれ た そ う です 。

「こ れ ま での 様 々 な苦 労 や 悲 喜 こ も ご
み

もを通 して， 心 の奥 底 で 自分 は神 の御
わ さセ

業 に携 わ っ てい る とい う 自覚 が あ りま

した。 母 親 の務 め を果 た す とき， わた

しは神 と永遠 に手 を取 り合 って 働 い て

い るので す。 た とえ一 部 の神 の 子供 た

ちが主 を悲 しませ て も， 人が 親 とな る

こ とに神 は 究極 の 目的 と意義 を見 い だ

して お られ る とい う点 に， わた しは深

く感動 しま した。

結局 ， すべ てが 耐 え切 れ ない よ うに

思 え た あ の避 け ら れ な い 困 難 な 日 々

に， わ た しが思 い 起 こす よ うに努 め た

の は， この 点 で した。 自分 の力 不足 や

心 配 のせ い で 人 は主 を求 め る よ うに な
みちから

り，主 の御 力 を受 け られ る よう にな る

の か もしれ ませ ん。もしか す る と主 は，

わた した ちが不 安 にな って 主 に助 け を

求 め る よ うに な る こ とを， ひそ か に望

んで お られ るのか も しれ ませ ん。 だ と

す る と，主 は わ た した ち を通 じて ，何

の妨 げ も感 じず に，子 供 た ち を直 接 お

教 え に な る こ とが で き る と思 い ます 。

わ た し は こ の 考 え 方 が 気 に 入 りま し

た。」 そ して 彼 女 は 手 紙 を こ う結 ん で

い ます 。 「そ う考 える と希 望 が わ き ま
み まえ

す 。 わ た しが 天父 の御 前 に義 にか な っ

た状 態 を保 て ば， きっ と何 の 障害 もな

く， 子供 た ちに導 きが与 え られ るで し
み わざ

よ う。 だ とす る と， これ が 主 の 御 業 ，

主 の 栄光 の 文 字 どお りの意 味 か もしれ

ませ ん。」7

この 手紙 を読 む と，若 い 母 親 た ちの

目の下 の くまの原 因は乳 飲 み子 や幼 児

の世話 のた めだ けで な く，少 な くと も，

神 が 望 まれ る よ うな子供 を育 て る能 力

を熱 心 に得 よ う と自分 を吟 味 して眠 れ

ぬ夜 を過 ご して い るた め だ と分 か りま

す。その よう な献 身 と決 意 に感動 して，
み な

わ た しは主 の御名 に よ り母 親 の皆 さん

全 体 に 申 し上 げ ます 。 皆 さ んはす ば ら

しい方 々です 。 す ば ら しい働 きを して

い らっ しゃ い ます。 皆 さん にそ の よ う

な責 任 が与 え られ てい る とい う事 実 そ

の もの が ，天 父 が皆 さん に信 頼 を寄 せ

て お られ る永 遠 の証 拠 です 。 皆 さんが

子供 を も うけれ ば ，そ れ です ぐに全 知

の 力 を得 て何 もか も分 か る わけ で は な

い こと を主 は御 存 じで す。 皆 さんが 夫

と と もに神 を愛 し， 自 ら福 音 に従 って

生 活 す る よ う に 努 め る な ら ，忠 実 な
み たま

人 々 に約 束 され た 聖 な る御 霊 の 導 きと

慰 め を求 め る な ら，神 殿 に参 入 して男

聖徒の道/]997年7月 号

41

時になると鳴 り響き，一同が目覚め ，祈りに加わ

るための合図として用いられた。

性 も女 性 も この世 で 交 わせ る最 も貴 い

聖 約 を交 わ して祝福 を求 め る な ら， 自

分 の 子 供 た ち を含 め た 周 囲 の 人 々 に ，

自分 も天 か ら示 して ほ しい と望 む よう
ゆる

な思 いや り， 同情 ，赦 しの気 持 ち を示

す な ら， 自分 にで きる 限 りの最 上 の親

に なるべ く全力 を尽 くす な ら， 皆 さん

は人 間 と して な し得 る こ と，神 が なす

よ うに期 待 され る こ とはすべ て を行 え

るで し ょう。

時 には， 子供 や 孫 の決 断 に心 が傷 つ

け られ る こ と もあ るで し ょう。 す ぐに

は期 待 どお りに いか な いか も しれ ませ

ん。 どん な母 親， 父 親 も同 じ悩 み を抱

え てい ます 。 人 々 に愛 され ， 親 と して

す ば ら しい 成 功 を収 め た ジ ョセ ブ ・F

ス ミス大 管 長 で さ え，次 の よ うに懇願

しま した。 「神 よ， 願 わ くば わ た しの

子 供 を損 な わ せ た も うな 。」8それ はす

べ て の 親 の心 の 叫 びで あ り， 同時 にす

べ て の 親 の 恐 れ て い る点 で もあ りま

す。 しか し努 力 と祈 りを怠 らな けれ ば
は たん

破 綻 を来 す こ とは あ りませ ん 。皆 さん

に は励 ま しを得 ，次 の こ とを知 る十分

な権 利 が あ ります。 す な わ ち最終 的 に

は子 供 た ち は皆 さんの 名前 を祝福 され

た 者 の 中 に数 え る よ う に な るで し ょ

う。 皆 さん よ り以 前 に母 親 で あ っ た

人 々 も，皆 さ ん と同 じ希 望 と恐 れ を抱

い たの です 。

皆 さん に は全 人類 の 母 で あ るエバ か

ら受 け 継 い だ 立 派 な伝 統 が あ ります 。

エ バ は， 自分 とア ダム は 「人 が 存在 す

るた め …… 喜 び を得 る ため 」9に堕 落 し

なけ れ ば な らない こ とを理解 して い ま
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した。 皆 さ ん はサ ラ， リベ カ， ラ ケル

の伝 統 も受 け継 い でい ます 。 彼女 た ち

が い なけ れ ば， わ た した ちす べ て の祝

福 とな る， ア ブ ラハ ム， イサ ク， ヤ コ

ブに与 え られ た偉 大 な族長 の祝福 はな

か っ たで し ょう。皆 さん に は ロイ スや

ユ ニケ ，2，000人の若 い兵 士 の母 親 の伝

統 もあ ります 。創 世 の 前 か ら選 ば れ予

任 され て，神 の御子 を身 ご も り，育 て，

生 ん だマ リヤ の伝 統 もあ ります 。 わ た

した ち は 自 らの 母 親 も含 め皆 さん に感
み わさ

謝 し， こ う申 し上 げ ます。 神 の御 業 と

栄 光 に直接 携 わ る こと， す なわ ち 高い

所 にあ る 日の栄 えの領 域 で不 死 不滅 と

永 遠 の命 を受 け られ る よ うに，神 の息

子 ，娘 たち を死 すべ き状態 に置 い て彼

らに地 上 の命 を与 え る御業 に加 わ る こ

と， これ 以上 に大切 な もの は この 世 に

ほか にあ りませ ん。

柔和 な心 のへ りくだ った状 態 で 主 の

み も とに来 て， あ る母 親 が語 った よ う

に 「天 国 の ドア を ドン ドン とた た き，

この大 いな る務 め を果 た す ため に必要

な導 き と知 恵 と助 け を求 め，嘆 願 して」

くだ さ い。 そ うす れ ば ドア は大 き く開

か れ ，皆 さん に永 遠 に わた る力 と助 け

が 授 け られ る で し ょう。 世 の救 い 主が

言 わ れ た約 束 を求 め て くだ さい 。皆 さ
あカな

んや子供の抱える問題が何であれ，瞭い
いや

とい う癒 しの薬 を求 めて くだ さい 。信

仰 さえ あれ ば ，皆 さんが どの よ うな状
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態 に あろ うと， いや もっ と正確 に言 え

ば ，皆 さん だか らこそ物 事 は必ず 正 し

い方 向 に向 かい ます 。

皆 さん はあ るい は この務 め を独 りで

は果 たせ ないか も しれ ませ ん。しか し，

必ず 助 け が与 え られ ます。 天 地 の主 は

皆 さ んの そ ば にい て，祝 福 して くだ さ

い ます 。 い な くな っ た羊 を断 固 と して

探 し出 し，念 入 りに掃 き出 して な くし
ほっとっ

た銀 貨 を捜 し出 され る主 は， 放蕩 息 子

の帰 りをいつ まで も待 っ て くだ さい ま

す。 皆 さん は救 い の業 に携 わ って い ま

す。 です か ら誠 実 な努 力 を続 ける か ぎ

り， た とえ時 には そ れが頼 りな く思 え

て も， 皆 さん は強 め られ ，不 足 を補 わ

れ ，大 き く成 長 し，今 まで以 上 にす ば

ら しい 人 にな るで し ょう。

母 親 の務 め を果 たす と き， い つ も次

の 言 葉 を 心 に 留 め て い て くだ さ い 。

「も しキ リス トを信 じる確 固 と した 信

仰 を もって キ リス トの言 葉 に従 い ，人

を救 う力 を備 えて お られ る この御 方 の

功 徳 にひ た す ら頼 らな か っ た な らば ，

あ な たが た は， ここ まで 進 んで 来 る こ

と さえで きなか った ・…。」]。

主 に頼 っ て くだ さい。心 を込 め ，永

遠 に頼 って くだ さい。 そ して 「キ リス

トを確 固 と して信 じ，完全 な希望 の輝

き を持 ち ， 力 強 く進 」11んで くだ

さい。 皆 さん は神 の御 業 を行 って い ま

す 。 しか もす ば ら しい働 きを して い ま
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す。主 は今 も皆 さ んを祝福 して お られ，

これか ら も祝福 して くだ さ い ます。 最

も苦 しい 日々で さえ， い え， そ の よ う

な と きだ か らこそ， 祝福 して くだ さ る

で し ょう。 人 知 れず 辛 抱 強 く，恐 ら く

は ため らい とい くば くか の恥 じ らい を

感 じなが ら も，群 衆 を押 し分 け て主 の

衣 のふ さに触 った あ の女性 の と き と同

じよ う に， キ リス トは，母 親 の務 め に

心 を悩 ま し， 思 案 し， 時 に は涙 を流 し

て い る女性 の皆 さん に こ う言 葉 をか け

られ る で し ょ う。 「娘 よ， しっか り し

な さい 。 あ なた の信 仰 が あ なた を救 っ

た ので す 。」12その信 仰 に よ って子 供 た

ち も同様 に救 われ るで し ょう。
み な

主 イ エ ス ・キ リ ス トの 聖 な る 御 名 に

よ り， ア ー メ ン 。
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不変の基本原則
十=二使徒 定員 会会 員

デ ビ ッ ド ・B・ ヘイ ト

しか

何にも増しτ従頓さを身に付けτくださω。それば撚るべき荘厳な方
み わざ

法ざ主の御業か遂行ざきるようになるためざす。

弟 の皆 さ ん，何 とす ば ら しい 光

兄 景 で し ょう。壇 上 に立 ち ， この

タバ ナ ク ル にお集 ま りの非 常 に多 くの

皆 さん の姿 を前 に して ，世 界 的 な教 会

の 発 展 を 思 う と胸 の 高 鳴 りを覚 え ま

す。 い ま しが た 耳 に した幾 つ か の賛 美

歌 は， まさ し くこの場 にふ さわ しい賛

美 歌 だ と思 い ま す。 「平 安 ， い ず こ に

て得 ん」(『賛美 歌 』〔英 文〕129番)こ の

テ ーマ につ いて 話 そ う と思 え ば，一 晩

か け て も話 せ る こ とで し ょ う。 この賛

美 歌 の前 に ，心 をか き立 て られ る も う

一 つ の賛 美歌
， エ バ ン ・ス テ イー ブ ン

ス 作 「山々 よ喜 び 呼 ば われ」 を聞 きま

した。 開拓 者 の 到着 を祝 う150年 祭 に

思 い を はせ る と， 初 め て この賛 美歌 を

歌 い 耳 に した 開拓 者 が どれ ほ ど心 を躍

らせ た こ とか想 像 で きるの で は ない で

しょ うか。あ の大 平原 を徒 歩 で横 断 し，
ほろ

幌馬車の中での生活と苦難に耐え，外

気にさらされながら地面に横たわって

夜 を 明か し， はだ しで 行 軍 し，草 原 で

遺体 を埋 葬す るな どあ らゆ る こ とを な

し終 え， つ い にグ レー ト ・ソル トレー

ク盆 地 に到着 し， そ こで シオ ンを確 立

した 開拓 者 た ち，彼 らが 後 に どの よう

な気 持 ちで 「山 よ喜 べ ， 谷 よ歌 え」 と

歌 っ たの か想 像 で きるの で は ない で し

ょうか。

あ の大 陸横 断の 旅 に加 わ っ たわ た し
こんにち

たち の先 祖 の こ と， ま た今 日の教 会 を

思 い 描 き， わ た した ち のた め に道 を切

り開 くべ くあ りとあ らゆ る こ とを行 っ

て くれ た彼 らの信 仰 を思 い 見 る と き，

わた した ち も今 同 じ気持 ちで この 賛美
き ょう

歌 を歌 うこ とが で き ます 。 今 日の 午前

の部 会 で教 会 に 関す る統 計 が 読み 上 げ

られ るの を聞 き，教 会 の全 体像 ， 成 長

の様 子 ，全 世 界 的 に今 まで福 音が 閉 ざ

され てい た 国や地 域 に と どま るこ とな

く増 加 し続 け るス テー ク， ワー ド， 会

員 数 に つ い て深 く思 い を巡 らす と き，

高 鳴 る思 い で 「山 よ喜 べ」 と歌 うこ と

が で きた の で はな いで し ょうか。 わた

した ち はつ い に こ こまで た ど り着 くこ

とが で きた の です 。福 音 は預 言 された
しか

とお りに， また然 るべ き方法 で全 世 界

に広 が っ てい るの です 。

今 晩， 大会 に出 席 で き光栄 に思 い ま

す 。 わ た し も年 を取 り， あ と数 年 たつ

と， 人生 の期 間 はほ ぼ20世 紀 全 体 に及

ぶ こ とに な ります 。 わ た しは1906年 に

生 まれ たの で ， 今 世 紀 最 初 の6年 間 は

人 生 経験 に加 え る こ とが で きませ ん で

したが ，今 世紀 の終 了 まで 余 す と ころ

あ と3年 です 。先 日， ゴー ドン ・B・ ヒ

ンク レー大 管 長 と西暦2000年 に催 され

る 奉 献 式 典 につ い て 話 して い た と き

に ， 「ヘ イ ト兄 弟 に も出 席 して も ら う
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つ も りで す 」 と言 わ れ ， 「わ た しも出

席 す るつ も りで お ります」 と答 え ま し

た。 です か ら， も しその 日 まで 生 き延

び る こ とが で きれ ば ， 最 初 の6年 が 足

りない もの の，1世 紀 の残 り3年 を終 了

す る こ とが で き， 今世 紀 の94パ ー セ ン

トを生 き抜 くこ とにな ります 。

ア ロ ン神 権者 の皆 さん， この20世 紀

につ い て， また これ まで に学 ん だ事 柄

に つ い て い ろ い ろ と思 い巡 らす う ち

に ， と りわ け過 去1世 紀 に わ た っ て 自

分 が 実 際 目に し，感 じた こ とを少 しお

話 し したい気 持 ち にな りま した。

皆 さん は，1906年 に教会 の 会員 数 が

36万 人 だ っ た こ と を御 存 じで し ょ う

か 。 当時 の ステ ー クの 数 は55， 伝 道 部

数 は22で した。 わ た しの計 算 に間違 い

が な けれ ば，宣 教 師の 数 は1，500人 ぐら

い で した。つ ま り，各 伝 道部 にそれ ぞ

れ 約70人 の 宣教 師 が いた とい う こ とで
み わざ

す 。御 業 が前 進 しつつ あ っ たそ の よ う

な年 に， わ た しは この世 に生 を受 け ま

した。

母 か ら聞 い た話 です が ， わ た しが生

まれ た の は 日曜 日の朝 で ， そ の こ とを

父 は 誇 りに思 っ てい たそ うです 。 ア イ

ダホ 州 オー ク リー にあ る オー ク リー 第

1ワ ー ドの 監 督 を務 め て い た 父 は ，外

に飛 び 出す と， た また まそ こを歩 い て

い たス カ ンジナ ビア出 身 の友 人 ピー タ

ー セ ン兄 弟 に わ た しの 誕 生 を知 らせ ，

中 に入 っ て 自分 の息 子 を見 て 行 くよ う

に と言 い ま した 。母 は， わた しほ ど不

器 量 で 小 さ な赤 ち ゃ んは見 た こ とが な

い と語 っ て い ま した。 栄養 不 良 で， し

わ くち ゃで ，髪 もなか っ たの で す。 そ

の よう な訳 で， ピー ター セ ン兄 弟 は わ

た し との 対 面 後 ， 「ヘ イ ト姉 妹 ， この

子 は 世 話 の しが い が あ る で し ょ うか 」

と尋 ねた そ うです 。 これ が わ た しの人

生 の始 ま りで した。

そ の後 ， 自動 車 ， そ して最 初 の飛 行

機 が登 場 す る の も見 て きま した。 また

小 さなエ ナメ ル線 で 波長 を合 わせ る小

さ なゲ ルマ ニ ウ ム ラ ジオか ら始 ま り現

代 の エ レク トロ ニ クス世 界 へ と進 歩 す

るの を 目にす る機 会 に もあず か りま し

た。 今 で もよ く覚 えて い るの は， 夜 も

更 け て ア イ ダ ホ 電気 社 の 一 室 に こ も

り， 小 さな ラ ジオ の波 長 を合 わせ よ う



とあの小 さ なエ ナ メル線 で 調節 す るの

です が ， ひ どい電 波 障害 に悩 まされ た

こ とで す。 何 を話 して い るの か だれ も

が まった く理解 で きず ， 中国 の ラ ジオ

放送 を受信 した ので は な いか と思 った

ほ どです 。

自分 が ま だ若 か った ころの世 界 を振

り返 って み ます と， わ た した ち の 問で
こんにち

今 日よ く話 題 に な る基本 原 則 は ，そ の

当 時 も しっか り整 って い ま した。 この

地 上 に住 む よ うに な って様 々な 出来 事

を この 目で見 て きま したが ，基 本 原 則

を変 え る よ うな こ とは何 も起 きて い な

い の です 。今 日， どこ まで も速 く， ま

た様 々 な手段 を用 いて コ ミュニ ケ ー シ

ョンを図 れ る まで に な りま した 。飛 行

機 や 自動 車 ， また ほか の交 通 手段 に よ

って以 前 よ りも速 く移 動 で きる よ うに

な りま した。 しか し基 本 原則 ， す な わ

ち永遠 の原則 は少 し も変 わ って い な い

のです 。

若 人 の皆 さん， わ た しは ，執事 の職

にあ っ て世界 の 至 る所 で 集会 に集 っ て

い る人 たち の こ とを考 えて い ます。・わ

た しは ア ダムス 監 督 か ら執事 の 職 に聖

任 され ま した。 アダ ムス 監督 は， わ た

しの 父が 亡 くな った後 ， 監督 の 職 を引

き継 ぎま した。 父 は わ た しにバ プテ ス

マ を施 して くれ ま したが ， ア ロ ン神 権

を受 け る と きに は この世 にい ませ ん で

した。今 で も執 事 に な って神 権 を授 か

っ た と きの 感動 を覚 え てい ます 。 そ の

と き，組 織 に あ っ て助 け を な し， こ
み わざ

の地 上 にお け る主 の御 業 の 進展 を助 け

る力 が与 え られ た こ とを分 か りや す い

言葉 で簡 潔 に説 明 して も らい ま した 。

ア ロ ン神 権 は12歳 の と きに授 与 され ま

す。 小神 権 に属 す る初 期 の段 階の神 権

の職 ， す なわ ち執 事 ，教 師 ，祭 司 を経

験 し，徐 々 に， こ こに も少 し， そ こに

も少 し， とい う具 合 に知 識 と知 恵 を増

し加 えて い くの です 。最：初 は小 さか っ
あかし

た証 も成長 し始 め ます 。そ して， そ の

証が 自分 に理 解 し得：る方法 で ，拡 大 し，
ま

築 かれ て い くの を 目の 当 た りにす るの

で す。 成長 して立 派 な大 人 とな るた め

の準 備 を開始 す る と きに， 自分 自身 で

そ の証 の力 を感 じる こ とが で きます。

立派 な大 人 に な るた め の準備 と言 え

ば，12歳 の ときの こ とを思 い出 します。

わた しは家 庭 の 中で は家 長 の役 割 を担

って い ま した 。12歳 に な った とき には

もう大 人 だ った ので す。 母 が その よ う

に期 待 したか らです 。母 は未亡 人 には

見 え ませ ん で した。 未 亡 人 で は な く，

母親 で した。わ た した ちを育 て ，教 え，

訓練 し， 人生 に立 ち向 か うた め の備 え

が で きる よ う力 を貸 して くれ ま した 。

です か らア ロ ン神 権 を持 つ 若 い男 性 の

皆 さん ， 時 の初 め か ら学 ん だ はず の ，

聖文 に記 され て い る簡 潔 な， ご く簡 潔

な基 本 原則 を忘 れ ない よう に して くだ

さい。 ア ダ ムの 時代 か ら，基本 原 則 は

この地 上 に存 在 してい ま した 。人 類 が

どん な に進 歩 し よ うと， 自動 車や 飛行

機 あ るい は コ ミュ ニケ ー シ ョンの速 度

が どん なに早 まろ うと，福 音 の基 本 は

まっ た く変 わ って い ない ので す。 今 で

も確 固 た る位 置 を 占 め て い る の です 。

わ た した ち は人 生 を突 き進 んで い くに

際 して， 自 らを備 え なけ れ ば な りませ

ん 。 神権 で あ れ ，社 会 的地 位 で あ れ ，

あ る い は何 であ れ ，昇 進 す るた め に必

要 な こ とが で きる よう にな らなけ れ ば

な りませ ん。 しか し簡 潔 で， 基本 的 な

福音 の規 則 に従 え る よ うに な らな けれ

ば な りませ ん。

今 晩 ， 大 管 長 会 の3人 が 入 って 来 た

と きに ， 「本 塁 打 を打 と う」 とか 「フ

ィー ル ドゴー ル を獲 得 しよ う」 とい っ

た 言葉 を口 に しま した。 わ た しは その

言 葉 を 聞い て， 数年 前 に この よ うな集

会 で フ ッ トボ ール の話 を した こ とを思

い 出 しま した。 わ た しが そ の フ ッ トボ

ー ル試 合 に 出場 す る 羽 目 に な っ た の

は， ア イ ダホ州 オ ー ク リー の教 育委 員

会 が 資金 を工 面 して12人 分 の用 具 を購

入 した の が きっ か け で した(「 ア ロ ン

神 権者 の 責任 」 『聖徒 の道 』1981年9月

号 ，pp.70-71参 照)。 わた した ち は

フ ッ トボー ル の経験 が あ りませ ん で し

た。 バ スケ ッ トボ ー ル を した こ とは あ

りま した。 なぜ な らバ ス ケ ッ トボ ー ル

は容易 にで きてお 金が か か らず ， 大 し

た用 具 も必 要 なか ったか らです 。 しか

し， 教育 委 員会 が12人 分 のユ ニ フ ォー

ム を買 っ た結 果， 補欠 一 人 を含 む 立派

なチ ー ムが 誕生 して しまい ま した 。 わ

た した ち の コーチ は化 学 の教 師で ， フ

ッ トボ ー ルの試 合 を1度 だ け見 た こ と
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があ る人 で した。 そ の ような訳 で， わ

た した ち は タ ック ルの仕 方 ， フィー ル

ドの 走 り方 ， また簡 単 な ラ ンニ シグプ

レー の 方法 をそ の コー チ か ら習 い ま し

たが ， 実際 の チ ー ム プ レー は一 度 も見

る機 会が あ りませ ん で した。

わた した ちの最 初 の対 戦 相 手 は前 年

度 の ア イ ダ ホ州 の高 校 チ ャ ンピ オ ン，

ア イ ダ ホ ・ツ イ ンフ ォー ル ズで した 。

わ た した ち は小 さな フ ォー ドに乗 り込

んで ， ツ イ ン フ ォー ルズへ と向 か い ま

した。 バ ス ケ ッ ト.ボー ル ・シ ュー ズ に

ユ ニ フ ォー ム とい うか っ こ うで ，12人

全 員 が 競技 場 に入場 しま した。 しば ら

く競 技 場 を走 って 回 り準備 運 動 を した

とこ ろで ，バ ン ドの演 奏 が始 ま り相 手

チ ー ムが競 技 場 に姿 を現 しま した。 相

手 チ ー ム のバ ン ド演 奏 者 の 数 た るや ，

わ た した ち の高校 の全 生徒 を上 回 る ほ

どで した 。大 き なグ リー ン ・ベ イ ・パ

ッカ ーの ユ ニ フ ォー ム に身 を 固め た相

手 チ ーム が登 場 した ときに， わた した
かんぺき

ち全 員 が 驚 きま した。 完壁 なユ ニ フ ォ

ー ム に身 を包 んだ39人 もの選 手 が入 場

して来 たの です 。

さて ，そ の後 の興 味深 い 試合 運 びは ，

皆 さん に も想 像 で きる こ とで し ょ う。

まず相 手 チ ー ムの キ ックオ フで 試合 が

始 ま りま した。 わ た した ち は何 度 か プ

レー を試 み ま した が ，す べ て失 敗 に終

わっ たの で ，今 度 は ボー ル を追 い払 う

た め に け るこ と に し ま した。 ボー ルが

来 る度 に， け りま した。 そ の度 に相 手

チ ー ム にボ ー ル をキ ャッチ さ れ， 点 を

取 られ ま した。 そ れ は とて も興 味深 い

午 後 の時 間 で した。 ゲー ム も終 わ りに

近 づ くと， わ た した ち は な ぐ られ ，血

だ ら け に な り， 疲 れ切 って い ま した 。

一 方相 手 チ ー ム は とい う と
，少 し無謀

なプ レー が 目立 ち始 めて い ま した 。 そ

んな とき相 手 チー ム のパ ス した的外 れ

なボ ー ルが ， わた し と一 緒 にハ ー フバ

ック を して い た ク リフ ォー ド ・リー の

腕 の 中 に飛 び込 んで きま した。 リー は

そ の ボ ー ル を ど う して よ い か 分 か ら

ず ， そ う こ う してい る う ちに相 手 チ ー

ムの選 手 が 追 いか け て くる姿 が 目 に入

る と，彼 は走 り出 し ま した。 別 に得 点

をね らった わ け で はあ りませ ん。 た だ

命 が惜 しか っ たか らで した。 その 結果



タ ノチ ダウ ンしたの です 。

最 終 ス コ アは106対6で した 。2，3年

前 に， ツ イ ン フ ォール ズ新 聞 は ，地 元

の偉 大 な フ ッ トボ ー ルチ ー ム をた た え

る記 事 を掲 載 し ま した。 そ の試 合 の リ

ス トの中 に あの オ ー ク リー との 試合 も

含 ま れ て い ま した が ， そ の ス コ アが

106対7と なっ てい た ので す。 わた しは

そ の新 聞の 編集 長 に この よ うな手 紙 を

書 い て送 りま した 。 「編 集 長殿 ，相 手

チー ム で プ レー して い た 当時 の選 手 の

声 もお 聞 きに な りた い の では と思 い 筆

を執 りま した。」 そ れ か らわ た しは あ

の試 合 の成 り行 きにつ い て説 明 し， こ

う付 け加 え ま した。 「わ た した ち の チ

ー ム に は も う1点 を取 ろ う な ど とい う

考 え は あ り ませ ん で した。 そ の1点 を

取 れ る よ う な選 手 が い な か っ た の で

す 。 か よ うな訳 で ， そ ち らに記 録 され

てい るス コア を修正 され た方 が よい と

思 い ます 。実 際 の ス コ アは106対6だ っ

たか らです 。」

人 生 に は そ の よ う な こ と も あ り ま

す。 そ の ような機 会 の た め に 自 らを備

える必 要 が あ ります。 何 か を達 成す る

た め に なすべ き こ とが あ る とき，学 ぶ

べ きこ とが あ る と き， わ た した ち は基

本 と実 行 す る ため の方 法 を学 ばな けれ

ば な らないの です 。

この福 音 は真 実 で す。全 世 界 に広 が
み わさ

る伝 道 の力 を考 え る とき， 主 の御業 を
しカ

然 るべ き方 法 で実 行 す る とい うの は何

とす ば ら しい 機 会 だ ろ う か と思 い ま

す。 わ た した ち は皆 さん をそ の行 い の

ゆ え に愛 してい ます 。 ア ロ ン神 権 を持

つ若 人 の皆 さん ， ど うぞ教 会 の標 準 に

か な っ て 善 良 な 人 とな っ て くだ さ い。

また，清 さ，正 直 ，純粋 ，率 直 な態 度，

そ して何 に も増 して従 順 さを身 に付 け

て くだ さい 。そ れ は然 るべ き荘 厳 な方

法 で 主 の御 業が 遂行 で き るよ う にな る

ため です。
あかし

皆 さん にわ た しの愛 と証 をお 伝 え し

たい と思 い ます。 この御 業 が真 実 で あ

こんにち

り， 今 日教 会 を導 くゴー ドン ・B・ ヒ

ンク レー大 管 長が 預 言者 ， 聖見 者 ，啓

示者 で あ り， この教 会 を管 理 すべ く主

よ り召 され た人 で あ る こ とを証 い た し

ます 。 わ た しは， ゴー ドン ・B・ ヒ ン

ク レー大 管長 を20年 以 上 に わた っ てそ

ば近 くで じっ と見 て き ま した。 この御

業 を導 くに当 た って発 揮 され る彼 の能

力 ， 才能 ，献 身， この世 界 に もた らし

て い る霊 的 な影 響 力 を 目に して き ま し

た。 この御 業 は真 実 です 。 この御 業 は

前 進 し続 け，全 世 界 を 隅か ら隅 まで埋

め尽 くす こ とで し ょう。 あ らゆ る人が

自分 の耳 で，イ エス がキ リス トで あ り，

神 の御 子 であ られ る と宣言 す る の を聞

くこ とで し ょう。 そ して わた し も同様

に宣 言 します 。 わ た しの愛 を皆 さ んに

お伝 え し， この御 業 が 真実 で あ る こ と

証 します 。 わ た した ちの 主， 救 い主 イ
み な

エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ っ て ， ア ー

メ ン。
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「わたしは神の力に
よって何事でも

することができる」

七 十人 会長 会

ジ ャック ・H・ ゴ ーズ リン ド

神の神権を所持する特権に恵まれた普通の入が 並外れた仕事を行ω，

その神聖なカを信じる信仰によ っτ偉業を成 し遂げるよ う召されるこ

とがあ ります。

弟 の皆 さん ，今 晩 わ た しは 記録

兄 で十 分 にた どれ る物 語 をぜ ひ紹

介 した い とい う強 い望 み に駆 られ て い

ます 。教 会 で は この物 語 は ほ とん ど知

られ て い ませ ん。 開拓 時代 の数 人 の若

者 の 勇 気 と 力 に つ い て 触 れ た物 語 で

す 。 こ の中 に は， 今晩 こ こに集 っ て い

る大勢 の皆 さん と同 じよ うに， 祭 司や

教 師 に相 当 す る年 齢 の青 少年 た ち が い

ま した。 そ う した 若 い男性 が 召 しを受

け， 自 ら進 ん で大 きな犠牲 を払 っ たの

です、，

この物 語 を 聞 きなが ら，心 に留 めて

いた だ きた い こ とがあ ります 。現 代 の

わた したち を… つ に ま とめ， わ た した

ち と開拓 者 とを結 び つ け るのが ， どの

よ うな力 か とい う点 です 。 わ た した ち

が 受 け てい る王 国 の神 権 は， この 物語

の中 で重 要 な意 味 を持 って い ます 。 開
こんにら

拓 者 の受 けて いた 神権 は，今 日わ た し
はらから

たち が 同胞へ の偉 大 で小 さな奉 仕 の業

に従事 す る と き力 を与 えて くれ る神権

と， 同一 の もので す，、

神 の神 権 を所 持 す る特 権 に恵 まれ た

普 通 の人 々， この 中 に は若 い男性 も含

まれ てい ます が ， い や， も しか す る と

む しろ彼 らだか ら こそ， 並外 れ た働 き

をす る よ う召 され る時 が あ ります。 聖

なる神 権 の保 持 者 は， そ の神 聖 な力 を

信 じる信 仰 に よっ て， 勇敢 で 英雄 的 な

奉仕 の偉 業 を成 し遂 げ る こ とが で きま

す。

開拓 者 た ち はそ れ を疑 い ませ ん で し
み た　

た 。彼 らは主 の 御霊 が 導 いて くれ た と
あかし

い う証 を，繰 り返 し述 べ てい ます 。 彼

らの証 を確 認 す る意 味 で ，わ た しは皆

さん に宣 言 します。 主 の御 霊 は わ た し

た ち一 人 一人 と と もにい ます 。主 はわ

た したち を祝 福 し， 強 め たい と望 んで
み な

い らっ し ゃい ます。 主 は ，主 の御 名 に

よっ て従事 す るすべ て の義 にか な った

務 め を果 たせ る よう に， わた した ちの

能力 を増 して くだ さい ます 。 主 はわ た

した ちの生 来 の 能力 を何 度 で も高 め て

くだ さい ます 。 主の 稚霊 に一 る べ を
「に

τ'1さ え れ ば ， 皆 さ ん は 自 分 の

力以 上 の成 功 を 目にす る こ とがで きる
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で しょう。

わた しが 皆 さん に紹 介 した い と中 し

上 げた 物語 は，1856年10月 の 総大 会 の

前 か ら始 ま るの です が ， わた しは総 大

会 の 時 点 か ら話 を 進 め た い と思 い ま

す。 ブ リガ ム ・ヤ ング大 管 長 は ま さ に

この テ ンプ ルス ク ウ ェア の古 い タバ ナ

クル の説 教壇 に立 ち，呼 びか け ま した。

「ウ ィリー 隊 とマ ー テ ィ ン隊 の 救援 に

向か い ま しょ う。」2日 後 ， 約30人 の 信
あつ

仰 篤 い兄 弟 た ち が馬 車 を連 ね て ，数 百

キ ロ東 で立 ち往 生 して い る手 車 隊救 出

の た め に派 遣 され ま した。 改 宗 して5

年 足 らず の ダ ン ・W・ ジ ョー ンズ も名

乗 り出 ま した。

根気 強い 捜索 活 動 の末 ， よ うや くウ

ィリー手 車 隊が 発 見 され ま した。 初冬

の吹雪 の中 で ，聖 徒 た.ちは飢 え て凍 え

死 に しそ う な状 態 で した。 救助 隊 は事

態 改 善 の た め に全 力 を尽 く し ま した

が ， ・.一部 の 人 々 に とっ て はた だ手 遅 れ

で した。 救 助 隊 が 到 着 した 翌 朝 には ，

手 車 隊 の9人 が 呵 じ.・つ の墓 に埋 葬 さ

れ ま した。

救助 隊 の 幾 人か は ソ ル トレー ク盆地

まで手 車 隊 を誘 導 す る責 任 を受 け ま し

た 。 しか し， ほか の救 助 隊 員 はマ ー テ

ィン手 車 隊 を捜 索 す るた め ， さ らに東

に行 きま した。 そ してつ い にマ ー テ ィ

ン手車 隊 を発 見 し ま した 。彼 らはポ ジ
ほろ

エ ッ ト幌 馬車 隊 お よびハ ン ト幌 馬車 隊

と一緒 に， ワ イ オ ミ ング州 デ ビル ズ ゲ

ー トの東 方約60キ ロ の地 点 で大 雪 に見

舞 われ，動 きが取 れ なくなって いま した。

マ ー テ ィ ン手 車 隊 の人 々 は特 に深 刻

な状 況 にあ りま した。 食糧 の配 給量 は

1口 当 た り小 麦粉100グ ラム前 後 に まで

切 り詰 め られて い ま した。 ま と もに歩

け る 人は3分 の1ほ どで ，毎 日死 者が 出

ま した。

救 助 隊 の指 導 者 た ちは 賢明 に も， こ

の苦 難 を強 い られ た生 存者 たち を ソ ル

トレー ク盆 地 に安 全 に運 ぶ た め に は，

どん な犠 牲 も惜 しま ない とい う決心 を

しま した。 幌 馬車 には スペ ー ス が少 な

か った た め，手 車 隊 の 人 々の所 持 品 の

大 半 をデ ビ ルズ ゲー トの貯 蔵所 に，春

ま で残 してお か な けれ ば な りませ ん で

した。

ダ ン ・W・ ジ ョー ン ズ兄 弟 と救 助 隊



ほろ

の ほか の 二人 ， そ れ に幌馬 車 隊 の17人

の若 者 が ， デ ビル ズ ゲー トに と どま っ

て所 持 品 を守 る召 しを受 け ま した。 彼

らは 残 っ て ワ イ オ ミ ング の 地 で冬 の5

か 月 間 を過 ごす の です 。助 け手 か らは

何百 キ ロ も離 れ た場 所 で ，食 糧 もほ と

ん どな く，極 端 な窮 乏 生 活 を強 い られ

ます 。 そ の犠 牲 を想 像 してみ て くだ さ

い。 ソル トレー ク盆 地 に向か う幌 馬車

隊 に加 わ る か ど うか一 人 一人 に選択 の

機会 が 与 え られ ま したが ，全 員 が後 に

残 っ て患 実 に奉 仕 の召 し を果 たす方 を

選 び ま した 。

そ の年 の 冬 は か つ て な い 厳 冬 で し

た。 警 備 に就 い た勇 猛 な彼 らは苦労 し

て デ ビル ズ ゲー トの小屋 を修 繕 し，残
と さつ

った牛 を屠 殺 して ， 固い筋 だ らけ の牛

肉 を貯 蔵 し，保 護 を任 され た品 物 を修

理 し，積 み 重ね ま した 。

数 頭 のバ ッフ ァロ ー を仕 留 め た こと

もあ りま したが ，獲 物 はめ っ たに あ り

ませ ん。程 な く動物 の皮 で食 いつ な ぐ

状況 に追 い や られ ま した 。皮 か ら毛 を

抜 き去 り，残 りを煮 ま した。 馬 車 の長

柄 を覆 って いた なめ し革 ，古 い モ カ シ

ン靴 の底 ， さ らに は2か 月 間足 も と の

マ ッ トと して使 用 してぼ ろ ぼろ に な っ

た バ ッ フ ァ ロ ー の 毛 皮 まで 食 べ ま し

た。 ダ ン ・ジ ョー ンズは ， あ る と きな

ど馬 の く らを食 べ よ う と しま した。

そ ん な極 寒 の2月 ， イ ンデ ィ ア ン の

ス ネ ー ク族 の一 人 が彼 ら を訪 れ ，助 け

て くれ ま した。 さ らにそ の晩 ， 彼 と偵

察 に来 た ほ かめ 二 人 のイ ンデ ィァ ンは

良 質 のバ ッフ ァ ロー の肉 を どっ さ り持

って ， も う一度 キ ャ ンプに来 て くれ ま

した。

冬 が 終 わ り5月 の初 め に な る と， よ

うや く救 援 の 幌 馬 車 隊 が到 着 し始 め ，

ジ ョー ンズ兄 弟 は様 々 な書簡 を受 け取

りま した 。 しか し，肝 心 の ブ リガ ム ・

ヤ ン グか らの 書 簡 だ け は届 き ませ ん 。

そ れ が ない 以上 ，積 み荷 や発 送 を始 め

るわ けに はい きませ ん。

何 日も待 つ う ちに ，不 安が 募 っ て き

ま した。 と う とうジ ョー ンズ兄 弟 は ど

う した らよいか 知 る ため に，主 に祈 り

を通 して尋 ね ま した。 彼 は ，次 の よう
あかし

な証 を記 して い ます 。 「翌 朝 ，指 示 の

ない こと につ い ては 一切 口にせ ず ， わ

た した ちは作 業 に取 りか か っ た。 間 も

な くだ れ か が 尋 ね た 。 『どの馬 車 か ら

積 み 込 み を始 め ます か 。』 そ こ で わ た

しは段 取 りを口述 で書 記役 に書 き取 ら

せ た。 こ う して 作 業 を続 け て い っ た。

書 記役 が 書 き取 る と，す ぐにそ の指 示

が伝 え られ ，次 々 と積 み 込 みが 進 め ら

れ て， そ れ を4日 間続 け た。 … …す べ

ての 馬車 に積 み 荷 が完 了 し，隊 が編 成

さ れ ， 〔ソ ル トレー ク盆 地 に 向 け て〕

旅 立 っ た。」(ダ ニエ ル ・W・ ジ ョー ン

ズ ，For亡yylearsamOη9亡he血dfaηS

『イ ンデ ィ ア ン の 間 で 過 ご した40年 』

P.107)

17人 の若 者 た ちは最 後 の 幌馬 車 に乗

って ，家 族 をは じめ愛 す る人 々の待 つ

ソル トレー ク盆地 へ 向か い ま した 。

後 に ジ ョー ンズ 兄弟 は到 着 してか ら

ヤ ング大 管 長 に報 告 を しま したが ， 自

分 が どん な処遇 を受 け るか につ い て何

の心 配 も しませ んで した。彼 はヤ ング

大 管 長 の指 示 を待 つべ きだ っ たの で し

ょうか。 事 の次 第 が 明 らか に な る うち

に， 実 はヤ ング大 管 長が 指 示 の手 紙 を

出 して いた に もか か わ らず 届 か なか っ

た こ とが 分 か りま した。 ジ ョー ンズ兄

弟 は 詳細 な報 告 書 を大 管 長 に慎 重 に提

示 しま した。 す る と彼 が ワ イ オ ミ ング

で 受 け た霊 感 は， 預言 者 の手 紙 の 内容

と越 .同 じで あ る こ とが 判 明 しま

した。これは彼 に とって証 にな りました。

ダ ン ・ジ ョー ンズ の率 い た若 者 た ち

は ， 自分 にで きる と想 像 して いた以 上

の働 き を しま した 。

●彼 らは幌馬 車 や手 車 で大 平 原 を横

断 した。 しか も大 半 は徒 歩 。

●道 中， 友 人や 血縁 者 が何 人 も死 ん
ま

で い くの を 目の当 た りに した。

●帰 還 地 か ら500キ ロほ ど も離 れた

場 所 で冬 を過 ごす こ とを， 自らの意 思

で 求 めた。

■食べ 物 も必 需 品 もほ とん どな い状

態 で過 酷 な冬 を生 き抜 い た。
はらから

●同胞 で あ る聖 徒 た ちに仕 え る とい

う，預 言者 の召 しに 聞 き従 っ た。

●最後 まで気 高 く堪 え忍 び， そ の努

力 に対 す る祝福 を受 けた。

兄 弟 た ち に繰 り返 し申 し上 げ ます 。

神 の神 権 を所 持 す る特 権 に 恵 まれ た普

通 の人 が，並外 れ た仕事 を行 い ，そ の神
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聖 な力 を信 じる信仰 に よっ て偉 業 を成

し遂 げ る よ う召 され る こ とが あ りま

す 。

『モ ルモ ン書 』 に登 場 す る わた しの

ヒー ロ ーの 一 人で あ り， モ ーサ ヤ 王 の

偉 大 な息 子 で あ るア ンモ ンは， 主 が と

もにお られ れ ば人 は いか に大 き な業 を

成 し遂 げ られ る か 証 明 し て い ます 。

「ま こ とに ， わ た しは 自分 が 何 の価 値

もない者 で あ る こ とを知 っ て い る。 わ

た しは力 の 弱 い者 で あ る。 だ か ら， わ

た しは 自分 の こ と を 誇 るつ も りは な

い。 しか し， わた しは神 の こ とを誇 ろ

う。 わ た しは神 の 力 に よ って何 事 で も

す る こ とが で きるか らであ る。 ま こ と

に見 よ， わた した ちは この 地 で多 くの

偉 大 な奇 跡 を行 って きた。 だ か ら， と
み な

こ しえ に神 の御 名 をほ めた た え よ う。」

(アルマ26：12)

ア ロ ン神 権 を有 す る若 い 男性 の皆 さ

ん， そ して メル キゼ デ ク神 権 を保 持 す
あかし

る兄 弟 の皆 さん に証 します 。 ア ンモ ン

や ダ ン ・ジ ョー ンズが証 して くれ た よ

うに， わ た した ち は 「多 くの偉 大 な奇

跡」 を丘 えまi。 彼 らは主 を導 き手 と
み たま

し，聖 な る御 霊 に 聞 き従 い ， 自分 に想

像 さ えで きなか っ た偉 大 な奇 跡が 確 か

に行 え る こ とを知 った のです 。
こんにち

今 日， わ た した ちの前 に は様 々 な大

きな問 題 が横 た わ って い ます 。 ま たわ

た した ち は 大 切 な 必 要 を抱 え て い ま

す 。 わ た した ち は，140年 以 上 前 の あ

の 若者 た ち に劣 らぬ 勇敢 な忠 誠 を， 偉

大 な福 音 の真 理 の ため に示 さな け れば

な りませ ん。
しもべ

兄弟の皆 さん，主 を，そ して主の僕 で
み こと ば

あ る預 言 者 を通 じて 示 され た 御 言 葉

を，生 きる指 針 とす る決意 をわ た した

ち一 人一 人が 今 晩 で き るよ う， お祈 り

します 。すべ ての人 が ，行 うべ き奇 跡，

踏破 す べ き旅 路 ，成 し遂 げ なけ れ ば な

らない驚 くべ き使 命 を持 って い ます 。

天父 の 恵 みが 注 がれ て ，皆 さんが 祝

福 され た王族 の世代 に属す る神 の選 ば

れた息 子 の 一人 で あ り，行 うべ き偉 大

な奇跡 を神 が皆 さん のた め に備 え てお

られ る こ とを悟 れ ます よ うに。 神 の力

と御霊 の導 きが あ れ ば，皆 さん も，何

事 で も行 う ことが で きます。 イエ ス ・

キ リス トの御名 に よって， ア ーメ ン。

神権の力

第二 副 管長

ジ ェ ームズ ・E・ フ ァウス ト

スをのにかけることば，神権の責任の最 も本賃的な部分 さす。神権と
いや

ば，祝福し，癒 し，福彦の救ωの儀式を魏 り行うためのカだからさす。

愛羅雛1篤 磐蒲
をす る とい う， 身 に余 る責 任 を果 たす

に 当た っ て， わ た しは皆 さん の信 仰 を

心か ら祈 り求 め て い ます。 まず， 皆 さ

ん の患 実 さ， 誠 実 さ， そ して 献 身 に対

して，心 か らの 感謝 を表 した い と思 い
み わざ

ます 。 わ た した ちの 父 で あ る神 の御 業

は， この聖 な る御 業 に寄せ る皆 さ んの

決意 と献 身の ゆ え に， い まだ かつ てな

い ほ ど前 進 を続 けて い ます。

兄弟 の皆 さん 。 わた した ちは ，神 か

らゆ だね られ た 聖 な る神 権 の偉 大 な力

を， 自分 の 中で 眠 らせ て お くよ うな こ

とが あっ て は な りませ ん。 わ た したち

は，全 世界 で 最 も大 い な る大 義 と最 も

神聖 な御 業 と にか か わっ て， 固 く結 び

合 っ てい ます 。 この偉 大 な力 を行 使 す

るた め には， 思 い にお い て も行 い にお

い て も清 くな けれ ば な りませ ん。 この

か けが えの ない カ を完全 に行 使す る こ

とが で きな くな る よ うな こ とは ， どん

な こ とで も して は な りませ ん。

神権 は この地 上 で 最 大 の力 です 。 も

ろ もろ の世 界 は ，神 権 に よ り，神 権 を

通 して創 造 され ま した 。 この神 聖 な力

を守 る ため に， あ らゆ る神 権 者 た ちは
かぎ

神 権 の鍵 を持 つ 人 々の 指示 の 下 に行 動

します 。 こ う した鍵 は， わ た した ちの

生 活 に も教 会 の組 織 に も秩 序 を もた ら

します 。 わ た した ち に とっ て神 権 の 力

とは，神 の子 供 た ち に救 い を もた らす
み な

た め に，神 の御 名 に よっ て行 動 で きる

よ う，神 か ら委 任 さ れ た権 威 で あ り，

力 です 。人 を心 にか ける こ とは ，神 権

の責 任 の最 も本 質的 な部分 です 。神 権
いや

とは， 祝福 し，癒 し，福 音 の救 いの 儀

式 を執 り行 うた めの 力 だ か らで す。 義

に か なっ た神権 の力 は， わ た した ち 自

身 の家庭 とい う囲 いの 中 で最 も必要 と

されて い る もの です 。 そ れ は偉 大 な愛

の精 神 を もって 行使 す る必 要 が あ りま

す。 これ は あ らゆ る神 権者 に共 通す る

教 えで す。 皆 さんが 執 事 で あれ 教 師で

あ れ， また祭 司，長老 ，大祭 司 で あれ，

あ るい は また祝福 師で あ れ七 十 人 で あ

れ使徒 であ れ， 同 じなので す。

人 を心 に かけ る とい う神 権 の 原則 を

わ た しが初 めて 学 ん だの は ，わ た し自

身 の父 と祖 父 を通 じて で した。しか し，

わ た しは 同 時 に何 千 もの ふ さ わ しい

人 々が そ の原 則 を実 践 す る様 子 も見 て

きま した。 神 権 に よ り人 を心 にか け る

とい う こ とにつ い て， わ た しはア ロ ン

神 権 の 教 師 の と きに， 偉 大 な教 訓 を数

多 く学 び ま した 。 当時 わ た しは， ス ウ

ェー デ ンの マル モ 出 身の ア ル ゴ ッ ト ・

ジ ョ ンソ ン とい う名前 の偉 大 なス カ ン

ジナ ビア 人 移住 者 の 後 輩 同僚 と して ，
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ホー ム テ ィー チ ング をす る割 り当て を

受 け て い ま した。 わ た しは， こ の ジ ョ

ンソ ン兄 弟 につ いて は何 もか も好 きに

な りま した 。彼 の強 いス ウェ ー デ ンな

ま りの英 語 もい としい もの で した。彼

は， 主が 教 師 た ちに与 え られ た指 示 の

ほん とうの 意味 をわ た しに教 え て くれ

た人物 です 。

「教 師の 義務 は，常 に教 会員 を見 守

り，彼 らと と もにい て彼 らを強 め る こ

とで あ り，

教会 の中 に罪 悪 が ない よ うに，互 い

にか た くなに なる こ との な い よ うに ，

偽 り， 陰口 ，悪 口の ない よ うに取 り計

らうこ とで あ り， また教 会 員が しば し

ば会合 す る よう に取 り計 らい， またす

べ て の会 員 が 自分 の義 務 を果 たす よ う

に取 り計 らうこ とであ る。」1

ジ ョン ソ ン兄 弟 は， 愛 す る祖 国 の ス

ウェ ーデ ンを離 れ て合 衆 国 に移 住す る

に当 た って ，大 きな代 価 を払 って い ま

した。そ して実 に献 身 的 な人物 で した。

わ た した ち は， 年齢 の差 は あ りま した

が ，生 涯 の友 人 とな りま した。彼 が ワ

ー ドの 日曜 学校 の会 長 に な っ た と き
，

わ た しは彼 の願 い で副 会 長 に召 され ま

した 。 当 時 わ た しは ま だ17歳 で した。

彼 は建 築 の請 負 業者 と して成 功 してい

て ， わた しが 第 二次 世 界大 戦 か ら帰 還

した と きに は， わ た しの最 初 の家 を建

て て くれ ま した。 そ の 後 ， わた しが 法

律 学 校 を 卒 業 して 弁 護 士 を始 め た と

き，彼 の た めに法 律 業 務 を請 け負 っ た

ことが あ りま した。 そ して， わ た しの

業務 の 請求 に対 して， 彼 は請 求 以上 の

金額 を支払 って くれ た の です 。 しか し

そ の よ うな こ とが度 々あ っ たわ け で は

あ りませ ん。 わ た しが こ の経験 を皆 さ

ん に紹 介す るの は， ア ロ ン神権 者 に と

っ て，信 仰 深 い メル キ ゼ デ ク神 権 者 の

後 輩 同僚 と して奉 仕 す る機 会 が与 え ら

れ る こ とが どれ ほ ど大切 か とい うこ と

を強調 したか っ たか らで す。

ホ ー ム テ ィ ーチ ャー と して の 義 務

は ，月 に1回 の訪 問 で満 足 して しま え

る よ うな もの で はあ りませ ん 。家 族 の

こと を絶 えず心 にか け ，必 要 に応 じて

喜 んで奉 仕 をす る必 要 があ ります 。 わ

た しは ，あ る大 祭 司 グ ルー プの会 員 の

中 に， ホー ム テ ィー チ ング に出 かけ る

春の降雪は今大会を特徴づけた。

度 に， 大 工道 具 を持 って行 く人 が い る

こ とを知 っ て い ます。 もち ろん ホ ー ム

テ ィーチ ャーが コ ンピ ュー ター や その

ほ か のハ イ テ ク機器 まで ， あ らゆ る も

の を修 理 で きる と期 待 して い るわ けで

は あ りませ ん。 しか し， ホ ーム テ ィー

チ ャーた ち は， 自分 の 知恵 と経験 を活

用 して， 自分 たち に割 り当 て られ た家

族 が どん な助 け を必要 と してい る か を

見つ け 出 し，援 助す るこ とはで きます。

思 いや りに満 ちた ホー ム テ ィー チ ャー

た ち は， で きる こ とな ら前 もっ て訪 問

の約 束 を作 ります。 ア ロ ン神 権者 のホ

ー ム テ ィーチ ャー た ちは
， 信 仰深 いメ

ル キゼ デ ク神 権者 の先 輩 同僚 と とも に

奉 仕 をす る こ とに よって， 生 涯心 に残

る教 訓 を学 ぶ こ とが で きます し，また，

大 きな祝福 を受 け る こ と もで きる ので

す。ロバ ー ト ・F・ ジェ ックス兄 弟 が，

何 年 も前 に ホー ム テ ィーチ ング の後 輩

同僚 と して働 い た とき信 仰 の 強 め られ

る体 験 を した こ とを紹 介 して くれ た こ

とが あ ります 。

「わ た した ちが その家 に近 づ くにつ

れ て， わ た しの足 は震 え， 緊 張 の ため

に 胃が き りき り痛 んで きま した。も し，

〔ホ ー ム テ ィー チ ング の 〕 同僚 か ら，

今 度 あ い さつ す る のは わ た しの番 だ と

言 われ た ら， きっ と気 を失 って い た こ

とだろ う と思 い ます 。

ホ ーム テ ィー チ ャ ー とい って も， 当

時 は まだ15歳 で した 。 そ の わ た しが ，

(ユ タ州)バ ウ ンテ ィ フ ル第1ワ ー ド

に住 む ライス 姉 妹 とい う夫 に先立 たれ

た女 性 の アパ ー トへ 通 じる階段 を上 っ

て い るの です 。 同僚 の ドン ・ギ ャ ボ ッ

ト兄 弟 は その 晩 ，教 会 の活 動 に ほ とん

ど参 加 で きず にい る病 弱 な人 々 を心 に

か け る とい う点 で神 権 者 は どの よ うな

役 割 を担 っ てい るか につ いて ，偉 大 な

教 訓 を して くれ ま した。

わ た しはギ ャボ ッ ト兄 弟 か ら，5つ

の担 当家族 に レ ッス ン をす る際 の テー

マ をあ らか じめ も らって い ま した。 わ

た しは緊張 で 震 え てい ま した 。 …… わ

た しは… … メモ を用 意 してお い たの で

すが ， 実 際 に大祭 司 が前 にい た ら， と

て も自分 か ら進 ん で レ ッス ン をす るな

ど とい うこ とは ，で きそ うにあ りませ

んで した。

扉 をノ ック しま した が， な か なか 返

事 が 返 っ て きませ ん。 …… わた しは ，

家 の中 に はだ れ もい ない ので は， と言

お う と しま した 。そ の と き， ひ弱 そ う

な老 齢 の姉 妹 が ，玄 関 口 に小柄 な姿 を

現 しま した。 玄 関で 自分 が 出 て くるの

を待 っ て い る の は一 体 だれ だ ろ う と，

いぶ か しげ な様 子 で した。 しか しギ ャ

ボ ッ ト兄 弟 の 顔 を見 つ け た途端 ， 彼女

の表 情 が 明 る くな りま した。 わた した
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訪問者センター北館に据えられた像 「クリスタス」バーテル ・トルバルセン作。

ち は居 間 に招 き入 れ られ て， いす に座

るよ う勧 め られ ま した。

短 い あ い さつ の後 で ， ギ ャボ ッ ト兄

弟 がわ た しの方 を見 ま した。いか に も，

『ロバ ー ト， レ ッス ン を始 め る 時 間 だ

よ』 と言 わ んば か りの 表情 で した。 し

ゃべ り始 め る と， また わ た しの 胃が 緊

張 の ため に痛 み ます 。 わ た しは ，今 で

は どん な こ とを話 したの か ま った く覚

えて い ませ んが ， それ は あ ま り重要 な

こ とで はあ りませ ん。 そ の ときわ た し

は， ア ロ ン神 権 の義 務 と責任 につ い て

学 ぶ 生 徒 と して そ の 場 に い た の で す。

レッス ンを終 えて 自分 の メモか ら 目を

上げ る と， わ た しの 目は， あの優 し く
ほお くぎ

感受性豊かな姉妹の頬を伝 う涙に釘づ

け にな りま した。 姉妹 は，神 権 者 が彼

女 の つ ま しい 家 に来 て くれ た こ と に心

か らの感 謝 を表 しま した 。

わ た しに は， 返 す言 葉 が あ り ませ

んで した。 … … そ んな に彼 女 の心 を動

かす よ うな こ とを 自分 は言 った のだ ろ

うか 。一体 何 が で きた とい うの だろ う。

幸 い な こ とに， ギ ャボ ッ ト兄 弟が 助 け
あかし

舟 を出 して くれ ま した 。証 を述べ ，彼

女 の家 で何 か 必要 な もの は ない か ど う

か尋 ね て くれ た の です 。確 か に必 要 な

ものは あ りま した。

帰 る前 に祈 ろ う とす る と， ライ ス姉

妹 か らこ う頼 まれ ま した。， 「最近 体 調

が優 れ ない ん だけ ど， そ の こ とにつ い

も祈 っ て くだ さ らな い か し ら。」 そ し
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て わた しの方 に向 き直 る と， わ た しに

そ の 祈 り を して ほ し い と言 っ た の で

す 。そ の こ ろ まで に， わ た しは その 場

の 雰 囲気 に圧 倒 され てい ま した 。 ……

〔そ して〕 わ た し よ り年 齢 も経 験 も信

頼 度 も上 の 人が そ ば にい る の に， 自分

が 祈 りを依頼 され た とい うこ と に驚 い

て しま った ので す 。 わた しは反 射 的 に

そ の 申 し出 を受 け入 れ， ホ ー ムテ ィー

チ ング の閉 会 の祈 りの 中で ，健 康 と体

力 の特 別 な祝 福 が この忠 実 な姉 妹 の う

えに注 が れ る よ う願 い求 め ま した。訪

問 す る前 には ほ とん ど知 らな か った こ

の 姉妹 の こ とを， わ た しはそ の と きに

は も う愛 し，尊 敬 す るよ うに な って い

たの です。

ラ イス姉 妹 の家 を初 め てホ ー ムテ ィ

ーチ ングで 訪 れ た と ぎか ら
， もう25年

の歳 月 が流 れ ま した。彼 女 が 亡 くな っ

て か ら も随分 た っ て い ます 。 しか し，

わ た しはバ ウ ンテ ィ フル の大 通 りに面

した オ レ ンジ色 を したれ んが 造 りのあ

の アパ ー トの前 を通 り過 ぎる度 に， ギ

ャボ ッ ト兄 弟 とあ の信 仰深 い姉 妹が 与

えて くれ た経 験 の こ とを思 い起 こ して

い ます 。 あ の姉 妹 こ そ，従 順 な大祭 司

と，不 安 で恐 れ お の の くア ロ ン神権 の

教 師 とに託 され た 天 の力 と， そ れ に頼

る こ との 大切 さ を知 って い た人 物 で し

た。」2

ここで わ た しは，信 仰 深 い献 身 的 な

監 督 の皆 さん に少 しお話 し したい と思

い ます 。 最 近 わ た しは ， 『メ ル キ ゼ デ

ク神 権 指 導 者手 引 き』の 中 の監 督 の責

任 につ いて 改 め て読 ん でみ ま した 。監

督 の 責任 は重 く， 非 常 につ ら く思 わ れ

る こ と も度 々 です 。 監督 の 義務 の 中 に

は委任 で きな い もの もあ りますが ， 副

監 督 や 父親 ホ ー ムテ ィーチ ャー， 定

員会 指導 者 な どに委 任 で きる， あ るい

は委 任 しなけ れ ば な らな い義 務 もあ り

ます 。何 年 も前 の こ とです が ， わ た し

た ち はハ ロ ル ド ・B・ リー 大 管 長 か

ら， 主 が言 わ れ た次 の言 葉 の 持つ 非 常

に深 い 意味 につ い て教 わ った こ とが あ

り ます。 「そ れ ゆ え， 各 人 をそ れ ぞ れ

の職 に就 かせ ， そ れぞ れ の召 しにお い

て働 か せ な さい 。」3大管 長 は こ う言 い

ま した 。 「あ らゆ る 人が そ の 義 務 につ

い て学 ぶ こ とが で きる よ う， 機 会 を与



え， ゆ だね ，活 用 させ る こ とは，指 導

を託 され て い る わ た した ち の 責 任 で

す 。 ……本 来そ の 人 に ゆだ ね られ て い

るはず の特 権 をわ た した ち が奪 う よう

な こと を した ら， それ は助 け る こ とに

は な ら ない 。」4この 言 葉 を さ ら に深 く

理解 す る と，教 会 の管 理 役 員 た ち は，

指導 者 と して召 されて い る人 々 の責 任

や義 務 を奪 う こ との ない よ うに注 意 し

な けれ ば な らな い とい う意 味 もあ る こ

とが分 か ります。

監 督 の皆 さん， 皆 さんが この偉 大 な

召 しに あ って奉 仕 をす る と きに は，皆

さ んの生 涯 の ほか の どん な と きに も勝

って多 くの 人 々の 生活 に良 い影 響 を及

ぼ す こ とが で き る か も しれ な い の で

す 。皆 さん が監 督 また管 理 大祭 司 とい
がいとう

う外 套 を喜 ん で身 に ま とっ て い る と き

には， 皆 さん にゆ だ ね られ た人 々 の福

利 に 関 して ，知 恵 と洞 察力 と霊 感 とを
たまもの

受 け る こ とので きる特 別 な霊 的 賜物 が

与 え られ ます。ア ロ ン神 権 の長 と して，

また祭 司 定員 会 の会 長 と して，皆 さん

に は， 青少 年 には男 女 を問 わず特 別 の

興 味 と関心 を払 っ てい た だ きた い ので

す。

わ た しは これ まで ， 家 族 や 定 員 会 ，

ワ ー ドや ステ ー クの こ とを心 に か ける

とい う，神権 指導 者 や神 権 者 の義 務 に

つ い て お話 し して き ま した 。 次 に，神

権 の 責任 につ い て別 の面 か らお話 し し

てみ た い と思 い ます。 それ は ， わた し

たち を管 理 す る力 を持 つ 人 々 を支 持 す

る とい う， わ た した ち に与 え られ た特

権 につ いて です 。 ウィ ル フ ォー ド ・ウ

ッ ドラ フ大管 長 は ， この 責任 の重 要性

につ いて偉 大 な説教 を残 して い ます 。

教 会 の ま だ初 期 の 時代 の こ とで す

が ， ブ リガ ム ・ヤ ング大 管長 が ウ ィル

フ ォー ド ・ウ ッ ドラ フ長 老 に， 家族 を

連 れ てボ ス トンへ 行 き， ニ ュー イ ング

ラ ン ド地 方 と カナ ダの 聖徒 た ちを集 め

て シ オ ンへ 連 れ戻 る よ うに と依頼 した

こ とが あ ります 。 ウ ッ ドラ フ長 老 は

100人 ほ どの一 行 を率 い て 日没 時 に ピ

ッッバ ー グ に到着 しま した。 ウ ッ ドラ

フ兄 弟 は その と きの こ とを次 の よ うに

記録 して い ます。
F「わ た した ち はそ こに長 く滞 在 した

くなか っ たの で， 間 もな く出港 す る汽

船 に乗 りたい と思 い ， わた しが 船 長 に

会 って， わ た した ち の乗 船 を頼 み 込 ん

だ 。 とこ ろが その 手続 きを終 えた とき
み たま

に，御 霊 が わ た しに さ さや い た。 ……

『あ の 汽船 に乗 っ て は な らな い。 だ れ

も乗 せ て は な らな い。』 無 論 ， わ た し

は船 長 の とこ ろへ 取 って 返 し，次 の船

にす るこ とに した と告 げた。

やが て その 汽船 が 出 港 した 。 ところ

が 川 を8キ ロ ほ ど下 った と こ ろで ， そ

の船 は火 災 を起 こ し，300人 の乗 客が ，

あ る者 は焼 け死 に， あ る者 は水 にお ぼ

れ て死 ん だ。」5もし聖徒 た ち が ウ ィル

フ ォー ド ・ウ ッ ドラ フの勧 告 に従 って

い なか っ た と した ら， どうだ った で し

ょうか。す べ ての 聖徒 た ちが 賢明 に も，

従 順 に従 う こ とを選 ん だの です 。 も し

そ う してい な か った ら， この聖徒 た ち

も同 じよ うに命 を失 って い た こ とで し

ょう。

わ た しの生 涯 を考 えて も， わた しは
かぎ

鍵 とな る神権 指 導者 の与 え て くれ る知

恵 や霊 感 に疑 い を差 し挟 ん だ こ とは ま

ず あ りませ んで した。 個 人的 にそ う し

た勧 告 に 同 意 で き よ う とで きま い と，

常 に彼 らの勧 告 に従 お う と努 力 して き

ま した。 そ して多 くの場 合 ，御 霊 と一

致 して い たの は そ の指導 者 の 方 で， わ

た しの 方 で はな か った とい う こ とに も

気 づ い て きま した。 安全 な道 とは， 自

分 た ちの神 権 指導 者 を支 持 し，彼 らの

行 い につ いて は神 に裁 きをゆ だね るこ

となので す。

教 会 の初 期 の時 代 に， ジ ョセ ブ ・ス

ミス を主 の 油注 が れ た者 と して支持 す

る こ とが で きず に教 会 を去 っ て行 っ た

人 々 が数 多 くい ま した。 実際 ， 預言 者

ジ ョセ ブ ・ス ミス は ， カー トラ ン ドの

指 導者 につ い て次 の ように言 って い ま

す 。 「わ た しに対 して歯 向 か わ なか っ

た 人 は二 人 しか い な か った。 そ の二 人

とは， ブ リガ ム ・ヤ ング とビー バ ー ・

C・ キ ンボ ー ル で あ る。」6この 二 人 が

信仰 深 く忠実 で あ っ た た め に， 主 は，

教 会 を西 部 に導 くため に ブ リガ ム ・ヤ

ング を召 され， そ して大 管 長 会 が再 組

織 され た とき には， ヒーバ ー ・C・ キ

ンボー ルが ブ リガ ム ・ヤ ングの 第一 副

管 長 と して召 された の で した。

わた しは皆 さん に盲従 を説 い てい る

聖徒の道/1997年7月 号

51

わ け で はあ りませ ん。 む しろ，信 仰 に

よる従 順 ，つ ま り， 霊 感 を受 け て 自信

を もって 下 され た決 断 を支 持 し，行 動

に移 す 従順 さ を求 めて い るの です 。 わ

た したち が も っ と御 霊 と調 和 の取 れ た

生活 が で きた ら， わた したち が神権 指

導 者 か ら受 けて い る指導 が 決 して間違
あかし

って い な い とい うと とを， 強 い証 と し

て感 じる こ とが で きる で しょ う。 わ た

した ち の神 権指 導 者 の下 す 決 断 を支持

で きれ ば， 大 い な る安 全 と平安 が与 え

られ るの です 。

この教 会 の神 権 者 に は，全 世 界 で義

の業 を前 進 させ る手助 け をす る とい う

責 任 が与 え られて い ます 。神 権 に よ る

奉 仕 をす る と きには， 利 己 的 な興味 や

希 望 につ い て は， まず わ きに追 いや っ

て お くよ う求め られ ます 。兄 弟 の皆 さ

ん ， わた した ちは ，神 権 の召 しが来 た

と きに は喜 んで そ れ を受 け入 れ る こ と

が で き る よう， 自 らを備 え てお く必 要

が あ りま す 。個 人 の生 活 にお いて も，

将 来 を見通 した 生活 が で きる よ う努 め

る必 要 が あ ります。 将 来 を見通 した生

活 と は，収 入 の範 囲 内 で生 活 し， 将 来

の必 要 と機 会 の ため に 十分 に備 えて お

くとい うこ とです 。衝 動 買 い や不 要 な

負 債 に よる重荷 を避 け るべ きだ とい う

こ とで す。 や が て来 る雨 の 日にぬ れず

に済 む よう に，幾 らか で も貯蓄 をす る

よ う努 め るべ きだ とい う こ とで もあ り

ます。 要 約 す れ ば，今 来 るか も しれ な

い ， あ るい は将 来 来 るか も しれ ない召

しを， もっ と良 い 状態 で 受 け入 れ る こ

とが で きる よう， 日々の雑 事 を整 えて

い く必 要 が あ る と い う こ と に な り ま

す 。

若 い男性 の皆 さん に理解 して い ただ

きた い こ とは， あ らゆ る力 の中 で最 大

の力 であ る この 神権 の 力 は， この世 の

権 力 を行使 す る と きと同 じ方 法 で は決

して機 能 し得 ない とい うこ とです 。神

権 の力 は ，買 う こと も売 る こ と もで き

ませ ん 。使 徒 行伝 を読 む と， シモ ン と

い う人 物が ， 手 を置 い て聖 霊 を授 け る

とい う使 徒 の 持つ 神 権 の力 を買 お う と

思 っ た こ とが 記 され てい ます 。 「そ こ

で ，ペ テ ロが 彼 に言 った ， 『お まえ の

金 は，お まえ もろ と も， うせ て し まえ。
たまもの

神 の賜 物 が ， 金 で得 られ るな どと思 っ



てい る のか 。』」7皆さ んの 中 に は， フ ッ

トボ ー ルの 試合 を見 て， ライ ンバ ック

や力 あ ふれ るフ ォ ワー ドや セ ンター の

選手 に あ こが れ る人 も数 多 くい る こ と

で しょ う。 また 同様 に， 富 や名 声 ，政

治権 力 や軍 隊 で の権 力 にあ こが れ を抱

く人 もい る こ とで し ょ う。 この世 の権

力 とい う ものは ，冷 酷 な使 い 方 を され

るこ とが よ くあ ります。しか しなが ら，

神権 の 力 は，神 権 を治 め る義 の原 則 に

従 っ ての み行 使 され る もので す 。主 は

次 の よ うに言 われ ま した。

「いか な る力 も影 響 力 も， 神権 に よ

って維 持 す る こ とは で きな い， あ るい

は維持 す べ きで はな い。 た だ， 説得 に

よ り，寛容 によ り，温厚 と柔和 に よ り，

また偽 りの ない愛 に よ り，

優 しさ と純粋 な知識 に よる。 これ ら

は，偽 善 もな く，偽 りもな しに，心 を

大 い に広 げ る もの で ある。 … …

また あ なた の心 が ，す べ て の人 に対

して， ま た信仰 の家族 に対 して， 慈愛

で満 た され る よう に しな さい。 絶 え ず

徳 であ な たの 思 い を飾 る よ うに しなさ

い。 そ うす る と きに，神 の 前 にお い て

あ な たの 自信 は増 し，神 権 の教 義 は天

か らの 露：の よ うに あ なた の心 に滴 るで

あ ろ う。」8

わ た した ち は ， 「召 され る者 は 多 い

が ，選 ばれ る者 は少 な いの で あ る」9と

教 え られ て い ます 。選 ば れ る人 とは，

神 の恩 恵 の対 象 とな る人 の こ とを指 し

てい ます ♂o兄 弟 の皆 さ ん， わ た した

ち は どう した ら選 ば れ る者 となる こ と

が で きる ので しょ うか 。わた した ちは，

神 か ら選 ば れ た と きに初 め て選 ば れ た

者 と な る こ とが で きる の で す 。 「あ な

た が た が わ た し を選 ん だ の で は な い。

わ た しが あ な た が た を 選 ん だ の で あ

る。 そ して ， あ なた が た を立 てた 。 そ

れ は，あ なた が たが行 っ て実 を むす び，

そ の実 が い つ まで も残 るた め で あ り，

ま た， あ なた が たが わ た しの名 に よっ

て父 に求め る もの はな んで も，父 が与

え て下 さる た めで あ る 。」11こう した こ

とは，心 も霊 も変 わっ た と き，つ ま り，

心 と， 勢力 と，思 い を尽 く し， そ して

全 身全 霊 を込 め て ，神 の あ らゆ る戒 め

を守 る よ う努 力 した と きに， 初 めて 起

き る こ とで す 。 また ， わ た し た ち が

「神 権 に伴 う誓 詞 と聖約 」12を守 った と

きに， 初 め て起 きる こ とです 。 そ うす

る こ とに よ り， わ た した ち は初 め て

「モ ー セ の息 子 た ち， ま た ア ロ ンの 息

子 た ち とな り， アブ ラハ ム の子 孫 とな

り，神 の教 会 とな り，神 の王 国 とな り，

神 の選 民 とな る 」13ことが で き るの で

す 。

か つ て大 管長 会 で副 管 長 を務 め た こ

との あ るス テ ィーブ ン ・L・ リチ ャー

ズ長 老 は こ う言 って い ます 。 「わ た し

は 自分 自身の心 の中 で 一つ の結 論 に到

達 しま した。 そ れ は，知 的 な能 力 が い

か に高 く とも， また奉 仕 の 経験 が い か

に 広 範 で 多 様 な もの で あ っ た と して

も，聖 なる神権 を授 け られて い な けれ

ば ，い か な る人 も主 が 望 んで お られ る

よ うな 完全 な意 味 で の神 の子 ら しさ，
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神 の 人 ら しさに到 達 す る こ とは ない と

い う こ とで す 。 さ て， 兄 弟 の 皆 ざん 。

この こ とを念頭 に置 い て， わ た しは 今

自分 に授 け られ てい るこ の大 い な る祝

福 に対 して， 生涯 ， 主 に感 謝 をさ さげ

て き ま した。 この祝 福 こそ， わ た しの

先 祖 の 一 部 が 授 か っ て い た 祝 福 で あ

り， また ， どの よう な受 け継 ぎに も増

して， わ た しが 自分 の息子 や 孫 や ひ孫

た ち に享受 して ほ しい と願 う祝福 なの

です 。」14

兄 弟 の皆 さ ん， わ た した ちが これか

ら も神権 の誓 詞 と聖約 を守 る努 力 を続

け ，神 が そ の忠 実 な息 子 た ち のた め に

用意 して くだ さっ て い る無上 の祝福 を

こ と ご と く頂 く にふ さわ しい 者 と な

り， また ，実 際 に頂 くこ とが で き ます
み な

よ う に ， イ エ ス ・キ リ幽ス トの 御 名 に よ

っ て お祈 り し ます 。 ア ー メ ン 。
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彼 らはやって来る

第 一副 管長

トーマ ス ・S・ モ ン ソン

揺 るぎな ω信仰と借 しみなω愛をもっZ「，わた したちが働きかける

入々ののに瘡を架けましょう。

年前 に， 変 わ った 映画 が この 国

数 や ほか の 国 々の 劇場 で公 開 され

て 評判 にな りま した。 タイ トル は 『フ

ィー ル ド ・オ ブ ・ドリーム ズ』 で ， 主

人 公 の青 年 は若 い ころ に知 っ て いた 野

球 選手 を敬 愛 し，これ を 出発 点 に して，

自分 の とう もろ こ し畑 の広 い場 所 を切

り開 き， そ こに フル サ イズ の野 球場 を

造 ろ う とし ま した 。 人 々は彼 の愚 か さ
けいべつ

をあ ざ笑 い ，常 識 の な さ を軽 蔑 しま し

た。 映画 で は， この計 画 を実行 して 野

球 場 を公 開 す る準 備 を整 え る まで の ，

多 くの チ ャ レ ン ジが 映 し出 され ます 。

これ は簡 単 な仕 事 で は あ りませ ん。夢

が 実現 す る可能 性 に つ いて 疑 問が わ い

て くる とき，彼 は不安 を吹 き飛 ばす 次

の言 葉 に励 ま され ま した 。 「君 が造 り

上 げ た ら， 彼 ら はや って 来 る。」 そ し

て 来 た ので す 。 大 勢 の 旅 行 者 た ちが ，

野球 に まつ わるた くさんの思い 出が詰 ま

ったこのユニー クな場所 を訪れ ま した。

最 近 わた しは， 人 の心 に橋 を架 け る

こ との大 切 さにつ い て考 え ま した 。 わ

た した ち の教 会 の5万5，000人 近 くの専

任 宣 教 師 が ，神 か らの 使 命 を携 え て

世 界 の ほ とん ど の 国 に 派 遣 さ れ ，教
あかし

え，証 し，バ プ テスマ を施 してい ます 。

人 々の心 に触 れ る彼 らの務 め は， 見 る

にす ば らし く，考 える に幾 らか圧 倒 さ

れ る思 いが します 。神 の命令 をい つ も

念 頭 に置 き， 主 の 教 え を心 に抱 い て ，

宣 教 師 は気 高 い召 しの うち に前 進 しま
み こと ば

す 。 そ して 次 の主 の御 言 葉 を忘 れ ませ

ん。 「人 の価 値 が神 の 目に大 い な る も

の で あ る こと を覚 えてお きな さい 。」1

「それ ゆ えに，あ なたが た は行 っ て，

す べ て の 国民 を弟 子 と して ，父 と子 と

聖 霊 との名 に よって ，彼 らにバ プテ ス

マ を施 し， あ な たが た に命 じてお い た

い っ さ いの こ と を守 る よ うに 教 え よ。

見 よ， わ た しは世 の終 りまで ，い つ も

あ なたが た と共 にい るの であ る。」2

昨 年 はユ タ州 立100年 祭 を祝 い ，外

国か ら も多 くの大 使 がユ タ州庁 舎 や教

会 の 執務 ビル を訪 れ ま した 。 ま た大勢

の人 が ，ユ タ州 プ ロボ にあ る宣教 師訓

練 セ ン ター を見 学 しま した 。彼 らは教

室 を訪 れ， 任 地へ 赴 く宣 教 師 た ちの証

を 聞 き ま した 。 そ して宣 教 師 が示 した

信 仰 と愛 と， 言語 の 上達 ぶ りに驚 嘆 し

ま した。 あ る大 使 は こ う言 い ま した 。

「わた し は宣 教 師 一 人 一 人 の 中 に ， 目

的意 識 ，'準備 と奉 仕 の ため の 決意 ， そ

して 喜 び にあふ れ る心 を見 ま した。」

これ らの宣 教 師 は，信 仰 を もって 進

ん でい きます 。 自分 の務 め を知 っ てい

ます 。 す な わち彼 らは ，宣 教 師 として

出会 う人 々 と，福 音 の真 理 を学 ぶ と き

に経 験 す る レ ッス ンや証 との 間 の， 重
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要 な橋 渡 しをす るので す。

宣 教 師 は よ り多 くの人 に教 えた い と

願 っ てい ます。 また， 改宗 の 過程 で 各

会 員が で きる重 要 な助 け を祈 り求 めて

い ます 。

生 活 を変 えて キ リス トのみ も とに来

る とい う決意 は，恐 ら くこの 世 で最 も

大切 な決断で し ょう。その ような劇 的 な

変化が ，世界 中で毎 日起 こってい ます。

ア ル マ 書 第5章13節 に は ， こ の個 人

的 な奇 跡 が 記 され て い ます 。 「そ して

見 よ…… 彼 らの心 の 中 に も大 きな変 化

が生 じた。そ して ，彼 らはへ りくだ り，

まこ との生 け る神 に信 頼 を寄せ た。」

ア ルマ に よって語 られ たバ プテ スマ

の 聖約 を読 む と， 人 の心 の深 遠 さを探

りた い 気 持 ち にな ります 。 「あ なた が

たは神 の 羊 の群 れ に入 って， 神 の民 と

呼 ば れ たい と願 って お り，重 荷 が軽 く

なる よう に，互 い に重 荷 を負 い合 うこ

とを望 み，

また， 悲 しむ者 と とも に悲 しみ ，慰

め の要 る者 を慰 め る こ と を望 み … … い

つ で も， どの よ う な こ とに つ い て も，

どの よう な所 に いて も… …神 の証 人 に

なる こ とを望 んで い る。

ま こ とに， わ た しはあ なたが た に言

うと あ なた が たが 心 か らこれ を望 ん で

い るの であ れ ば， 主 か らます ます 豊 か
み たま

に御霊 を注 い で いた だ け る よ うに，主

に仕 え て主 の戒 め を守 る とい う聖約 を
み な

主 と交 わ した証 拠 と して， 主 の御 名 に

よ ってバ プテ ス マ を受 け るの に何 の差

し支 えが あ ろ うか 。」3

わ た した ち の調 査 か ら明 らか な よう

に， 宣教 師 の メ ッセ ー ジ を受 け入 れ る

人 の ほ とん どは ，そ れ以 前 に 末 日聖徒

イエ ス ・キ リス ト教 会 につ い て何 らか

の接 触 を持 つ機 会 が あ りま した。 タバ

ナ クル合 唱 団 のす ば ら しい公演 を聴 い

たか も しれ ませ ん。 ゴー ドン ・B・ ヒ

ンク レ ー 大 管 長 の旅 行 に 関 す る報 道

や， イ ン タビュ ー番 組 で の広範 囲 にわ

た る質 問へ の巧 み な応対 を見 た り聞 い

だ り した か も しれ ませ ん。 あ るい は教

会 員 をだ れか 知 っ てい て， 尊敬 して い

るか も しれ ませ ん。 わ た した ち会 員 は

最 善 の模 範 を示 すべ きです 。 わ た した

ち の生活 は福 音 の教 えを反 映 し， 心 と

声 は真 理 を分 か ち合 うた め にいつ も備



えて い るべ きです。

求 道者 の フェ ロー シ ップ は， バ プ テ

スマ のか な り前 か ら始 め ます 。 宣教 師
あかし

の レ ッス ンで は ， 新 しい 改 宗 者 の 証

を付 け加 える必 要 が よ くあ ります 。 こ

れ はわ た しの体 験 です が ，大 き な変化

をす で に経験 した 人 が心 か ら述 べ る証

は， 決意 や 決心 を もた らし ます 。 わ た

しが カナ ダ東 部で伝 道 部 長 と して働 い

て いた とき， トロ ン トだけ で な く， オ

ンタ リオや ケ ベ ックの ほ とん どの 市 で

も， 会員 か らの積 極 的 な援助 に事 欠 く

こ とは あ りませ んで した。彼 らは宣教

師 と一緒 に伝 道 し，求 道 者 をフ ェ ロー

シ ップ し， 集会 で 歓迎 し， ワー ドや 支

部 の役 員 と会 員 に紹介 しま した。 フェ

ロ ー シ ップ， フ レン ドシ ップ， 再 活発

化 は， 末 日聖徒 の 日常 生 活 で行 われ て

い ます。

各 々 の新 会 員 は，教 会 で の召 しを与

え られ るべ きです 。 そ れ に よ り関 心 や

安定 ， 成長 が もた ら され ます。 責 任 の

内容 は ，ヤ コブ ・デ ィヤ ガー長 老 が ト

ロ ン トで家 族 と一 緒 に改 宗 した と きの

よ うに，何 か 簡単 な ものが よいで し ょ

う。 彼 は会 社 で重 要 な役 職 にい ま した

が ，教会 で 最 初 に受 け た召 しは， 賛美

歌 を礼 拝堂 の 席 に配 っ てお くこ とで し

た。 そ して， こ の割 り当て を真 剣 に 果

た しま した。 こ の最 初 の召 しを思 い 出

して， デ ィヤ ガ ー長 老 は こ う語 りま し

た 。 「わ た し は毎 週 出 席 し ま した 。 そ

う しない と賛 美歌 が 配 られ ないか らで

す 。」 御 存 じの よ うに ， デ ィヤ ガ ー長

老 は後 に， 七 十 人第 一定 員 会 の会 員 と

して何 年 も仕 え ま した。 また ， 中央幹

部 として多 くの大 変 な責 任 を果 た して

き ましたが ，教 会 で 受 けた 最初 の召 し

を決 して忘 れ ませ ん で した。
み つで

主の 見 え ない御 腕 は ，福 音 の真 理 を

学 んで 従お う と努 力 す る人 々の働 き を

導 き ます。 わ た しは伝 道 部 長 と して ，

一 人一 人 の宣 教 師か ら毎 週 手紙 を受 け

取 りま した。 わ た し を とて も喜 ばせ た

の は， ハ ミル トンで伝 道 して い る若 い

長 老 か らの もの で した。 彼 と 同僚 は，

す て きな家 族 を教 えて い ま した。 子供

が 二人 い る若 い夫 婦 で した。 こ の夫婦

はメ ッセ ー ジが真 実 だ と感 じて， バ プ

テ スマ へ の願 い を否 定 で き ませ んで し

た。 しか し奥 さん は ， カナ ダ西 部 に住

む 自分 の 両親 につ い て心 配 してい ま し

た。教 会 に入 れ ば ，両 親 か ら勘 当 され

るお それ が あ った の です 。彼 女 はペ ン

を取 り， バ ンクーバ ーの 両親 に短 い手

紙 を書 きま した。 そ れ は次 の よ うな内

容 で した。

愛 す る両親 へ

お 父 さん とお 母 さんの これ まで の優

しさ と思 い や りに， また 若 い と きに与

えて くれ た教 え に心 か ら感謝 した い と

思 い ます 。夫 の ジ ョ ンとわ た しは ，す

ば ら しい真理 に出 会 い ま した。 末 日聖

徒 イ エス ・キ リス ト教 会 です 。 わ た し

たち は一 緒 に勉 強 しま した。 そ して今

度 の 土曜 日の夜 に，バ プテ スマ を受 け

ます 。 どうか分 か っ て くだ さ い。 そ し

て，わた したちが した ように，家 に宣教

師を招 いて くれ るように願 ってい ます。

彼女 は涙 しなが ら手 紙 に封 を し，切

手 をは る と，バ ンク ーバ ー に送 りま し

た。 それ がバ ≧クーバ ー に着 いた そ の

日 に，ハ ミル トンの 夫婦 は奥 さん の両

親 か らの手紙 を受 け取 りま した。 こう

書 い てあ りま した。

わ た した ち は遠 く離れ て い ます が ，

直接 に会 って話 す つ も りで した。伝 え

た い こ とが あ ります 。 末 日聖 徒 イエ

ス ・キ リス ト教 会 の宣 教 師 が我 が家 を

訪 ね て来 て ， わた した ち は彼 らの メ ッ

セー ジの正 当 さ を否 定で き ませ ん で し

た。 そ して 来週 バ プ テス マ を受 け る こ

と にな りま した。 わ た した ち の決 意 を

理 解 して，厳 しい批 判 を しな い よ うに

願 って い ます。 この福 音 にはす ば ら し

い価 値 が あ り，わ た した ちの生 活 に多

くの幸 せ を運 んで くれ ま した。 い つの

日か ，福 音 を学 ん で くれ る よ うに祈 っ

てい ます。

奥 さんの 両親 か らの手 紙 を受 け取 っ

た と き， ハ ミル トンの夫 婦 が どう した

か，想 像 で きます か 。二 人 は両 親 に電

話 を して， 互 い に喜 びの 涙 を流 し ま し

た。電 話 を通 して抱 擁 した と思 い ます 。

両 方 の家 族 が教 会 の会 員 にな った か ら

です。

天 父 は わた した ち が何 者 か御 存 じで

す 。神 の息子 ，娘 で す。 天 父 はわ た し
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た ち に， ふ さわ しい祝 福 を与 えた い と

願 い ，実 際 にそ う され ます。 神 は何 で

もおで きに な ります。'

フ ェ ロー シ ップの 目に見 え る優 しい

行 為が ， 古代 都 市 ロ ーマ で 目撃 され ま

した。 数 年前 にモ ンソ ン姉妹 とわ た し

は，500人 以 上 の 会 員 と と もに地 方 部

大 会 に 出席 しま した。 そ の と きの管 理

役 員 は， 立 派 な イ タ リア人 の レオポ ル

ド ・ラー チ ャ兄 弟 で した 。 彼 の兄 は ，

二 人 の 宣 教 師 か ら福 音 を聞 い た と き，

ドイ ツ の 自動 車 工 場 の 臨 時 工 員 で し

た 。 その 後 イ タ リア に帰 って， 弟 に福

音 を教 え ま した。 レオ ポル ドはそ れ を

受 け入 れ ，後 に イ タ リア ・ロ ーマ伝 道

部 の， そ れ か らイ タ リア ・カ タニ ア伝

道 部の 部長 を務 め ま した。

集会 中 にわ た しは ，群 衆 の 中 に白 い

カ「 ネ ー シ ョ ンを付 け た人 が大 勢 い る

の に気 が つ きま した 。そ こで レオポ ル

ドに聞 き ま した 。 「白 い カ ー ネ ー シ ョ

ンは何 です か。」

彼 は答 え ま した 。 「新 会 員 で す。 前

回の地 方 部 大会 以 降 にバ プテ スマ を受

けた会 員 に， 白 い カー ネー シ ョン を付

けて も らい ま した。 これ で 会員 と宣教

師 は ， フ ェ ロ ー シ ップ が 特 に 必 要 な

人 々 を見分 ける こ とが で きます 。」

わ た しはそ れ らの新 会 員 が取 り囲 ま

れ ， あ い さつ を受 け ，話 しか け られ る

の を見 ま した。 彼 らは 「もは や異 国 人

で も宿 り人 で もな く，聖 徒 た ち と同 じ

国籍 の者 であ.り，神 の家 族 な ので」す。4

教会 の新 しい改 宗 者以 外 に も高 きに

至 る 道 か ら迷 い 出て ，何 らか の理 由 に

よ り，数 か 月 間， 時 に は数 年 間，教 会

に来 な い人 が い ます 。彼 らは フ ェ ロー

シ ップ を受 けず ， 友達 も離 れ て し まっ

たのか も しれ ませ ん。理 由 は どうあれ ，

結 果 は残 ります 。 わ た した ち は彼 らが

必 要 で あ り，彼 らもわ た した ちが 必要

で す。 宣 教 師 は こ う した人 々 の家 を効

果 的 に訪 問 で きます 。宣 教 師が 訪 れ る

と， 家 庭 とい う避 難 所 にい る彼 らは ，

初 め て福 音 の原 則 を聞い た と きに感 じ

た， す ば ら しい気持 ち を思 い 出せ る で

しょ う。宣 教 師 はその よう な人 を教 え，

教 会 の活 動 に戻 る と きに生 活 に もた ら
あかし

され る変化 につ い て証 で きます。

彼 らには，証 の あ る友 人が必 要 です 。



ほろ

「イスラエルの野営」シ ョンBフ ェア八ンクス画。ブリカム ヤンクの派遣した先発の調査隊は 西部を旅する間 幾晩も幌馬車て円陣を作った。

わ た した ちが 心 か ら心 配 してい る こ と

を知 っ て も らう必 要 が あ ります 。

ア ロ ン神 権 定 員会 の ア ドバ イ ザ ー と

若 い女性 の教 師 は戦 い の最 前 線 に い る

人 々で ，奇 跡 は彼 らの 手 の 中 にあ りま

す。 皆 さんが よ く覚 えて い る青 少年 の

と きの 教 師 はだ れ で しょ うか 。 それ は

恐 ら く，皆 さん の名 前 を知 っ て い て，

クラス に歓 迎 し，個 人 的 な 関心 と真 の

思 い や り を示 して くれ た 人 で し ょう。

指 導者 が か けが え の ない 青少 年 と一 緒

にこ の世 の小 道 を歩 む と き，互 い の決

意 は強 まっ て， 青少 年 は 罪 とい う誘 惑

か ら守 られ ，永 遠 の命 に至 る道 を着 実

に進 んで い け るの です 。 青少 年 一 人一

人 の心 に橋 を架 け て くだ さい。

今晩 ， この会 場 や海 外 で大 会 に参 加

して い るすべ ての 人 は， 預言 者 ゴー ド

ン ・B・ ヒ ンク レー大 管 長 の呼 びか け

に こた え なけれ ばな りませ ん。 す な わ

ち， わ た した ちの助 けや 働 きか けや証

を必要 と して い る人 々 に対 し， フ ェロ

ー シ ソプや 再活 発化 の努 力 を惜 しん で

はな りませ ん。

わ た しが 二つ のス テ ー ク大会 を訪 問

した と きに 目に した奇 跡 を紹介 しま し

ょう。 これ は開拓 者 の賛 美 歌 「世 は よ

く働 く人 を求 む」5の精 神 を実践 す る と

きに起 こる もの です。

最 初 の例 は，数 年 前 に訪 問 した ソル

トレー ク ・シテ ィー の ミル ク リー クス

テ ー クで す 。 そ こ で は 過 去1年 間 に ，

100人 以 上 の長 老 見 込 み 会 員 が 長 老 に

聖 任 さ れ ま し た 。 わ た しは ジ ェ ー ム
ひ けつ

ズ ・ク レ ソグ会 長 に成 功 の秘 訣 を尋 ね

ま した 。彼 は とて も謙 虚 で， 自分 で は

話 しませ ん。 副会 長 か ら明か して もら

っ た話 に よれ ば， この チ ャ レンジ を認

識 した ク レ ノグ会 長 は，一 人 一 人 の長

老見 込 み 会員 に電話 して ，個 人 的 に会

う約束 を作 りま した。 そ して会 っ た と

きに， 主 の神 殿 につ いて話 し，救 いの

儀 式 と聖 約 を強 調 し， この よう に質問

し ま した 。 「あ な た の愛 す る奥 さ ん と

子供 た ち を主 の宮 に連 れ て行 き，永 遠

の 家 族 に な りた い と思 い ませ ん か 。」

相 手 が それ を認 め ，再 活発 化 の 過 程が

踏 まれ ，そ して 目標 が達 成 され ま した。

も う一 つ の例 は，何 年 も前 に訪 れ た

ユ タ州 プ ライ スの ノー ス カー ボ ンス テ

ー クです 。 わ た しは訪 問中 に知 った の

です が ，1年 間 に86人 の 長老 見 込 み会
はんりょ

員 が 長老 に聖任 され ，伴 侶 を連 れ て マ

ンタイ神殿 に参入 しま した。わ た しは，

セ シル ・ブ ロー ドベ ン ト会 長 に尋 ね ま

した。 「一 体 どの よ うに した の で す か

会 長?」

彼 は答 え ま した 。 「分 か りませ ん 。

副 会 長 のジ ャ ッ ド兄弟 が したの です。」

ジ ャ ソ ド兄 弟 は， 大柄 で 血色 の よい

ウ ェー ル ズ人 の炭 坑 夫 で した 。 わた し

は 言 い ま した。 「ジ ャ ソ ド兄 弟 ， どの

よ うに して1年 問 で86人 の 兄 弟 を救 っ

た のか ，話 してい ただ け ます か。」

座 って答 え を待 つ わ た しに，彼 は言

い ま した。 「話せ ませ ん 。」

わ た しはあ 然 と しま した。 こん なに

は っ き りと拒 絶 さ れ たの は，初 めて で

した。 「どう して話せ ないの です か。」

「話 した こ とが， ほか のス テ ー クに

紹介 され た ら， わ た した ちが 再活 発 化

で 一 番 で な くな っ て し まい ます か ら

ね 。」 彼 は ほ ほ え んで い たの で ， まだ

見 込 みが あ る と思 い ま した。 彼 は言 い

ま した 。 「取 り引 きを しま し ょう， モ

ン ソ ン兄 弟 。1年 で86人 を救 った 方 法

を話 した ら， 総 大 会 の チ ケ ソ トを2枚

頂 け ますか 。」

「差 し上 げ ま し ょ う。」 こ う して 彼

は話 して くれ ま した。 彼 が話 さな か っ

た こ とは， そ れか ら10年 間 ，大 会 のチ

ケ ッ トを も ら うつ も りだ とい う こ とで

した 。 彼 は半 年 ご と に忠 実 に，2枚 の

チ ケ ッ トを取 りに来 ま した。

ミル ク リー ク と ノー ス カー ボ ンの両

ステ ー ク， そ れ に この業 にお いて 成功

を収 め て い るほか の ス テ ーク に は，共

通 す る次 の4つ の 原則 が あ ります。

第1に ， 再 活 発 化 の働 きは ， ワ ー ド

レベ ルで 行 う。

第2に ， ワー ドの監 督が 参画 す る。

第3に ， 有 能 で 霊 感 にあ ふ れ た教 師

が， 割 り当 て られ る。

第4に ，一 人一 人 に注 意 を向 ける。

求 道 者 や新 会員 ， あ ま り活 発 で ない

会員 との 問 に橋 を架 け る とき， わた し
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た ちがす べ きこ とを行 えば ，主 もその

分 を果 た して くだ さい ます。 これ が真
あかし

実 で ある こ とを証 します。

わ た しが監 督 を してい た と き， あ る

日曜 日の朝 ，祭 司 の一 人 が神 権 会 に来

てい な い こ とに気 づ きま した。 わ た し

は ア ドバ イザ ー に定員 会 を任 せ て ， リ

チ ャー ドの家 を訪 問 しま した。母親 は，

彼 が ウェス トテ ンプ ルの 修理 工場 で働

いて い る と言 い ま した。

車 で工 場へ 行 って ， リチ ャー ドを捜

しま したが ， どこに もい ませ ん。突 然 ，

わた しは霊感 を受 け て， 修理 台 の横 に

あ る作 業 用 の くぼ み の 中 をのぞ き込み
やみ

ま した。 闇 の 中 に，輝 く二つ のひ とみ

が見 え ま した。 そ して リチ ャ ー ドの声

が 聞 こ え ま した 。 「見 つ か っ た ね ，監

督 。 今 行 き ます よ。」 そ れ以 降， 彼 は

神 権会 をほ とん ど休 み ませ ん で した。

彼 の家 族 は近 くの ステ ー ク に引 っ越

しま した。 時が 過 ぎて， リチ ャー ドが

メキ シコの伝 道 部 に召 され た こ とを電

話 で 知 らされ ま した。 わ た しは家族 に

招 か れて ，彼 の歓送 会 で話 を しま した。

リチ ャー ドはそ の 会 で ，彼 の転 換 期 ，

す なわ ち伝 道 に出 る決 意 を した 日曜 日

の朝 につ い て話 し ま した 。 それ は ，礼

拝 堂 で は な く， 暗 い作 業 用 の くぼ みの

底 で ， 自分 に差 し伸 べ られ た定 員会 会

長の手 を見 上 げた ときの こ とで した。

リチ ャー ドは そ の 後 も手 紙 を くれ

て，彼 の 証 や家 族 につ い て ， また後 に

彼 が 受 けた監 督 の召 しを含 む教 会 での

奉 仕 につ いて ，知 らせ て くれ ま した。

愛 す る兄弟 の皆 さん，揺 る ぎな い信

仰 と惜 しみ な い愛 を も って， わた した

ちが働 きか け る人 々 の心 に橋 を架 け ま

しょ う。 映画 「フ ィール ド ・オブ ・ド

リー ムズ 』 に あ る よ うに ， 「造 り上 げ

た ら，彼 らはや っ て来 る」 ので す。 そ

れが真 実 で あ る こ とを， イエ ス ・キ リ
み な

ス トの御 名 に よっ て証 し ます 。 ア ー メ

ン。

注

1.教 義 と 聖 約18：10

2.マ タ イ28：19，20

3.モ ー サ ヤ18：8-10

4.エ ペ ソ2：19

5.「 賛 美 寄欠』161番

改宗者と
若い男性について

大管 長

ゴ ー ドン ・B・ ヒン ク レー

どの改宗者も黄 ωス 々ざす。 すべ τの改宗者が 神の息子，娘 ざあ り，

わた したちば一スー入の改宗者仁対 しτ大きな，重ω責任を貴 っτω

ます。

▼ よい語 られ た こ とを， わ た しもL

心 か ら支 持 いた します 譜 さん

もよ く耳 を傾 け ， メモ を取 られ た こ と

と思 い ます 。

モ ンソ ン副 管 長 は改 宗後 の定着 につ

い て話 し ま した 。モ ンソ ン長 老 の話 を

支持 す る と ともに， 同 じテー マ で も う

少 し話 をさせ て い ただ きた い と思 い ま

す 。 わた しは これ を非 常 に大 きな テー

マ であ る と感 じて い ます 。

毎 年 ，相 当な 数の 人 々が 教 会員 に な

ります 。大 部 分 は宣 教 師 の働 きを通 し

て の改 宗 です 。 昨年 は男 女 子供 合 わ せ

て32万1，385人 の改 宗者 が 出 ま した。 こ

れ は1年 間で シオ ンの ス テ ー クが新 た

に100か 所 で きる の と 同 じ数 に当 た り

ます 。1年 で100の 新 ス テ ー クです 。 す

こいで す ね。 これ は， 新 し く教 会 に入

っ た人 々を フ ェ ロー シ ップす る緊急 の

重 要 な務 めが わた した ちに求 め られ て

い る， とい うこ とで もあ ります 。

当教 会 の会 員 にな るの は ，た や すい

こ とで は あ りませ ん。たい て いそれ は，

古 い習 慣 を捨 て去 り， 昔 か らの 友 人や

知 人 と も別 れ ， これ まで と異 な っ た，

多少 要 求 の厳 しい新 た な社 会 に足 を踏

み入 れ る こ とで もあ ります 。

改宗 者 の ます ますの 増加 に伴 い ，わ

た した ちは， 改宗 者 が 道 を見 い だせ る

よ うに助 け る ため ， これ ま で以 上 に大

きな 努力 を傾 け な け れ ば な りませ ん。

改 宗者 の だ れ もが3つ の もの を必 要 と

してい ます。 そ れ は友 人 と責 任 と 「神

の 善 い 言葉 」 。(モロナ イ6：4)に よ る

養 いで す 。 これ らを提 供す るの は わた

した ちの務 めで あ り， わ た した ち に与

え られ た機会 で す。

具 体 例 と して ， わた しの失 敗談 を一

つ ご紹 介 しま し ょ う。 わ た しは こ れ ま

で失 敗 な ど した こ とが な い と思 っ てい

る 方が い らっ しゃ る か も しれ ませ ん。

しか し， あ ります 。 一例 をお 話 しし ま

し ょう。

63年 前 ， イギ リスで伝 道 して い た と

きの こ とです 。 同僚 とわ た しは あ る若

者 を教 え ， うれ しい こ とにわ た しが バ

プ テス マ を施 しま した 。彼 は教 養 の あ

る洗 練 された 人 で，勉 強家 で もあ りま

した.わ た しは こ の才 能豊 か な若 者 が

教 会 に入 って くれ た こ とを とて も誇 り

に思 っ て い ま した。 彼 に は将 来教 会 の
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指 導 者 に な るす べ て の資 質 が そ ろ って

いる と， わ た しは感 じて い ま した。

彼 は改 宗 して会 員 に な るた め の順応

期 間 に あ りま した。 わ た しの伝 道 が 終

わ るほ んの 少 し前 に， わた した ちは友

達 に な りま した。 や が てわ た しは解 任

とな り，帰 国 しま した。 彼 は ロ ン ドン

の そ の 支 部 で 小 さ な責 任 を受 け ま し

た。彼 に は 自分 に何 が期 待 され てい る

か まっ た く分か らず ，あ る失敗 を し ま

した。 彼 の属 した組 織 の 長 は， い わ ば

愛 の少 し足 りな い 批 判 好 き な 入 で し

た 。どち らか とい うと無 慈 悲 な口調 で ，

わ た しの 友 人の ち ょっ と した失 敗 を責

め ま した。

そ の夜 ，若 者 は彼 の上 に立 つ 役員 の

言 葉 に ひ ど く傷 つ き， 支 部 の借 りて い

た建 物 を後 に し ま した。彼 は心 の 中 で

言 い ま した 。 「あ れが 教 会 員 と い う も

の な ら， も う戻 る気 は ない 。」

こ う して彼 は不 活 発 に な って しま い
ぽっばつ

ま した 。 月 日は流 れ て大 戦 が勃 発 し，

彼 は イギ リス軍 に入 隊 し ま した 。最 初

の奥 さん を亡 くした彼 は ，終 戦 後， プ

ロ テス タ ン トの牧 師 の 娘 と再 婚 しま し

た。 しか し， そ れ も彼 の信 仰 心 を よみ

が え らせ は しませ んで した。

イギ リス に行 った と き， わた しは必

死 に なっ て彼 を捜 そ う と しま した。 会

員記 録 に は現住 所 が 記 さ れて い なか っ

た の です 。 帰 国後 ， 長 い 調 査 の末 に，

ようや く彼 の居 場 所 を突 き止 め る こ と

がで きま した。

わた しは手紙 を書 き，返 事 が届 き ま

した。 しか し，福 音 に つい て は何 も触

れて い ませ ん。

次 に ロ ン ドンに行 っ た と き， わた し

は も う一 度 彼 を捜 し，帰 国 当 日にな っ

てや っ と見 つ け ま した 。 電 話 をか け ，

地 下鉄 の駅 で落 ち合 い ま した。 二 人 と

も抱 き合 って再 会 を喜 び ま した。 飛行

機 に乗 り遅 れ ない た め に はほ とん ど時

間が あ りませ んで したが ， 手短 に話 を

し，互 い に心 か らの尊 敬 を込 め て語 り

合 った と思 い ます 。別 れ 際 に， 彼 は も

う一 度 わた しを抱 き締 め ま した。 わ た

しは， 「も う二度 と彼 との音 信 を途 絶

え させ ない 」 と決 心 し ま した 。 以 来 ，

教 会 に戻 る よう に彼 を励 ま し， きっか

け を与 える よう な手紙 を長 年 にわ た っ

て書 き ま した。彼 は しか し教 会 の こ と

は一 切触 れず に返 事 を くれ ま した。

歳 月 が過 ぎ，二 人 と も年 を取 りま し

た。 彼 は退 職 し，ス イ ス に移 り住 み ま

した 。ス イ スに行 く機 会 が あっ たの で，

彼 の 住 む村 を訪 ね てみ る こ とに しま し

た。 彼 と奥 さん， わた しと妻 とで 楽 し

く時 を過 ご し ま した。す ば ら しい ひ と

ときで した。 しか し，信 仰 の 炎が 消 え

て久 しい こ とは明 らか で した。 知 り得

る限 りの手 を尽 く しま した が ，信 仰 の

炎 を 再 び と もす す べ は 見 い だ せ ませ

ん。 そ れ で も連 絡 を取 り続 け ま した 。

教 会 の書 籍 や機 関誌 ， タバ ナ クル 合 唱

団 の レコ ー ドな ど を贈 り，彼 はい つ も

感 謝 を伝 えて くれ ま した。

と ころが 数 か 月前 ，彼 は亡 くな りま

した。奥 さん が手 紙 で知 らせ て くれ た

の で す 。 こ う書 か れ て あ り ま し た 。

「あ なた は主 人の 最 良の友 で した。」
ほお

手 紙 を読 ん で いて ，涙 が 頬 を とめ ど

な く流 れ ま した。 わ た しは失敗 した の

です 。彼 が 最初 につ まず いた とき， わ

た しが そ ば にい てあ げ られ た ら， きっ

と彼 を励 ます こ とが で きた で し ょ う。

彼 は もっ と違 う人生 を歩 めた か も しれ

ませ ん。 わた しな ら彼 の力 に なれ た と
いや

思 い ます 。 彼 の傷 を癒 して あ げ られ た

と思 うので す。 せ め て もの慰 め は， 自

分 は努 めた とい う こ とです が ，失敗 し

た とい う悲 しみ はぬ ぐい切 れ ませ ん。

現在 のチ ャ レン ジは これ まで にな い
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規模 で す 。改 宗者 数 が 前例 が な い まで

に増大 して い るか らで す。 改 宗者 を定

着 させ 強 め る ため の プ ログ ラム が，簡

もな く教 会全 体 で行 わ れ る よ うに な り

ます。 兄 弟 の皆 さん， 一人 一 人 に心 か

らお願 い します 。 どうか こ の大切 な活

動 に協 力 して くだ さい 。 どの改宗 者 も

貴 い人 々です 。 すべ て の改 宗 者 が神 の

息 子 ，娘 で あ り， わた した ちは 一 人一

人 の改 宗 者 に対 して大 きな， 重 い責 任

を負 って い ます 。

モ ロ ナイ は昔 ， この 時代 にわ た した

ちが接 す る 人 々の こと を，次 の よう に

述 べ ま した。

「彼 らは ，打 ち砕 か れ た心 と悔 い る

霊 を もって進 み出 て， 自分 のすべ ての

罪 を心 か ら悔 い改 め た こ とを教 会 員 に

証 明 した者 で なけ れ ば， だ れ に もバ プ

テスマ を認 め なか った 。

また ，最 後 まで キ リス トに仕 える決

心 を してキ リス トの名 を受 け た者 で な

けれ ば ，だ れ もバ プ テス マ を認 め られ

なか った 。」(モ ロナ ：イ6：2-3)

兄弟 の皆 さん， これ らの改 宗 者 た ち
あかし

は福 音 に対 す る証 を持 って い る はず で

す。 主 イエ ス ・キ リス トを信 じる信 仰

を持 ち ，主 の 実在 につ いて知 って い る

はず です 。 心 か ら罪 を悔 い 改 め， 主 に

仕 える決 心 を してい る はず です 。 わ た

しはそ う信 じて い ます。

モ ロナ イ は，，バ プテ スマ を受 けた 後

の 人 々 に つ い て こ う続 け て い ます 。

「そ して人 々 はバ プ テス マ を認 め られ，

聖霊 の力 が 働 い て清 め られ る と， キ リ

ス トの教 会 の 民 の 中 に数 え られ， そ の

名が 記録 され た 。そ れ は， 彼 らが 覚 え

られ，神 の善 い 言葉 で養 われ ，そ して

彼 らを正 しい 道 に と どめ るた め， また

絶 えず祈 りを心 に留 め させ ，彼 らの 信

仰 の創 始者 で あ り完 成者 であ る キ リス

トの功徳 にだ け頼 らせ る ため で あ る。」

(モロナ イ6：4)
こんにち

今 日 も当 時 と同 様 ， 改 宗 者 た ち は

「教 会 の民 の 中 に数 え られ」 ます 。 「そ

れ は， 彼 らが 覚 え られ ，神 の 善 い言 葉

で養 われ ，そ して彼 ら を正 しい道 に と

どめ るた め， また絶 えず祈 りを心 に留

め させ」 る た め で す。 兄 弟 の皆 さ ん，

改宗 者 が会 員 と しての 一歩 を踏 み 出す

と き，彼 らの力 にな りま し ょう。

これ は すべ て の 人 の た め の業 です 。

ホー ムテ ィーチ ャー と訪 問教 師 の ため

の 業 です 。監 督 会 ，神権 定 員 会 ，扶 助

協会 ，若 い男 性 と若 い女性 ， そ して初

等協 会 の ため の業 で もあ ります 。

先週 の 日曜 日， わ た しは断 食証 会 に

出席 し ま した 。15，6歳 く らいの 若 者

が 会 衆 の 前 に 立 ち ， 「バ プ テス マ を受

け る決心 を した」 と告 げ ま した。

続 い て， 教 師定 員 会 の青 少 年 た ちが

一人 一 人マ イク の前 に立 ち
，彼 へ の 愛

を伝 え，彼 の し よう と してい る こ とは

正 しい と言 い ， いつ もそ ば にい て力 に

な る と約束 しま した。 若 い男性 た ちが

友 達 に感謝 と励 ま しの 言葉 を伝 え るの

を 聞け て ， ほん とう に よか った と思 い

ます 。 先週 バ プ テス マ を受 けた 若者 を

含 め， わ た しは これ らの少 年 た ち全 員

が伝 道 に出 よ う と して い る こ とを うれ

し く思 い ます，

最 近 の記 者 会見 で こ う尋 ね られ ま し

た 。 「今 日の教 会 活 動 の 中 で 最 も喜 び

を覚 え るの は，どうい った事 柄 です か」

と。

こ う答 え ま した。 「最 も満 ち足 りた
ま

経験 は福 音 が 人 々 に与 え る影 響 を 目の

当 た りにす る こ とです 。福 音 を知 る と

人生 観 が変 わ り， それ まで に感 じた こ

と もない よ うな視 野 が 開 け ます 。気 高

く神 聖 な 事 柄 に 目 を 向 け る よ うに な

り， 目を見 張 る よう な奇跡 が 起 こ りま

す 。彼 らは キ リス トを仰 ぎ見 て ， い き

い きと します。」

さ て兄弟 た ち， わ た しは皆 さん一 人

一 人 にお願 い し ます
。 ど うか この業 に

力 を貸 して くだ さい。 皆 さんの 親 しみ
』の あ る態 度 や

， 責任 感 が 必要 と され て
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い ます 。 全 人類 の救 い主 は99人 を残 し

て， 迷 い 出 た1人 を捜 しに 出 か け られ

ま した 。 迷 い 出 た1人 は ，行 方 不 明 に

な らな くて もよか っ た はず です 。 しか
やみ

し彼 が 外 の 闇 の 中 にい る の で あ れ ば ，

そ れが99人 を残 して行 くこ とに なる と

して も， わ た したち は彼 を捜 しに出 な

けれ ば な りませ ん(ル カ15：3-7参

照)。

以上 が 今 晩， この件 につ い てお 話 し

した か った すべ て です が ， あ えて 一言

言 い添 えれ ば， わ た しの 考 え で は，現

在 こ れ 以 上 に 重 要 な もの は あ りませ

ん。

で は次 の話題 に移 ります 。

若 い男性 の皆 さん に， お話 しした い

と思 い ます 。パ ウロが 若 い 友人 ， そ し

て 同僚 で もあ った テ モテ にあ て た手紙

をテ キス トに用 い て話 し ます。 この手

紙 か ら引 用 して宣教 師た ちに語 った こ

とが あ りますが ，今 回 は これか ら宣教

師 に な ろ う とす る皆 さん にお話 し した

い と思 い ます。

わ た しが 思 い描 くパ ウ ロは年 老 い て

や つ れ た，真 理 の教 師で す 。パ ウロ は

大 きな信 頼 を寄 せ ，心 か ら愛 す る若 い

友 人 に手紙 を書 い てい ます 。.

パ ウ ロは ，様 々な こ と を語 り， こ う

言 って い ます 。 「わ た した ち は ， こ の

た め に労 し苦 しん で い る。 それ は，す
すくいぬし

べ ての 人 の救 主，特 に信 じる者 たち の

救 主 な る生 け る神 に ，望 み を置 い て き

たか らで あ る。」(1テ モテ4：10)

パ ウ ロは 迫害 され ，追 放 さ れ，憎 ま

れ ，軽 ん じ られ ま した。 最 終 的 に彼 は
あがな あかし

全 人類 の蹟 い主 につ いて 証 を恐 れ ず述

べ た ため命 を奪 われ ま した。

わ た した ち も同様 の覚 悟 を しなけ れ

ばな りませ ん。

ニ ー フ ァ イ は こ う宣 言 し ま し た 。

「わ た した ち はキ リス トの こ と を話 し，

キ リス トの こ とを喜 び， キ リス トの こ

とを説 教 し，キ リス トの こ とを預 言 し，
ゆる

また ， ど こに罪 の赦 しを求 め れ ば よい

か を， わた した ちの子 孫 に知 らせ るた

めに ， 自分 た ちの 預言 した こ とを書 き

記 す ので あ る。」(2ニ ー フ ァイ25：26)

パ ウ ロ はテ モ テに さ らに こ う書 い て

い ます 。 「あ な た は ， 年 が 若 い た め に

人 に軽 ん じ られ ては な らない 。む しろ，

言 葉 に も， 行状 に も，愛 に も， 信仰 に

も，純 潔 に も，信 者 の模 範 に な りな さ

い。」・(1テモ テ4：12)

言葉 に も，行 状 に も， 愛 に も，信 仰

に も，純 潔 に も， わ た した ちが キ リス
み たま

トの御 霊 を反 映 させ る な ら， わた した

ちの教 え る人 々 は，若 さゆ えの わ た し

た ちの至 らな さ を大 目に見 て くれ る で

し ょう。 わ た した ちは悪 い 言葉 を使 っ

て はい け ませ ん。 不敬 の罪 に陥 って は

な りませ ん 。汚 れ た思 いや 言葉 ， 行 い

を遠 ざけ， 主 の御 霊 と ともに あ って く

だ さい。

パ ウ ロ は 続 け て こ う 言 い ま した 。
あんしゅ

「長 老 の 按 手 を受 け た 時 ，預 言 に よ っ

てあ な た に与 え られ て 内 に持 って い る
たまもの

恵 み の賜 物 を，軽 視 しては な らない。」

(1テ モテ4：14)

こ こで言 う長老 とは， 教 会 で長 老 の

職 を有 す る人 々の こ とです 。執 事 ，教

師 ，祭 司の い ずれ か の職 にあ る皆 さん

は，正 当 な権 能 を持 つ人 ， た いて い は

父 親 か監 督 か ら聖 任 された こ とで し ょ

う。皆 さん に は偉 大 で尊 い賜 物 が 与 え

られ て い ます 。・だか らこそ 皆 さ んは真

理 を語 る こ とがで き ます し，語 らな け

れ ばな りませ ん。 福音 の偉 大 さ， す ば

ら し さ につ い て 証 す る こ と もで き ま

す 。 これ は皆 さ んの賜 物 で す。 そ れ を

軽 視 して は な りませ ん。

パ ウ ロの 言 葉 は続 き ます 。 「自分 の
おしえ

こ と と教 の こ と とに気 をつ け ，そ れ ら

を常 に努 め なさ い。 そ うす れ ば， あ な

た は， 自分 自身 とあ な たの 教 を 聞 く者

た ち とを， 救：う こ と にな る。」(1テ モ

テ4：16)

友 人 の信 仰 が強 まる よう に働 きか け

る と き，皆 さん は彼 らだ けで な く， 自

分 自身 を も救 うこ とに なるで し ょう。

パ ウロ はテ モ テ に再 び こ う勧 告 して

い ます 。 「自分 を き よ く守 りな さ い。」

(1テ モ テ5：22)

これ らは簡 潔 な言 葉 です 。 しか し と

て も重 要 な教 え です 。パ ウ ロは要 す る

に， 皆 さん を霊 的 に堕 落 させ ，破 滅 さ

せ る事柄 か ら遠 ざか る よう に言 って い

る ので す。 汚 れ た思 い や言 葉 を誘 発 す

る テ レ ビ番 組 を遠 ざけ て くだ さい。 邪

悪 な思 い を誘 発す る ビデ オ を遠 ざ けて

くだ さい。 そ れ らは何 の助 けに もな り
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ませ ん。 皆 さん を傷 つ け る だ け です 。

記事 や写 真 が低 俗 で みだ らな本 や雑 誌

を遠 ざ けて くだ さい。 自分 自身 を清 く

保 っ て くだ さい

パ ウ ロの 言 葉 は 続 き ます 。 「金 銭 を

愛 す る こ と は ， す べ て の 悪 の根 で あ

る。」(1テ モ テ6：10)金 銭 を愛 し，金

銭 で あが なえ る物 を愛 す るこ とは滅 び

につ なが ります 。 必要 を満 たす た め に

は，確 か にお金 が 要 ります。 しか しお

金 を愛 す る と， 自分 を傷 つ け る こ とに

な ります 。 そ れが価 値 観 をゆが め ，霊

的 な事 柄 か ら心 を遠 ざけ ， 利 己 心 と
どんよく

貧欲 をあ お るか らです 。

パ ウ ロ は次 の よ うなす ば ら しい言 葉

を残 し ま した 。 「とい うの は ，神 が わ
おく

た した ち に下 さ った の は，臆 す る霊 で

はな く， 力 と愛 と慎 み との霊 なの であ

る。

だ か ら， あ なた は ， わた したち の主

のあ か しをす る こ と…… を，決 して恥

ず か し く思 って は な らな い。」(2テ モ

テ1：7-8)

臆 す る霊 を与 えた の は神 で は な く，

悪 魔 です 。非 常 に多 くの人 が仲 間 に何

と言 わ れ るか を恐 れ て い ます。 正 しい
けいべつ

こ と を守 る と，軽 蔑 され ，批 判 されて

しま う と考 え るの で す 。 しか し， 「悪

事 は決 して幸 福 を生 じた こ とが な い」

(ア ル マ41：10)と い う事 実 を思 い起

こ して くだ さい。 邪 悪 は決 して幸福 を

生 じませ ん。罪 も同 様 です 。幸 福 は イ

エ ス ・キ リス トの 簡 潔 で麗 しい教 え と

その力 と愛 か らもた らされ るの です。

わ た したち は取 り澄 ま した り， こそ

こそ した りす る必 要 は あ りませ ん。恥

ず か しが る必 要 もあ りませ ん 。 わた し

た ち には世 界 で最 も偉大 な もの， よみ

が え られ た主 の福 音 が あ ります。 パ ウ

ロ は わ た した ち に こ う命 じて い ます 。

「だか ら， あ なた は ， わ た した ち の主

をあ か しす る こ と… … を， 決 して恥ず

か し く思 っ て は な ら ない 。」(2テ モ テ

1：8)

執 事 ，教 師 ，祭 司 と して， 聖 な る神

権 に聖任 され た わ た した ち は， ま っす

ぐに立 ち ， イエ ス ・キ リス トに対 す る

証 を，恐 れず ， あ い まい な態 度 を と ら

ず に宣言 で きます。

パ ウ ロ は言 い ま した。 「恥 じる と こ
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ろの ない 錬達 した働 き人 に な」 りな さ

い(2テ モ テ2：15)。
み まえ

も しわた したち が神 の御 前 に立 って

自分 の生 涯 につ い て報 告 す る よ うに求

め られ た ら，恥 じ入 る こ とな く報告 で

きるで しょ うか。 これ はパ ウ ロか ら若

い友 人へ の切 な る願 いで す。 皆 さん一

人 一 人 に も向 け られ てい ます 。彼 は こ

う続 けて い ます 。 「俗 悪 な む だ話 を避

け な さい。 そ れ に よって 人 々 は， ます

ます 不信 心 に落 ち て い 〔く。〕」(2テ モ

テ2：16)

パ ウ ロ は単 にふ らつ き回 り， 時 間 を

浪 費 し，無益 な事柄 に話 し興 じる こ と

を警 告 してい るの です 。 怠惰 は害 悪 と

結 びつい てい ます 。

さ らに こ う言 って い ます 。 「あ な た

は若 い時 の情 欲 を避 けな さい。そ して ，

きよい心 を もって 主 を呼 び 求 め る人 々

と共 に ，義 と信 仰 と愛 と平和 と を追 い

求め な さい。」(2テ モ テ2：22)

ギ ャ ラバ ッ ド卿 は こ う言 い ま した 。

「わ た しの 強 さは 十 人力 。 そ れ は心 に

汚 れが な いか らだ。」(ア ル フ レッ ド ・

テ ニソ ン，Sfrσalahad『 ギ ャ ラバ ッ ド

卿 』)

この 言葉 は何 度 繰 り返 して も言 い す

ぎる こ とはあ りませ ん。 若 い ときの情

欲 を遠 ざけて くだ さい。 麻 薬 に手 を出

さない で くだ さい。 そ れ らは確 実 に皆

さん を滅 ぼ します 。 そ れ ら を恐 ろ しい

病気 に対 す る よう に避 けて くだ さい 。

事実 そ の よう にな るか らです 。汚 れ た

下 品 な話 を避 け て くだ さい。 そ の よ う

な話 も破滅 に・っなが ります 。 どん な と

き も誠 実 で あ って くだ さい。 不 誠実 は

人 を堕 落 させ 滅 ぼ します。 知 恵 の言 葉

を守 って くだ さい。 喫煙 を して は な り

ませ ん。 か みた ば こ もい け ませ ん。 飲

酒 も して は な りませ ん。皆 さん は神 の

神権 を有 してい ます 。皆 さん を誘惑 す

る これ らの もの を超 越 して くだ さ い。

祈 りを忘 れ ない で くだ さい。 信 仰 を込

め て主 に尋 ね求 め れ ば， 主 は皆 さんの

祈 りを聞 き届 けて くだ さい ます 。主 は

皆 さん を愛 し， 祝福 した い と願 っ て い

らっ しゃい ます 。 主 の祝福 にふ さわ し

く生 活 して くだ さい。

皆 さん の前 途 には大 きなチ ャ レ ンジ

が横 た わ って い ます。 皆 さん は激 しい

競 争 の世 界 に足 を踏 み入 れ よ う と して

い ます。 で きるか ぎ りあ らゆ る教育 を

受 け て くだ さ い。 主 は教 育 の大 切 さに

つ い て指 示 を与 え られ ま した。 教育 に

よ って さ ら に大 き な機 会 が 開 け ます 。

将 来 ，や りが いの あ る仕 事 に就 く備 え

に な ります 。大 学 に行 くこ とを望 む の

であ れ ば， ぜ ひそ う して くだ さい 。大

学 に行 きた い とい う気 持 ちが ない の で

した ら， 専 門学 校 や ビジ ネス ス クー ル

に通 っ て技 術 を磨 き，能 力 を 向上 させ

て くだ さい。
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また， 今 か ら準 備 して伝 道 に出 て く

だ さい。 伝 道 は重荷 に も時 間 の浪 費 に

も な りませ ん。 伝 道 はす ば ら しい 機会

で あ る と 同 時 に大 きな チ ャ レ ン ジ で

す 。 ほ かで は得 られ な いす ば ら しい も

のが得 られ ます。 皆 さんの 持つ 技 術 や
あかし

指 導力 を高 め て くれ ます。 証 と確 信 を

深 め て くれ ます。 人 々 の生 活 と ともに

自分 の生 活 に も祝 福 を もた らす こ とが

で きます 。主 につ い て証 を述べ る と き，

神 の 御子 を身 近 に感 じ られ る よう にな

ります 。福 音 の知 識 が 強 固 にな り，深
はらから

め られ ます 。 同胞 へ の愛 が 増 します 。

真 理 を雄 々 しく証 す る と き，恐 れ は消

え うせ ます。

わた した ちは こ の偉 大 な業 に携 わ る

若 い友 で あ る皆 さ.んを愛 して い ます 。

皆 さん が信 仰 深 く，真 実 でい られ る よ

う祈 って い ます。 わた した ちは神 の 王

国 を発 展 させ る とい う偉大 な業 に携 わ

っ てい ます 。 この業 をわ た した ち に代

わ って 担 う備 え を して くだ さ って い る

皆 さん に， わた した ち は心 か らの信 頼

を寄 せ てい ます 。ひ ざまず い て，毎 日，

朝 に晩 に祈 って くだ さい。 ご両 親 の勧

め に よ く従 って くだ さい 。監 督 や副 監

督 に信 頼 を寄 せ て くだ さい。 彼 らは皆

さん を行 くべ き所 に 導 い て くれ ます 。

「神 に頼 っ て 生 きる よ う に」(ア ル マ

37：47)し て くだ さい 。

皆 さ んは主 の 業 の 中で も大 い なる時

期 に， この世 に生 を受 け ま した 。皆 さ

ん が現 在 受 け， そ して これ か ら受 け る

機 会 とまっ た く同 等 の機 会 に恵 まれ た

世 代 は， これ まで あ り ませ ん で した。

幸福 に なる 目標 を今 か ら立 て て くだ さ

い 。例 えば ，何 で あ れ 自分 で選 ん だ技

術 や 学 習 分 野 につ い て教 育 を受 け る。

伝 道 に 出て ，主 に完全 に従 い， 主 の業

を行 う。 将 来 ， 主 の宮 で す ば ら し い
はんりよ

伴 侶 と結 婚 す るた め にふ さわ し く生活

す る， な どで す。

主 の祝福 が皆 さん の う えに あ ります

よ うに。 主 が皆 さん を見 守 り， 導 い て

くだ さい ます よ うに。 主 は皆 さ んが行

うべ き偉 大 な業 を用 意 して い らっ し ゃ

い ます 。主 を失 望 させ な いで くだ さい。
み な

イエ ス ・キ リス トの御 名 に よ り， わ た

しの愛 と祝福 を皆 さん に残 します 。 ア

ー メ ン。



●1997年4月6日(日)午 前の部会

道を示してくれた人々

第一 副管 長

トーマ ス ・S・ モ ンソ ン

世の救ω主 ざあるイ.エス ・キ リス トば， ……昔 右今も究趣の開拓者ざ

す。イエスかス 々に先立 っτ行かれ，あらゆるス 々仁徒うべき道を示

されたからざす。

△ 年1997年 は ， ブ リ ガム ・ヤ ング

フ の霊 感 あ ふ れ る指 導 の下 に隔

者 た ちが グ レー ト ・ソ ル トレー ク盆 地

に到 着 し， 「ま さ に こ の 土 地 で あ る 。

さ あ ， 前 進 し よ う」1と宣 言 して か ら

150年 が た った こ と を祝 う記 念 の 年 で

す。 本大 会 で は， この歴 史的 な 出来 事

につ い て壇 上 か ら多 くが語 られ る こ と

で しょう し， また，神 が絶 えず見 守 り，

導 い て くだ さ った こ とに対 し，感 謝 が

ささげ られ る こ とで し ょう。

この 美 しい安 息 日の朝 ， わ た しは ，

さ らに昔 にそ う した苦 難 の道 を歩 ん だ

「そ の ほ か の 開拓 者 」 につ い て， 少 し

お 話 しした い と思 い ます 。 その た め に

まず ， 「開拓 者 」 とい う言 葉 の辞 書 の

中 で の定 義 につ い て しば ら く考 えて み

ま し ょ う。 そ の 定 義 と は す な わ ち ，

「先 立 って 行 き， ほ か の 人 々 に従 うべ

き道 を示 す人」2です。

時計 の針 を少 し戻 して， ほか の場 所

へ 旅 立 っ てみ ま し ょう。 そ うす れ ば ，

「開 拓 者 」 とい う言 葉 の 高 い標 準 に合

うと思 われ る，様 々な 人 々 に出会 える

か も しれ ませ ん。

その よ うな人物 の 一 人 にモ ー セが い

ます 。 パ ロの宮 廷 で 育 て られ ，エ ジプ

ト人の あ らゆる 知恵 を学 ん だ このモ ー

セ は， 言葉 に も行 い に も力 ある者 と な

りま した。 偉 大 な律 法 を伝 えた この モ

ー セ こそ ，十 戒 が刻 まれ た あの 石の 板

を神か ら託 され た 人物 で あ った とい う

こ と を知 らな い 人 は い な い で し ょう。

この・.卜戒 の教 え は， 当時 も今 も，等 し

く拘 束 力 を持 って い ます。

信頼 して い た民 の 中 には ，か つ て の

生 活 に戻 ろ う とす る者 た ち がお り， モ

ーセ は その こ とで 絶 えず 悩 まされ て い

ま した。 モ ー セ はそ う した 人 々の 行動

に失 意 を抱 きなが ら も， 彼 ら， つ ま り

イス ラエ ルの民 を愛 し， エ ジ プ トの束

縛 か ら導 き出 したの で した。確 か に モ

ー セ は開拓 者 と呼ぶ にふ さわ しい入物

です 。

次 に開拓 者 と呼 ばれ る にふ さわ しい

人物 は， ル ツで す。 ル ッ は し ゅう とめ

の ナ オ ミに 同行 す る ため に， 自分 の 民

や親 族 や 故 国 を捨 て た人物 で す 。そ し

て エ ホバ の 地で エ ホバ を礼 拝 し，エ ホ
なら

バ の民 に倣 って 生活 した ので す 。 ナ オ

ミに従 順 で あ る こ とは， 実 に重 要 な意

味 を持 っ てい ま した。その従 順 の結 果 ，

ル ツは ボ アズ と結 婚 し， ル ツ 自身 は異

国 人 で モ ア ブ 人 の 改 宗 者 で あ り なが
そう そ ぽ

ら， ダビデ の曾 祖 母 とな り， した が っ

て イエ ス ・キ リス トの先 祖 の一 人 とな

っ た ので す 。 『聖 書 』 に は ル ツ の 名前

聖徒の道/1997年7月 号

61

を冠 した書 が あ りますが ， そ の表現 は

詩 的 で ， ル ッの決 意 と勇 気 が うか が え

る文 体 で書 か れ て い ます 。 「ル ッ は言

っ た ， 『あ なた を捨 て ， あ な た を離 れ

て帰 る こ とをわ た しに勧 めな いで くだ

さい。 わ た しは あ なた の行 か れ る所へ

行 き， またあ なた の宿 られ る所 に宿 り

ます 。 あ な たの民 はわ た しの 民， あ な

た の神 は わ た しの神 で す。 あ な たの死

な れ る所 で わ た し も死 ん で， そ のか た

わ らに葬 られ ます。 も し死 に別 れで な

く， わ た しが あ な た と別 れ る な らば，

主 よ， ど うぞ わた しをい くえ に も罰 し

て くだ さい。」3

確 か に この ル ツ も， この気 高 い ル ツ

も， 開拓者 の 一人 で した。

ほか に も開拓 者 と呼 ばれ る にふ さわ

しい 信仰 深 い女 性 た ちが い ます 。例 え

ば， イ エ スの母 の マ リヤ， マ グ ダ ラの

マ リヤ ，エ ス テ ル， エ リサ ベ ッ とい っ

た女 性 た ちで す 。 ま た， アブ ラハ ム ，

イサ ク， ヤ コブ とい っ た人 た ち も見落

とす わ け に はい きませ ん。 さ らに， イ

ザ ヤや エ レ ミヤ ，エ ゼ キエ ル ，そ して

後 代 の 預言 者 た ち も忘 れ るわ け に はい

か ない で し ょう。

バ プテ スマ の ヨハ ネ も忘 れ て は な ら

な い人物 で す。ヨハ ネの衣服 は質素 で，

そ の生 活 は簡 素 で ，そ の メ ッセ ー ジは

簡 潔 で した。 す な わ ち，信 仰 と悔 い改

め と水 に沈 め る バ プ テ ス マ ， そ れ に，

ヨハ ネ 自身 が授 か っ て いる権 能 よ りも

さ らに偉 大 な権 能 を持 つ 御方 に よって

聖 霊 を授 け られ る こ とで した。 ヨハ ネ

は こ う宣 言 して い ます 。 「わ た しは キ

リス トで はな く， そ の かた よ りも先 に

つ か わ さ れ た者 で あ る。」4「わ た しは

水 で お まえた ち にバ プ テ スマ を授 け る

が ， わ た しよ り も力 の あ るか たが ， お

い で にな る。 … … この か た は，聖 霊 と

火 とに よっ てお まえた ち にバ プ テス マ

をお授 け にな るで あろ う。」5

ヨル ダ ン川 は ， イエ スが ヨハ ネか ら

バ プ テ スマ を受 け る ため に ガ リ ラヤ か

ら下 って 来 られ た こ とで ，歴 史 に残 る

出 会 いの場 所 と な りま した。 最 初， ヨ

ハ ネ は主 に こ う嘆 願 し ま した 。 「わ た

しこそ あな たか らバ プ テス マ を受 け る

はず です の に， あ な たが わ た しの とこ

ろ にお いで に な る の です か。」6それ に



対 して 主 は こ うお 答 え に な りま した 。

「『す べ て の 正 しい こ とを 成 就 す る の

は ， わ れ わ れ に ふ さ わ しい こ と で あ

る。』 … … イエ ス はバ プテ ス マ を受 け

る とす ぐ，水 か ら上 が られ た。す る と，
み たま

見 よ， 天 が 開け ，神 の御 霊 が は との よ

うに 自分 の上 に下 って くるの を， ご ら

ん に な った。 また天 か ら声 が あ っ て言

った ， 『こ れ は わ た しの 愛 す る子 ， わ

た しの心 にか な う者 で ある。』」7

ヨハ ネは大 胆 に宣 言 し， こ う教 え ま

した 。 「見 よ， 世 の 罪 を取 り除 く神 の

小羊 。」8

この ヨハ ネ につ いて ， 主 は次 の よう

に言 わ れ ま した 。 「女 の 産 ん だ者 の 中

で ，バ プテ スマ の ヨハ ネ よ り大 きい人
おこ

物 は起 らな か っ た 。」9長い 歴 史 を通 じ

て 数 多 く生 ま れ た ほ か の 開 拓 者 と同

様 ， この ヨハ ネ も殉 教 者 の冠 をか ぶ っ

たの で した。

霊 的 な面 で も行動 の 面 で も開拓 者 で

あ った数 多 くの人 々が ， イエ ス に よっ

て召 され ，主 の使 徒 と な りま した。 こ

の使徒 たち につ い て は， 一人 一 人 に関

して数 多 くの物 語が 残 され て い ます 。

イ エス に最 初 に召 され た弟 子 の一 人

にペ テ ロが い ます 。漁 師 で あ ったペ テ

ロ は， 主 の 神 聖 な 呼 び か け に こ た え ，
み こえ

網 をわ きに置 いて ，救 い 主 の御声 に従

い ま した。 「わ た しにつ いて きな さい。

あ なたが た を， 人 間 を とる漁 師に して

あ げ よ う。」10わた しはペ テ ロの こ とを

考 える と き，主 につ い て 「あ なた こそ ，

生 け る神 の子 キ リス トで す 」Uと 言 っ
あかし

たペ テ ロの証 にい つ も感 嘆 の念 を覚 え.

ます。
まな で し

愛 弟子 ヨハ ネは ， キ リス トが 十字 架

にお かか りに な った とき， その場 にい

た と記 録 され て い る 唯 一 の使 徒 です 。

残 酷 な十 字 架 につ け られ た ま ま， イエ

ス は ヨハ ネにす ば ら しい 責任 をお伝 え

に な りま した。 御 自分 の 母 で ある マ リ

ヤ につ い て ， 「ご らん な さ い。 こ れ は

あ な た の母 で す」12と言 わ れ ， さ らに

マ リヤ に 「ご らん な さい 。 これ は あ な

たの子 で す」T3と言 わ れた ので す。

使徒 た ち も人 に先立 って行 き， ほか

の人 々 に従 うべ き道 を示 し ま した。 こ

の使徒 た ち もや は り開拓 者 です 。

しか しなが ら， 歴 史 を見 る か ぎ り，

大 部 分 の人 はキ リス トのみ も とに来 る

こと もな く， キ リス トのお 教 え に な っ

た道 に従 うこ と もあ りませ んで した 。

主 は十 字架 につ け られ ，大 部 分 の使徒

た ちは殺 され，真 理 は拒 まれ た のです 。

真 理 の 光 は その 明 るい輝 きを失 い， 漆

黒の夜 の長 い影 が大 地 を覆 い ま した。

これ に先 立 つ こと何世 代 も前 に， イ

ザ ヤ は こ う預 言 して い ま した。 「暗 き

は地 をお お い， やみ は もろ もろ の民 を
き きん

お お う。」14また ， アモ ス は 地が 飢 謹 に

見舞 われ る こ と を， こ う預 言 してい ま

した。 「それ はパ ンの ききん で はな い，

水 にか わ くので もない ，主 の 言葉 を聞

くこ との き きん であ る。」15暗黒 時 代 の

歴 史 に終止 符 が打 たれ る こ とは あ り得

ない よ うに思 え ま した 。天 の使 いが 姿

を現 す こ とは ないの で しょ うか 。

やが て 時が 来 て， 熱 意 にあ ふ れ た正

直 な人 々 が， 自 らの生命 を危 険 に さ ら

しなが ら も，真 実 の道 を見 つ け 出そ う

と，新 しい判 断基 準 の確 立 を企 図 した

の で す 。 宗教 改 革 の 日の夜 明 け です 。

しか し， そ の前 途 は多 難 で した 。迫 害

も厳 し く，個 人 の犠 牲 も甚 だ し く， 代

償 も計 り知 れ な い もの だ っ たの です 。

この 宗教 改 革者 た ち も開拓 者 で した。

道 な き道 に失 わ れ た判 断基 準 を求 めて

必死 に分 け行 っ た宗 教 改 革 者 た ち は，

そ れが 見 つ か りさえす れ ば， 人類 を イ

エ スが 教 え られ た真 理 の もとへ 連 れ戻

す こ とがで きる と考 えたの です 。

ジ ョン ・ウ ィ ク リフ， マル チ ン ・ル

ター， ジ ョ ン ・フス， ツ ビング リ， ノ

ックス ， カ ル ビ ン， そ して， テ ィ ンダ

ル といっ た 人 々 も皆 ，宗 教 改 革 の時 代

の 開拓 者 で した 。 テ ィ ンダル が彼 を批

判す る人 々 に向 か って 宣言 した 言葉 に

は， 大 きな意 味が あ ります 。 「す き を

引 い て畑 を耕 して い る農家 の 子供 で さ

え，あ なた がた よ りもはる か に 『聖書 』

に精 通 させ てみ せ よ う。」16

そ れが偉 大 な宗教 改 革者 た ち の教 え

で あ り， また人 生 で した。 彼 らの行 為

は英 雄 的 で あ り， そ の貢 献 も多 大 で ，

犠 牲 も並 々 な らぬ ものが あ りま した 。

しか し， こ の宗 教 改 革 者 た ちが イ エ

ス ・キ リス トの福 音 を回復 す るこ とは

あ りませ んで した。

こ の宗教 改 革 者 た ちにつ い て ，人 は
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こ う尋 ね る か も しれ ませ ん。 「彼 らの

犠 牲 は無駄 だっ た のだ ろ うか 。彼 らの

戦 い は意味 のな い もの だ っ たの だ ろ う

か。」 わた しは熟 慮 の うえで ， 「そ うで

は ない 」 と答 え ます 。 彼 らの働 きの 結

果 ，人 々 は 『聖書 』 を手 にす る ことが

で きる よ うに な りま した。一 人 一人 が，

自分 で 容易 に道 を見 い だせ る よ うに な

りま した。 しか し，あ らゆ る人 が 『聖

書 』 を読 み， 理解 す る こ とが で きた な

ら， どん な にす ば ら しか っ た こ とで し

ょ う。 た だ， 読 め る人 もい れば ，聞 け

る人 もい ま した。そ して，だれ で も祈 り

を通 じて神 に近づ くこ とがで きました。

長 く待 ち望 ん だ 回復 の 日が ，現 実 に

到 来 し ま した。 しか し，世 界 の歴 史 の

中 であ の劇 的 な 出 来事 が どの よ うな意

味 を持つ か を考 え るに 当た っ て，まず，

一 人の 農家 の少 年 の証 を読 み 返 してみ

ま し ょう。 この 少年 こそ ，や が て預 言

者 とな った 回復 の証 人 ， ジ ョセ ブ ・ス

ミスです 。

自分 自身 の経 験 を ジ ョセ ブ は次 の よ

うに記 録 してい ます 。 「ある 日の こ と，

わ た しは， ヤ コブ の手 紙 第1章5節 を読

ん で い た 。 『あ なた が た の うち ， 知 恵

に不 足 して い る者 が あ れば，そ の人 は，

とが め もせ ず に惜 しみ な くすべ ての 人

に与 える神 に，願 い求 め るが よい。 そ

うす れ ば，与 え られる であ ろ う。』」17
くらやみ

「と う とうわ た しは，暗 闇 と混乱 の

中 に と どま るか ， それ と もヤ コブが 指

示 してい る とお りに行 うか， す な わ ち

神 に願 い 求 め るか ， ど ち らか に しな け

れ ば な らな い とい う結 論 を 出す に至 っ

た。 … …

わた しは これ を実行 す る ため に人 目

を避 け て 森 に入 っ て 行 っ た 。 そ れ は

1820年 の早 春 ， 美 しい晴 れ た 日の朝 の

こ とで あ った。 … …

わた しは …… ひ ざ まず い て，心 の 願

い を神 に告 げ始 め た。 ……

わた しは 自分 の真 上 に，太 陽 の輝 き

に も勝 っ て輝 い て い る光 の柱 を見 た。

そ して ， そ の光 の柱 は次 第 に降 りて来

て ， 光 は つ い に わ た しに 降 り注 い だ。

そ して ，そ の光 が わ た しの上 に と ど

まった と き， わ た しは筆紙 に尽 く し難

い輝 き と栄 光 を持 つ 二 人 の御 方 が わた



しの上 の空 中 に立 って お られ る の を見

た。 す る と， そ の うち の御 一 方が わ た

しに語 りか け， わた しの名 を呼 び， 別

の御 方 を指 して ， 『これ は わ た しの 愛

す る子 であ る。彼 に 聞 き な さい 』 と言

わ れた。」18

御 父 と御 子 イエス ・キ リス トが， ジ
みすがた

ヨセ ブ ・ス ミス の前 にそ の御 姿 を現 さ

れ たの です 。 時満 ち る神権 時代 の夜 明

け が到 来 しま した。 幾 世代 も続 い た霊
やみ

的 な夜 の闇 が払 わ れた ので す。

ジ ョセ ブ ・ス ミスの 生涯 と業 績 につ

い て は， これ まで無 数 の書 物 に著 され
き ょ っ

て きま した。 しか し， 今 日こ こで わ た

しの話 の 目的 を達成 す る た め には， 恐

ら く2，3の 中心 的 な 出来事 を紹 介す れ

ば十分 で し ょう。 ジ ョセ ブ ・ス ミス は

天 使 モ ロナ イの 訪 れ を受 け ま した。 ま

た， 主 の 指 示 の ま ま に 貴 重 な 版 か ら

「モ ル モ ン書 』 を 翻 訳 し， 全 世 界 の
あかし

人 々 に対 す る キ リス トの 新 しい証 と し
み て

ま した。神 の御 手 に使 わ れる者 とな り，

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 の 設立

に関 す る数 々 の力 強 い啓 示 を受 け ま し
み わざ

た。 また ジ ョセ ブは ，御 業 を進 め て い

た と き，バ プテス マの ヨハ ネ やモ ーセ ，

エ リヤ ，ペ テ ロ， ヤ コブ， ヨハ ネの訪

れ を受 け ま した。万 物 の 回復 を成 し遂

け る ため で す 。 さ ら に， 迫 害 に 耐 え ，

深 い 苦 しみ を味 わい ま した 。彼 に従 っ

た者 た ち も同様 で した。 また ，神 を信

頼 し， その 預言 者 と しての 召 しに忠 実

で した 。全 世界 に向 け て驚 くべ き伝 道

活動 を開始 し， それ に よ り今 な お， 人

類 に光 と真 理 が もた らされ てい ます 。

最終 的 に は， ジ ョセ ブ ・ス ミス は， 兄

のハ イラ ム と と もに，殉 教 者 と して世

を去 りま した。

ジ ョセ ブ ・ス ミス もほ ん と うの意 味

で 開拓者 で した 。

聖 文 の歴 史 を最初 か ら最 後 まで読 み

通す と， 究極 の 開拓 者 ，す なわ ち， イ

エ ス ・キ リス トにつ いて学 ぶ こ とが で

き ます 。 イ エス の誕 生 は古 代 の 預言 者

た ち に よっ て預 言 さ れて い ま した。 こ

の世 の生 涯 を始 め られ る こ とは，一 人

の 天 使 に よっ て告 げ知 ら され ま した。

イエ スの 生 涯 と働 きは世 界 を変 え て き

ま した。

ベ ツ レヘ ム にみ ど り子 が誕 生 す る と

たまもの

同時 に， 大 い な る賜物 が もた ら され ま

した。 武 器 よ りもは るか に力 あ る権 能

が ， また， カ エサ ル の硬 貨 よ りもは る

か に永 続 す る 宝 が もた ら さ れ た の で
おさなこ

す 。 この幼 子 は， 王 の王 ， 主の 主 ，約

束 の メ シヤ ， す なわ ち イエ ス ・キ リス

トで あ り，神 の御子 とな る御方 で した。

馬 屋 に生 まれ ，か い ば おけ に寝 か され

た この幼 子 は， 肉体 を持 つ 人 間 と して

こ の地上 で 生 活す るた め に天 か ら降 臨

され ，神 の王 国 を設立 された ので した。

こ の 地 上 で 教 導 の 業 を進 め られ る 間

に ，人 に高 度 な律 法 をお授 け に な りま

した。 そ の栄 光 に満 ち た福 音 は， 世界

の 人 々の考 え方 に新 しい命 を吹 き込 み

ま した 。病 気 の 人 を祝福 し，歩 けな い

人 を歩 け る よ うに し， 目の見 え ない 人

を見 え る ように し，耳 の 聞 こえ ない 人

を聞 こ える よ うに しま した。 また， 死

者 を よみ が え らせ る こ とす らな さった

の です 。

使 徒 行伝 の中 の 一文 が ，万 巻 の書 物

に代 え て 主 の 働 き を よ く表 し て い ま

す 。 「この イエス は，神 が共 にお られ る

の で， よい働 きを ・… され ま した。」19

イエ ス は わた した ち に祈 る こ とを教

え られ ま した 。 「天 に い ます われ らの
み な

父 よ， 御 名 が あ が め られ ます よ うに。
み くに

御 国が きます よ うに。 み ここ ろが天 に

行 わ れ る とお り，地 に も行 わ れ ます よ

うに。」20

また， ゲ ッセ マ ネ と呼 ばれ る園の 中

で ，苦 しみ のあ ま りその 毛穴 か ら血 を

流 された イエ ス は ， その祈 りの 中で こ

う訴 え られ ま した 。 「父 よ， み こ ころ
さカずき

な らば， ど うぞ ， この杯 をわた しか ら

取 りの けて くだ さい。 しか し， わ た し

の思 いで はな く， み こ ころが 成 る よ う

に して くだ さい。」21

また，仕 える こ とも教 え られ ま した。

「わ た しの 兄弟 で あ る こ れ らの最 も小

さい者 の ひ と りに したの は，す なわち ，

わた しに した の であ る。」22
ゆる

また ， わた したち に赦 す こ とも教 え

られ ま した。 「主 な るわ た しは ， わ た

しが 赦 そ う と思 う者 を赦 す 。 しか し，

あ なた が た には， す べ ての 人 を赦 す こ

とが 求め られ る。」23

また ， わた した ちに愛 す る こと を教

え られ ま した 。 「『心 をつ くし，精 神 を

つ くし，思 い をつ くして ，主 な るあ な

た の神 を 愛せ よ。』 これ が い ち ば ん大

切 な， 第 一の い ま しめ で あ る。第 二 も

これ と同様 で あ る ， 『自分 を愛 す る よ

う にあ なた の 隣 り人 を愛 せ よ。』」24真

の 開 拓 者 で あ っ た 主 は ， 「わ た し に従

っ て き な さ い」25と言 わ れ ， 人 々 を招

き寄 せ られた ので した。
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ここで 目を カペ ナ ウ ムに 向 けて み ま
かいどうつかさ

し ょう。 そ こで ，会 堂 司 の 一人 で あ っ

た ヤ イ ロ とい う者 が 主 の も とに 来 て ，

こ う言 って い ます 。 「わ た しの幼 い娘

が 死 にか か っ てい ます 。 ど うぞ ， そ の

子 が な お って助 か ります よ うに， お い

で にな って ，手 をお い てや って くだ さ

い。」26する と，会 堂 司 の家 か ら知 らせ

が 来 ま した 。 「あ な た の娘 は な くな・り

ま した。」27

キ リス トは それ に対 して ， こ うお答

え にな りま した。 「恐 れ る こ とは ない 。

た だ信 じな さい 。」28主は ，会 堂 司 の家

に着 か れ る と，泣 き叫 ぶ者 た ちの 間 を

通 り過 ぎ， 彼 らに向 か って こ う言 わ れ

ま した。 「『なぜ 泣 き騒 い で い るの か 。

子供 は死 んだ の で はな い。 眠 っ てい る

だ け で あ る。』 人 々は イ エ ス を あ ざ笑

っ た。」29それ は ，そ の 娘が す で に死 ん

で い る こ とを知 って い た か らで した 。

「イエ ス はみ ん な の 者 を外 に 出 し， …

… そ して子 供 の手 を取 って ， …… 『少

女 よ， さあ ， 起 き な さ い』〔と言 わ れ

た。〕… …彼 らはた ち まち非常 な驚 きに

打 たれ た。」30

救 い 主が 十 字架 につ け られ る まで の

出 来事 を思 い 起 こす と き， わ た しの心

は どう して も感情 的 にな って ，涙 を禁

じ得 ませ ん 。 わ た しは， 「十 字 架 に つ

け よ。 … … 十 字 架 につ け よ」31と叫 ぶ

群 衆 に こた えた ピラ トの言 葉 を読 む と

き， 身のす くむ 思 いが します 。 ピラ ト

は， 「水 を取 り， 群 衆 の 前 で 手 を洗 っ

て 言 っ た ， 『この 人 の 血 につ い て ， わ

た しに は責 任 が な い。 お ま えた ちが 自

分 で 始 末 をす るが よい 。』」32イエ ス は

あ ざ け られ， 顔 につ ば きを吐 きか け ら

れ， そ の頭 には い ば らの冠 をか ぶせ ら

れ ま した。 また ， イエ ス に飲 ませ よ う

と， 酢 い ぶ ど う酒 が与 え られ ま した 。

こ う して ，彼 らは主 を十字 架 に か けた

の です。

主 の遺骸 は，借 りた墓 の中 に横 たえ

られ ま した。 しか し， 主 の 肉体 を と ど

め てお くこ との で きる墓 な どは存 在 し

なか っ た の で す 。3日 目の 朝 ， マ グ ダ

ラのマ リヤ とヤ コブ の母 マ リヤ とこの

二 人 に同 行 して 来 た女 た ち に，喜 びの

メ ッセー ジが もた らされ ま した。 女 た

ちが墓 に来 る と，入 り口 の大 きな石 が

転 が され て い て，墓 はす で に空 に な っ
み つか

て い たの です 。 二 人 の御使 いが ，泣 い

て い る女 た ち に こ う言 い ま した。 「あ

なた がた は ， なぜ生 きた 方 を死 人 の中

にたず ね て い るの か。 そ のか た は ， こ

こに はお られ ない 。 よみ が え られ たの

だ。」33

確 か に，主 は よみが え られた の です 。

主 はマ リヤ に現 れ ， ケ パ ， す な わ ち ，

ペ テ ロ に も現 れ， さ らに，十 二使 徒 の
みすがた

兄 弟 た ち に も御 姿 を現 され ま した 。 ま

た， ジ ョセ ブ ・ス ミス に も御 姿 を現 さ

れ ま した。 ジ ョセ ブは こ う宣 言 して い

ます 。 「小 羊 に つ い て な され て きた多
あかし

くの 証 の後 ， わた した ちが最 後 に小 羊

につ い て なす証 は これで あ る。 す な わ

ち， 『小 羊 は生 きてお られ る。』 わ た し

た ちは ま こ とに神 の右 に小羊 を見 たか

らで あ る。」34
あがな

わ た したち の仲 保 者で あ り， 順 い主

であ り， 長兄 であ り，御 父へ の代 弁者

であ る主 は，わ た したち の罪 のた め に，

そ して全 人類 の罪 の た め に亡 くな られ

ま した。 イエ ス ・キ リス トの蹟 い は ，

予 任 され ては いた もの の，神 の独 り子

の 自 らの意 志 で行 わ れ た行為 です 。 イ

エス は， わた した ちすべ て の者 の た め

に， そ の贈 い の代 価 と して ， 自らの命

を差 し出 され た ので した。

主 の伝 道 ， 人 々の 聞 で行 わ れた 教導

の業 ，真理 の教 え，慈 悲 に満 ち た行 い，

わ た した ち に対す る不変 の愛 につ い て

考 え る と き， わ た した ちの心 は感 謝 の

念 で 満 た され ，心 が 熱 くな ります 。世

の救 い主 で あ る イエ ス ・キ リス トは ，
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神 の御 子 で あ り，昔 も今 も， 究極 の 開

拓 者 で す。 イエ スが 人 々 に先 立 っ て行

か れ， ほ か のすべ ての 人 た ち に従 うべ

き道 を示 された か らで す。 わた した ち

が これ か ら も主 に従 って歩 む こ とが で
み な

き ま す よ う ， イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名

に よ っ て 祈 りま す 。 ア ー メ ン。
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あ が な

順 い主 イエス・キ リス ト

十二 使徒 定 員会 会員

リチ ャー ド ・G・ スコ ッ ト

贋ω主ば皆さんを愛 しτおられ，今と永遠にわたる幸福を右たらす重

要な事柄を達成ざきるよ うに助けτくださωます。

き よ つ

△ 日は4月6日 です 。 現 代 の聖 典 に

フ は， この 日に イェ ス ・キl/ス ト

が 誕生 され た と記録 され てい ます 。1わ

た しはへ りくだ って ， 各 自が計 り知 れ

ない恩 を受 け て小 る ， この 栄光 ある御

方 につ いて お話 しし ます 。 聖文 が 主 に

つ い て教 えて い る こ とは真 実 です 。 わ

た しは個 人 的 な気 持 ち を表 す た め にそ

の幾つ か を引 用 しま し ょう。
あかし

パ ウ ロ は こ う証 しま し た。 「彼 は …

・全 き者 と され たの で ，彼 に従 順 で あ
すくい

るすべ ての 人 に対 して ，永 遠 の救 の 源

とな」2られ たので あ る。

永 遠 の 救 い は とて も貴 重 な も の で

す 。 しか し， そ れ を得 る に は主 に従 わ

な けれ ばな りませ ん。

イエ ス は言 わ れ ま した。 「わ た しは

よみ が え りで あ り， 命 で あ る。 わた し

を信 じる者 は，た とい死 んで も生 きる。

また ，生 きて いて ， わ た し を信 じる

者 は， いつ まで も死 な ない。」3

「わた しの戒 め を守 り，最 後 まで堪

え忍 ぶ な らば， あ な た は永遠 の 命 を得

るで あろ う。」4

いつ まで も死 なず に永 遠 の命 を得 る

には ，主 に従 って最 後 まで堪 え忍 ば な

け れ ばな りませ ん。

わ た しは，主 が 「神 の 声 に 聞 き従 う

すべ ての 人を救 うた め に， こ の世 に来

られ」， 「すべ ての 入 の苦 痛」 を受 け ら

れ た こ と を証 し ます 。 また ， 「復 活 が

す べ ての 人 に 及び ，大 いな る裁 きの 日
み まえ

に， すべ て の 人が神 の御 前 に立 つ よう

にす る ため」 に， 十字 架 に お かか りに

な った こ と を証 します 。 主 が 「すべ て

の 人 に， 〔主 〕 に対 して完 全 な信 仰 を
み な

抱 きなが ら，悔 い 改 め て，神 の御 名 に

よ ってバ プテ スマ を受 け」 る よ う に命

じてお られ ， 「そ うで な け れ ば ， 人 は

神 の 王 国 に救 わ れ ない 」5ことを証 しま

す 。悔 い改 め ，主 を完 全 に信 じるこ と，

これ らは救 い に不 可 欠 な条件 です 。
あがな

「イエ ス ・キ リス トの 蹟 い の血 に よ

っ ての み 人 は救 われ る ので あ り， ほ か

に は一切 道 も手段 もな い」 こ とを証 し
あわ

ます 。6イ エ ス ・キ リス トは 「憐 れ み

の計 画 を成 し遂 げ るた め， 正 義の 要 求

を満 た す ため ， ま た御 自分 が 完全 で 公

正 な神 ，憐 れ み深 い神 であ り続 け るた

め に， 御 自分 で 世 の罪 の 瞳 い を」7され
しょくざい

ま した。 聖 な る瞭 い主 の騰 罪 が な けれ

ば ，地 上 に生 を受 け たす べ て の 人 は，

正 義 の 要 求 に よ り，神 のみ も とに戻 っ

て その 栄光 と昇栄 を受 け る こ とはで き

ませ ん。8だれ もが 過 ち を犯 し，そ れ に

対 す る正義 の 要 求 を 自分 で は満 たせ な

いか らです。 キ リス トの 「無 限 の蹟罪 」

が な けれ ば， わ た した ち は死 ん だ と き

に神 の み も とに帰 る こ とが で きず， ヤ
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コブ が厳 粛 に警 告 した よ う に， 「わ た

した ちの霊 は… …悪 魔 … …に従 う よ う

に な り， もはや起 き上 が る こ とは」 な

く， 「あ の天 使 の よ う に な って … …悪

魔 の 使 い で あ る悪霊 とな って ，神 の御

前 か ら締 め 出 され， 偽 りの父 とと もに

一惨 め な状 態 に と どま って いた 」9で

し ょう。

「蹟 い は聖 なる メ シヤ に よっ て， ま

た メ シヤ を通 じて もた らされ 」 ます 。

そ れ は ， 「 ち砕 か れ た心 と佑 い る 霊

を持 つ す べ て の 人 の た め に 」 あ り，

「こ の よ う な 人 々 の た め に しか ， 律 法

の 目的 は達 せ られ な い」 か らで す ♂D

「打 ち砕 か れ た心 と悔 い る霊 」 とい う

絶対 必 要 条件 は，従 順 で ，求 め に容 易
けんそん

に応 じ， 謙遜 す なわ ち教 え を受 け る こ

とが で き，進 んで従 う こ との 必 要性 を

定 め て い ます 。最 後 に ， 「これ らの こ

とを地 に住 む者 に知 らせ て， 聖 な る メ

シヤ の工 徳 と憐 れ み と恵 み に よ らな け

れ ば ，だ れ も神 の御 前 に住 め る者が い

ない こ と に気 づ か せ る 」11のが ， ど ん

なに大 切 な こ とで あ るか 証 します。 イ

エ ス ・キ リス トは，天 父 の ほか の子 供

が 持 ち得 ない 「功 徳」 を有 して お られ

ま した 。 ベ ツ レヘ ム に 誕 生 す る前 に，

神 ，エ ホバ で あ られ ま した。イエ スは ，

愛 に あふ れ る御 父 か ら霊 の体 を受 け た

だけ で な く， 肉 にお け る神 の独 り子 と

な られ ま した。 わた した ちの主 は ，罪

の ない完 全 な生 活 を送 られ た ので ，正

義 の 要求 か ら まった く自 由で した。 主
ゆる

は愛 ， 思 いや り， 忍 耐 ， 従 順 ，赦 し，

謙 遜 な ど， あ らゆ る属 性 にお いて 完全

な御 方 で した。 今 もそ うで す。 主 の憐

れみ は， わた した ちが悔 い 改 めて 主 に

従 う と き， 正 義 の求 め る負債 を払 っ て

くれ ます 。 わ た した ち は， た とえ全力

を 尽 く して も， 自 分 を 救 え ませ ん 。

「わた した ちが 最 善 を尽 くした 後 … …

救 われ る」 の は ，神 の恵 み に よるの で

す。12

わた した ちは前 世 で の記 憶 をな くし

て い ますが ， この地 上 に来 る前 に， 永

遠 の父 な る神 とそ の御子 イエ ス ・キ リ

ス トの み もとで 生活 して い ま した。 そ

して ， 肉体 を 受 け る た め に ， 地 上 に

来 る特権 が与 え られ た と き， 喜 びの 声

を…ヒげ ま した。 わ た した ち は， こ こで



試 され る こ とを知 っ てい ま した 。従 順

な生活 を選べ ば， 天父 の み もとに帰 っ

て永遠 に と もに住 む こ とが で き るの で

す 。 そ の試 しの中 に は， 地上 で の 大切

な 目的 を忘 れ させ る よ うな ， うわべ は

とて も魅 力 的 な こ とが た く さんあ りま

す 。 サ タ ンは ，そ の 目的 を く じ くた め

に，懸 命 に働 きか けて い ます。

この計 画 は，本 質 につ いて考 える と，

きわめ て単 純 です 。主 が 告 げ られ た よ

うに， わた した ちが こ こ にい る の は ，

主 の教 え に対 して 雄 々 し く，従 順 で い

られ るか ど うか ， 試 され るた め で す 。

皆 さん は地 上 の だれ よ りも，そ れ を行

う可 能性 に恵 まれ て い ます。なぜ な ら，

回復 され た完全 な福音 と救 い主 の教 え

を手 に して い るか らです 。 人生 につ い

て静 か に考 えてみ る と，何 が こ の世 で

きわめ て大 切 で， 何 が そ うで な いか が

は っ き り分 か ります 。 賢 くあ っ て， 良

い もの と必 要不 可 欠 な もの の優 先 順位

を混 同 しな いで くだ さい 。

何 が 必要 不 可欠 で し ょうか。 教 義 に

か かわ る もの です 。様 々 な儀式 の中心

に置 か れ，重 大 な聖約 を含 む ものです 。

この儀 式 に は，主 の教会 と地上 の王 国
あんしゅ

に入 るた めの バ プ テス マ と按手 が あ り

ます。 男性 で あ れ ば， ふ さわ しい状 態

で メ ルキ ゼ デ ク神 権 に聖任 され る こ と

や ，そ の神 権 を尊 んで 人 の ため に行 使

す る こ とが 含 まれ ます 。成 人 の男 女 で

あ れば ，自身の エ ン ダウメ ン トを含 め，

神殿 の すべ ての儀 式 が 入 ります。 そ の

中 に は，神 殿 の結 び固 め の儀 式 があ っ

て ，夫 婦 は従 順 で あれ ば， この世 か ら

永 遠 の世 に わた っ て と もに生 活 で き る

と約 束 され ます 。夫 婦が 忠実 で あれ ば，

神殿 結 婚 を通 して生 まれ た子 供 や， 後

に両親 に結 び固 め られ た子 供 は ，永 遠

に愛の輪 に加 わ り，喜 び を共 に します。
あがな

主 の蹟 い の犠 牲 の祝 福 をす べ て 受 け る

ため に， わ た した ちが 求 め られ て い る

の は，主 の戒 め に従 う こ と と， これ ら

の必要 な儀 式 をすべ て受 け る こ とだ け
しょくざい

です。 順 罪 は， 自分 の犯 した背 きや 過

ち を克服 で きる よ うに助 け るだ け で な

く，人 生 のあ らゆ る不公 平 ，す な わ ち，

自分 の決 断 の結 果 で な く，環 境 や ほか

の人 の行為 の結 果 と して 生 じた 不 当 な

事 柄 をす べ て， 主 の時 にお いて ，解 消

す るで し ょう。

理解 や 賛成 を しな い人 が い るか も し

れ ませ んが ， わた しは， バ プ テス マ を

受 け ，大 きな罪 を避 け なが ら容 認 で き

る生 活 を送 る だ けで は ， 十 分 で ない
あかし

と証 します 。昇 栄 と永 遠 の命 に至 る に

は，今 述 べ た追 加 の儀 式 と聖 約 を受 け

なけ れ ば な らない と，主 は定 め られ ま

し た。 神 殿 の 儀 式 にふ さわ しい とは ，

世 の多 くの 人が 進 ん でや りたが らな い

こ と を選 ぶ こ とを意 味 します 。 安 息 日
きよ じゅうぶん

を聖 く保 ち， 信仰 を もって什 分 の 一 と

断食 献金 を納 め，教 会 の 礼拝 行 事 に い

つ も参加 し，奉 仕 を行 い，家 族 一 人一

人 を助 け て愛 と感 謝 を表 し ます 。神 殿

の儀 式 をすべ て受 け た人 は， 自分 が交

わ した聖 約 を守 って ，忠 実 に 「最 後 ま

で堪 え忍 」13ぶこ と に よ って ， 引 き続

き成長 してい きます。

「打 ち砕 か れ た 心 と悔 い る霊 」14を

もって ，進 ん で行 うな ら， 聖約 を守 る

の は難 しい こ とで はあ りませ ん。 聖約

に従 うな ら， 聖約 はわ た した ち に幸福

と喜 び を もた ら し， 人生 に 目的 を与 え

て くれ ます 。 しか し，選 択 の 自由 を使

って ，聖 約 と相 反 す る選 び を して し ま

っ た と きは困 難が 伴 い ます 。 自分 の 自

由 に なる時 間 に行 って い る こ とを よ く

吟味 して くだ さい。 最 も優 先順 位 が 高

くて重要 な事柄 が ， 中心 にな っ てい る

で しょ うか。 そ れ と も，無 意識 の うち

に， 永続 す る価 値 の な い もの や， 地上

に来 た 目的の 達成 に役立 た ないつ ま ら

な い活動 で， 時 間 を埋 め てい な いで し
きょ う

ようか 。今 日や 明 日に起 こ る こ とだ け

で な く，永 遠 の見 地 か ら人 生 を考 えて

くだ さい。 今 欲 しい と思 う何 か の ため

に， 人 生 に最 も必 要 な もの をあ き らめ

な いで くだ さい 。

地 上 で の試 しの期 間 に達 成 すべ き非

常 に重 要 な こ とは， 最優 先 しな けれ ば

な りませ ん。 た とえ達成 す る価 値 の あ

る 良 い こ とで あ っ て も，重 要性 にお い

て劣 る もの は，優 先 すべ きで は あ りま

せ ん。 この世 の生 涯 の後 に， 皆 さ んは

現世 で 自分 が なろ う と した もの に 回復

され るで しょう。

わ た しは， 皆 さんが家 族 と と もにす

べ て の救 い の儀式 をふ さわ しい状 態 で

受 け， 関 連す る聖約 を正 し く守 っ て き
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た こ とを知 っ て，心 の平 安 と晴 れ や か

さ を 感 じ る こ とが で きれ ば と思 い ま

す 。 わ た しは力 の 限 りを尽 く して皆 さ

んに お勧 め します 。救 い の儀 式 をすべ

て受 け， 皆 さんの 家族 全 員 が この 世 を

去 る前 にそ れ らの儀 式 を受 け られ る よ

うに で き る こ とをすべ て行 っ て くだ さ

い 。 善悪 に囲 まれ ，死 す べ き肉体 を持

った この地 上 で は，霊 界 で 霊 の状 態 で

生 活 す る と き よ りも， は るか に速 く成

長 す るこ とが で き ます♂5普 通 の 生活

の長 さを考 えれ ば，救 い に不可 欠 な儀

式 をす べ て受 け るた め に必 要 な の は ，

た く さんの 時 間 で はあ りませ ん。 必要

なの は ，勤 勉 と理 解 と従 順 です 。 皆 さ

んに 求 め られ る の は， これ らの儀 式 に

対 す る ふ さわ しさ を身 に付 け ， で きる

だけ多 くの 儀式 を受 け.るため に， 能力

の範 囲 内で 全力 を尽 くす こ とです 。 も

し自分 で は コ ン トロー ル で きな い理 由

に よ り，す べ て の儀 式 を受 け られ ない

人 は， ふ さ わ しい生 活 を して ，決 して

自分 を不 適 格 と考 え な いで くだ さい 。
みこころ

主 は，御心 にか な う時 と場 所 にお い て，

約 束 され たすべ ての 祝福 を受 け られ る

ように して くだ さ るで しょ う。

意 図 的 であ る な しを問 わず ，救 い 主

とそ の教 えが 生活 の 中 で優 先 すべ き多

くの もの の一 つ にす ぎな い と考 えて 生

活 す る人 は， 明 らか に落胆 へ の道 を歩

む こ とに な るで し ょう。 一 部 の 条件 だ

け を満 たす こ とに よ り，永 遠 の幸 福 を

失 って しま う.のは， ほ ん とうに 賢い こ

とで し ょ うか 。皆 さん が必 要 な変 化 を

今 起 こそ うとい う気 持 ち に なれ る よ う

に祈 っ てい ます 。

もし背 きの中 に とど まって い る人 が

いれ ば，戻 って 来 て くだ さい 。 も しこ

の世 の こ とに惑 わ され て神 の こ とを忘

れ てい る な らば ，優 先順 位 を正 して く

だ さい 。 もし救 いの 儀式 を まだ すべ て

受 けて い な けれ ば， そ の ため に 必要 な

こと を行 う と，今 決 意 して くだ さい 。

わた した ちは ，蹟 い 主 イエ ス ・キ リ

ス トに よっ て行 われ た蹟 罪 に どれ ほ ど

感謝 す べ きで し ょうか 。以 下 の 聖句 に

描 か れ た模 範 に従 っ て生 活 す る とき，

生 活 に豊 か さ と喜 び が もた ら さ れ ま

す。

「彼 らは ， しば しば 断食 して祈 り，



けんそん

ます ます謙 遜 に な り， ます ます キ リス

トを信 じる信 仰 を確 固 と した もの に し

たの で ，喜 び と慰 め で満 た され ， ま こ
きよ

とに清 め られ ，心 の 聖 め を受 け た。 こ

の聖 め は， 彼 らが"・を にハ わせ たた

め に 受 け た の で あ る 。」16
あがな ゆる

「〔順 い を通 して 得 られ る〕 罪 の 赦

しは柔和 で 心 のへ りくだ った 状態 を生

じ， 柔和 で 心 のへ りくだ った状 態 であ

れ ば聖 霊 の訪 れ が 」 あ り， 「この 慰 め

主 は，希 望 と完 全 な愛 を人 の 心 に満 た
あかし

さ れ る」17こ と を証 します 。 永 遠 の 父

な る神 が 皆 さん を愛 してお られ， 祈 り

を聞 い て こた え て くだ さ る こ とを証 し

ます ♂8贈 い主 は皆 さん を愛 して お ら

れ，今 と永 遠 に わた る幸 福 を もた らす

重 要 な事 柄 を達 成 で きる よ うに助 けて

くだ さい ます。 イエ ス ・キ リス トの 証

人 の 一人 と して， わ た しは， 主が 生 き

てお られ るこ とを知 っ てい ます。 イエ
み な

ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ り，ア ー メ ン。

注

1， 教 義 と 聖 約20：1

2.ヘ プ ル5：8-9

3.ヨ ハ ネ11：25-26

4， 教 義 と 聖 約14：7

5.2ニ ー フ ァ イ9：21-24参 照

6.ヒ ラ マ ン5：9

7.ア ル マ42：15

8.ジ ョ ン ・テ ー ラ ー ， τわθMθ σ1θ亡わ η

θηd亡 わθA亡0η θmθ η亡 『仲 保 と 賄 い 」

pp.179-183。 黙 示3：21;21：

7も 参 照

9.2ニ ー フ ァ イ9：7-9

10，2ニ ー フ ァイ2：6-7， 下 線 付 加

11，2ニ ー フ ァイ2：8， 下 線 付 加

12，2ニ ー フ ァイ25：23

13， オ ム ナ イ1：26

14，3ニ ー フ ァイ12：19

15.Mθ 八/1η」 θθ〃∂rdL一 一〇rα5θ(ゴθrプbr

月1gわ 亡θoαsη θss『 メ ル ビ ン ・J・ バ

ラ ー ドー 義 の 戦 士 』pp.212-213

16.ヒ ラ マ ン3：35， 下 線 付 力0

17， モ ロ ナ イ8：26

18， τわθ7一 θθoり1ηgsofSρ θηoθrレ1/，

κ1mわ θ〃 『ス ペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー

ル の 教 え 』p.252参 照
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旅について
何も恐れる必要はない

十二 使徒 定 員会 会員

M・ ラ ッセ ル ・バ ラ ー ド

這がと物 なに険 しく……～「r5，わた した ちば先入力沃 を仰ω1『……ス

生の最右過酷な該練，悲惨仁堪え忍んだことを知ると，慰められます。

過轡携禦療編
地 で ， 教 会 員 の 思 い は 末 日聖 徒 イエ

ス ・キ リ ス ト教 会 の確 立 に まつ わ るた

ぐい まれ な出来 事 に 向け られて き ま し

た。 ワー ドや ス テ ー ク が1年 間 に及 ぶ

こ の 開拓 者150年 記 念 祭 を 活用 して ，

1847年 にユ タ に 入 植 し た 開 拓 者 や ，

「信 仰 こめ て ，一 歩 ず つ 」 道 を切 り開

いた 世界 各地 の開拓 者 の 卓越 した働 き

をた た え る機 会 にで き るの は， す ば ら

しい こ とです。

シベ リアで作 られ た手 車 は， 現在 ロ

シ アや ウ ク ライナ の各 伝 道部 を横 断 中

です が， これ は開拓 者 をた た え る世界

的規模 の活 動 の好例 で す。この 手車 は，

旅の 最後 の 行程 で あ るエ ミグ レー シ ョ

ンキ ャニ オ ン を通 っ て ，7月22日 に デ

ィス ・イ ズ ・ザ ・プ レー ス州 立 公 園 に

到着 す る予定 です 。

こ の1年 を通 じて ， わ た した ちは 教

会歴 史 を振 り返 り， 過 去 の課 題 に立 ち

向 か って 克服 した 人 々の模 範 的 な信 仰

と勇 気 か ら， 現代 の 諸 問題 に立 ち向 か

う力 を くみ 取 り ます 。 わ た し た ち は

様 々 な国 の偉 大 な 開拓 者 た ち をた た え

る 過程 で ， しば しば 目を涙 で ぬ ら し，

心 か ら感謝 す る 史実 を知 る で し ょう。

音楽 ， ドラマ ， 感動 的 な追 体験 を通 じ

て ， わ た した ち は 開拓 者 の た ど っ た，

この世 的 に も霊 的 に も驚 くべ き旅 に思

い をはせ るで し ょう。

しか し現 在 の神 権 時 代 の基 を据 え た

人 々 の 霊 的 な支 え を理 解 しな け れ ば，

彼 らの 成 し遂 げ た旅 の 意義 を理解 す る
ひとたび

こ とはで きませ ん。 一 度 そ のか か わ り

が理 解 で きれば ， 開拓 者 の旅 とわ た し

た ちの 信仰 の旅 が似 通 っ て い る こ とに

気 づ くで し ょう。彼 らの残 した足 跡 の

・一歩 … 歩 に
，数 々 の教 訓 が含 まれ てい

ます。愛 ，勇気，決 意，献身，忍 耐，そ

して何 よ りも信 仰 につい ての教 訓です。

1847年 にユ タ に入 植 した 開拓 者 の信

仰 は， 福音 の諸 原則 に根 ざ して い ま し

た 。彼 らは迫 害 の恐 れ な しに礼 拝 で き

る避 け所 を求 め て， 家 ，神 殿 ， 時 に は

家 族 さ え も後 に しま した。 配 給 品や 家

財 の面 で は ，彼 らが 持 ち 出せ た もの は
ほろ

微 々 た る もので した。 しか しどの幌 馬

車 や手 車 に も， 彼 らの 信仰 が ぎっ し り

積 まれ てい ま した。 神 へ の信 仰 ，預 言

者 ジ ョセ ブ ・ス ミス を通 して教 会が 回

復 され た こ とへ の信 仰 ，神 は 自分 た ち

の 目的地 を御 存 じで あ り，必 ず 成功 に

導 いて くだ さる とい う信 仰 です 。
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1847年 に モ ルモ ン街 道 を旅 した あ る

人 は， そ の道 の こ とを 「希 望 の 道」 と

呼 んで い ま した。 わ た しは この 「希望

の 道」 とい う呼 び 名が 好 きです 。 安息

の地 を見 い だ そ う とす る各 人 の普 遍 的

な希 求 が 感 じられ るか らで す。 そ こ は

人 々の 心 が一一つ に結 ばれ ，希 望 が 支配

す る聖徒 たち の共 同体 です 。

150年 記 念 祭 を 通 じて わ た した ちが

特 別 な賛 辞 を さ さげ る この19世 紀 の 開

拓 者 た ちは ，決 して英 雄 にな ろ う と し

た わ けで は あ りませ ん。 に もか か わ ら

ず ，成 し遂 げ た事 柄 は英 雄 的偉 業 で し

た。 彼 らは そ れ に よっ て聖徒 となっ た

の です 。彼 らは正 しい理 由 に よ って正

しい こ とを行 お う と努 めた 信者 の 一 団

で あ り， 非凡 な務 め を果 た す よ うに 求

め られ た 普通 の男 女 で した 。時 には 落

ち 込 んで つ ぶや い た り， 不平 を言 っ た

りした こ と もあ りま したが ，最 終 的 に

は神 へ の 信仰 と， 彼 らが 預 言者 ， 指導

者 と して 支持 す る人へ の信 頼が 勝 利 を

収 め ま した。 こ ケ して彼 らは幌 馬 車 の

進路 を修 正す る と同 時 に， 自分 たち の

ビ ジ ョ ンや姿 勢 を正 しま した。 旅 の苦

難 と試 練 の た だ中 にあ って ，喜 び を見

い だ して い ま した 。

開拓 者 た ち のユ タ山 中へ の移 住 に先

立 つ ほ ぼ7年 前 ， ウ ィ リア ム ・ク レイ

トンは イギ リス にい る仲 間 の聖 徒 に 手

紙 を書 き， シ オ ンに集 合 す る よ うに勧

め ま した 。 当時 は まだ， シオ ンが や が

て 幌馬 車 と手 車 を連 ね て， 西部 に移動

す る こ とに な ろ う とは， 思 っ て もい ま

せ ん で した 。 彼 は こ う記 して い ます 。

「わ た した ち は … … 距離 的 に は 隔 た っ

て い ます が ， わた しは決 して あ なた が

た を忘 れ ませ ん。 … …神 をた た える た

め に， 少 し述 べ させ て くだ さい。 わ た

しが その た め に堪 え忍 んだ すべ て の事

柄 は決 して わ た し を傷 つ け た り， 落胆

させ た りは しませ ん で した 。 む しろ 良

い 結果 を もた ら し ま した。 …… 時 に は

熱暑 で息 も止 ま りそ う にな り…… ，時

には寒 さで凍 え ます。 わた しは羽 毛 の

代 わ りに板 の上 で 眠 らなけ れ ば な りま

せ んで した。 …… ぬ れ た服 を乾 か した

り着替 えた りす る こ と もで きず … …厳

しい天 候 の下 ，… …戸 外 で 眠 らなけ れ

ば な りませ ん で した。 さ らに あ なたが



たが 想像 もで きない よ うな 目 に遭 い ま

した 。 ・ 〔で も〕 わ た した ち は健 康

で元 気 です 。 も し忠 実 な らば，麹

い て ロ 恐 れ る・'・は せ ん。 主

は聖徒 の面倒 を見 て ください ます。」1

ウ ィ リアム ・ク レ イ トンは後 に， ア

イ オ ワ横 断 の 旅 の途 中 で 「恐 れず 来 た

れ， 聖徒 」(『賛美 歌 』17・番)の 詞 を書

きま した。 ク レイ トンを は じめ ほか の

大 勢 の聖 徒 た ち は， ユ タに移 住す る約

2，000キロに及 ぶ行 程 の 中で ，絶 えず 信

仰 を抱 い てい れ ば 「旅 につ い て何 も恐

れ る必 要 は 〔な い〕」 こ と を親 し く知

る よ うにな ります 。
こんにち

開拓者 の経験 の中 に，今 日の わ た し

た ち に益 と な る教 訓 が あ る で し ょ う

か。 あ ります。1847年 の 開拓 者 た ちや

ほか の 国 の開拓 者 た ちに力 を与 え た信

仰 は， 回復 され た福 音 の基 本 的教 義 を

中心 と した純粋 な信 仰 で した 。彼 らは

そ れ が真 実 で あ る と知 っ て い ま した。

彼 らに とって 大事 だ った の はそ れ だけ

で した。 わた した ち とっ て も事 情 は同

じだ と思 い ます。わ た した ちの信 仰 も，

神 が 生 きてお られ， 自分 た ちが神 の 子

供 で あ り， イ エ ス ・キ リス トが神 の独

り子 で あ って救 い主 で あ られ る とい う

基 本 的 な真 理 に ， 中心 を置 く必要 が あ

ります。 神 が預 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス

を通 じて地 上 に完 全 な形 で教 会 を 回復

され た こ とを知 る必 要 が あ ります 。 真

実 な信仰 を もっ て研 究 し受 け入 れ る な

ら， わた した ち は イエ ス ・キ リス トの

回復 され た福 音 を通 して ，御 父 が子 供

た ちの幸 福 の た め に備 え られた 計画 が
めいりよっ

明 瞭 で ， きわ めて 簡 潔 な もので あ る こ

とが 分か ります 。

1847年 に あ った ノ ーブ ーか らグ レー

ト ・ソル トレー ク盆 地へ の旅 は， ア イ

ダホ 出身 のあ る若い 宣教 師が1993年 末

にシベ リアの 地 で最 初 に働 く宣教 師団

に交 じっ て赴 任 す る の と よ く似 て い ま

す。 教 会 の宣 教 師 た ちは ， ほ ぼ毎 日の

よ うに様 々 な国 に上 陸 して い ます。 彼

らは その 国 の言 語知 識 に乏 し く，食 糧

も文化 も生活 事 情 もそれ まで慣 れ 親 し

ん だ もの とま った く違 い ます 。 そ れで

も彼 らは現 代 の 開拓 者 と して， 旅 を恐

れ ず信 仰 を込 め て一 歩 ず つ， イエ ス ・

キ リス トの 回復 され た福 音 とい う よ き
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お とず れ を全 地 の 人 々 に携 え て行 くた

め ，雄 々 し く進 ん で行 きます。

わ た した ち も信仰 が あ れ ばそ れ ぞ れ

の 旅 を， 同 じよ うに雄 々 し く恐 れ ず に

進 む こ とが で き ます 。 た とえ そ れ が ，

問 題 を抱 え た子 供 と歩 む 親 で あ ろ う

と，子 供 た ち を立派 に育 て よ う と努 め

るひ と り親 であ ろ う と，邪 悪 で 混乱 す

る世界 に 自分 の 場所 を見 つ け よ う と も

が く若 人 で あ ろ う と， 独 りで人 生 を生

き抜 こ う と してい る独 身 者 であ ろ う と

同 じです 。 道が どん な に険 し く荷 が ど

ん な に重 くて も， わ た した ち は先 人が

天 を仰 いで平 安 ，慰 め，希 望 に満 ち た

確 信 を求 め なが ら人生 の 最 も過 酷 な試

練 ， 悲 惨 に堪 え忍 ん だ こ とを 知 る と，

慰 め られ ます。 わ た した ち も彼 ら と同

じよ うに，神 が 御 父 であ り，個 人 と し

て も全 体 と して も主 はい つ も見 守 りを

与 え て くだ さ り， わ た した ちが 主 に対

す る信 仰 を行使 し信 頼 を寄せ 続 ける か

ぎ り，旅 につ いて何 も恐 れ る必 要 が な

い こ とを知 るで し ょう。1847年 の 開拓

者 た ち は プ ラ ッ ト川 やス イ ー トウ ォー

ター 川 な どの， 生 命維 持 に欠か せ な い

新 鮮 な水 を提 供 して くれ る川筋 に沿 っ

雛
磯轡
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て 西 を 目指 しま した。 同 じ よう にわ た

した ち も現 世 の旅 を続 け る とき，信 仰

を新 た に し努 力 を維 持 で きる よ うに，

キ リス トの 生 け る水 に沿 って歩 み ，そ

の 恵み にあず か る必要 が あ ります 。
へいたん

人生 は平坦 な道 ば か りとは 限 りませ

ん。 わ た した ち は旅 の途 中 ， ア イオ ワ

を横 断 した 開拓 者 た ち の よ うに， ひ ざ

まで泥 につ か る よ うな思 い を し，夢 を

葬 り去 らなけ れ ば な らない か も しれ ま

せ ん。だ れ もが 向か い風 を受 け なが ら，

冬 を間近 に控 え， ロ ソキー 山脈 の 尾根

に立 ち 向か い ます 。 時 に は 目 を刺 し，

視 界 を曇 らせ る砂 ぼ こ りが 際 限 な く続

くよ うに思 え ます 。絶 望 や 落胆 とい う
カけ

切 り立 った 崖 のせ い で， 旅 が停 滞 す る

こ と もあ ります。 そ の近 くで 開拓 者が

苦 しん だデ ビル ズゲ ー トは， いつ で も

大 き く口 を開 け てわ た した ち を誘 い込

も う と し て い ます 。 賢 明 で信 仰 深 い

人 々は その よ うな誘惑 か らで きるだ け

遠 くに進路 を取 ります 。しか し一方 で ，

わ た し た ち の 身 近 に い る最 も親 しい

人 々が時 と して， 楽 で便 利 で快 適 で安

心 で あ る とい う誘 惑 に負 け て しまい ま

す 。 開拓 者 か そ うで あ った よう に，時
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折 ， わ た した ち は人生 とい う山の 一 つ

の頂 上 に た ど り着 き ます が ，行 く手 に

は今越 えて 来 た ばか りの 山 よ りさ らに

高 く， 険 しい 山 々が見 え る こ とが あ り

ます 。信 仰 と忍 耐 とい う 目に見 えな い

力の 蓄 え を使 っ てわ た した ち は先 人 た

ちの よう に少 しず つ前 進 し，信 仰 を も

って 堪 え忍 ん だ 開拓 者 の 仲 間入 りを し
よ

て， とも に 「すべ は 善 し」(『賛 美歌 』

17番)と 歌 える 日を待 ち望 み ます。

わた した ち は旅 を終 え，教 会 歴 史土

の偉 大 な 開拓者 たち と肩 を並 べ て 立つ

とき，どん な気持 ちが す るで しょ うか 。

開拓 者 た ちは わ た した ち に どん な思 い

を持 つ で しょ うか 。 わた した ちの残 し

た足 跡 に信 仰 を読 み取 って くれ るで し

ょうか。 もち ろ んです 。 と りわけ永 遠

の見 地 に立 っ て わた した ち の生 涯 と経

験 を 見て くれ れ ば ， 分 か る は ず です 。

今 日， わ た した ち の旅 は150年 前 の 開

拓 者 の旅 に比べ れ ば物 理 的 に は苦労 が

少 ない と言 え ます 。 しか しチ ャ レ ンジ

の大 きさ は同 じで す。 確 か に大 陸 を徒

歩 で横 断 し，西 部 の砂 漠 に新 しい ふ る

さ とを築 くの は大 変 だ っ た で し ょ う。
こんにち

です が今 日の よ うな罪 に満 ち た混乱 の

世 にあ って 信仰 深 く，義 にか なっ た生

活 を送 る よ り開拓 者 の受 け たチ ャ レン

ジの 方が 難 しか った と， だ れが 言 え る

で しょう。 そ こで は 人 々の生 き方 が絶

えず 変 わ り，政 治 的要 求 や道 徳 的 退廃

が神 の定 め られた 善悪 の 標準 に取 っ て

替 わろ う と してい ます 。 わ た した ちが

今 日通 う道 は危 険 に満 ちて い ます。 聖

文 はそ れが 終 わ りまで続 くと教 え て い

ます 。 しか しわ た した ちの報 い は ，主

イエ ス ・キ リス トの教 え を忠 実 に守 り，

正 しい選 択 を し， 地上 の神 の王 国建 設

のた め にす べ を さ さげ たあ らゆ る時代

の ふ さわ しい 開拓 者 の報 い と同 じです。

わ た した ち は膨 大 な遺 産 を受 け継 い

で い ます 。 そ して今 ， 回復 とい う現在

も続 く ドラマ の一 翼 を担 うの は わた し

た ちの特 権 で あ り責任 です 。 そ して偉

大 な英 雄 的 物語 が この時 代 に もつ づ ら

れ て い ます 。立 ちは だか る障害 を克服

す るに はす べ ての 力 と知 恵 と精 力 を注

ぎ込 む必 要 が あ ります。 しか しそ れ で

も十 分 で はあ りませ ん。 先祖 の開拓 者

が そ うであ っ た よ うに， わ た した ち も

次 の よ うな事 実 を知 る よ うに な るで し

ょう。 す なわ ち信 仰 ， それ も真 実 の信

仰 ，全 身全霊 を傾 け ，試 練 に よ って練

り上 げ られ た信 仰 に よって のみ ， わ た

した ち は危 険 に満 ち た人 生 の小 道 を歩

く自信 と安 全 を見 い だせ るの です 。

わ た した ち は19世 紀 ，20世 紀 ， そ し

て 未 来 の開拓 者 と して， また イエ ス ・
あがな

キ リス トに従 い主 の蹟 いの犠 牲 に よっ

て 生活 の中 に奇 跡 を受 け る とい う偉 大

な旅 にお い て， 皆 一つ に結 ばれ て い ま

す 。 わ た した ち は皆 ， ジ ョセ ブ ・ス ミ

ス と彼 に従 う人 々がパ ルマ イ ラか らカ

ー セ ー ジの 監獄
， さ らには大 平 原 を越

えて残 した信 仰 の足 跡 に感謝 で き ます

し， 同時 に 主が 歩 まれ た道 につ い て思
い けい

い をはせ る と深 い 畏敬 の 念 に包 まれ ま

す 。主 が ゲ ツ セマ ネ とカルバ リ に向 け
あつ

て 残 され た信 仰 篤 い足 跡 に よって ， わ

た した ちは皆 救 わ れ， 天 の 家 に帰 る道

が 開か れ ま した。

救 い主 は 道で あ り， 真理 であ り，命

で あ られ る こ と を心 に留 め ま し ょ う。

また忠 実 ，真 実 で あ る な ら，い つ か主
み うで

の 愛 の御腕 の 中 に無事 抱 か れ る 日が 来

るの が 分 か り ます(教 義 と聖 約6：20

参 照)。 そ れ よ り偉 大 な約 束 は ない と

い うこ と も銘 記 しま しょ う。 主 は いつ
ゆる

もそ ば にい て くだ さ って ，励 ま し，赦

し， 助 け て くだ さい ます 。 で す か ら，

わ た した ち が信 仰 を行 使 し戒 め を熱 心

に守 る な ら，旅 につ いて何 も恐 れ る必

要 はあ りませ ん。

去 年 の 夏 ， わ た しは3人 の 孫 と と も

に，エ ミネ ンス と呼 ばれ る丘 の 頂 に立

ち ま した 。 ウ ィ リー手 車 隊が 立 ち往 生

し寒 さ と飢 え に苦 しんだ あ のス イ ー ト
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ウ ォー ター川 を見 下 ろ しなが ら， わた

したち は彼 らの 日記 か ら救 助 の喜 び を

っ つ っ た箇 所 を読 み ま した。 ジ ョン;

キ ス レ ッ トは こ う記 して い ます 。 「太

陽 が 遠 くの 丘 に 美 し く沈 み か け た こ
ほろ

う， … …何 台 か の幌 馬 車が … … わ た し

た ちの 方 にや って来 るのが 見 えた。 そ
りようげん

の知 らせ は僚 原 の火 さなが らにキ ャ ン

プ 中に伝 わ った。 …… 叫ぶ よ うな喜 び

の声 が 上 が り， 屈 強 な男 た ち も泣 き，
ほお

日焼 け して しわ の刻 まれ た頬 に涙 が と

め どな く流 れ た。 …… そ の晩 ， ほ ん と

う に久 しぶ りにシ オ ンの歌 が キ ャ ンプ

に響 いた。 ……飢 えは満 た され，神 とこ

のす ば ら しい兄弟た ちへ の感謝 で心 はい

っぱい にな り，わた したち は皆一 つに な

って祈 りをさ さげ， 眠 りに就 い た。」2

わ た しはそ の と き， ウ ィ リー手 車 隊

が 救 助 隊 を最 初 に 目撃 した 同 じ丘 にた

た ず ん で ， こ う 考 え ま した 。 主 イエ

ス ・キ リス トに よ る神 の家 族 の救 い と

い う，最 大 の救 助 活 動 が持 つ 永遠 の意

義 を完全 に理解 でき た ら， どれ ほ ど大

きな喜 び に満 た され るだ ろ う。 わ た し

た ちに永 遠 の 命 を約 束 され たの は， ほ

か な らぬ主 で す。 主 イ エス ・キ リス ト

を信 じる信 仰 は， 皆 さん に とっ て もわ

た しに とって も， 旅 につ い て何 も恐 れ

る必 要 は ない とい う確 信 を与 え て くれ

る霊 的 な力 の源 で す 。 わた しは主 イエ

ス ・キ リス トが生 きて お られ る こ と を

知 って い ます 。主 に対 す る揺 るが ぬ信

仰 を持 つ な ら.生 涯 に わた って安 全 な

旅 を続 け る こ とが で き ます 。 イエ ス ・
み な

キ リス トの御 名 に よ りへ り くだ って こ
あかし

の こ と を証 し ます 。 ア ー メ ン 。

注

1.

2，

コ マー ス か らの 書 簡 ，1840年12月

10日 付 け。 末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス

ト教 会文 書保 管課 ウ ィリアム ・ク レイ

トン ・コ レクシ ョン ，下線 付加

リロイ ・ヘ ー フェ ン ，アン ・ヘー フ ェ

ン共 著 ，H∂ ηdo∂rτs亡ozroρ!刀)θ

S亡oryof∂ σρ1(7σeレ γθS亡θrη

Mlgrθ 亡10η，ア856一 ア860『 シ オン に

向 か う手 車 隊一 比 類 なぎ 西部 移民 の

物語 ，1856-1860年 」pp.106-

107よ り引用



信仰 こめて，
一歩ずつ

開拓者の大いなる旅路
ビデオによるプレゼンテーション。大筥長会力もか所の教会史跡を訪ね，

末臼聖徒の嗣拓者の信仰をたたえる。

騨慮

コー トンBヒ ンク レー大 管長 。イ リノイ 州 ノーブ ーに て。

ナ レ ー タ ー ゴ ー ド ン ・B・ ヒ ン ク

レー 大 管 長

末 日聖 徒 の 開拓 者 の 大 い な る旅 路

は ， ミシ シ ソ ピ河 畔 か ら始 ま ります 。

彼 らは ここ ノー ブ ー を，沼 地 か ら商 業

と友 好 の活 気 あ る社 会へ と一 変 させ て

しま い ま した。 しか し， ノー ブー は定

住 の地 で は な く， ほ んの ひ と と きの休

息 の場 に す ぎませ んで した。 聖 徒 た ち

を ミズー リか ら追放 した あ の過 酷 な迫

害 が， 彼 らの生 命 とノー ブ ーの 町 を再

び脅 か して い たの です 。預 言 者 ジ ョセ

ブ ・ス ミス と兄 のハ イ ラ ムが1844年6
しゅルしん

月27日 に殉 教 し， ノー ブー の 町 も終 焉

を迎 え よう と して い ま した。

1846年2月1日 ， 日曜 日，聖 徒 た ち は

鵡 　

噌lll醐 瞬臨 離1解 轡糠
寧鑛譲 嚢撚

護灘 譲
、葬

「ジ ョセ ブ の 町」 と呼 ばれ た ノー ブ ー

で と もに礼 拝 行 事 を しま した。 その 翌

日， ブ リ ガム ・ヤ ング は彼 らに，4時

間 後 に は町 を脱 出 す るの で準 備 をす る

よ うに とい う指 示 を山 しま した。

身 を切 る よう な寒 さの 中 で脱 出か 始

ま りま した 。聖 徒 た ちの多 くは家財 を

ま とめ て住 んで い た家 に別 れ を告 け ま

した。 そ して， 川 のか なた の西 部 を 目

指 したので した。

今 の ノー ブ ー は静 か な町 です 。家 や

店 舗が 美 し く修 復 され てい ます 。勤 勉

さ と献 身の 町 です 。神 の町 を建 て た聖

徒 た ち の勇気 と優 れ た技 巧 が そ こか し

こ に表 れ てい ます 。

これ だ けの もの を残 して ここ を去 ら

な けれ は な らなか っ た聖 徒 た ちの気 持
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ちは どん なだ った で し ょうか。耕 した

土 地 ，植 えた樹 木 ， そ して ，苦 労 して

建 て た神 殿 を後 に した の で す。 男 性 ，

女性 ，そ して子 供 た ちが 自分 たち の美
ほろ

しい家 を出 て幌 馬 車 に乗 り込 み ，川 の

方 に 向か い ま した 。 そ して 川 を 渡 り，

ゆ っ く りとア イ オ ワの土 を踏 む と， も

と来 た方 を振 り返 りま した。 これ が見

納 め に なるだ ろ う と思 い なが ら。

ノー フー を去 る こ とは偉大 な信仰 の

表 れ で した。大 き な苦 難 が待 ち受 けて

いた に もか か わ らず ，聖 徒 た ち は指導

者 と主 とその 恵 み を信 じて い ま した。

主 が 再 びそ の民 を約 束 の地 に導 か れ る

との 信仰 ， 自分 た ちは決 して力 尽 きて

倒 れ た りは しな い とい う信 仰 です 。 こ

う して彼 らは荒 れ野 に歩 み を進 め ま し

た。 そ の旅 路 を 「信 仰 こ めて ，一 歩ず

つ」 歩 んだの で す。

ナ レー ター

ン第一 副 管長

トー マ ス ・S・ モ ン ソ

西 部へ の旅 は，遅 々 たる歩 み で した。

多 くは過酷 な旅へ の備 えか 十 分 で はな

く，凍 りつ くよ うな気 温 と降 り しきる

雨 ，そ して ひ ざま での ぬ か るみ は，実

につ らい もの で した。 ア イ オ ワを越 え

る だけ で131日 か か った ので す。

古 代 の イ ス ラ エ ル の軍 勢 の よ う に，

昼 は雲 が ，夜 は火 の柱 が彼 ら を守 りま

した。 この ア イオ ワで の苦 難 か ら生 ま

れ た賛 美 の歌 は，世 代 を超 えて歌 い継

が れ て い ます 。 「恐 れず 来 た れ ， 聖徒
ゆ

進み 行 け よ。」(『賛美 歌 』17番)

ガ ーデ ング ロー ブ とマ ウ ン トピス ガ

で後 続 の 人 々の た め に休 息地 を設置 し

た忠 実 な開拓 者 た ち は， ミズー リ河 畔

に進 み ， そ こで越冬 し ま した。

ここ ウ ィ ンター ク ォー ター スは荒 れ

野 に お け るシ オ ンで した 。 ブ リガ ム ・

ヤ ング大 管 長 は人 々 を組 織 し， 乏 しい

食糧 を共 有 しま した。 しか し， 人 々が

で きる 限 りの こ と を したに もか か わ ら

ず ，病気 と死 か野営 地 を襲 い ま した。

この 記 念 碑 は ， 名 もな い1人 の子 供

と7人 の 開拓 者 の墓 のす ぐ近 くに建 て

られ て い ます。 家 を捨 てて西 へ 向 か う

よ うに との 預言 者 の 呼 びか け に従 っ た

気 高 い 聖 徒 た ち の大 き な犠 牲 を思 う



アバー ド ・フ ェア バン クス作 の像 「ウ ィン ター クォー ター ズの 悲劇 」の 前 に立つ トー マ ス ・S・ モ ンソン副 管

長。ネ ブラ ス力州 ウ ィンター ク ォーター ズ にて。

と，胸 が い っぱい に な ります。

多 くの もの を失 った苦 難 の旅 。確 か

に， これ らの気 高 い 開拓 者 の旅 は，苦

痛 と涙 の旅 で した 。彼 らの旅 は終 わ り

ま した。 しか し， 彼 らの 名前 は真 理 に
あかし

対 す る愛 と主へ の 信仰 の証 と して 生き

続 けるの です 。

ナ レー ター ジ ェー ムズ ・E・ フ ァ

ウス ト第二 副管 長

春 の 訪 れ を迎 え た1847年4月 ，十 二

使 徒 定員 会 は ブ リガ ム ・ヤ ングの 指示

の下 に先 発 隊 を選 び， ウ ィ ンター ク ォ

ー ター ズ を出発 し ま した 。男 性143人
，

セほ ろ

女 性3人 ，少 年2人 ，幌 馬 車72台 で構 成

さ れ， 馬93頭 ， 雄 牛66頭 ， ろ ば52頭 ，

乳 牛19頭 ， 犬17匹 ，鶏 数 羽 を伴 い ま し

た。

ウ ィ ンター ク ォー ター ズ と約 束 の シ

オ ン との 間に は， 大平 原 と，西 部へ の

旅 路 の生 命線 であ る プ ラ ッ ト川 が横 た

わ って い ま した。 ネ ブ ラス カ を越 え た

彼 らは， 旅程 を記録 しなが ら， 大平 原

に突 き出た チ ムニ ー ロ ック を通 過 して

い きま した。
さ じん

山 よ もぎが点 在 す る地 に来 る と砂 塵

が 舞 い， 牛 の歩 み は遅 くな り， 幌馬 車

の車 輪 は き しみ ま した。 時折 お お かみ

の遠 ぼ えが 聞 こ え ま した 。 しか し，勇

敢 なこれ らの男 女 は骨 を折 っ て進 み ま

した 。今 で も，彼 らの わ だ ちの跡 が残

って い ます 。 開拓者 た ちは ノ ース プ ラ

ッ トを離 れ ，ス イー トウ ォー ター 川 を

何 度 か渡 ります 。 そ して ， イ ンデ ィペ

ンデ ンス ・ロ ック と呼 ばれ る丸 い 岩 の

所 で野 営 を した この19世 紀 の旅 人 た ち

は，.その岩 に名 前 を刻 んで い ます。

イ ンデ.イペ ンデ ンス ・ロ ック を過 ぎ

た幌馬 車 隊 は， デ ビルズ ゲ ー トと呼 ば

れ る ，丘 の ふ もとに で きた大 きな切 れ

目 を巻 くよ うに進 ん で行 きます 。 こ こ

は，彼 らの 日記 に よ く登場 す る場所 で

す 。道 は傾斜 を増 し， 岩 が多 くな っ て

い ます 。

ここ ロ ッキー リ ッジ は聖地 で す。 西

部へ の街 道 の 中の最 高 地 点 に数 え られ

ます。 こ こに た ど り着 い た 開拓 者 た ち

は， 険 しい登 りに意 気 をそが れ ，命 を

落 とす 者 もい ま した。 わ た しが 持 っ て
くぎ

い る の は， 幌馬 車 か手 車 か ら落 ち た釘

と金 具 で す。 この急 坂 を幌馬 車 で上 る

姿 ，手 車 を引い て登 る姿 を想 像 してみ

て くだ さい 。

あ る人 々 に とっ て， この ロ ッキ ー リ

ッジ の登 りは死 を意 味 しま した。1856

年 ，マ ー テ ィ ン手車 隊 とウ ィ リー手 車

隊 が こ の 峠 付 近 で 初 冬 の 吹 雪 に 襲 わ

れ ， 約200人 が ソ ル トレ ー クか らの 救

援 隊 を待 ち切 れ ず に，深 く冷 た い雪 の

中 で命 を落 と したの で した。

マ ーテ ィンズ ・コー プ は悲 しみ に打

ちひ しが れ た多 くの人 々 に とっ て安 ら

ぎの場 所 で した 。 ロ ック ク リー クの 記
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み ぞ う

念 碑 は ，未 曾有 の逆境 の 中で信 仰 を貫

き， この地 に埋 葬 され た人 々を たた え

る もので す。

わた した ちは手 車 の 開拓 者 の英 雄 的

な働 きか ら偉大 な真 理 を学 び ます 。 だ

れ もが精 錬 者 の火 で 焼 かれ る こ とに よ

り， 人生 の 中 の取 るに足 りない もの は

不 純 物 の よ う に溶 け て な くな ります 。

そ して， 損 な わ れず に残 った 信 仰 が ，

強 さ を増 して輝 き出 す ので す。 だれ も

が 苦痛 や悲 しみ， 胸 が張 り裂 け る よ う

な思 い を味 わ い ます 。熱 心 に義 を求 め

る忠 実 な人 々で さ え例外 で はあ りませ

ん。 しか し， こ れは神 を知 るた めの清

め の プ ロセス な のです 。

ナ レー ター モ ン ソ ン副管 長

ウイ ン ドリバ ーの 頂 を北 に見 て，街

道 はサ ウス パ ス を越 え ます 。 こ こが 山

脈 の 問 の唯 一 の大 きな切 れ 目で， グ レ

ー トベ ース ンへ の直 通 ルー トとなっ て

い ます。 北 東部 か らユ タ に入 っ た彼 ら
がけ

.は， 覆 いか ぶ さ る よ うな赤 茶 け た崖 に

挟 まれ た狭 いエ コー キ ャニ オ ンを， ゆ

っ く りと進 ん で行 きま した。

この最 後 の一 歩 は ，余 力 の ない彼 ら

に とっ て は試練 で した。 行 く手 には丘

が 連 な り， どち らを見 て も山 ま た山 で

す 。旅 路 の終 わ りを願 い ，は や る心 に，

登 っ て越 える しか な い道 が 重 くの しか

か りま した。

ビ ッグマ ウ.ンテ ン とい う名 の この高

い 頂 で， 開拓 者 た ち は初 め て地 平線 に

き らめ く山 あ い の 盆 地 を 目に し ます。

そ の喜 びは どれ ほ ど大 きか っ た こ とで

し ょう。 これ まで の無 数 の犠 牲 と苦 難

が終 わ るの です 。 そ こ には ソ ル トレー

ク盆地 が広 が って い ま した。 苦 難 はそ

れ か らも続 くもの の， 彼 らは耐 えま し

た 。疲 労 の ため 身 をす り減 らしなが ら

も，彼 らの信 仰 が歩 み を進 め たの です。

この ビ ッグマ ウ ンテ ンは わた しに と

っ て特 別 な場 所 です 。 わ た しの 先祖 の

ギ ブ ソ ン ・コ ンデ ィー が ，立 ち往 生 し

た手 車 隊 を救 うた め に この頂 を越 えて

行 き ま した 。彼 は預 言 者 の命 に よ り，

1856年 の厳 冬 に こ こ を通 っ た の です 。

5メ ー トルの 雪 で した 。 心 地 よい 家 を

離 れ， 身 の危 険 を顧 み ず に救 出 に 向か



った この先 祖 に，わ た しは感謝 します 。

ナ レー ター フ ァウス ト副 管 長

ブ リガ ム ・ヤ ン グが こ の盆 地 に到着

した の は ，1847年7月24日 で す 。犠 牲

を もの ともせ ず 歩 き続 け た開拓 者 た ち

は，安 息 日に は働 きを休 んで 主 を礼拝

し， 到着 で きた こ とへ の感 謝 を さ さげ

ま した。

彼 らは 「町 か ら ひ と り，氏 族 か らふ

た り」(エ レミヤ3：14)選 ば れて ，荒

れ野 で の新 た な生 活 の ため に大 陸 を越

えて 来 ま した。 神 の 回復 の 業 以外 にそ

の努力 と犠牲 を可 能 に した ものが あ る

で し ょうか。彼 らは神 が生 きてお られ ，

目的 地 に連 れ て行 って くだ さる との信

仰 の下 に歩 き続 けた ので した 。

新 た な地 で ，彼 らは新 た な仕 事 に取

り組 む こ と に な りま した 。 家 を建 て ，

開墾 し， 作物 を植 え付 け， そ して 神殿

を建 設 す るの です 。

ナ レー ター ヒ ン クレー大 管 長

ソル トレー ク盆 地 に は ドー ムの 形 を

した 山が あ ります 。 ブ リ ガム ・ヤ ング

は この 山 を，聖 徒 た ちが ノー ブー をた

つ 前 に示 現 で見 ま した。 一 つ の旗 が そ

の 山 の 頂 上 に 降 りて 来 る と ， ジ ョセ

ブ ・ス ミス の 声 が して ， 「この地 点 の

下 に築 きな さい。 … … そ うす れ ば繁栄

し， 平安 が得 られ るで し ょう」 と言 っ

たの です。

ソル トレー ク盆 地 に到 着 した ブ リガ

ム ・ヤ ングは ， この 山 の存在 にす ぐに

ジ ェーム ズ ・E・ ファウ ス ト副 管長 。ワイ オミ ング州 ロ ッキー リッジにて 。

気 づ きま した。 そ して1847年7月26日 ，

後 の 大 管長 会 を構 成 す る人 々 が十 二使

徒 を数名伴 い， この頂 に登 りま した。

神権 指導 者 た ち は下界 を見下 ろ し ま

した 。ブ リガム ・ヤ ングは言 い ま した。

「わ た した ち は こ こ に腰 を落 ち 着 け ま

す 。 こ こ で 主 は ， 主 の 民 の 中 に主 の
み な

御 名 を置 か れる で し ょう。」

今 こ う して エ ンサ イ ンピー ク に立 っ

て眺 め てみ る と，当 時 の神 権指 導 者 の

先 見 の 明 に驚 きます 。長 旅 で擦 り切 れ

た洋服 と1，600キロ もの問履 い て きた ブ

ー ツ を身 に着 け た預 言者 たち が
，福 千

年 の 夢 を語 り合 った の です 。 まこ とに

大 胆 で ，信 じ られ ない 出来 事 で は ない

で し ょうか。

こ こは最 も近 い定 住地 か らほぼ1，600

キ ロ，西 海岸 か ら1，300キロの 地点 にあ

一鋳
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りま した。 未 開 拓 の 不 毛 の 地 で した。

建 物 は何 もあ りませ んで した 。

彼 らは ミシシ ッピ河 畔 の 美 しい 町 を

追 わ れ ，西 部 の荒 れ野 にや っ て来 た流

浪 の民 で した 。で も，彼 らに は聖 文 と

啓 示 の言 葉 か ら得 た ビジ ョンが あ りま

した。 「主 は国 々の ため に旗 をあ げて ，

イ ス ラエ ルの 追 い や られ た 者 を集 め ，

ユ ダの散 ら され た者 を地 の 四方 か ら集

め られ る。」(イ ザ ヤ11：12)

こ の1世 紀 以 上 も前 の 開拓 者 の物 語

は， 末 日の 開拓 者 に も受 け継が れ て い

ます 。 西 部 を 目指 し た開 拓 者 の血 が ，

わ た した ち に も脈 々 と流 れ て い るの で

す 。 そ れ はわ た した ち に， 現代 の 山 々
み わざ

を越 え る勇 気 と御 業 の達 成へ の決 意 を

与 えて くれ ます。 初期 の開拓 者 の 信仰

は今 も燃 え続 け てい ます。 国 々 は，主

の業 につ いての明確 なビジ ョンを持つ末

日の開拓者 によ り祝福 を受 けてい ます。

アメ リカの 大地 に残 され た 開拓 者 の

消 える ことの な い足 跡 が， 今や 世 界各

地 に記 され つ つ あ ります。 北京 か らブ

ラ ジル，フラ ンスか らフ ィリ ピン まで。

わた したち は 「信仰 こめ て，一 歩ず つ」，

地 上 にお け る神 の王 国 の建 設 とい う栄

え あ る行 く末 に 向か っ て歩 み を続 け ま

す 。 そ して， 世界 中の 人 々の思 い と心
あがな

を， 蹟 い主 で あ り世 の救 い 主 で ある キ

リス トのみ も とに来 る よう備 え るの で

す 。
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信仰に忠実に

大管長

ゴー ドン ・B・ ヒンウ レー

わた した ちにばこのようにすばらしω受'：燃 ぎが あるのざす：から，必ず

最善を尽くすことが ざぎます。先入たちもわた した ちにそれを期待しτ

ωるのざす。わた したちにぱ主から命じられτωることかあ ります。

△ の ビデ オを背 景 に， 当教 会 の誕

フ 生 日にっ い て わた した ちが見 聞

きして きた こ とを要約 し， もう少 しお

話 し したい と思 い ます 。 これ まで何 度

も聞 い て き た よ う に， 今 年 は大 い な

る記 念す べ き年 で す。 先 人 た ちが 成 し

遂 げた こ との偉 大 さ とそ の意 義 につ い

て皆 さ ん にお 話 し した い と思 い ます 。

多 くの方 々が よ く御 存 じの 話 で す が ，

繰 り返す価 値 の ある もの です 。

そ れ は スケ ー ルが 非常 に大 き く， 人

間 の苦 しみや信 仰 に よる行 い に満 ち満

ち た もの であ り， 決 して古 くさ くなっ

た りす る こ とは あ りませ ん。

開拓 者 の子 孫 であ る か， 昨 日バ プテ

ス マ を受 けた ば か りの会 員で あ るか に

か か わ らず， 皆 さ ん一 人一 人 が， 彼 ら

の偉 大 な働 きの恩 恵 を受 け てい ます 。

偉 大 で 高潔 な先 達 が い る とい うこ と

は， とて もす ば ら しい ことで す。 主 の

み て み こえ

導 きの御 手 ， ま た主 の御 声 に耳 を傾 け

る預 言者 の 存在 ， 自分 の命 よ りも この

大 義 を愛 した無 数 の 聖徒 の 絶対 的 献 身

な ど を今 に伝 え る大 い な る受 け継 ぎに

あず か れ る とい うの は実 にす ば らしい

こ とです 。 こ の7月 に は何 百万 人 もの

教 会 員 が， 彼 らに深 く思 い をはせ ， そ

のす ば ら しい 業績 をた た え，彼 らが 築

い た土 台 の上 に成 し遂 げ られ て きた 奇

跡 的 な成長 を祝 うこ とに な る と思 い ま

すが ， そ れ は少 しも不 思議 な こ とで は

あ りませ ん。

ウ オー レス ・ス テ グナ ー の言葉 を引

用 したい と思 い ます 。 彼 は この教 会 の

会 員で はあ りませ んが ， わ た し とはユ

タ大学 の 同期 生 で， 後 に ス タ ン フ ォー

ド大学 の創 作 文 学教 授 とな り， ピュー

リ ッツ アー賞 を受 け た人 です 。彼 は鋭

い 観察 眼 の持 ち主 で あ り，注 意深 い学

生 で もあ りま した。 彼 は わ た した ちの

先祖 につ い て， この よ うに書 い て い ま

す 。

「彼 らは 一つ の共 同体 ，彼 らが言 う

と ころ の 『王 国』 を築 い た。 しか し彼

らの移 住 の物 語 は，ユ タ州 の基 礎 を据

え た とい う に と ど ま らな い もの で あ

る。彼 らはそ の大移 住 の過 程 にお いて ，

ロー カ ス ト ・ク リー クか ら ミズー リ州

に至 る ア イオ ワ南 部 に最 初 の道 を切 り

開 き， また 最初 の橋 ，最 初 の共 同体 を

築 い た。 彼 らは交 易所 ， イ ンデ ィア ン

の保 護 区域 で しか な か った ミズ ー リ州
ぜんしょう

カ ウ ンシル ブ ラ ッフス を文 明 の前 哨地

に変 え， ミズ ー リ川 両岸 に幾つ もの 定

住 地 を築 き， ウ ィン ター ク ォー ター ズ

後 に はケ イ ンズ ビル を… … イ ンデ

ィペ ンデ ンス ， ウエ ス トポー ト， セ ン
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トジ ョセ ブに 匹敵 す る物 資 の供 給 地 に
へんばつ

変 貌 させ た。 … …彼 らが 作 っ た ガイ1ド

ブ ック，道路標 識 ，橋 ，渡 し場 な どは，

後 か ら来 るこ とにな っ てい た聖 徒 た ち

の た め を考 えた もの で あ っ た が ， 『異

邦 人』 た ちの役 に も立 っ た。」

彼 は さ ら に こ う続 け て い ます 。 「モ

ル モ ンは西 部 開拓 を推 進 した 主要 勢力

の 一 つ であ っ た。 彼 らの主 力 は ア イオ

ワ南 部， ミズー リの辺 境 地 帯 ， ネ ブラ

ス カ，ワイ オ ミン グ，ユ タを開拓 した。

サ ミュエ ル ・ブ ラナ ンに率 い られ， ブ

ル ック リン号 で ホー ン岬経 由 の海 路 を

取 った東 部 の 聖徒 の グ ルー プ と， フ ォ

ー ト ・レベ ン ワース か らサ ンデ ィエ ゴ

まで3200キ ロの 陸路 を行 軍 した モ ルモ

ン大 隊 は， モ ル モ ンの 移動 の 支流 であ

っ た。 そ の間 にあ って ，.彼らは南 西 部

とカ リフ ォ ル ニ ア の 開拓 に貢 献 した。

サ ッター の水 車場 の水 路 の底 か ら光 を

放 つ 金 が見 つ か っ た と き，大 隊 の 隊員

た ち は カ ロ ー マ に い た 。 … … ブ リ ガ

ム ・ヤ ング が率 い る モ ル モ ンた ち は，

わ ず か な休 止 の 後 ，再 び移 住 を始 め，

ソル トレー ク盆 地 ，ユ タ盆 地 ， ウ ィー

バ ー盆 地 か ら四方 に広 が り， ア リゾ ナ

北部 か らア イ ダホ の リ ムハ イ川 ， ワ イ

オ ミングの フ ォー トブ リ ッジ ャー か ら

カー ソ ン盆地 の ジェ ノ ア， そ して南 西

部 で はセ ン トジ ョー ジ， ラスベ ガス を

経 てサ ンバ ー ナデ ィー ノに至 る まで の

地域 に入植 地 を築 いた 。」1

これ は開拓 者 た ち のす ば ら しい 業績

を要約 して述べ た もの です 。

ミズ ー リ州 の ボ ッグ ズ知事 が 出 した
ぽくめつ

撲 滅令 を逃 れ た聖 徒 た ち は， イ リノ イ

州 へ 来 て ， わず か7年 の 問 に ， 当 時 の

イ リノ イ州 で最 大 の 町 を築 き上 げ ま し

た 。 そ の町 は大 き く蛇 行 す る ミシ シ ッ

ピ川 の岸 辺 近 くに作 られ ま した。 彼 ら

は こ こで れ ん が 造 りの 家 や 学 校 を建

て，大 学 を作 る認 可 を得 て ，集 会 用 の

ホー ル を造 り， 当時 の イ リ ノイ州 内 で

最 も壮 麗 な建 築 物 と言 われ た神 殿 を築

きま した。 しか し，再 び彼 らに対 す る

憎 しみ の炎 が燃 え上 が りま した。 そ し

てそ の憎 しみ はや が て ，彼 らの指 導 者

ジ ョセ ブ ・ス ミス と兄 ハ イ ラム を死 に

至 らしめ る こ とに な りま した。二 人 は

1844年6月27日 に ， カ ー セ ー ジの 監獄



で 銃撃 され命 を奪 わ れた ので す。

ブ リガム ・ヤ ング は ，聖徒 た ちが そ

こ に と どまれ ない こ とを知 って い ま し

た。聖 徒 た ち は， ジ ョセ ブ ・ス ミス が

「悪 魔 の 目 の届 か な い」2所 と言 っ た ，

は るかか なた西 部 の 地へ 移 住 す る決 意

を し ま した 。1846年2月4日 ，何 台 もの
ほろ

幌 馬 車 が パ ー リー ス トリー トを通 り，

ミシシ ッピ川 の方 へ進 み ま した。 彼 ら

は ミシ シ ッ ピ川 を渡 し船 で 越 え， ア イ

オ ワの地 へ 入 りま した。 そ して， そ の

後 に や っ て 来 た の は厳 し い 寒 さで し

た。川 は氷 結 し， 彼 らはそ の上 を渡 っ

て 行 きま した。 ノー ブ ー に別 れ を告 げ

た彼 らは 自然 の猛 威 に さ ら され， 神 の
あわ

憐 れみ に自 らを ゆだね ま した 。

凍結 した 地面 が 解 け る と，深 いぬ か

るみ とな り，彼 らの歩 み を妨 げ ま した。

幌 馬車 は車 軸 まで 泥 の 中 に沈 ん で し ま

い ， それ を引 く牛 を2倍 に も3倍 に も増

や さな けれ ば な りませ んで した。 彼 ら

は道 な き所 を切 り開 きなが ら進 んで 行

き ま した。

やが て ミズ ー リ川近 くの 「大 宿営 地 」

に着 い た彼 らは， そ こ で雨風 を しの ぐ

た め に何 百 もの小屋 を建 て ま した。非

常 に粗 末 な もの もあ れ ば，比 較 的快 適

な もの もあ り， 様 々 で した 。厳 しい 天

候 を しのげ さえす れ ば，何 で もよか っ

た ので す。

1846年 の冬 の 間中 ， この 辺境 の宿 営

地 に は 幌 馬 車 を作 る た め の ふ い ご と
かなとこ

鉄 床 の音 が 絶 え ませ ん で した。 わた し

の 祖父 は よ うや く10代 を過 ぎた ばか り
か じ

の ころで したが ， 鍛冶 と幌 馬車 作 りの

熟 練 した 職 人 に な りま した 。 当 時 は，

鍛 冶 の仕 事 ほ ど重 宝 された 仕事 はほ か

にあ りませ ん で した。 後 に彼 は 自分用

の 幌馬 車 を作 り， 年若 い妻 と生 まれ て

間 もな い子供 と義 理 の弟 と と もに西 部

へ 向 か い ま した。 長 い旅 路 の途 中，彼

の 妻 は病 に倒 れて 死 に ，義 理 の弟 も同

じ日に亡 くな りま した。 彼 は二 人 を埋

葬 し，涙 なが らに別 れ を告 げ る と，子

供 を優 し く抱 き上 げ ，再 び グ レー ト ・

ソル トレー ク盆地へ の旅 を続 けま した。

1847年 の 春 ，最 初 の 幌馬 車 が ウ ィ ン

ター ク ォー ターズ を後 に して ，西 へ 向

が い ま した 。大 体 に お いて ，彼 らは プ

ラ ヅ ト川 の 北側 に道 を取 りま した。 カ

リフ ォル ニ アや オ レゴ ンに向 か う人 た

ち は南側 の道 を進 み ま した。 モ ルモ ン

が進 ん だ 道 は後 に， ユ ニ オ ンパ シ フ ィ

ック鉄 道 の線 路 や大 陸横 断 道 路 の用 地

とな りま した。

そ して皆 さ ん御 存 じの よ う に，ll1

日後 の1847年7月24日 に ，彼 ら は 山峡

地 帯 を抜 け ソル トレー ク盆 地 へ と入 っ

た ので す 。そ の と きブ リガ ム ・ヤ ン グ

は 「ま さに こ の地 で あ る」3と宣言 し ま

した。
い ふ

わた しは この言 葉 に畏怖 の 念 を覚 え

ます。 聖徒 た ち は土 地 も水 利 もよ く，

よ り気 候 の安 定 した カ リフ ォル ニ アや

オ レ ゴ ンに 行 くこ と も で き た は ず で

す 。 ジ ム ・ブ リ ッジ ャー 〔訳 注 ア

メ リカの著 名 な探 検 家 〕 は ソル トレー

ク盆 地 で作 物 を育 て るの は無 理 だ と警

告 して い ま した 、 サ ミュエ ル ・ブ ラナ

ン もカ リフ ォル ニ アへ 行 くよ うブ リガ

ム ・ヤ ング を説得 してい ま した。 しか

し今 や 聖徒 た ち は その不 毛 の 盆地 を見

渡 して い ま した 。西 の 方 に 目 を向 ける

と，塩 水 の湖 が7月 の太 陽 の 光 を受 け

て き らめ い てい ま した。 炎熱 に焼 か れ
くわ

た その 大 地 は， かつ てだ れ も鍬 を入 れ

た こ との ない 地 で した。46歳 の ブ リガ

ム ・ヤ ング はそ の地 に立 っ て， ま さに

この地 であ る，と人 々 に告 げた ので す。

彼 らは種 をまい た こ と も，収 穫 を した

こ と もあ りませ ん で した 。季 節 につ い

て の知 識 も皆 無 で した。 しか し彼 らの

後 に は何 千， 何 万 とい う聖徒 た ちが 続

い て来 て い ま した。 彼 らは ブ リガ ム ・

ヤ ン グ の 預 言 の 言 葉 を 受 け入 れ ま し

た。

砂 漠 の 土 の上 に 家 々が建 ち始 め樹 木

が植 え られ ま した。 そ して それ らの木
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が育 った こ と 自体 が 奇跡 で した。 新 し

い神 殿 の建 設 が始 ま りま した 。 その 工

事 はそ の後40年 間休 み な く続 くこ と に

な り ます 。 こ の1847年 か ら始 め て ，

1869年 に鉄道 が 開通 す るまで ，何 万 も

の 聖徒 た ちが ロ ッキー 山 中の シオ ン に

や っ て来 ま した。 ノー ブ ー に聖徒 た ち

はい な くな りま した。神 殿 は放 火 に よ
あらし

って炎 上 し，後 に その 壁 は嵐 で崩 れ ま

した。

伝道 活 動 はす で に イギ リス で1837年

か ら始 め られ てい ま した 。伝 道 は やが

て イギ リス か らス カ ンジナ ビ アへ広 ま

り，次 第 に ドイ ツや ほか の 国 々へ も及

んで い きま した。 改宗 した 人 々は皆 シ

オ ンへ 行 くこ とを望 み ま した。

聖徒 たち の集 合 は， 無 計画 に進 め ら

れ たの で はあ りませ ん。教 会 の 代 理人

た ちが詳 細 な 点 に まで責任 を持 って進

め たの です 。移 住 者 た ち をニ ュー オ ー

リ ンズ ，ニ ュ ー ヨー ク， ボ ス トンへ 運

ぶ ため の船 が用 意 され ま した。 移 住者

た ちの最 終 目的地 はいつ も同 じ， グ レ

ー ト ・ソ ル トレー ク盆 地 で した。 そ し

て多 くの聖 徒 が ロ ッキ ー 山 中 の350以

上 の地域 に新 しい町 や入 植 地 を築 くた

め に， そ こか らさ らに 四方 八方 の地へ

広が っ てい きま した。

長 い 旅 の途 中 で多 くの人 々が 亡 くな
え そ

りました。 死 因 は コ レラ，壊 疽 ， 極 度

の疲 労 ，飢 え，厳 しい寒 さな ど様 々で

した 。

痛 ま しい犠牲 とな った 中で 最 もよ く

知 られ て い るのが ，1856年 に手車 で 進

ん だ ウ ィ リー 隊 とマ ー テ ィ ン隊 で し

た。

イ ギ リスや 西 ヨー ロ ッパ で 改宗 した
ほろ

すべ ての 人 を運 ぶ だ けの幌 馬 車 は あ り

ませ ん で した。シ オ ンへ行 くた め には，

小 さ な手車 を引 き， 徒 歩 で進 む以 外 に

方法 が あ りませ ん で した。 大 勢 の 人が

そ の方 法 で， 牛 に引 か せ た幌 馬車 よ り

も早 く旅 を しま した。 しか し1856年 の

この二 つ の隊 は，文 字 どお り死 の悲 劇

に見 舞 わ れ て しまい ま した。 出発 した

時期 が 遅 く， だ れ も彼 らが西 へ 向 か っ

て い る こ とを知 りませ ん で した。手 車

の 用意 が 整 っ てい な か った ので ，幌 馬

車 の都 合 のつ く人 が数 人 ，援 助 を与 え

るた め に同行 す る よう に割 り当て られ

ま した。 彼 らは歌 い なが ら西 へ の旅 を

始 め ま した。 前 途 に何 が待 ち受 け てい

るか を知 る人 は だれ もい ませ んで した。

彼 らは プラ ッ ト川 に沿 って西 に向か

い ま した。 フ ォー トラ ラ ミー の近 くで

問題 にぶ つ か りま した。 雪が 降っ て き

たの です 。 そ して 食糧 も少 な くな っ て
は

き ま した。 ワ イオ ミ ングの 高地 を這 う

よ うに して 進 み なが ら， 彼 らは 自分 た

ちが 絶望 的 な状 況 に あ る こ とを悟 りま

した。 この恐 ろ しい悲 劇 的 な行進 に よ

り， 約200人 が非 業 の死 を遂 げ ま した。

この 悲惨 な状 況 を体 験 した人 ，死 ぬ

ほ どの 苦 しみ を味 わ った 人，恐 ろ しい

体 験 に よる傷 を一生 負 い続 けた 人 につ

い て実 に多 くの物 語 が 語 られて きま し

た。 聖 徒 た ちの 西部 移 住 史 にお け る最

大 の悲劇 で した 。

事 の 次 第 をす べ て説 明 された と して

も，彼 らの状 況 が どれ ほ ど悲惨 だ っ た

か は，だれ も想像 で きない で しょう し，

理解 で きな いで し ょう。 ワ イ オ ミ ング

州 の リバ ー トン ス テ ー クの皆 さん に賛

辞 を呈 した い と思 い ます 。彼 らは死 の

行 進 と悲惨 な苦 しみ を経 験 した人 々 に

つ いて情 報 を集 め ，神殿 の儀 式 を行 い ，

記 念式 典 を開 き ま した。 昔 の 開拓者 に

つ い て は数 々の 逸話 が あ ります が ，そ

の 中 の一 つ だ け につ いて 手短 に話 した

い と思 い ます。

現在 では教 会 の所 有 とな っ てい る ロ

ック ・ク リー ク ・ホ ロー には， あ る夜

に亡 くなっ た13人 の共 同 墓 地が あ りま

す 。 そ の中 に は， 別 の家 族 に 同行 しな

が ら一 人 で旅 を して いた デ ンマ ー ク 人

の9歳 の 少女 が い ま した。 そ の名 を ボ

ー デ ィル ・モ ー テ ンセ ン とい い ま し

た。

1856年10月 ， ジ ェー ムズ ・G・ ウ ィ

リー の 隊 は ひ どい嵐 を避 ける場 所 を見
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つ け よ う として い ま したが ， 激 しい 風

に吹 きつ け られ る雪 はす で に数 十セ ン

チ もの深 さ に 降 り積 も って い ま した 。

ボー デ ィル は火 をお こす ため の小 枝 を

集 め て い ま した。 薪 を抱 えて 自分 の 手

車 へ戻 りま した。 しか し， 彼女 はそ こ

で息絶 え ま した。 凍死 で した。 彼 女 は

生 きる ため に懸 命 に戦 い ま したが ，飢

え と厳 しい 寒 さ はそ のや せ 衰 え た肉体

か ら命 を奪 い取 って しまった ので す。
こんにち

わ た した ち は今 日， これ らす べ て の

こ とが ， す で に1世 紀 半 も過 去 の 出 来

事 とな った こ とを主 に感謝 して い ます。

今 日， わ た した ち は彼 らが尽 く した

大 い な る働 きの 恩 恵 に浴 して い ま す。

皆 さ ん と と もに，彼 らに 感謝 した い と

思 い ます。 彼 らが わ た した ちの た め に

して くれ たす べ て の こ とに対 し，心 か

らの感謝 の念 を持 ちた い と思 い ます 。

1997年 の今 日， わた した ちの 前途 に

は未 来 が待 ち受 け てい ます 。 昔 の 開拓

者 たち に は大 きな期 待 が寄 せ られ てい

ま した が， 今 の 時代 の わ た した ち に も

同 じ く大 きな 期 待 が か け られ て い ま

す 。 わ た した ち は開拓 者 た ちが持 て る

力 を尽 く して成 し遂 げ た こ とを知 って

い ます。 わ た したち は彼 ら よ り もはる

か に多 くの もの を持 ρ てい ます 。 そ し

て 神 の王 国 の建 設 を続 けて い く とい う

非 常 に重 い責 任 も受 け てい ます 。 な す

べ きこ とは 実 に多 くあ ります。 すべ て

の 国民 ， 部族 ， 国 語 の民 ， 民族 に福 音

を伝 え る と い う神 聖 な 使 命 が あ りま
み な

す 。 ま た，主 イエ ス ・キ リス トの御 名

に よって ，教 え，バ プ テス マ を施 す と

い う責 任 が あ るの です 。復 活 され た主

は こ う言 わ れ ま した 。 「全 世 界 に 出 て

行 って ，す べ て の造 られ た もの に福 音
の

を宣べ 伝 え よ。」4

わた した ちは真 理 と義 を守 るた め の

偉 大 な業 に携 わ っ てい ます 。 人 の心 を

引 きつ け て離 さな いす ば ら しい 業 に携

わ って い ます 。恵 まれ て ， わた した ち

は今 ， 世 の人 々 か ら好 意 の視 線 を浴 び

て い ます。 教 会員 は尊敬 と誉 れ の受 け

継 ぎを得 てい ます 。 わ た した ち は たい

まつ を しっか り と握 り，走 り抜 か なけ

れ ばな りませ ん。

多 くの教 会 員が 全 世界 で 責任 あ る立

場 に就 いて い ます 。 そ の人 た ちが 博 し

み わざ

て い る良 い評 判 が ，主 の御 業 の進 展 を

さ らに力 強 い もの と して い ます。 ど こ

に い よ う とも， ま た どの よ うな環 境 の

中 で生 きて い よ うと も 「どの ような こ

とで も，徳 高 い こ と， 好 ま しい こ と，

あ るい は誉 れ あ る こ とや称 賛 に値 す る

こ とが あれ ば， わ た した ちは これ らの

こ とを尋 ね求 め る もので あ る。」5

ダニ エル が 話 した小 さ な石 は， 威厳

とカ を もって転 が り進 んで い ます 。 あ

ざ ける 人 々は今 で もい ます 。そ れ に心

を と らわれ ず に生 きて くだ さい。 わ た

した ち を一風 変 わ った人 間 と見 る人 々

も相変 わ らず存 在 します 。 それ は称 賛

と して受 け止 め， 生活 そ の もの を通 し

て ， 自分 た ちが 信 じるす ば ら しい教 え

が もた らす カ と徳 を示 しま し ょう。

家 族 の 崩壊 が 全 世界 的 な もの とな っ

て い る 今 ， 自 らの家 族 の 一致 を 図 り，

強 め ま しょ う。 家族 を正義 と真 理 の中

で は ぐくみ ま しょ う。

わた した ち には この よ うにす ば らし

い受 け継 ぎが あ る ので す か ら，必 ず 最

善 を尽 くす こ とが で き ます 。 先 人 たち

もわた した ち にそ れ を期待 して い るの

です 。 わ た した ち に は主か ら命 じられ

て い る こ とが あ ります 。 わた した ちは

自 らの 理想 と 目的 につ い て明確 な未 来

像 を持 って い ます 。

救 い の メ ッセ ー ジに 耳 を傾 け る世 の

義 人 を探 しま し ょう。現 実 に幻 滅 して

ほ か の もの に 目を向 けが ち な人 々 に，

光 と真 理 と理 解 を伝 え ま し ょう。

主 は わ た した ちが生 け る真 理 を教 え

るた め にす ば ら しい施 設 を与 えて くだ

さ って い ます。 全 世界 に集会 所 が あ り

ます 。 そ れ らを活 用 して ， 「神 の善 い

言 葉」6で人々 を養 い ま し ょう。

教 会 は全 世 界 に あ まね く神 殿 を持

ち，死 者 を救 うた め の偉 大 な業 を絶 え

ず 力 強 く前進 させ る ため に ， さ らに多

くの神殿 を建 設 中 です 。

わ た した ち の先祖 は， 堅 固 なす ば ら

しい土 台 を据 えて くれ ま した。現 代 の

わ た した ち に は， キ リス トを隅 の か し

ら石 と してす べ て が適 切 に組 み 立 て ら

れ た建 物 を築 くとい うす ば らしい機 会

が与 え られ て い ます 。

愛 す る兄 弟 姉妹 の皆 さん， わ た した

ち は何 と恵 ま れ て い る こ とで し ょ う
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か。 何 とい うす ば らしい受 け継 ぎ を得

て い る こ と で し ょうか 。 そ の 中 には ，

永 遠 の 父 な る神 とそ の 御 子 で あ る よ

み が え られ た 主 イ エ ス ・キ リス トの

犠 牲 ， 苦 しみ ， 死 ， 示 現 ，信 仰 ， 知
あかし

識 ， 証 も含 まれ ます 。
ほろ

空 を行 く飛行 機 が 遠 い昔 の幌 馬車 に

取 って代 わ り，バ イ ウ ェ イを走 るエ ア

コ ンの付 い た 自動 車 が軽 装 の馬 車 に取

って代 わ りま した 。 わた した ちは教 育

の た めの す ば らしい施 設 も持 って い ま

す 。家 族 の歴 史 につ いて も膨 大 な量 の

財 産 があ ります 。何 千 とい う礼拝 堂 も

あ ります 。様 々な 国 の政府 関係 の方 々

もわ た した ち に敬 意 と好 意 を示 して く

れ て い ます。 メデ ィアの扱 い方 も好 意

的 で す 。 この よ うに今 わ た した ち は，

好機 に恵 まれ た す ば ら しい時 期 に いる

の です。

わ た した ち は真 理 の 大義 の 中 で よ く

奉 仕 す る こ と に よ り，先 人た ち に最 高

の誉 れ を与 え るこ とが で きます。 神 の
み こころ

御 心 を行 い ， 「選 ば れ た 種 族 ， 王 国 の

神 権 者 ， 聖 な る国民 ，特 異 な民 」7とし

て前 進 す る と きに，神 が わた したち に

ほ ほ えん で くだ さ る よ うに と願 って い

ます 。

この記 念 すべ き年 に，過去 と将 来 に

思 い を向 け なが ら， これ らの こ と をへ

り くだ りお 祈 りす る と と もに ，わ た し

の証 と祝 福 を皆 さん に残 した い と思 い

ます 。我 らが 主， す な わ ち主 イエ ス ・

キ リス トの御名 に よ り， アー メ ン。
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●1997年4月6日(日)午 後の部会

善をそラうよ
み

御

うに導く

十二 使徒 定員 会会 員

L・ トム ・ペ リー

た ま

師
亜

み こころ

もしわた した ちが 天父の微)1に 徒 うならば 聖霊ば常にわた したちの
ぱん りよ

伴侶とな っτ くだ さ'ωま す。

ル トレー ク盆地 に着 い たモ ル モ

ソ ンの 開拓 者 は ，砂 漠 に定 住 地 を

築 くこ とが 大 変 な難事 業 で あ る こ とに

気づ き ま した 。試 練 と苦 難 に絶 え間 な

く見舞 われ た 彼 らは， この新 しい生活

は かつ て 自分 た ちが慣 れ親 しんで きた

生活 とは懸 け離 れ た もので あ る こ とを

思 い知 らされ た ので した。 彼 らを待 ち

受 けて い たの は ，家 を建 て，土 地 を開
かんがい

墾 し， 灌概 用 の水 路 を掘 り，果 樹 を植

え，材 木 を切 り出 し， 家畜 を育 て る仕

事 で した。 移 民 団が 次 々 とユ タへ 到 着

して いた こ とに加 えて ，干 ばつ に見 舞

われ ， バ ッ タが大 発 生 す る に及 んで ，

この新 しい準 州 の経 済 は大 き く傾 いて

い ま した 。家 族 を養 うた め に非常 な努

力 が必 要 とされ た ため ，初 期 の 開拓 者

の中 に は霊 的 な力 を失 って しまっ た入

もい ま した。 初 期 の教 会指 導 者 は この

事態 を憂 慮 して い ま した。 教会 の 指 導

者 たち は，この よ うな苦難 の 幾 らか は，

聖徒 が 戒 め をな お ざ りに して い る こ と

へ の 目に見 える報いであ る と考 えました。

1856年 ，大 管 長会 は事 態 の 改善 に着

手 しま した。 教 会 の指 導者 は準州 全 域

を巡 って悔 い改 め を叫 び ま した 。また，

ブ ロ ックテ ィー チ ャー を各 家 族 に派 遣

して， 質 問の リス トを配 りま した。 そ

の 中 に は 次 の よ う な質 問 もあ り ま し

た。

あ なた は兄 弟 姉妹 を裏切 る よ うな こ

とを して い ませ んか 。
かんいん

あ なた は姦淫 を行 ってい ませ んか 。
み な

あ なた は神 の御名 をみ だ りに口 に し

てい ませ んか。

あ なた は強 い飲 み物 で 酔 っ てい ませ

んか。

あ なた は負債 を返 済 しま したか。

あ な た は家族 に救 いの 福音 を教 え て

い ます か。

あ な た は朝 晩 ， 家族 と と もに祈 っ て

い ます か。

あ な た は ワー ドの 集会 に出席 して い

ま す か 。(C加rchHfs亡orア1η 亡he

Fα11nessof77mes『 時 満 ち る時代 の教

会 歴 史』p.366に 記 され た リ ス トを基

に編 集 した質 問)

主 に仕 え， 主の 戒 め を守 る よう 自分

自身 を再 奉 献 す る よ うに との チ ャ レ ン

ジ を指導 者 か ら受 けた聖 徒 た ち は，指

導者 の勧 告 に従 い，悔 い 改め ま した。
こんにち

1997年 の今 日，環 境 は大 き く変 わ り

ま したが ，わ た したち が抱 い て い る懸

念 の多 くは当 時 と変 わ りませ ん。 これ

らの質 問 は皆 ，今 日で も十 分 に通 用 す
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る もの です 。初 期 の 時代 の 開拓 者 が想

像 も しなか っ た新 た な誘 惑 が生 まれ て

い る現 在 で は ， この 質 問 リス トには さ

らに 多 くの項 目が 加 わ る こ とで し ょ

う。世 にあ って世 の もの に な らない よ

う にす る こ とが次 第 に 難 しくな って い

ます 。 出版 物 ， ラ ジオ ， テ レ ビ， イ ン

ター ネ ッ トが こぞ って俗 世 的 な もの を

わ た した ちの周 囲 に運 ん で き ます 。 あ

る テ レ ビ局 の番 組 編 成 が きっか け と な

っ て ，世 論 の反 対 を招 き， そ の結 果 ，

番 組 を格 付 け して， 視 聴者 が番 組 の 内

容 を判 断 で きる よう にす る制 度(レ ー

テ ィ ング シス テ ム)が で きま した。確

か に人 々 は，周 囲 に避 け な けれ ば な ら

な い ものが た く さんあ る こ と に気が つ

きま した。 しか し， 問 題 は格付 けす る

人 々 を信 頼 で きるか ど うか です 。 わた

した ちは幸 い に も善 悪 に つ いて 大切 な

判 断 を下 す場 合 に ，導 き とな る特 別 な

力 に恵 まれ てい ます 。

救 い主 は地 上 で の務 め が終 わ りに近

づ い た こ とを悟 ってお られ たそ の特 別
ばんさん

で神 聖 な時 間， い わ ゆ る最後 の 晩餐 に

十 二使 徒 を招 か れ ま した 。 主 は使徒 た

ちに， 御 自分 が 去 っ て も彼 らは孤立 無

援 の状 態 に 置か れ る ので は な い とい う

希 望 をお 与 え に な りま した。 この よ う

な言葉 で慰 め を与 えて お られ ます 。

「あ なた が た は，心 を騒 がせ ないが

よい。 神 を信 じ， またわ た しを信 じな

さい。

わ た しの 父 の家 に は， す ま いが た く

さん あ る。 も しなか っ た な らば， わ た

しは そ う言 っ てお い たで あ ろ う。 あ な

たが た のた め に，場 所 を用 意 しに行 く

のだか ら。

そ して， 行 っ て，場 所 の 用意 が で き

た な らば， また きて ， あ なたが た をわ

た しの と こ ろ に 迎 え よ う。」(ヨ ハ ネ

14：1-3)

この よ う に祝 福 が待 って い る こ と を

確 認 され た後 に， イス カ リオ テ で ない

方 のユ ダが 尋 ね ま した 。 「主 よ， あ な

た ご 自身 をわ た した ち に あ らわ そ う と

して ，世 にあ らわそ う とされ な いの は

なぜ です か。」(ヨ ハ ネ14：22)

イ エ ス は この よ う に答 え られ ま し

た。 「も しだ れ で もわ た し を愛 す る な

らば ， わ た しの言 葉 を守 るで あ ろ う。



そ して ， わ た しの 父 は そ の 人 を愛 し，

また， わ た した ち はそ の 人の と ころ に

行 って，そ の人 と一緒 に住 むで あ ろ う。

しか し，助 け主 ， す な わ ち，父 が わ

た しの 名 に よ っ て つ か わ され る聖 霊

は，あ なたが た にすべ て の こ とを教 え，

ま た わ た した ちが 話 して お い た こ と

を， こと ご と く思 い起 こ させ る であ ろ

う。」(ヨ ハ ネ14：23，26)

救 い主 が復 活 され た後 に，水 に よる

バ プ テス マ を受 け ，主 の 聖徒 に数 え ら

れ る人 々 に約 束 され た とお り， 慰 め主

が与 え られ ま した。 十 二使 徒 はペ ンテ

コス テの 日に大 きな現 れ を受 け，聖 霊

に満 た され ま した。 ペ テ ロ は集 まった

人 々 に対 して ，悔 い改 め てバ プテ スマ

を受 け る よ うに勧 め ， そ うす れ ば聖 霊
たまもの

の賜 物 を 受 け る で あ ろ う と言 い ま し

た。

救 い主 が ニ ー フ ァイ人 を訪 れ られ た

ときに も， 同 じよ うな こ とが起 こ りま

した。

救 い主 の教 会 が 設立 され た後 に，教

会 の会 員 た ち の問 に背 教 が入 り込 ん だ

た め に，暗黒 の 日々が や って来 ま した。

人 々の 不 義が 原 因 となっ て， 地 上 か ら

神 権 の権 能 が取 り去 られ ま した 。

ジ ョセ ブ ・ス ミス を通 して 光 が再 び

世 に もた らされ たの は1820年 の こ とで

す。 この年 に ジ ョセ ブは最 初 の示 現 を

受 け ま した。預 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス

は神 の教 会 を再 び設 立す るた め に10年

間 に わ た っ て 十 分 な 訓 練 を 受 け ま し

た。 ジ ョセ ブ ボス ミス は神 権 の権 能 を

受 け ま した 。最 初 にバ プテ ス マ の ヨハ

ネか らア ロ ン神 権 を，次 にペ テ ロ， ヤ

コブ ， ヨハ ネか らメ ルキ ゼ デ ク神権 を

受 け ま した。 ジ ョセ ブは また啓 示 を与

え られ ま した。神 の声 が 天 か ら語 られ

るこ と にな りま した。 こ う して神 と神

の 預 言 者 を結 ぶ 道 が 回復 され た の で

す。

1830年4月6日 ，教 会 を組 織 す る ため

に少 数 の会 衆 が集 ま りま した。預 言 者

ジ ョセ ブ ・ス ミス は 出席 者 に対 して，

彼 とオ リバ ー ・カ ウ ドリを彼 らの教 師

として ，特 別 な助 言者 と して心 か ら受

け入 れ るか ど うか を尋 ね ま した。 出席

者 は挙 手 に よって 彼 らを支持 す る こ と

を表明 しま した。

使用できる状態に保つのに役立った。

ジ ョセ ブ とオ リバ ー はす で に メル キ

ゼ デ ク神 権 を受 けて い ま した が ， こ こ

で お互 い を長 老 の職 に聖 任 し ま した 。

こ の よ うに した の は二 人が 新 た に組織

され た教 会 の長 老 で あ る こ とを明 らか
ばんさん

にす る ため で した。次 に主 の晩 餐 で あ
せいさん

る聖餐 式 が 執 り行 わ れ ま した。 ジ ョセ

ブ とオ リ、バ ー はす で にバ プ テス マ を受

けて い た人 々 をイ エ ス ・キ リス トの教

会 の会 員 と して確 認 し，彼 らに聖霊 の
たまもの

賜 物 を授 け ま した(『 時 満 ち る時 代 の

教 会 歴 史』pp.67-68参 照)。

神 の 神権 に よっ て，水 に よるバ プテ
あんしゅ

ス マ を受 け， そ の後 に按 手 に よって 聖

霊 を受 け る とい う特 別 な人 々の 中 に数

え られ る こ とは ，何 とす ば ら しい特権

で しょうか。

リグ ラ ン ド ・リチ ャーズ 長老 は聖霊

の賜物 を次の よう に説 明 して い ます。

「聖 霊 の賜 物 は，植 物 に太 陽 や水 が

欠 かせ ない よう に， わ た した ち に とっ

て 不可 欠 な もので あ る。太 陽や水 を取

り去 れ ば，植 物 は枯 れて しま う。 それ

と同様 に， この教 会か ら聖 霊 の存 在 を

取 り去 って しまえ ば， ほ かの 教会 と何

ら変 わ らな くなっ て しま う。 そ れ は教

会 員 の信 仰 生 活 か らも うか が う うこ と

がで きる。」(「聖 霊 の賜物 」『聖徒 の道 』

1980年3月 号 ，p.106参 照)

賜 物 は使 わ な けれ ば さほ ど価 値 の な

い もの に な って しまい ます 。 しか し も

しわた したち が天 父 を常 に 覚 え， 天父

の 戒 め を守 る こ と に よって ，天 父 の御

心 に従 うな らば， 聖霊 は常 にわ た した
はんりよ

ちの伴 侶 となっ て くだ さい ます。

わ た しは人生 で 重大 な局 面 を迎 え た

と きに，静 か な細 い声 に よ って導か れ ，

大 切 な決 断 を下 す こ とが で き ま した。

そ の と きに どれほ ど感 謝 したか を今 で

も覚 え てい ます 。 わ た しは小 売 を業種

とす る会社 で長 年働 いて い ま した。 わ

た した ちの会 社 は とて も成功 して い ま

した。業 務 を拡大 した かっ たの です が，
ワ ばくだい

そ の た め に は莫 大 な資 金 が 必 要 で し

た。 そ こで資 金 を調 達 す るた め に， わ

た したち が知 るか ぎ り最 も優 秀 な財務

コ ンサ ル タン トに相 談 しま した。 彼 ら

は大 きな会 社 との 合 併 を勧 め ま した 。

合 併 の話 は とん とん拍 子 に進 んで ，経

営 陣 の継 続 性 を図 るた め にわ た しは5

年 契 約 の契約 書 にサ イ ンをす る よ うに

求 め られ ま した。 とこ ろが数 か 月 もた

たぬ うち にわ た しは大 変 難 しい局面 に

立 た され て しまい ま した 。新 しい オー

ナ ー た ちが ，信 頼 を裏 切 る よ うな行 為

をす る よ うに求 め て きた の です。 わた

しに は とて もで きな い こ とで した。 お

互 い の主 張 を譲 らず に，長 い 間話 し合

い を続 け ま した 。難 局 を打 開 す る道 が

な い と感 じた わ た しは，会 社 を辞 め る

こと を了承 し ま した。 わ た しに と って

この タイ ミング は最 悪 で した。 妻 は重

病 で ，多 額 の 医療 費 が必 要 で した 。娘

は家 を離 れ て大 学 に通 っ てお り， 息子

は伝 道 中で し た。 そ れ か らの1年 間 と

い う もの は， コ ンサ ル テ ィ ングの仕 事
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か ら得 る収 入 だ け で， あ らゆ る費 用 を

支払 わ なけ れ ばな りませ ん で した。

約1年 間苦 労 した 末 に， カ リ フ ォル

ニ アの あ る会 社 か ら，仕 事 の件 で話 し

合 い たい の で カ リフ ォル ニ ア まで来 る

よ うに との電 話 連絡 を受 け ま した。 わ

た しは早 速 その 会社 へ 行 っ て交 渉 した

結 果 ，非 常 に良 い 条件 で 契約 で きる こ

とにな りま した。 わ た しは この 機会 を

とて も喜 ん で い ま した。 い った ん家 に

帰 って家 族 と相 談 してか ら返事 を した

い と言 い ま した。わ た しは家 に戻 る と，

家 族 とと も に注 意 深 く検 討 した 結 果 ，

これは正 しい こ とで あ って 実行 すべ き

だ とい う結 論 に達 し ま した 。 ところ が

仕事 を引 き受 け る こ とを会 社 に連 絡 し

よう と してい る と， わ た しはかつ て 聞

い た こ と もない ほ ど力 強 く告 げ る声 を

聞 いた の です 。 それ は 「その仕 事 を断

りな さい」 とい うもの で した。 この声

を無視 で きなか っ た わた しは仕事 を断

りま した が ，残念 な気 持 ち をぬ ぐい去

れ ませ んで した 。 なぜ そ の よ うに言 わ

れ た の か 訳 が 分 か りませ ん で した。2

階の寝 室 へ行 くと，ベ ッ ドに腰 を下 ろ

して ，聖 典 を 開 きま した 。何 げ な く開

いた箇 所 が教 義 と聖 約 第111章 で した。

この 章 は 当時 わ た した ち家 族 が住 ん で

い たマ サチ ュー セ ッツ州 で与 え られ た

啓 示 で 唯 一 ， 『教 義 と聖 約 』 に収 め ら

れ てい る もの で した。 と れ らの聖 句 が

文 字 ど お りペ ー ジ か ら飛 び 出 して き

て， わ た しの 目に留 ま りま した 。

「あ なたが た の負 債 に つい て心 配 す

る こと はな い。 わ た しは それ を返 済 す

る力 をあ なたが た に与 え る…… 。

この地 と周 りの 地域 に と どま りな さ

い 。」(教 義 と聖 約111：5，7)

心 に大 きな平 安 が生 まれ ま した。 そ

れ か ら数 日 もたた ぬ う ちに ， わた しは

ボス トンで 申 し分 の ない 条件 の仕事 を

見 つ け る こ とがで きま した。 そ して数

か 月 後 に， 当 時大 管長 会 の 第一 副 管長

であ っ たハ ロル ド ・B・ リー副 管 長 を

迎 えて 開 く大会 を主催 す る とい う特権

に あず か りま した。大 会 は大成 功 で し

た。 わ た した ち は リー副 管 長 の言 葉 に

感 動 し ま し た 。 翌 年 の7月 に ジ ョセ

ブ ・フ ィー ルデ ィ ング ・ス ミス大 管 長

が亡 くな り， リー副 管 長が 大 管長 に召

され ま した 。 そ れか ら3か 月 後 に， わ

た しは ソル トレー クへ 来 る よ うに との

連絡 を受 け ま した。 そ して ソル トレー

クへ 向か う と，仕 事 を辞 め て中央 幹 部
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になる よ うに との召 しを受 けた のです。

も しあの と き， ボ ス トン を離 れ て は
み たま

な らな い と勧 告 す る聖 な る御霊 に耳 を

傾 けな か った と した ら， ど うな って い

た だろ うか と考 え る こ とが よ くあ りま

す 。

パ ー リー ・P・ プ ラ ッ トはわ た した
たまもの

ち に とっ て聖霊 の賜 物 は どの よ うな意

味 を持 つ か とい うこ とにつ いて ，次 の

ように述 べ てい ます 。

「聖 霊 の賜 物 は， … … あ らゆ る知 的

な 能力 を活 発 に し，生 まれ なが らのあ

らゆ る情 感 や愛 情 を豊 か に し，伸 ば し，

拡 大 し，清 め， 知恵 の賜物 に よ って正

し く使 え る よ う に そ れ ら を順 応 させ

る。 また ， 同情 心 や喜 び，好 み ， 親近

感 ，情 愛 な どを刺激 し， は ぐ くみ ，高

め ，十 分 に発 達 させ る。 さ らに，徳 や

親 切 ，善 行 ，思 い や り， 寛 大 さ な どを
ようほう

喚 起 す る。 人 の美 し さや 外 観 容 貌 を

磨 く。健 康 ，活 力 ， 生気 ， 社交 性 を育

成 す る 。心 身両 面 の あ らゆる 能力 を活

気 づ け る。 体力 や精 力 を強 め ，活 力 を

与 え る。要 す る に聖 霊 の賜 物 は ，昔 も

今 も， 骨 に髄 を，心 に喜 び を， 目に光

を， 耳 に音 楽 を，す べ て の人 に命 を与

え るの で あ る。」(Key亡o亡heScfe刀ce
かぎ

ofTheology『 神 学 を解 く鍵 』p.101)

聖 霊 の 賜 物 は ふ さ わ し く生 活 す る
あかし

人 々 に力 と慰 め を与 え る こ とを証 しま

す。 天 父 の永 遠 の祝 福 にあず か る た め

の道 を一 人 で探 す の で な く， 助 け主 が

お られ る こ と.を知 っ てい るわ た した ち

は どれ ほ ど大 きな慰 め を得 て い る こと

で し ょうか 。 わ た した ち は何 を読 むべ

きか ，何 を見 るべ きか， 何 を聴 くべ き

か ， どの よ うに生 活 すべ きか を判 断 す

るた め に， 人 に よっ て格 付 け され た基

準 に頼 る必 要 は あ りませ ん。 わた した
はんりよ

ち に必要 なの は， 聖 霊 を常 に伴 侶 とす

るた め にふ さわ しい 生活 を送 り， 生 活

の中 で もた ら され る聖霊 の励 ま しに従

う勇 気 を持 つ ことで す。 願 わ くは， 主

の祝福 に よ り， わた した ちが 聖霊 の 賜

物 とい うこの偉 大 に して貴 重 な賜 物 を

常 に 心 に 留 め る こ とが で き ます よ う

に。 これ らの こ とをへ りくだ って， わ

た したち の主 で あ り救 い 主で あ る イエ
み な

ス ・キ リス トの 御名 に よ りお 祈 り しま

す。 アー メ ン。



堪え忍び
高く上げられる

十 二使 徒定 員 会会 員

ラ ッセ ル ・M・ ネ ル ソン

堪え忍ぶ責任ぱ皆さん自身に与えられた ものさす。ざも，皆ざんば決

しτ独 りさなあ りません。主が皆さんを高 く上げτくださるからさす。

結搬聖簾 霧 鷺儒
午 後 ， 時 間 が で きた の で ，2歳 に な る

娘 と遊 ぶ こ とに し ま した。 わた した ち

は ミネ ソ タのあ る美 しい湖 を訪 れ ，小

さな ボー トを借 りま した。 そ して岸 か

らか な り離 れ た所 まで こいで 行 き， オ

ー ル を置 い て穏 や か な景色 を楽 しんで

い ま した 。す る と突 然 ，娘 が 片足 をボ

ー トか ら出 して こ う言 う ので す
。 「パ

パ， 降 りる時 間 だ よ。」

わ た した ち は とっ さ に娘 をつ か ま

え ，説 明 しま した。 「あ の ね ， まだ 降

りる時 間 じゃな い んだ よ。 無事 に岸 に

着 くまで は降 りち ゃい け ない ん だ よ。」

娘 は，岸 に着 く前 に降 りれ ば 大変 な こ

とにな る と何 度 も言 わ れて ， よ うや く

納 得 しま した。

子 供 た ちが その よ うな危 険 を 冒す の

は ，単 に親が 持 っ てい る知 恵 を身 に付

け て いな いか らです 。 天 の御 父 の子供

で あ るわ た した ち も同 じよ うに， 御 父

が望 んで お られ る終 着 点 に到 着す る前

に， 愚 か に も 「ボー トか ら出 よう」 と

考 え る こ とが あ ります 。 主 は 最 後1ま

で堪 え忍 ぶ2よ う に と何 度 も繰 り返 し

教 えて お られ ます し， これ は聖 文 を貫

くテー マ で もあ ります。 この メ ッセ ー

ジ を 伝 え る 聖 句 は た く さ ん あ ります

が ， 次 の一 つ を例 に出せ ば十分 理解 で

きる で し ょう。

「わ た しの シオ ンを起 こそ うと努 め
たまもの

る者 は幸 い で あ る。彼 らは聖 霊 の賜 物

と力 を受 ける であ ろ う。 また， 彼 らは

最 後 まで 堪 え忍 ぶ な らば，終 わ りの 日

に高 く上 げ られて ，小 羊 の永 遠 の 王国

に救 われ るで あ ろ う。」3

神 か らの祝 福 が得 られ るか ど うか は

常 に ，そ の祝 福 が か かわ る律 法 に従 順

か ど うか に左 右 され ます 。4先 ほ どの

我 が 家 の 話 に 当 て は め て み ま し ょう。

わ た した ち は まず ，主 と とも に 「ボー

トに乗 る」必要 があ ります。そ れか ら，

主 と一 緒 に ボー トに と ど まら なけれ ば

な りませ ん。 こ う して，決 め られ た時

が来 る まで 「ボ ー トか ら降 りる」 こ と

を しなけ れ ば， 主 の王 国 に着 き， 高 く

上 げ られ て永 遠 の命 を得 る こ とが で き

ます 。

「高 く上 げ られ る」とい う言葉 は一 つ

の物 理 的 法則 にか か わ る もの です が5，

ち ょっ と した 実験 に よっ てそ れ を説 明

す る こ とに し ま し ょう。 こ こに糸 巻 き

があ ります 。 この糸 巻 きの 穴 に息 を吹

き込 み ます 。 す る と，息 の力 に よ って
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テ ィ ッ シ ュペ ー パ ー が 飛 ん で 行 き ま

す 。次 に， ご く普通 の メモ用 紙 とピ ン

を取 り出 します 。 そ して ， ピ ンを カー

ドに通 し ます 。 そ の ピ ンを糸 巻 きの 穴

に入 れ， カー ドを糸 巻 きに付 け る よ う

に して持 ち ます 。 それ か ら， 同 じよ う

に息 を吹 き込 み ， それ と同時 に カー ド

を持 って い た手 を放 して ， カー ドが物

理 的 な力 に ど う 反 応 す る か 見 てみ ま

す。 実験 す る前 に どうな るか予 想 して

み て くだ さ い。 この カー ドは 吹 き飛 ば

され て わ た しか ら離 れ て行 くで しょ う

か。 そ れ とも， 落 ちな いで そ の ま ま と

どまっ てい るで しょ うか 。い いで すか 。

(ネル ソ ン長 老 ，実 験 をす る。糸巻 きの

穴 に息 を吹 き込 む と， カー ドは落 ち な

いで 糸巻 きに吸 いつ いた ように なる。)

見 え ま した か。 息 を吹 き込 んで い る

か ぎ りカ ー ドは落 ち ませ ん ね 。 で も，

息 が続 か な くな る と カー ドは落 ちて し

まい ます 。 息が 続 か な くなる と，重 力

とい う反 対 の力 に負 けて しま うか らで

す 。絶 えず 息 を吹 き続 け るエ ネル ギー

が わ た しにあ れ ば， カー ドはい つ まで

も落 ち なか った はずで すね 。6

この よ うに， 反対 の力 に打 ち勝 って

落 ち な い よ うにす る には ，常 にエ ネ ル

ギ ー を注 が な けれ ば な りませ ん 。 この

法 則 は わた した ちの生 活 に も当 て は ま

ります 。何 か を行 うと きに は必 ず， エ

ネル ギー と堪 え る意 志 の両 方 が 必要 で

す 。5，000メ ー トル 競 走 の勝 者 は5，000

メー トル を走 り切 っ た時 点 で勝 者 と な

る の で あ っ て，1，000メ ー トルや2，000

メ ー トル の 時 点 で は勝 負 は つ きま せ

ん。 ボス トンに行 きた くて ボス トン行

きのバ ス に乗 った 人が 途 中の バ ー リ ン

トンで 降 りる こ とは あ りませ ん よね 。

教 育 を受 け たい の に中 途 で退 学す る こ

とは しませ ん し，一 流 レス トラ ンで の

フ ル コー スで サ ラ ダだ け食 べ て店 を出

る こ と もしない で し ょう。

どの よう な仕 事 で も，忍 耐 を もっ て

始 め， 途 中で は 反対 の力 に耐 え， そ し

て最 後 まで 堪 え忍 ば な けれ ば な りませ

ん。仕 事 か ら得 られ る成 果 を味 わ うに

は， まず仕 事 を完 成 す る必 要が あ りま

す 。 あ る詩人 が こ う書 い てい ます 。

仕事 が くっつ いて くる まで， 仕事 に



くっつ い てい ろ

始 め る者 は多 いが ，終 える者 は少 ない

誉 れ ，力 ，地位 ，称 賛 は

あきらめ なか った者 にだ け与 え られ る

仕 事 が くっつ い て くるまで ，仕 事 に

くっつい て いろ

骨惜 しみせ ず 汗 を流 し，笑 顔 で働 け

努力 と汗 と笑顔 か ら

やが て人生 の勝利 が訪 れ るのだか ら7

わた したち は 肉体 的 な問 題 に直 面 し

た と き，忍 耐 す る こと を求 め られ ます 。

重病 や 年齢 か ら来 る肉体 的 な弱 さで 苦

しんで い る人 々 は， そ の試 練 を最 後 ま

で堪 え忍 び たい と願 い ます 。8そ して，

厳 しい肉体 的 な試練 には霊 的な 試練 が

伴 うこ とが しば しばです 。

初期 の 開拓 者 の こ と を考 えて み て く

だ さい。彼 らが 西部 へ の入 植 の 試練 に

最 後 まで堪 え忍 ば なか っ た らど うな っ

てい たで し ょ う。今 年 の150年 記 念 祭

はあ り得 ませ んで した。 彼 らは確 固 と

して耐 え ま した 。迫 害9， 追 放10， 政府
ぽくめつ

に よ る撲 滅 令11， 財 産 の収 用12な ど，

た くさん の試練 に耐 え たの です 。 主 に

対す る彼 らの不 退 転 の信 仰 が ，彼 らを

高 く上 げ たの です 。 皆 さ ん もわ た し も

同 じ経 験 を味 わ うこ とが で きる で し ょ

う。

主 が最 も心 に か け てお られ るの は，

わた した ち一 人 一人 が救 い と昇 栄 を得

る こ とで す。 使徒 パ ウロ の改 宗 が最 後

ま で堪 え忍 ぶ よ う な改 宗 で な か っ た

ら， どうな って い た で し ょうか 。彼 が
あかし

伝 道 の終 わ りに述べ たあ の証 は と うて

い聞 かれ なか った で し ょう。 こ うあ り

ます 。 「わ た しは 戦 い を りっ ぱ に戦 い

ぬ き，走 るべ き行 程 を走 りつ くし，信

仰 を守 りとお した。」13
みこころ

もしイエ ス が御 父 の御 心 を行 う とい

う決 意 を鈍 らせ てお られ た ら， ど うな
しょくざい

らて いた で し ょうか。14瞭 罪 は行 わ れ

なか った はず で す。 死者 の復 活 もあ り

得 ませ ん で した 。不 死不 滅 と永遠 の 命

の祝 福 もあ りませ ん♂5し か し， イエ

スは確 か に耐 え られ ま した。 そ の最 期

の と きに， イエ ス は御 父 に こ う祈 られ

ま した。 「わ た しは ， わ た しに させ る

ため にお 授 け にな っ たわ ざを瞳

エ ， 地上 で あ な たの 栄光 をあ らわ しま

した 。」16

地 上 で の教 導 の業 が 始 ま った こ ろ，

イエ ス は御 自身 に従 っ て来 る人 々の信

仰 の持 ち方 に心 を痛 め る よ う にな られ

ま した。 イエ スは5，000人に食 物 を与 え

た 後 で17王 国 の教 義 を教 え られ た ので

すが ，中 には 「これ は， ひ どい 言葉 だ。

だ れ がそ ん な こ とを 聞い てお られ よう

か 」18と不 平 を言 う人 々 が いた の で す。

主 か ら食 物 を頂 い た後 で さえ， 主 とと

も に耐 え る信 仰 を持 て ない 人が 大勢 い

ま した。 主 は 十二 弟子 に こ う言 わ れ ま

した。 「あ なた が た も去 ろ う とす る の

か。」

す る と， シモ ン ・ペ テ ロが答 え ま し
ことば

た 。 「主 よ， … … 永 遠 の 命 の 言 を もっ

て いる の はあ なたで す。

わた した ち は， あな たが 神 の聖 者 で

あ るこ とを信 じ，また知 って い ます。」19

この ペ テ ロの答 え こそ， わた したち

の福 音 へ の決 意 の真 の核 心 を成 す もの

で す。 イエ スが キ リス トで あ られ る こ

と を疑 い な く理解 す る と き， わ た した

ちは イエ ス とと もに あ りた い と願 う も

の です 。 そ して， 心か ら改宗 した 人 々

には堪 え忍 ぶ力 が授 け られ ます 。

この堪 え忍 ぶ力 は， わた した ちの人

生 の 中 で最 も大切 な二つ の 関係 にお い

て欠 か す こ との で きな い もの です 。一

つ は結婚 ， も う一 つ は主 の 教会 の会 員

と して の資 格 です 。 この二 つ に共 通 す

る の は，単 なる契 約 関係 で はな く， 聖

約 に よっ て結 ば れ てい る 関係 だ とい う

こ とです 。

結 婚 ，特 に神殿 結 婚 とそれ に伴 う家

族 の きず な は， 聖約 を基 と した 関係 で

す 。 した が って ， 決 して軽 視 して よい

もの で はあ りませ ん。 世界 的 に離婚 率
こんにち

が 急上 昇 してい る今 日，多 くの 人 々が
はんりよ

伴侶への愛情を最後まで持続できない

でいることは明白です。また，自分の

最 も重要で優先度の高い神権の義務

力㍉ 妻を敬い支持することであるのを
は

忘れる夫がいるために，神殿結婚が破
たん

綻 して い ます。20父 親 が子 供 た ち に で

きる最 良 の こ とは， 子供 た ち の母 親 を

愛 す る こ とです。21

最 近 ゴー ドン ・B・ ヒ ンク レー大 管

長 は， すべ ての 末 日聖徒 の夫 が守 るべ
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きこ とと して 次 の よ う に語 りま した 。

「〔奥 さん〕 を尊 んで 大 い なる もの と し

て くだ さい。 そ うす れ ば， 神権 を尊 ん

で 大 い な る も の とす る こ と に な り ま

す。」22こ の大 管 長 の賢 明 な勧 告 に， 時

を超 えたパ ウ ロの助 言 を付 け加 え ま し

ょ う。 「あ な たが た は ，そ れぞ れ ， 自

分 の 妻 を 自分 自身 の よ う に愛 しな さ

い。 妻 もまた夫 を敬 い な さい。」23こ の

永続 す る愛 は， 人 生 の試 練 に遭 っ て も

わた した ちを常 に高 めて くれ ます。 ま

た，永 続 す る愛 とは ，夫 と妻 の両 方が

二 人 の一 致 を最 も重 要 な二 つ の約 束 の

一 つ と位 置 づ け た結 果 と して生 まれ る

もの なの です 。

永 遠 に まで影 響 を与 え る も う一 つ の

約 束 は， 主 に対 す る もの です 。24残 念

なが ら，主 と と もに最後 まで 堪 え忍 ぶ

との心 か らの 約 束 をせ ず に， バ プ テス

マ とい う神 聖 な儀 式 を通 して 神 と聖 約

を結 んで い る人 が い ます 。バ プテ スマ

は非 常 に重要 な儀式 です が， ほん の始

ま りにす ぎませ ん 。教 会 員 と して の最

高 の祝福 は ，神 殿 で の昇 栄 の儀 式 を受

けて初 め て実 現 す る ので す。 神殿 での

祝福 は わた したち に ， 日の栄 えの 王 国

にお い て 「王位 ， 王 国， 公 国， お よび

力 」25を 受 け継 ぐ資格 を与 えて くれ ま

す 。

主 は ， うわべ だ け活動 に参加 して い

る人 と しっか りした 信仰 に根 ざ して い

る人 を簡 単 に識別 され ます 。 イエ ス は

この こ とを種 ま きの た とえで教 えて お

られ ます。 「自分 の 中 に根 が ない の で，

しば ら く続 くだ け で あ る。 その の ち，
みことば おこ

御言 のた め に困 難や 迫 害 が起 って くる

と，す ぐつ まず い て しま う。」26

主 に忠 誠 を尽 くす とい うこ とは ，主

か ら召 され た教 会 の指 導 者 に も忠誠 を

尽 くさ なけ れ ばな らない とい う こ とを

意 味 します。 主 は 人 に力 を与 え， 主の
み な

御 名 に よ り語 る よ う に 聖 任 され ま し

た 。27そ の よ うな彼 らが 主 の 決 して沈

む こ との ない船 を，救 い とい う岸 に 向

けて 操縦 して い るの です か ら，彼 ら と

と もに そ の 船 に と ど ま る方 が 賢 明 で

す 。28「 この船 は沈 め得 ず， 天 地 の主

が い ます を。」29

そ れ に もか か わ らず ，あ る人 々 は船

が岸 に着 くの を待 ち切 れず ， 海 に飛 び



込 んで しまい ます 。また 悲 しい こ とに，

人生 の危 険 な旅路 につ い て は 自分 の方

が預 言 者 よ りも よ く知 っ てい る と主 張

す る仲 間 にそ そ のか され て， 船 を離 れ

る人 々 もい ます。 人 生 で生 じる い ろい

ろ な問 題 の 中 には，他 人が 原 因 の もの

もあ ります し，信 頼 して いた 人 か ら裏

切 られ る こ と もあ ります。 しか し， た
あがな

とえそうで あって も，わた した ちは順 い

主か ら見 捨 て られ る こ とは決 して あ り

ませ ん。 主 は こ う言 われ ま した 。 「あ

な たが たが わ た しの 言 うこ とを行 う と

き， 主 な るわ た しはそ れ に対 して義務

を負 う。」3。

主 に対 して 強 い忠 誠心 を持 っ てい な
はんりょ

い人 は ，伴侶 に対 す る忠 誠 心 も弱 くな

る傾 向 に あ ります 。 そ して ，永 遠 の 聖

約 へ の患 誠 心 が薄 れ る と.永 遠 に まで

影 響 を及 ぼ す 過 ちへ と発 展 す る の で

す 。 そ の よ うな人 々の 人生 を嘆 き悲 し

む心 は後 悔 で満 ちて い ます 。 次 の詩 に

それ が よ く表 れ てい ます 。

舌 が語 りペ ンが つづ る悲 しい言 葉 の

中 で

最 も悲 しい 言 葉 は こ うだ 。 「こ うで

あ った らよか った の に。」31

今 ， わた した ちが 話 して い るの は ，

あ らゆ る祝福 の 中で最 も大切 な もの に

つ いて で す 。 主 は言 わ れ ま した 。 「わ

た しの戒 め を守 り，最 後 まで堪 え忍 ぶ

な らば， あ な た は永遠 の命 を得 るで あ
た ま も の 　

ろ う。 この賜 物 は，神 のあ らゆ る賜物

の中 で最 も大 い なる もの であ る。」32

天 の御 父 が予 見 され た栄 光 の終 着 点

を 目指 して心 か ら堪 え忍 び た い と望 む

皆 さん は，個 人 と して の優 先 順 位 を し

っか り と決 め る必 要が あ ります 。 皆 さ

んの 心 を奪 お うとた くさん の興 味 あ る

こ とが ひ しめ き合 って い る中 で， まず

第 一 に 気 を つ け な け れ ば な らな い の

は， 「船 か ら決 して離 れ な い」 とい う

こ とです 。 だ れ も二人 の 主 人 に兼 ね仕

え る こ とは で き ませ ん。33皆 さん が も

しサ タ ンの 誘惑 に よっ て，最 後 まで堪

え忍 ぶ と聖約 を交 わ した伴侶 や主 をな

いが しろ に して， ほ かの もの ，つ ま り

娯 楽 や浮 気 ，名 声 ，財 産 な どを愛 す る
ほんろう

よ うに な る と，サ タ ンに翻弄 され て し

まい ます。 そ の よ う な誘 惑 に遭 った と

きに分 か るの は ，十 分前 もっ て決 心 を

してお け ば力 が得 られ る とい うこ とで

す。 主 は言 わ れ ま した 。 「わ た しが あ

な たが た に教 え ，戒 め る こ とを行 うよ

うに心 に決 めな さい。」34ま た主 は，預

言 者 エ レ ミヤ を通 して こ う宣言 され ま

した。 「わ た し は， わ た しの律 法 を彼

らの うち に置 き，そ の心 に しるす 。 わ

た しは彼 らの神 と な り， 彼 らはわ た し

の民 となる ……。」35

優 先順 位 が正 しけれ ば耐 え る力 も増

し加 え られ ます。 そ して， そ の優 先順

位 が 心 に深 く刻 まれ る と，船 か ら足 を

踏 み外 す こ とが な くな ります。 結 婚 や

教 会 や人 生 に あ って 欺 きが な い よ うに

守 って くれ るの です。

も し皆 さん が ，ほ か のい か な る人 や

物 を も差 し置 い て主 の よ うに な りた い

と望 む の であ れ ば， 「イ エ スへ の賛 美

は， イ エス の模 範 に従 う とい うわ た し

た ちの行 動 に最 も よ く表 され る」 こ と

を覚 えてお か な けれ ば な りませ ん 。 そ

れか ら， い か な る愛 も皆 さん の伴侶 や

家 族 ， そ して創 造 主へ の愛 を超 える こ

とが あ っ ては な りませ ん。皆 さん を治

め る の は啓 示 され た 真 理 の 原則 で す 。

他 人 が決 め た規 則 に左 右 され ない よ う

に しま し ょう。

堪 え忍 ぶ 責任 は皆 さん 自身 に与 え ら

れた もので す。 で も，皆 さん は決 して
あかし

独 りで はあ りませ ん 。 わた しは証 しま

す 。 「キ リス トの も とに 来 て ， キ リス

トに よって 完全 に」 な ろ う と努 力 す れ

ば， 皆 さ んは主 に よっ て高 く上 げ られ

る で し ょう。 そ して 皆 さん は ， 「神 の
みこころ

御 心 に添 わ な い もの をす べ て拒 み， 勢

力 と思 い と力 を尽 くして神 を愛 す る」36

よ うに なるの です 。

主 の生 け る預 言 者 は声 高 らか にこ う

呼 びか けて い ます 。 「こ の教 会 の会 員

は どこ にい よう と も， 力 強 く自分 め足

で 立 ち， 心 に歌 を忘 れず に前 進 し， 福

音 に生 き， 主 を愛 し，王 国 の建 設 に歩

む よ うにお勧 め します 。 と もに この道

を歩 み続 け，信 仰 を幽 一〕_ではあ

りませ んか 。」37

わ た した ち一 人 一 人が堪 え忍 ぶ こ と

に よっ て終 わ りの 日に高 く上 げ られ る
み な

よ う ， イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ り

祈 り ま す 。 ア ー メ ン。

注

1， マ タイ24：13;マ ル コ13：13;2

ニ ー フ ァ イ33：4;オ ム ナ イ1：

26;3ニ ー フ ァイ15：9;教 義 と聖

約14：7;18：22;20：29参 照 。

この 約束 は天 の御 父 と主 イエ ス ・キ リ

ス トの双 方 か ら確 認 を得 てい る。わ た

したち は偉大 な 工ロ ヒム か ら次 の宣 言

を 頂 いて い る 。 「ま こと に ，わた しの

愛 する者 の言 葉 は真実 で あ り，確 かで

あ る 。 最 後 ま で 堪 え 忍 ぶ 者 は 救 わ れ

る 。」(2ニ ー フ ァイ31：15)ま た ，

救 い主 か らは次 の 約束 を受 け て いる 。

「悔 い改 め て ，わ た しの名 によ って バ

プ テ ス マ を 受 け る 者 は だ れ で あ ろ う

と ，満 たさ れる であ ろ う。そ して ，最

後 まで堪 え 忍ぶ な らば… …わ た しが立

って世の 人 々を裁 くその 日に ，わた し
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2.

み まえ

の 父 の 御 前 で 罪 の な い 者 と しよ う。」

(3二ニー フ ァイ27：16)

「堪 える(endure)」 は ラテ ン語の 二

つの 言 葉 を語 源 に持 つ 複合 語 で あ る 。

接 頭辞 のenは 「内」 の意 味。 残 りは

動 詞durareか らの 派 生で ，「確 固 と

す る ，硬 くな る」 の意 味で ある 。 した

が ってendureは 「心 の 内 が確 固 と

なる」 とい う意味 とな る。 この 意味 は

endureに 当 たる 『聖 書』 の原 語 にも

見 られ る 。

『旧 約 聖 書 』 の ヘ ブ ラ イ 語 で ，

amanと い う語 幹 は 「確 固 と す る」

また は 「忠実 にな る ，信頼 する 」の 意

味 で あ る 。 こ の言 葉 は よ く 「忠 実 な

(faithfuD」 と翻訳 さ れる が ，「信 仰

(faith)」 とだ け訳 さ れる こ とはな い 。

amanは 信 仰 以上 の もの なの で ある 。

こ れ は受動 態 で は な い。 「忠実 にな る

よ う に と の 固 い 決 心 」 の 意 で あ る 。

amanは ま た ， 「確 か め られ た 」 「信

じる」 「長 く持 続 す る」 「確 信」 「確 立

(され た)」 「確 か 」 「信頼 」 「確 固 と し

た」 「確 固 と して 立 つ」 な どの 関連 語

の語 源 とな ってい る。

『新 約 聖 書 』 の ギ リ シ ャ 語 で は ，

hupomenoと い う動詞 が 用い られて

い る 。 これ は 「残 る(remaln)」 「と

ど まる(stay)」 「続 く(continue)」

の 意 味 で あ る 。hupo(hvpo)は

3.

4，

5.

6.

「下」の意 味で ，「皮下(hypodermic)」

「低体 温(hypothermia)」 に通 じる。

つ ま り ， 「堪 え忍 ぶ(endure)」 は 内

(皮 膚 の下 つ ま り内部)な る決 意 を 表

した言 葉な ので ある 。

1ニ ー フ ァ イ13：37。 モ ー サ ヤ

23：22;ア ル マ13：29;36：

3;3フ ：37;38：5;3ニ ー フ ァイ

27：21-22;エ テ ル4：19;教 義

と 聖約5：35;9：14;17：8;

75：16も 参照 。強 調の た め ，聖 文 で

はこの 戒め に従 わ なか った とぎの 否定

的な結 果 につ いて も教 えて いる 。例 え

ば次 の 聖句 で あ る 。 「も し彼 らが ，悔
み な

い改めて神の御 名を信 じることをせ

ず ，またその御名によってバプテスマ

を受けることな く，最後まで堪え忍ぶ

ことをしなければ ，彼らは罰の定めを

受ける。イスラエルの聖者である主な

る神が ，そ う言われたか らである。」

(2ニ ー ファイ9：24。2ニ ー ファイ

31：16;モ ルモン9：29も 参照)

教義と聖約130：20-21参 照

この物理のベル ヌーイの原理のデモン

ス トレーシ ョンは ，1996年8月17

日，当時力リフォルニア州サクラメン

ト在住の教会地域幹部ノーマン ・C・

ポエム長老が著者に見せてくれたもの

である。

揚力の法則は航空機が飛ぶときにはい
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7.

8，

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

16，

つ も 作用 す る 。 「翼 や 航 空機 全 体 ， ま

た は翼 のあ る ミサイ ル に作用 す る空気

力学 上 の分 力で ，相 対す る空 気の 流れ

と は垂 直に ，通 常は 重力 に逆 らう形で

上方 に働 く。」(，4mθrloθ η θθr1亡θgθ

D1α10η θry，5訊71fビ 『ア メ リ カ

ン ・ヘ リテ ッジ英英辞 典 』"lift"の 項)

著 者 不 詳"$tioktoYourTask"

θθεか∠0レθdノ⊃0θノη50プ 亡わθ 乙∠)θ

Pθoρ1θ 「仕 事 をや り遂 げよ」 『末 日聖

徒 愛唱 詩集 』 ジ ャック ・M・ リオン他

による 共同編 集 ，pp.255-256

ジ ョセ フ ・フ ィール デ ィン グ ・スミ ス

大 管長 は95歳 の と き ，「この世 での生

活 を最 後 まで堪 え忍 び たい」 との希 望

を 公 に述べ た(Ooηrθ め ησθ 月θρoπ

『大 会報 告 』1970年10月 、p.92;

ノmρ幻 レθ1ηθη亡εrθ'『イ ン プル ーブ メ

ン ト ・エラ 』1970年12月 号 ，p.27)。

ジ ョ セ ブ ・ス ミ ス ー 歴 史1：20，

22-24，27，58，60-61，74

参 照

開 拓者 はオ ハ イオ か らミズ ー リ，イ リ

ノイへ と追 わ れ ，最 後 にグ レー ト ・ソ

ル トレー ク盆地 に着 い た。

初 期の 開拓 者 たち はミ ズー リ州 知事 が

発 行 した 「モ ル モ ン は 敵 と 見 な し ，
ぼくめつ

撲滅するかまたは州外に追放 しなけれ

ばならない」との署名入りの命令によ

り，ミズー リを追われた(伊 ε亡o膨θf

亡わθ0わαroh『教会歴史』3：175)。

アメリ力合衆国議会は1887年 ，教会

に対する法人認可を取b消 すことによ

り教会 の 宗教 法 人 と して の存 在 を
まっしょう
抹 消 す る と い う前 例 の な い 行 動 に 出

た 。そ して ，礼 拝 の家(ロ ーガ ン ，マ

ンタ イ ，セ ン トジ ョー ジ ，ソル トレー

クの各 神殿)を 含 む教 会の 事実 上す べ

て の資 産 を没 収す る権 限を 連邦 管財 人

に 与 え た の で あ る(τ んθ と∂亡θ

0σrρor∂ 亡10η0プ 亡々 θ0わ σroわof

L/e5亡ノSOノ つr/S亡of∠_θ 亡亡θr-0θy

S∂ノη亡5肱 σηノ亡eσS亡 ∂亡θs『 近年 の

法 人で あ る末 日聖徒 イ エス ・キ リス ト

教 会 』136U.S.1)。

2テ モ テ4： フ

3ニ ー ファイ27：13参 照

モー セ1：39参 照

ヨ八 ネ17：4， 下 線付力口。 ヨ八 ネ4：

34も 参 照



17.マ タ イ14：21;16：9;マ ル コ

6：44;8：19;ル カ9：14;ヨ ハ

ネ6：10参 照

18， ヨ八ネ6：60

19.ヨ ハネ6：67-69

20.教 義 と聖約42：22参 照

21.こ の言 葉 は多 くの教 会指 導 者が語 って

いる。 例え ば 、八 ワー ド ・W・ 八 ンタ

ー 「義 に かな う夫
，父親 」 『聖 徒の 道』

1995年1月 号 ，p，57;デ ビ ッ ド ・

0・ マ ッケ イ ，ゴー ドン ・B・ ヒン ク

レーに よる 引用 「愛 と親 切の 手 を差 し

伸 べ よ う」 『聖 徒 の 道 』1983年1月

号 ，p.137参 照

22.1996年11月9日 に行 わ れ た ペル ー

の リマ市 で の教会 員 のた めの フ ァイヤ

サ イ ドの 最初 のセ ッシ ョン

23.エ ペ ソ5：33

24.力 口え て ，ふ さわ しい男 性 は神権 の誓 詞

と聖 約 にあず かる 特権 を授 か る。 これ

は彼 らが 仕 える す べて の 男 性 ，女 性 ，

子 供 を祝 福す るた めの もの で ある(教

義 と聖約84：33-48参 照)。

25.教 義 と聖約132：19

26.マ ル コ4：17

27.教 義 と聖 約1：38;21：5;68：4

参 照

28， 使 徒27：30-31;1ニ ー フ ァ イ

18：21-23参 照
あらし

29.「 主 よ ，嵐 す さび」 『賛美 歌』59番

30.教 義 と聖約82：10

31.ジ ョン ・グ リー ン リー フ ・ウ ィッテ ィ

ア"MaudMu「ler"7「 わθOomρ1θ 亡θ

Poθ 亡10θ1臨orksofレ γわ1亡亡1θr「モ ウ

ド ・ミ ュラ ー」 『ウ ィ ッテ ィ アー 詩作

金集 」P.48

32.教 義 と聖 約14：7。 預 言 者 ジ ョセ フ

は この堪 え忍 ぶ とい う概念 を 信仰箇 条

第13節 にこ う含め て いる 。「わた した

ち はすで に多 くの こ とを堪 え 忍ん でき

てお り，また すべ ての ことを堪 え忍 べ

る よ うにと望 んで いる 。」

33， マ タイ6：24参 照

34， ジ ョセフ ・ス ミス訳 ル カ14：28

35.エ レミヤ31：33

36.モ ロ ナイ10：32

37.「 この 道 を 歩 み続 け ，信 仰 を 保 つ 」

『聖徒 の 道 』1996年1月 号 ，p.78，

下 線付 力口

「小さな石」

前中 央扶 助協 会会 長(今 大会 で解 任)

イ レイ ン ・L・ ジ ャッウ

この福音を単仁信℃：ζだけωればよωとωう時代ば週ぎ去 り，今や慨勲
きぜん

をもっτイエス ・ヰクス1・とその計画を信 じ，毅然としτ実行に移すと

ぎτす。

た しは カナ ダ の カー ドス トンに

わ あ るア ルバ ー タ神殿 か らす ぐ近

い所 で 育 ち ま した。 カナ デ ィア ンロ ッ

キ ーの ふ もとに あ る この小 さなモ ル モ

ン教 徒 の 町で ，神 殿 は イエ ス ・キ リス

トの福 音 の持 つ力 と壮 麗 さの象 徴 にな

って い ま した。 この神 殿 の 中 でわ た し

は最 も大切 な聖約 を交 わ しま した。

この建 物 は わ た しに とって特 別 な 意

味 を持 って い ます 。 ス コ ッ トラ ン ドの

アバ デ ィー ン出 身で腕 の 良 い石 工 だ っ

た祖 父 の ジ ョ ン ・F・ ア ンダ ー ソ ン

が ， この 聖 な る神殿 のた め に 白い か こ

う岩 を磨 い て仕 上 げ る とい う召 しを受

けた か らで す。1915年 に隅石 が 据 え ら

れ た とき，祖 父 は使 徒 デ ビ ッ ド ・0・

マ ッケ イ長老 の 管理 の下 ，石 工 頭 とし

て働 く光栄 に あずか りま した。1923年 ，

神 殿 が 奉 献 され る前 に，祖 父 が 最後 の

石 を置 き ま した 。彼 の 日記 に は次 の よ

うに記 録 され てい ます 。 「そ れ はか さ

石 で は な く，表 門の小 さな石 だ った。」
き ょう

今 日わた しは扶助 協 会 の 表 門 にわ た

しの小 さな石 を置 きます。

『モ ルモ ン書 』 の 中 にあ っ てそ れ 自

体 一つ の小 さな石 であ る 「オ ムナ イ書」

で ， アマ レカ イ は次 の よ うに記 してい

ます 。 「わ た しは あ な たが たが イス ラ

エ ル の聖者 であ るキ リス トの も とに来
あがな

て ，キ リス トの救 い と，キ リス トの順 い

の力 にあ ず か る よ うに望 ん でい る。 ま

こ とに， … … 自分 自身 を キ リス トへ の

ささ げ物 と して ささげ ， 断食 と祈 りを

続 け， 最後 まで堪 え忍 び な さい。 そ う

す れ ば，主 が 生 きてお られ る よ うに確

か に， あ な た が た は救 わ れ る で あ ろ

う。」(オ ム ナ イ1：26)

預 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は 「自分 自

身 をキ リス トへ の さ さげ物 と して さ さ

げ」 る と は 「心 と， 勢 力 と， 思 い と，

力 を尽 く」 す(教 義 と聖 約4：2)こ と

だ と表現 しま した。 そ れ は神 の祭壇 に
たまもの

自 らの 時 間 と才 能 ，賜 物 や 祝福 ， そ し

て喜 ん で奉 仕 し主 の すべ て の求 め に応

じる心 を さ さげ る こ とです 。祖 父 は心

を込 め て石 を置 き， そ の石 を主 に ささ

げ ま した。今 日わた しは， 中央 扶助 協

会 に これ まで の奉仕 を ささげ ます。

1991年 に ヒ ンク レー長 老 の招 きに よ

り，生 まれ 故郷 の カ ナ ダに帰 り， アル

バ ー タ神 殿 の 再 奉 献 式 に出 席 し ま し

た 。式 が 終 わ り， 閉会 に当 た り全員 で

立 ち上 が っ て 「主 のみ た まは火 の ご と

燃 え」 を歌 った と き， 部屋 に満 ち た力

を忘 れ る こ とはで きませ ん。 聞 き慣 れ

た歌 詞 で すが 「天 の群 れ と共 に うた わ
み こ

ん ホザ ナ， ホ ザ ナ ，神 と御子 」(「主
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のみ た まは火 の こ'と燃 え」 『賛美 歌 』3

番)と い う言 葉 に感動 しま した。 ホザ

ナ とは歓 喜 あ ふれ る ときの義 にか な っ

た叫 び で あ り，確 か にそ れ は喜 び の 瞬

間で した 。

わた したち の合 唱 に加 えて ，聖 歌 隊

も 「ホ ザ ナ斉 唱」 を しま した 。 あの壮

麗 な神殿 の壁 を仕 上 げ た祖 父 の こ と を

思 う と き， 「主 の 宮 は完 成 した 。 主 が

この さ さげ物 を お受 け に な る よ う に」

(TheChofrbook「 合 唱 曲 集』pp.69-

76)と い うこ の歌 の歌 詞 は， わ た しに

は 感 慨 深 い も の が あ りま す 。 ま た ，
こんにち

今 日主 に完成 した 「宮 」 を さ さげ よう

と して い るわ た し には，特 に含 蓄 の あ

る言葉 で す。

神殿 を建 て る こ と と召 し を果 たす こ

とには 共通 点 が た くさんあ ります 。 ま

ず何 もない土 地か ら始 め ，地 を測 量 し，

霊感 を求 めて 祈 り，深 い考 慮 の う えで

設 計 図 を作 り，批 評 を求 め， 改 良 し，

さ らに設計 します。 土 台 を造 り， さ ら

に は壁 ，屋 根 ， そ して庭 を造 ります 。

そ れ ぞれ の管 理役 員 は前任 者 の築 いた

堅 固 な土台 の上 に建 て てい きます。

この 扶 助 協 会 会 長 会 も過 去7年 間築

き続 け て き ま した 。教 育 を重 ん じる従

来の 姿勢 に加 えて ，教 会全 体 を通 して

学 習 能力 を向上 させ る努 力 を して きま

した。家 庭 訪 問 に よっ て託 され た姉 妹

た ち を見 守 り，養 う とい う原則 を強調

し，引 き続 き家 庭 と家 族 をわ た した ち

の 関心 の 中心 に据 え， は ぐくみ， 犠牲

を払 い ，教 え，霊 感 を与 え る とい う神

聖 な特 質 を授 か っ た女性 をた た え ま し

た。教 会 の女性 た ちが 子供 たち の世 話

を し，助 け合 い ， 自立 を教 え，救 い 主

につ い て教 えた こ とに よっ て， す ば ら

しい結 果が 生 まれ ま した。

主 に心 を ささげ て い る教 会 の 女性 た

ち と密 接 に働 くこ とはほ ん とう にす ば

らしい こ とで した 。彼 女 た ちが 置 い た

石 の 上 に わた しの石 を載 せ ，そ れ が受

け入 れ られ る ように祈 ってい ます 。

過 去 数年 間の 中で特 に思 い 出深 い 出

来事 は，1992年 に 開催 され た ，世 界 で

最 も歴 史 が長 く， 最 大 の規 模 を持 ち ，

恐 ら く最 も成 功 してい る女 性組 織 扶

助 協 会 の創 立150年 祭 で した。 今 で も

胸 が ときめ くの は， 世界 の全 大 陸 を結

ん で， 台 湾 ， ジ ンバ ブエ ， ドイッ， メ

キ シコ， 韓 国， オ ー ス トラリ ア， ア メ

リ カな どの姉 妹 た ち に同 時放 送 が で き

た こ とです 。

扶助 協 会 の初 代 会長 で あ っ たエ マ ・

ス ミス は， 姉妹 たち に 向か っ て 「これ

か ら驚 くべ き こと を してい きます 」 と

述 べ ま した(女 性 扶 助 協 会 議 事 録 ，

1842年3月17日 。末 日聖 徒 イ エ ス ・キ

リス ト教 会 記録 保 管 課蔵)。150年 祭 は

確 か に 「驚 くべ きこ と」 で した。1842

年 に イ リノ イ州 ノ ー ブー で20人 の姉 妹

た ち に よっ て始 まっ た扶 助 協 会 は， 今

や全 大 陸 ， そ して世 界 中 の ほ とん どす

べ て の 国 々 に住 む400万 人 近 い姉 妹 た

ちの 組 織 とな る まで に 成長 しま した。

しか し， この組 織 は マー ガ レ ッ ト ・ク

ッ ク とい う一 人の 女性 が ， ノ ーブ ー神

殿 建 築 に携 わ って い る兄 弟 た ちの た め

に シ ャツ を縫 お う と した こ とか ら始 ま

っ たの です 。 ここ に重要 な意 味が あ る

ので す。 彼 女 は布 地 を買 う こ とさ えで

きませ ん で したが ， サ ラ ・キ ンボー ル

の寄 付 を受 け，数 週 間後 に主 か らの霊

感 に よ り預 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に よ

っ て扶 助協 会 が組 織 され ま した。 最 初

は一 表 門 の一 小 さな さ さげ物 で始 ま

った のが ，一 つ ずつ の 石 の積 み重 ね に

よっ て， 世 に善 を もた らす大 きな力 あ

る組 織へ と成長 しま した。

わ た しが気 づ い た こ との一 つ は ，人

は従 順 で，忠 実 で ，熱 心 で あ れば ，主

の助 け に よっ て さ さげ物 を準 備 で きる

とい うこ とで す。 これ は主 が ニー フ ァ

イ に次 の よ うに命 じられた こ とか ら も

分 か ります 。 「わ た しが これ か ら示 す

方 法 に従 って，一 隻 の船 を造 りな さい。

この大 海 を越 えて， わ た しが あ なた の

民 を連 れ て行 け る よ うにす るた め であ

る。」(1ニ ー フ ァイ17：8)ニ ー フ ァイ

は 海の 近 くで育 っ た こ とが なか っ たの

で ，船造 りの経験 はあ りませ ん で した。

しか し， 信仰 と責任 感 を もって こう答

えた の で す 。 「主 よ ，お 示 し くだ さ っ

た方法 に従 っ て船 を造 るた めの 道 具 を

造 るに は， どこへ 行 って あ らが ね を見

つ けた らよろ しい で し ょうか。」(1ニ

ー フ ァイ17：9)た め らい も疑 い もな

く， ニ ー フ ァイ は主 に船 とい う さ さげ

物 をす る準備 に取 りか か りま した 。
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わ た しが こ の 責 任 に 召 さ れ た と き

も， ニー フ ァイ と同 じよ うに主 に助 け

を求 め ま した。 わ た しに与 え られ た道

具 は，チ エ コ ・岡崎 ， アイ リー ン ・ク

ラ イ ドとい う二 人 の 強力 で 有能 な副会

長 で した。 これ に加 え て，12人 の 高 潔

な姉妹 か ら成 る献 身 的 で経 験豊 富 な管

理 会 ， そ して オ フ ィス で惜 しみ な くま

た忍 耐 強 く仕事 を して くだ さる 人 々の

働 きが あ っ た こ とは， 会長 会 と して ほ

ん と う に恵 まれ て い ま した。 お か げで
きよ

と もに 「聖 い心 で こ の務 め を果 たせ 」

ま した(モ ーサ ヤ18：12)。 ま た 「善

を行 う こ とに疲 れ 果 て て は な らな い」

(教義 と聖 約64：33)と い う主 の勧 告

を真 剣 に受 け止 め て い る世界 各 地 の姉

妹 た ちの 祈 りや 善 い行 い に，幾 度 とな

く支 え られ ま した。

わ た した ち に勧 告 や導 きを与 えて く

だ さっ た多 くの神 権 指導 者 に感 謝 して

い ます 。彼 らに とって わ た した ちの 支

持 と信 頼が 必 要 だ った よう に， わた し

た ち に とっ て も彼 らの理 解 と神 権 の 力

が必 要 で した。 主 は この教 会 の 指導 者

と して 雄 々 し く，知 恵 に満 ち，愛 にあ

ふ れ る人 々 を召 され ま した。 わ た しは

この よ う な指 導 者 が 神 か ら霊 感 を受
あわ

け ，信 念 と憐 れ み の心 を持 ち， 細心 の

注意 を もっ て行 動す る姿 を問近 に見 て

き ま した 。 わ た しは彼 ら を信 頼 して い

ます し， 彼 ら もわた した ち に信 頼 を寄

せ て きて くれ ま した。

わ た し は教 会 の 姉 妹 全 体 を 代 表 し

て， ヒ ンク レー大 管 長， モ ンソ ン， フ

ァウス ト両 副管 長 ， そ して十 二使 徒 定

員会 にお伝 え したい と思 い ます。 わ た

した ちは皆 さん を支 持 してい ます 。 皆

さんの助 け手 に な りた い と願 っ てい ま
かぎ

す。 皆 さんが 神 の王 国 の鍵 を持つ 末 日

の預 言者 で あ る こと を知 ってい ます 。

また その 堅実 さ，ユ ーモ アの セ ンス，

正 しい判 断， 義 に か なっ た腕 で わ た し

を助 けて くれ た 夫 の ジ ョー に も感謝 し

た い と思 い ます。4人 の 息 子 た ち も夫

の模 範 に従 い， 頼 も しい 支 え とな って

くれ ま した。 息 子 の 一人 が 「今 まで長

い 間 扶 助 協 会 の 会 長 に なれ る よ うに ，

お 母 さん を訓練 して きた け ど，そ のか

いあ っ て きち ん とや れ たね」 と言 っ て

くれ たの は， 最高 の褒 め言 葉 で した。



わ た した ち の さ さげ物 に は， わ た し

た ち の働 きだ けで な く， そ の働 きに伴

う心 も含 まれ ます 。主 は これ を 「打 ち

砕 か れ た心 と悔 い る霊 」(3ニ ー フ ァイ

9.20)と 呼 ば れ ま した 。 この二 つ が

一 つ となっ て わた した ちの魂 に なっ て

い ます 。 オ ム ナ イは 「自分 自身 をキ リ

ス トへ の さ さげ物 と して さ さげ」 る よ

うに と語 りま した。兄弟 姉 妹の 皆 さん ，

この福 音 を単 に信 じてだ け いれ ば よい

とい う時代 は過 ぎ去 り，今 や情 熱 を も

って イエ ス ・キ リス トとそ の計 画 を信
き せん

じ，毅 然 と して 実行 に移 す と きです 。

主 が わた した ち と とも にい て導 きを与

えて くだ さる こ とを， 一点 の曇 りもな

く知 らなけ れ ばな りませ ん。 わ た した
み な

ち は主 の御 名 に よって ささ げ物 を形 成

し ます 。 こ の数 年 間， わ た しは教 会 の

姉妹 た ちを代 表 す る とい う， とてつ も

な く大 きな責 任 が あ りま した。 主 はわ

た しの 努力 を， わ た しの心 と霊 に よ っ

て測 られ る と，わた しは信 じて い ます。

そ れは皆 さんの場 合 も同 じです

現 在 ，扶 助 協会 は今 世紀 初 め に会 長

を務 め た エ メ リ ン ・B・ ウエ ル ズ姉 妹

の語 った希 望 を象 徴 して い ます。 彼 女

の指 導 に助 け られ て扶助 協 会 は尊 い伝

統 を固 く守 る一方 で，.神へ の 信仰 と未

来へ の希 望 を胸 に抱 きつつ 前 進 しま し

た。 そ の50年 後 ，ベ ル ・ス パ ッフ オー

ド会 長 は こ う語 りま した。 「神 か ら与

え られ た扶 助 協会 の使 命 は， 今緒 に就

い た ばか りです 。」(Hls亡oryofRellef

Socle亡y，1842-1966『 扶 助 協 会 史 ，
こんにち

1842-1966年 』p140)今 日， わ た し

た ちは さ らに歩 み を進 め て， 霊性 と光

の新 た な段 階 に入 る体 制が 整 っ て い ま

す。 完全 な希 望 の輝 きを持 って ，来 る

べ き新世 紀 にお け る扶 助 協 会 の姉 妹 た

ちが 何 を さ さげ るか ，楽 しみ に してい

ます 。 わ た した ちが イ エス ・キ リス ト

の福 音 か ら喜 び を得 ， 主の 計 画 にお け

る 自 ら の立 場 を理 解 し て行 動 す る と

き， 周 囲 の人 々が 引 き寄 せ られ， 生 活

に変 化 が もた らされ ます。 わ た したち

は善 に飢 え渇 く世 の 人 々 を高 め， 霊 感

を与 え ます 。新 しい会 長 会 は さ らに大

きな 目標 を指 し示 し， さ ら に大 きな貢

献 を す る で し ょう。神 の王 国 を築 くた

め に新 しい石 を加 えて い く新 会長 の ス

テンプルスクウェアに立つショセフ スミス像。

ム ー ト姉 妹 と副会 長 の お二 人 を， 心 か

ら支 持 し ます 。 確 か に現 在 あ る力 は，

新 しい姉 妹 た ち が築 くた めの 土台 にな

るで し ょう。

黙 々 と責 任 を果 た し， 日々 のチ ャ レ
けんそん

ンジ と苦 闘 し，謙 遜 で忍 耐 強 く寛 容 な

会 員 た ち のた ゆ まぬ 努力 に よっ て， こ

の教 会 は築 き上 げ られ ，成 長 し続 ける

で しょう。自分 の ささ け物 を ささげ て，

「主 は聖 徒 た ちの 理解 力 を高 め た もう」

(『賛 美歌 』〔英 文 〕2番)と 歌 う と き， わ

た した ちの心 は喜 びで満 た され ます。

わた しの心 は感 謝 の大 き な喜 びで い
あかし

っ ぱ い です 。 救 い主 へ の 証 を述 べ て ，

と もに喜 び ま し ょう。 「ホ ザ ナ ， ホザ
み こ

ナ ， 神 と 御 子 。」 イ エ ス ・キ リ ス トの
み な

御 名 に よ り， ア ー メ ン。
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「あなたも行 って

同 じようにしなさい」

管 理監 督

H・ デ ビ ッ ド ・バ ー トン

(わた した ちばク財産への勃着を打ち捨ττ，飢え τωる入や乏 しω入，

奮る物のなω入，病入の僕ぎを周くことが さぎるびしょうか。

た したち は皆 ， ジ ャ ッ ク姉 妹 な

わ らび に副会 長 を務 め た姉妹 た ち

のす ば ら しい奉 仕 を通 して祝福 を受 け

て き ま した 。 わた しの感謝 の言 葉 は皆

さん 一人 一 人 の思 い で もあ る と確信 し

てい ます。

救 い 主 に従 う忠 実 な弟 子 た ち は， た

とえ と して知 られ る ，深 く考 え させ る

短 い話 を通 して，福 音 の 原 則 を教 え ら

れ ま した。多 くのた とえを聞 いた 後で ，

「弟 子 た ちが イエ ス に近 寄 っ て きて 言
たとえ

った ， 『なぜ ， 彼 ら に讐 で お 話 しに な

るの です か。』」(マ タ イ13：10)そ れ

に対 して 救 い 主 は こ う答 え ら れ ま し

た。 「だ か ら，彼 ら に は讐 で 語 るの で

あ る。 そ れ は彼 らが ， 見 て も見 ず， 聞

いて も聞 か ず， また悟 らない か らであ

る。」(マ タイ13：13)

あ る律 法 学者 が 救 い主 を試 み よ う と

して，教 義 の 一点 につ い て問 いか け ま

した 。イエ ス をわな にか け よ う として，

彼 は こ う尋 ね た の です 。 「先 生 ，何 を

した ら永遠 の 生命 が 受 け られ ま し ょう

か。」(ル カ10：25)イ エ ス は彼 に 聞 き

返 され ま した 。 「律 法 に は な ん と書 い

て あ るか 。 あ なた は ど う読 むか。」(ル

カ10：26)こ の律 法学 者 が律 法 か ら引
かんぺき

用 して 出 した答 え は完 壁 な もの で し

た 。 「『心 をつ くし，精 神 をつ くし，力

をつ く し， 思 い をつ く して ，主 な る あ

なた の神 を愛 せ よ。』 また， 『自分 を愛

す るよ うに，あ なた の隣 り人 を愛せ よ』

とあ ります 。」(ル カ10：27)イ エ ス は

そ の答 え を認 め た うえ で，彼 にお 答 え

に な りま した。 「そ の とお り行 い な さ

い。 そ うす れ ば， い の ちが 得 られ る。」

(ルカ10：28)

主 を論破 しよ う として失 敗 した律 法

学者 は， そ の答 え に当 惑 しま した。 彼

は 自分 を正 当化 し よう と して， さら に

こ う尋 ね ま した 。 「で は， わ た しの 隣

り人 とは だ れ の こ とで す か 。」(ル カ

10：29)わ た した ち は この律 法 学者 の

2番 目の 質 問 に 大 い に感 謝 しな け れ ば

な りませ ん 。 彼 の そ の 質 問 に対 して ，

救 い 主 の語 られた 中 で も非常 に深 い洞

察 に 満 ち た た と え が与 え られ た の で

す 。

皆 さん もそ の た とえ の設 定 を覚 え て

お られ る こ とで し ょう。 「あ る 人 が エ
ゆ

ル サ レム か らエ リ コ に下 っ て 行 く途
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中 ， 強盗 ど もが 彼 を襲 い， その 着物 を

は ぎ取 り，傷 を負 わせ ， 半殺 しに した

ま ま，逃 げ去 った 。」(ル カ10：30)こ

の 「あ る人 」 につ い て は， わ た した ち

は初 等協 会 の こ ろか ら聞か され て き ま

した。 わ た した ち は， その 祭 司 とレ ビ

人が なぜ 助 け よ うと しなか った のか 納

得 で きず ， こ う言 い ます 。 「わ た しだ

っ た ら，絶 対助 けて あ げ たの に。」 「わ

た しだ った ら，何 が あ っ て もそ こで 足

を止 め た の に。」 「わ た しだ った ら， 決

して向 こう側へ は行 か なか った の に。」

こ の た と え は こ う続 い て い ま す 。

「と ころ が ， あ る サ マ リヤ 人が 旅 を し

て こ の人 の とこ ろを通 りか か り，彼 を

見 て気 の毒 に」 思 っ た(ル カ10：33)。

預 言者 モ ロナ イ はあ る示 現 の 中で ， わ

た した ちの 時 代 を見 ま した 。 『モ ル モ

ン書 』 に は こ う記 録 さ れ て い ます 。

「見 よ， あ な たが た は， 貧 しい 人 と乏

しい人 ，病 人 と苦 しん で い る人 を愛 す

る以 上 に ，金銭 や財 産 ，華 や か な衣 服

を愛 し 〔て い る。〕 ……

なぜ あ な たが た は， 命 の ない もので

自分 自身 を飾 りなが ら，飢 えて い る人

や 乏 しい 人 ， 着 る物 の な い 人 ，病 人 ，

苦 しんで い る人 を見 過 ご しに し，彼 ら

に注 意 を払 わ な い の か 。」(モ ル モ ン

8：37，39)

モ ロ ナ イは 自分 が 見 た こ とで心 を悩

ませ ま した 。 わ た した ち も，財 産へ の

執 着 を打 ち捨 て て，飢 えて い る人 や 乏

しい 人 ，着 る物 の ない 人，病 人の 嘆 き

を聞 い て 自分 の心 を悩 ませ て い るで し

ょ うか。 「助 け を必 要 と して い る 人 を

見 た ら， この サ マ リヤ 人 と同 じよ うに

します」 と言 うこ とが で きるで し ょう

か。

こ のた とえ は さ らに こ う続 い て い ま

す 。 「近 寄 っ て きて その 傷 に オ リ ブ油

とぶ どう酒 とを注 い でほ うたい を して

や り， 自分 の家 畜 に乗 せ ，宿 屋 に連 れ

て行 って介 抱 した。」(ル カ10：34)救

い 主 は この た とえ を終 えて か ら，律 法

学 者 にお 聞 き に な りま した 。 「こ の三

人 の うち， だ れが 強 盗 に襲 わ れた 人 の

隣 り人 に なっ た と思 うか 。」(ル カ10：

36)
あわ

彼 はす ぐに，憐 れ み を示 した人 ，す

な わ ち優 し く愛 に満 ち たサ マ リヤ人 の



旅 人 を挙 げ ま した。 す る とイエ ス は彼

に 「 カた だ っ て 百じ よ'に しな

い 」 と勧 告 され ま した(ル カ10：37，

下線 付加)。

世界 中で 困窮 して い る人 々 の苦 しみ

を和 らげ るた め に 「オ リブ 油 とぶ ど う

酒 と を注 い で」 い る現 代 の サ マ リヤ 人

が 数 多 くい ますが ， そ の 中の幾 つ か の

例 を紹 介 したい と思 い ます。

1996年 の3月 ， 一 人 の 放 射 線技 師 ，

二 人の 専 門家 ， 一人 の 医 師 に よっ て構

成 され るボ ラ ンテ ィ アチ ー ムが ， ボー
にゅうがん

ラ ン ドの あ る病 院 に乳 癌 検 診用 の レン

トゲ ン装 置 と現 像機 を 設 置 しま した。

そ の機 器類 は， 人 道 的援助 の ため に惜

しみ な くさ さげ られ た基 金 を用 い て教

会 が購 入 した もので した。 周辺 の 病 院

か ら医 師や技 師 たち が集 ま り，設 置 さ

れた 機器 の 使 い方 を学 び ま した。 ポ ー

ラ ン ド政府 はそ の機 器 の有 効性 を認 め

て， さ らに45台 を購 入 しま した 。癌 の

早期 発 見 に よ って， 多 くの人 命 が救 わ

れ ，多 くの苦 しみが 未 然 に 防止 され る

こ とで し ょう。

カ ンボ ジア は約30年 にわ た る戦争 で

苦 難 を経験 して き ま した 。無 数 の 人 々

が 命 を奪 わ れ， 生 き残 った 人・々 も苦 し

み と貧 困 にあ えい で炉 ます。1994年 に

教 会 は緊 急 の食 糧 援助 に続 き， カ ンボ

ジ アの 人 々が基 本 的 な食 糧 の 生産 と加

工 にお い て さ らに 自立 を果 た せ る よ う

援 助 を申 し出 ま した。 そ して 専 門 的 な

技 術 を持 っ た何 組 かの 夫婦 の ボ ラ ンテ

ィア活動 に よって，小 さな缶 詰 工場 と，

鶏 の 飼 料 の 製 造 工 場 が 建 て られ ま し

た。技 術 指導 の ク ラス も設 け られ ，多

くの 人が 学 ん でい ます。 現代 の良 い サ

マ リヤ人 の 無私 の働 きを通 して， カ ン

ボ ジア農 業 の新 た な時代 が 開 か れ よ う

としてい ます 。

余 分 な衣 類 をデゼ レ ト産 業 に送 る と

い う行為 を通 して， 多 くの教 会員 が 定

期 的 に 「行 って 同 じよ うに」 行 っ てい

ます 。1996年 には ，約4，000ト ンの衣 類

が仕 分 け され， 必要 と して い る人 々 に

送 られ ま した。 凍 りつ くよ うな寒 さか

ら身 を守 るた めの コー ト， しもや け を

防 ぐ手袋 ， ほ か に もワ ンピー ス， シ ャ

ッ， セ ー ター な ど数多 くの 衣類 が ロ シ

ァあ 人 々 に届 け られ ま した。 ロ シ ア政

府 の職 員 の方 か らは 「ロシ ア国民 のた

め に な され た大 きな援 助 につ いて ，神

と皆 様 一 人 一 人 に感 謝 して お ります 」

とい う手紙 が届 い て い ます 。

預 言者 アル マ は，彼 が 生 きてい た時

代 を説 明す る中 で， 次 の よ うに書 い て

い ます 。 「彼 ら は， 各 々 自分 の持 っ て

い る分 に応 じて ，貧 しい者 や 乏 しい者 ，

病 気 の 者 ，苦 しん でい る者 に 自分 の持

ち 物 を分 け与 え た 。」(ア ル マ1：27)

彼 らは裕福 な暮 ら しを して い る と きで

も 「着 る物 の な い者 や飢 え て い る者 ，

渇 い て いる者 …… を追 い 払 うこ とが な

か った。 … … また 教会 員 で あ る な しの

区別 な く，助 けの 必要 な人 々 につ い て

は人 を偏 り見 る こ とな く， すべ て の 人

に物 を惜 しま なか った 。」(ア ルマ1：

30)

良い サマ リヤ 人 の精神 は人 か ら人 へ

と伝 わ って い き ます 。 主 の道 に か な っ
けんそん

た援 助 を行 えば ，富 め る人 は謙遜 に な

り，貧 しい 人 は高 め られ ，両 者 と もに
きよ

聖 め られ ます(教 義 と聖 約104：15-

18参 照)。 与 える 人 は 自分 が受 け て い

る もの を分 か ち合 うこ と に よって 困 っ

てい る 人 を助 け， 受 け る人 は感 謝 を も

っ て そ の さ さ げ物 を受 け入 れ るの で

す 。 受 け る人 は十 分 なヵ を得 る と，今

度 はほ か の人 々 に手 を差 し伸べ る こ と

が で きます。

良い サ マ リヤ 人 の精 神 は， 親 が模 範

と言葉 に よって 子供 に教 え る家庭 の 中

で 生 まれ ます。 家族 の中 で見 られ る助

け合 い， 親切 ， 思 いや りが 「行 って 同

じよ うに」 したい とい う望 み を強 め て

い くのです 。

ユ タ州東 部 のユ イ ンタ盆 地 に は小 さ

な町 が 幾つ か あ ります。 エ デ デ アは 善

意 に満 ち た多 くの人 々が い るそ れ らの

町 の一 つ に住 ん でい ます 。11歳 の彼 は

ハ ンサ ム な金 髪 の少 年 です 。 エ デ デ ア

は勉 強 も好 きで すが ， ス ポー ツは特 に

大好 きで す 。彼 は もうす ぐア ロ ン神 権

を受 けち れ る年 齢 を迎 え るの を楽 しみ

に して い ます 。 彼 は肉 体 上 の 原 因 で ，

自分 が した い と思 って い る こ との 多 く

が ま まな りませ ん。肺 の病 気 のた め に，

呼吸 が苦 し くな るの です 。

エ デ デ ア には16歳 にな る アマ ンダ と

い う姉 が い ます が， 彼女 はい ろ い ろな
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方 法 で弟 に愛 を示 して い ます。 何 か問

題 が あ る と，弟 を優 し く慰 め ます 。弟

のた め に学校 との連絡 役 を務 め ，毎 日，

勉 強 の 割 り当 て箇 所 を伝 え ます。 隣…の

家 の人 は 「アマ ンダは ほ ん と うにす ば

ら し い子 」 と褒 め て い ます 。 彼 女 は

「行 っ て 同 じよ う にす る」 とい う言 葉

の 意味 を理解 して い るの です 。 エ デデ

ア が ソ ル トレー ク ・シ テ ィー に来 るの

は， 通 院の と きだ け です 。彼 は今 ，特

別 な理 由が あ って ，10月 の総 大 会 を心

待 ちに してい ます 。男 の子 は12歳 に な

る とお じい さん に ソル トレー クの 総大

会 に連 れ て行 って もら うの が 家族 の伝

統 に なっ てい るの です 。エ デ デ ア はそ

の 日が 来 る のが待 ち遠 し くて た ま りま

せ ん。 またお じい さん も同様 です 。

最 近93歳 に な るす ば ら しい姉妹 が こ

の 世 を 去 っ て ， 幕 の か な た の永 遠 の
はんりょ

伴侶 の も とへ 行 き ま した。二 人 は献 身

的 な4人 の 子 供 に 恵 ま れ て い ま し た。

二 人 は実 に多 くの機 会 に 自分 た ちの音

楽 の 才 能 を 分 か ち合 い ま した 。 こ の

「良 いサ マ リヤ 人 」 が 歌 う希 望 と励 ま

しの歌 は， 悲 嘆 に暮 れ た多 くの 人 を元

気 づ け ま した。 この心優 しい 姉妹 が作

っ た初 等協 会 の 歌 を通 して， これか ら

も多 くの子 供 た ち が救 い 主 の愛 を感 じ

る こ とで し ょう。 彼女 の健 康 が 思 わ し

くな くな った とき，優 しい子 供 た ち は

時 間 と労 力 と心 を注 い で， そ の世話 を

しま したb立 派 な娘 が母 親 の ため に一

生 懸 命尽 くし ま した 。彼 らはこれ か ら

も 「行 っ て 同 じ よう に」 し続 け る こ と

で し ょ う。



あ る 山 間地 の小 さな町 に修 道 院 が あ

ります。 そ こに は高齢 の 修道 士 た ちが

い ますが ， そ の数 は年 々減 っ て きてい

ます 。 あ るス テー ク の扶 助協 会 の会 長

が， ほか の多 くの慈 善 奉仕 の責任 に加

えて ，定 期 的 にそ の修 道士 た ちの健 康

診 断 を して い ます。 面 会 日に何 か おい

しい もの を持 って真 っ先 に訪 れ る の は

彼 女 です 。彼 女 は ス テー クの 会員 だけ

でな く， そ の修 道士 たち に も思 いや り

を示 してい るの です 。

教 会 の 監督 た ち は， 監督 の倉 を満 た

す た めに ，そ こに納 め るべ き物 を増 や

し，適切 に処 理 す るた め の 自発 的 な労

働奉 仕 を定 期 的 に求 め て い ます。 倉 が

常 に満 た され ，必 要 に応 じて監 督 が 活

用 で きる よう にす るた め ， 昨 年 度 は ，

のべ 約27万 日分 の奉仕 が 費 や され ま し

た。 多 くの教会 員 が福 祉 活動 で楽 しい

労働 奉仕 の時 間 を経験 して い ます 。福

祉 農 場 の責 任者 が ，何 ヘ ク タール もの

て ん さい畑 の損 害 を 目に して上 げ た 嘆

きの声 を， わ た しは今 で も忘 れ られ ま

せ ん。 わた した ちが ， は えて きた ば か

りの て ん さい の苗 を雑 草 と間違 え て抜

き取 っ て しま った の です 。 その と きの

奉 仕へ の 祝福 と して わた した ちに与 え
しっせき

られ たの は 「大 い な る叱責 」で した。

モ ンソ ン副 管 長 は次 の よう に話 して

い ます 。 「わ た した ち に は 国の 内外 を

問わず ， 空腹 な人， 家 の ない 人 ，踏 み

に じ られ た 人 々 に援 助 と希 望 を もた ら

す 責任 が あ り ます 。」(「新 た な時 代 を

迎 え て」 『聖徒 の 道』1990年7月 号 ，p.

4)

家 族6人 が住 む小 さな1部 屋 の アパ ー

トを想 像 してみ て くだ さい。 そ の部屋

は汚 れ て ，散 らか って い ます 。 その 家

族 は も う何 年 も教 会 か ら離 れ て い ま

す。

ワー ド福 祉 委員 会 で そ の家族 の必 要

につ い て話 し合 い ま したが ， どう も意

気 が 上が りませ んで した。そ の理 由 は，

何 年 に もわた っ て歴代 の監 督 た ちが そ

の家 族 を何 度 も援 助 して い た か ら で

す 。 しか し， そ の話 し合 い の 中で新 し

い アイ デ アが提 案 され ま した。 そ れ は

委 員会 が 主 の倉 の財 産， す な わ ちワ ー

ドの 会 員 の 才 能 や技 術 を活用 す れ ば ，

この難 しい状 況 の解 決 の 一助 に なる の

で は ないか とい う考 えで した。

委員 会 は まず ， 当面 必 要 と され る こ

とだ けで な く， 将来 的 な 可能 性 に も気

持 ち を向 け る よ うに しま した。 そ れ ら

の 可能 性 が実 現 す る度 に ，希 望 と楽 観

的 な考 えが暗 く陰 うつ な気 持 ち に取 っ

て代 わ りま した 。そ の 家族 自身 も希 望

に満 た され， 自 らの 状 況 を改 善 しよ う

とい う決心 を し ま した 。 そ して委 員 会

も引 き続 き働 きか け ま した。理 容 師 を

してい る教 会 員 が， そ の家 族 の髪 を き

れ い に しま した。 歯科 医の 教会 員 の 自

発 的 な申 し出 に よ って ， しば ら くぶ り

に治療 を受 け た母 親 の 口 も とに明 るい

笑 み が戻 りま した。 こ の母 親 は新 しい

眼 鏡 の おか げ で， また子 供 た ちの た め

に本 を読 ん で あ げ られ る よ うに な りま

した。 会 計 職 を専 門 とす る教 会員 が ，

家 計管 理 の仕 方 を教 え ま した。 そ して

理 学療 法 が必 要 だ っ た3歳 の子 供 に も，

そ の治療 が な され ました。

この家族 は， 次 第 に 自分 た ちの生 活

を変 え る こ とが で きる と信 じ始 め る よ

うに な りま した 。汚 れ て散 らか っ た ま
せいとん

まだ った部 屋 もだ んだ ん と整頓 され き

れ い に なっ てい きま した。 窓 に は カー

テ ン もか け られ る よ うに な りま した 。

そ れ か らわ ず か1年 後 に， この家 族 か

ら3つ の ベ ッ ドル ー ム が あ る家 を披 露

す る招 待 状が 届 きま した 。

傷 を負 って い た この家 族 は ， イエ ス

聖徒の道/]997年7月 号

90

の 時代 にお け るあ のエ ルサ レムか らの

旅 人 と同 じ よう に，道 端 で苦 しん でい

ま した。 こ の家 族 の嘆 きを 聞 く人 々が

い て， 傷 の手 当 て が な され ま した。 現

代 の 「良 いサ マ リヤ人 た ち」 が 「行 っ

て 同 じよ うに しな さい 」 とい う神 の 教

え に従 い ま した 。霊 の 命 も救 わ れ ま し

た。今， この家族 は教 会 に活 発 に集 い，

神 殿 の 祝 福 を受 け る備 え を し て い ま

す 。

監 督 は倉 だ け で は満 たせ ない必 要 に

こ たえ る ため に神 聖 な 断食 献金 を使 い

ます 。 ヒン ク レー大 管 長 はわ た した ち

に 次 の こ とを 考 え る よ う に促 し ま し

た。 「世界 中 で 断 食 日 と断食 献金 が守

られ た らどの よ う な こ とが 起 きるで し

ょうか。 飢 え た人 々 が食 物 を得 ， 裸 の

人 々が 衣 類 を身 に着 けヅ 家 の ない 人 々

に住 む場 所 が与 え られ るで し ょう。 …

… 与 え る者 は苦 し まず に少 しの 辛抱 で

祝福 され る で しょ う。 思 い や りと無私

の精 神 が 至 る所 で 人 々の心 に わ き上が

るで し ょう。」(「教 会 の現 状」 『聖徒 の

道』1991年7月 号 ，pp.56-57)

苦 しみ を和 らげ る よ う助 け る こ と

は ，キ リス トの属 性 を 自分 の 中 に養 う

こ とです 。 わ た した ちは2，000年前 に救

い主 の足 もとで そ の教 え に耳 を傾 けた

人 々 と同 じよ う に， 「行 って 同 じ よ う

に しな さい」と求 め られ て いる のです 。

預 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は 「助 け を必

要 とす る人 に気 づ い た ら， 相手 が 当教

会 の 会員 であ れ， あ る い はほ かの 教会

に集 う人 や どの教 会 に も属 さない 人 で

あ れ ， どの よ うな場所 にお い て も，飢

えて い る人 に は食 べ物 を与 え ，裸 の人

には服 を着せ ，や もめ を助 け， 孤児 の

涙 をぬ ぐい ，悲 しむ人 に慰 め を与 え る

こ と」 はわ た した ち の責 任 で あ る と教

えて い ます(Tfmesandseasoηs「 タ

イ ム ズ ・ア ン ド ・シー ズ ンズ 』1842年

3月15日 付 け，p.732)。

皆 さん が苦 しむ人 々の た め に惜 しみ

な く時 間 を用 い ， 自発 的 に さ さげ物 を

な され る よう に， また 「良い サ マ リヤ

人 の精 神 」 の原 則 に従 い， 「行 っ て 同

じよ うにす る」必 要 をいつ も心 に留 め

られ る よ うに， イエ ス ・キ リス トの 聖
み な

な る御名 に よっ てお 祈 り します。 アー

メ ン。



「わたしの名によって

常に父 に祈 らなければ
ならない」

七 十人

L・ エ ドワ ー ド ・ブ ラ ウン

み な

わた したちばrイ エス ・キ グス トの御名仁よっτノとωう被聖な言葉

を使ωますが ……それを□仁するとぎ，わた した ちば非常に神聖な

場1ご身を置ωτωるのざす。

た した ちの 主 で あ る イエ ス ・キ

わ リ ス トは， ガ リラヤ の 海の 岸 で

弟子 た ち を集 め られ た とき に，祈 りの

一・つ の形 をお 教 え にな りま した。 主 の

祈 りと して知 られ るそ の祈 りは，深 く

考 え る に値 す る す ば ら しい も の で す

(マ タ イ6：9-13;3ニ ー フ ァイ13：

9-13参 照)。

主 は次 の よう に勧 告 され ま した 。戒

め と同 列 の もの と考 え て よ い で し ょ

う。 「だ か ら， あ な た が た は こ う祈 り

な さい。」(マ タイ6：9)さ て こ こで皆

さ んの思 い と心 を， 主が この 貴 い祈 り

を どの よう な言葉 で 始 め られ た か に集

中 して い た だ きた い と思 い ます 。 「天

にい ます わ れ らの 父 よ。」(9節)そ れ

は まさ に至福 の 時 で した.何 とす ば ら

しい啓 示 で し ょうか。 救 い主 は 「われ

らの父 」 と宣 言 され たので す。

救 い 主 は祈 りを始 め る言 葉 と して ，

「全能 の 天 地の 造 り主 」 「遍 在 に して全

知 全 能 の力 の神 」 な ど，実 に様 々な 選

択 肢 をお持 ちで した 。 これ らの崇 高 な

称 号 には， 威 厳 に満 ち た気 高 い真 理 が

含 まれ てい ます 。 しか し救 い主 は 「父」

とい う簡 潔 な言 葉 で 教 え られ た の で

す 。 そ れ を知 っ て い れ ば 十分 で あ り，

わ た したち が ほん とう に知 りた い と願

って い る こ とで もあ ります。 神 は わ た

した ち の御 父 であ り，わ た した ちは神

の子供 なのです 。

神 の預'言者 た ちは こう宣 言 してい ま

す 。 「す べ て の 人 は， 男 性 も女 性 も，

神 の形 に創 造 され てい ます 。 入 は皆 ，

天 の 両 親 の大 切 な霊 の 息 子 ， 娘 で す 。

したが っ て ，人 は皆 ，神 の属性 と神 に

なる 可 能性 とを備 え て い ます 。」(「家

族一 世 界へ の宣 言」 『聖徒 の道 』1996

年6月 号，pp.10-11)

子供 が 父 親 との 喜 び に満 ち た確 固 と

した 関係 を享 受 す るの と同 じ よ うに ，

人 は皆 ， 天 の御 父 と 自然 な交 わ りを持

つ こ とが で きる ので す。 子供 は 自分 が

神 の 子供 であ り，神 が 自分 の 父親 で あ

られ る こ とを理解 します 。 そ れ は ご く

当 た り前 の こ とで あ り，正 しい理 解 で

すdな ぜ な らそ れ は正 し くそ の とお り
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の こ とだか らです 。 わた した ちは こ う

宣 言 してい ます 。 「前 世 で， 霊 の息 子 ，

娘 た ち は神 を知 って い て，永 遠 の 御父

として神 を礼 拝 し… … ま した。」(同上 ，

p.10)前 世 にお いて ， 霊 の子 供 た ち は

御 父 を知 っ て い た ので す 。 で す か ら，

彼 らは現 世 にお い て， 自然 に， また 直

観 的 に御 父 を理 解す るの です 。罪 の な

い子 供 が 虐待 を受 け て， 天の 御 父 を求

め る こ とが で きな くな って しま う とい

うの は大変 な悲 劇 です 。

何 年か 前 に， 親 し く して い る友達 か

ら， ア イ ダホ州 ア イラ ン ドパ ー クの 山

小 屋 を貸 して も らっ た こ とが あ りま
かぎ

す 。 そ こへ 到 着 して ，借 りて きた 鍵で

ドア を開 け よ う と しま したが ， ど う し

て も開 きませ ん。 懸 命 に ドア を開 けた

り， 窓 を外 そ う と した り しま したが ，

何 を して も うま くい きませ んで した 。

そ の と き突 然 ， 当 時7歳 く らい だ っ

た 息子 の ス テ ィー ブ ンが ，玄 関 の ドア

を開 け た と大 きな声 で 叫 び ま した。 ス

テ ィー ブ ンは満 面 の笑 み を浮か べ して

や った りとい う態 度 で ドア の 向 こ う側

に立 っ て い ま した。 わ た しは び っ く り

しま した。 ど う して 開 けた の か と聞 き

ま した。

ス テ ィー ブ ンは い か に も子 供 ら し

い ， す ば ら しい答 え を しま した。 「頭

を下 げて ，お 祈 り した ん だ よ。 目を開

くと， 玄 関 の わ きに大 きな石 が あ るの

が 見 え たん だ。 そ れで 『この石 の下 に

鍵 が あ る』 っ て思 っ たの 。 そ した ら確

か に こ こ にあ った ん だ 。」 子 供 の祈 り

が 聞 き届 け られ たの です 。 わ た しは 困

った と きに なすべ き大切 な こ とを息子

に教 えた妻 がいることに感 謝 してい ます、

愛 す る兄 弟 姉妹 ， そ して友 人 の皆 さ

ん。 主 は わ た した ち一 人一 人 に語 りか

け て くだ さる とい う こ とを心 か ら， 厳
あかし

粛 に証 した い と思 い ます。 主 は わ た し

た ち を心 に留 め て は い ない とか ， わた

した ち を知 っ てい る はず もない な どと

い う憎 むべ き考 えの と りこに な るこ と

が ない よう に して くだ さい 。 それ はサ

タンの偽 りで す。 皆 さん を滅 ぼそ う と

す るた くらみ です 。

2週 間 ほ ど前 に， 日本 の東京 にあ る

アパ ー トのパ ー ソナ ル コ ンピュ ー ター

を使 って ， 中国 のお い ， ア イ ダホ州 ポ



カテ ロに い る息子 ， ワシ ン トン州 の ロ

ング ビュ ー にい る も う一 人 の お い に電

子 メー ル を送 りま した。 電子 メ ール で

メ ッセ ー ジ を送 ろ う と してい た ま さに

そ の と きに，一 つ の 奇跡 が起 こ りま し

た。 ソル トレー ク ・シ テ ィー にい るi義

理の 息子 か らの電 子 メー ル の メ ッセ ー

ジが 突然 画面 に表 れ たの です 。彼 は簡

単 に 「今 ， そ こ にい るの 」 と聞い て き

ま した。わた しはす ぐに 「ここに い る」

と答 え ま した。 そ して， 電子 メー ルの

奇跡 を通 して 「語 り」合 ったの です 。

言 うまで もな く，神 もわ た した ち と

語 り合 う こ とが お で きに な ります し，

実 際 にそ う して い らっ しゃい ます 。 教

義 と聖 約 第88章6節 か ら13節 に よ る と，

「広 大 な空 間 を満 た す た め に神 の 前 か

ら発 して い る」 光 が あ ります 。 「万 物

の 中 に」 光 が あ ります。 そ れ は 「万 物

に命 を与 え る」 光 で す。 そ れ は 「万物

が治 め られ る律 法 ， す な わち ……神 の

力」 です 。 この 「光 を与 える光 は， あ

な たが たの 目を明 らか にす る者 に よっ

て来 る もの で あ り， これ は あ なた が た

の理解 を活 気づ ける光 と同 じであ る。」

わ た した ち の御 父 はす ば ら しい通 信

手段 をお 持 ち であ り， そ れ を介 して メ
みこころ

ッセ ー ジや御 心 を お伝 え に な ります 。
くだ

「ま こ とに見 よ ， あ な た に 降 っ てあ な

たの 心 の 中 に と ど まる聖 霊 に よ っ て，

わた しは あ なた の思 い とあ なた の心 に

告 げ よ う。 … … これ は啓 示 の 霊 で あ

る。」(教 義 と聖約8：2-3)御 父 は 御

自分 の羊 を御存 じで あ り， 言葉 をお か
み

けに な ります 。 そ して羊 たち もその御
こえ

声 に聞 き従 うの です(ヨ ハ ネ10：14-16

参 照)。

主 イ エス ・キ リス トは祈 る よ うに わ

た した ち に教 え， さ らに， 答 えが 与 え

られ る と約 束 して お られ ます 。 「だ か

らあ な たが た は， わ た しの 名 に よっ て

常 に父 に 祈 らな け れ ば な らな い。」(3

ニ ー フ ァイ18：19)「 あ な たが た の妻

子 が祝 福 を受 け る よう に， あ なたが た

の 家族 の 中 で，、わ た しの名 に よっ て常

に父 に祈 りな さ い 。」(3ニ ー フ ァ イ

18：21)

主の はっ き りと した 教 え を心 に留 め

て くだ さ い 。 「わ た しめ 名 に よ って 常

に父 に祈 りな さい。」 「全 能 の 主 であ る
み な

キ リス トの御名 の ほか ， また そ の御 名

を通 じて で なけ れ ば， どの よ うな名 も

道 も方法 も， 人 の子 らに救 い を もた ら

す ことはで きない。」(モ ーサ ヤ3：17)

モ ー セ書 第1章 に も次 の よ うに力 強

く述 べ られ てい ます 。3節 で， 主 は モ

ー セ に こ う宣 言 され ま した
。 「見 よ ，

わた しは全 能の 主 な る神 で あ り，無 窮

とは わ た しの名 で あ る。 わ た しは， 日

の 初 め もな く年 の終 わ りもない か らで

あ る。 これ は 無 窮 で は な い か。」 モ ー
み こと ば

セ は この御 言 葉 を聞い て圧 倒 され た こ

とで しょ う。 同 じ章 の4節 に記録 され

て い る次 の宣 言 を 聞い て モー セ が どの

よ う に感 じた か 想 像 し て み て くだ さ

い。 主 は 「また見 よ， あ なた は わた し

の子 で あ る」 と言 われ ま した。 この御

方 こそ主 な る全 能 の 神 で あ り 「無 窮」

とい う名 の 御 方 です。 主 御 自身が 宣言

され た ので す 。主 はモ ーセ に 「あ な た

はわ た しの子 であ る」と語 られ ま した。

何 とす ば ら しい こ とで しょ うか 。 主が
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み すがた

皆 さん にそ の御 姿 を示 され た らや は り

同 じよ うにお っ しゃる こ とで し ょう噛。

主 の現 れ に続 い て ，サ タ ンが モ ー セ

に現 れ ， こ う命 じ ま した 。 「人 の子 モ

ー セ よ
， わ た しを拝 み な さい。」(モ ー

セ1：12)モ ーセ は サ タ ンを見 据 え る

と，主 か ら受 けた ばか りの啓 示 へ の確
しっせき

信 を も って ，サ タ ンを叱責 し， こう言

い ま した 。 「お ま え は だ れ だ 。 見 よ，

わ た しは ，神 の独 り子 にか た ど られ て

い る神 の子 だ。 お ま えの栄 光 が どこ に

あ るの で， わた しが お まえ を拝 まなけ

れ ばな らな いの か。」(モ ー セ1：13)

モ ー セ は 自分 自身 につ いて も大 切 な

こ とを学 び ま した。 自分 自身 が神 の 子

だ った ので す 。 この真 理 をわ た した ち

の 子供 に理 解 させ る こ とは，非 常 に大

切 な こ とで す 。モ ー セ はサ タ ンに離 れ

去 る よ うに命 じま したが ， サ タ ンは従

い ませ んで した。 サ タ ンは 怒 り狂 っ て

い ま した。 モ ーセ は再 びサ タ ンに離 れ

去 れ と命 じ ま した 。サ タ ンは大 声 で叫

び ，地 上 で わ め き立 て， また して もそ

こを去 ろ う とし ませ んで した(モ ーセ

1：19参 照)。

モー セ は こ こに至 って ， 自分 が大 き

な 困難 に直面 して い る こ とに気 づ きま

した。 サ タ ン は尋 常 の 相手 で は あ りま

せ んで した。彼 は怒 りに満 ちた恐 ろ し

い，そ して大 きな力 を持 つ存在 で した。

モー セ はサ タ ンに屈 した くあ りませ ん

で した。そ して力 を込 め て命 じま した。・

「『サ タ ンよ， わ た しか ら離 れ去 れ 。 わ

た しは栄 光 の神 で あ られ る この唯 一 の

神 の み を礼 拝 す るか らで あ る 。』 す る

と， サ タ ンは おの の き始 め ，地 が揺 れ

動 い た。」(モ ーセ1：20-21)

そ こ には 暗 く憎 しみ に満 ち た力 があ

りま した 。 モー セ は どの よ うに してそ

れ に耐 え る こ とが で きた の で し ょ う

か 。 この 大変 な危 機 の と きに， 「モ ー

セ は力 を与 え られ， 神 に 呼 び求 め て言

っ た 。 『独 り子 の 御 名 に よ っ て 言 う。

サ タ ンよ，立 ち去 れ。』」(モ ー セ1：21)

今 や モ ー セは 自分 には な い力 に訴 え ま

した 。 そ して ，主 イエ ス ・キ リス トを

通 して ，力 と権 威 の 源 か ら助 け を得 た

ので す。 そ れ はサ タ ン もあ らが う こ と

ので き な い力 で した 。 「す る とサ タ ン

は， 涙 を流 し，泣 きわめ き，歯 ぎ し り



を しなが ら， 大戸 で 叫 ん だ。 そ してそ

こか ら，す なわ ちモ ー セ の前 か ら立 ち

去 って ，姿 が 見 え な くな った 。」(モ ー

セ1：22)

何 年 も前 に， わ た した ち の同 僚 の一

人が ， 心和 む次 の よう な話 を して くれ

た こ とが あ ります。 彼 の幼 い娘 の キ ム

が 数 を数 え る こ とが で きる よ うに な り

ま した 。 実 際彼 女 は1か ら10ま での す

べ て を数 え る こ とが で き ま した。彼 ら

は とて も喜 んで ， お ばあ さん に電 話 を

しま した 。 「お ば あ ち ゃ ん ， こ ん に ち

は。 わた し，数 を数 え られ るの 。 聞 き

たい?」 そ して彼女 は数 え始 め ま した 。

「1，2，3，4，5，6，7，8，9，10。 イ
み な

エ ス ・キ リス トの御 名 に よっ て， ア ー

メ ン。」 救 い 主 もほ ほ え ま れ た の で は

ない で し ょうか 。 そ して キ ム が1か ら

10ま で数 え られ た こ とを喜 ん で くだ さ

った と思 い ます 。

わ た した ち は 「イエ ス ・キ リス トの

御 名 に よ って」 とい う神 聖 な 言葉 を使
あかし

い ますが ， これ に は，祈 りや証 ， 話 を

終 わ る ときの約 束 事 とい う以 上の 意 味

が あ ります 。 兄弟 姉 妹， そ れ を 口 にす

る と き， わた した ちは非 常 に神 聖 な場

に身 を置 いて い るの です 。 わ.たした ち

は最 も崇 高 ， 神 聖 なす ば ら しい 名 前 ，

神 の御 子 の御 名 を用 い てい るの で す 。

わ た した ちは 愛す る御子 を通 して御 父

のみ も とへ 行 くこ とが で きる よ うにな

りま した。 そ の御 名 に よって 心 か ら祈

る ときに ，何 と大 きな力 ，確 信 ，安 ら

ぎが 与 え られ るこ とで し ょうか 。祈 り

の最 後 に用 い るこ の言 葉 は， 多 くの点

にお いて ，祈 りの 中で 最 も重 要 な部 分

で あ る と言 う こ とが で き ます 。 わ た し

た ち は， 必ず 聞 き届 け られ る とい う確

信 を もって， 勝 利 を収 め られ た御 子 を

通 して， 御父 に祈 り求 め る こ とが で き

ます。 求 め れ ば与 え られ ます 。 熱心 に

求 め れ ば， それ を見 いだ し， さ らに は

ドアが 開か れ るの です 。

神 聖 な御 名 ，す なわ ち イエ ス ・キ リ

ス トの御名 によって，神が わた した ちの

御 父 で あ られ る こ とを皆 さん に証 しま

す。 イエス ・キ リス トは肉におけ る御父

の独 り子です。 またわ た したちの最愛 の
あがな

救 い 主 ，頃 い 主 で あ ら れ ま す 。 イ エ ス ・

キ リ ス トの 御 名 に よ っ て ，ア ー メ ン。

「あなたが立ち直 った
ときには，兄弟たちを

力 づけてやりなさい」

十 二使 徒定 員会 会 員

ロバ ー ト ・D・ ヘ イル ズ

あつ

新会員力塑 徒の群れと一つになる仁ば，信仰驚ω教会員が腕を大ぎく

広げτ彼らを温か く迎えなければなりません。

い主 は思 い や りに満 ちた 友 と し

救 て，ペ テ ロに こ う言 われ ま した。

「シモ ン， シモ ン，見 よ， サ タ ンはあ

なたが た を麦の よ うにふ る い にか け る

こ とを願 って許 された 。

しか し， わ た しは あ なた の信 仰が な

くな らない よう に， あ なた のた め に祈

った。 それ で， あ な たが 立 ち直 った と

きに は ，兄 弟 た ち を力 づ け てや りな さ

い。」(ル カ22：31-32)神 の息 子 ，娘

たち を助 けて彼 らが神 の み も とに帰 れ

る よ うに しよ う とす る場 合 ，彼 らは ど

の よ うな改 宗 の過 程 を経 なけ れ ばな ら

ない で し ょうか。

改 宗 の最 初 の種 は イエ ス ・キ リス ト

の福 音 につ い て知 り， 回復 され た主 の

教 会 につ い て さ らに知 りた い とい う望

み を持 つ こ とで す 。 「そ の望 み を育 て

て ゆ け」 とア ルマ は言 って い ます(ア

ルマ32：27)。 真 理 を知 りた い とい う

望 み は， 信仰 ，忍 耐 ，勤 勉 ，寛 容 とい
ひ よく

う肥 沃 な土 地 に育 つ種 の よ うです(ア

ルマ32：27-41参 照)。 聖 文 に は幾 つ

か の 奇 跡 的 な 改 宗 が 記 録 さ れ て い ま

す 。 サ ウ ロの 奇跡 的 な改 宗 もその 一例

です 。 そ れは サ ウ ロの尋 ね た次 の 二つ

の 質 問 に よ く表 れ て い ます 。 「主 よ，

あ なた は ， どな たで す か。 … …あ なた

は， わ た しに何 を して ほ しい と， 望 ん

でお られ るの で し ょうか。」(欽 定 訳使

徒9：5-6)個 人が その よ う な経 験 を

す る こ と も時 には あ ります が ， たい て

い の場 合 改宗 は研 究 ， 祈 り， 体験 ，信
あかし

仰 を通 じて証 を培 ううち に， 時 間 を経

て起 こ ります 。

ア ビナ ダ イが 邪悪 な ノ、ア王 と祭 司 た

ち に イエ ス ・キ リス トの福 音 を大 胆 に

説 い た と き， アル マ だけ が真 理 を認 め

ま した。 ア ルマ は しか し，大 きな心 の

変化 を遂 げ る には ， ア ビナ ダ イの言 葉
あつ

に篤 い信 仰 を示 さな けれ ば な りませ ん

で した。 教 会員 個 々 の改 宗 もアル マの

場 合 と異 な りませ ん(モ ーサ ヤ!7章 参

照)。

わた した ち は この 世 か ら抜 け 出 し，

神 の 王 国 に入 りま した。 そ の改 宗 の過

程 で わ た した ち は悔 い 改 め を経験 し，
けんそん

それ に よ り謙遜 に なっ て打 ち砕 か れ た
ゆる

心 と悔 い る霊 を持 ち，罪 の 赦 しを与 え
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るバ プ テス マ に備 え， 聖霊 を受 け ま し

た 。 そ して長 年 に わた り忠 実 さに よ っ

て ，試 練 と苦 難 を克服 し，最 後 まで堪

え忍 び ます 。

わ た しは初 期 の教 会 員 が残 して くれ

た もの につ い て思 い起 こ します 。多 く

の 人 々が 家族 や 友 ，母 国 を後 に し，慣

れ 親 しんだ生 活 を捨 て ま した。彼 らは

シオ ンに来 て聖徒 の交 わ りに加 わ る た

め ，大 海 を渡 り大 陸 を横 断 しま した。
こんにち

そ れ は今 日も変 わ りませ ん。新 会 員

が この世 か ら抜 け 出 て神 の王 国 に入 る

と き， 多 くの もの を後 に して い ます 。

彼 ら もまた しば しば友 人 や家 族 さえ も

後 に し，教 会 の標 準 と相 い れ ない社 会

的 な 関係 や生 活様 式 をあ き らめ な け れ

ばな りませ ん。

バ プ テス マ の後 ，新 会員 は研 究 ，祈

り， 会 員 か らの模 範 ，養 い を通 して，

神 の王 国 で聖 徒 た ち と同 じ国籍 の者 と

な る方 法 を学 ぶ 必要 が あ ります 。教 会

員 一人 一 人が 家 族 の ため に働 き，教 会

の召 しを果 た しな が ら， 日々，個 人 的
あかし

な決意 と証 を真剣 に強 め ，改 心 してい

ます。

神 の王 国 に入 る と， バ プ テス マ を受

け た ば か りの会 員 で あ る わ た した ち

は， 回復 され た神 権 を貴 ぶ よ うに な り

ます。 神権 を貴 び従 順 に戒 め を守 る こ

とは， 改 心 の過程 にお い て重 要 な要 素

で す。 成 人男 性 で あれ ば ，バ プ テ スマ

の 後す ぐに ア ロ ン神 権 を受 け ます。 さ

らにあ る期 間が 過 ぎ，ふ さわ しけれ ば，

彼 らは メル キゼ デ ク神 権 を受 け ，家 族

の 一人 一 人が 家庭 で神 権 の祝 福 を分 か

ち合 う よ うに な ります 。女 性 は扶 助 協

会 で歓 迎 され，姉 妹 た ち の輪 に加 わ っ

て祝 福 を受 け ます。 青 少年 は，若 い男

性 や 若 い 女 性 の 組 織 で 友 情 を培 い ま

す 。子 供 た ち は初 等 協 会 で学 び ，思 い

や りに満 ち た教 師 の愛 を受 けて ，祝福

され ます。

1戒め に従 って い くうち
， わた したち

は神 権 定 員会 や補 助 組織 で召 しを受 け

入 れ， 奉仕 し，犠 牲 を払 うよ うに な り

ます。

バ プ テ ス マ の後 ， 少 な くと も1年 以
あつ

上信 仰 篤 く生 活 し成 長 を遂 げる と， わ

た したち は主 の神 殿 に参 入 す る備 え を

し ます 。 聖 な る神 殿 にお いて ， わ た し

た ち は神 聖 な エ ン ダウ メ ン トを受 け ，

父 な る神 とその 御子 イエ ス ・キ リス ト

の み もとに帰 るた め に は， どの よ うに

生 活 しな け れ ば な ら な い か を学 び ま

す。

やが て わ た した ち は， この 世 か ら永

遠 に わた っ て結 び 固 め を受 け ます。 わ

た した ちが夫 婦 と して交 わ した永 遠 の

聖約 の下 で， 子 供 た ちは保 護 され て こ

の 世界 に生 を受 け ます 。子 供 た ちが 成

長 した後 に わ た した ちがバ プテ ス マの

水 を く ぐっ た場 合 で も，子 供 た ち は両

親 と結 び固 め られ ， あた か も聖約 の下

に生 まれ たか の よう にな ります 。
あかし

この全過程 を通 して わた した ちの証は

成 長 を続 け， そ の証 はわ た した ち を守

る盾 とな り ます 。 「そ うす れ ば， 悪 魔

が大 風 を… …送 る ときに も」 わ た した

ちに何 の 力 も及 ぼす こ とはで き ませ ん

(ヒラマ ン5：12)。

真 理 を知 り証 を得 るな ら， わ た した

ち は強 め られ ， 永遠 の 命 に至 るま っす

ぐで 狭 い 道 に と ど ま る こ とが で き ま

す。 証 が大 き くな る と， わた した ちは

さ らにい っそ うイエ ス ・キ リス トの福

音 に帰依 します 。主 に従 うと き， わた

した ち は 人 々 に仕 え る』こ とに よ っ て，

主 に仕 え よ うと決心 します。

兄 弟 姉妹 の 皆 さ ん， 宣教 師 た ちが 世

界各 地 の 聞 く耳 を備 えた 人 々 に福 音 を

伝 え るに つれ ，教 会 は急 速 に成長 して

い ます。備 え られ た人 々は大 きな信仰 ，

イエ ス ・キ リス トへ の証 ，心 に は愛 を
みこころ

もっ て教 会 に加 わ り， 主 の御心 に添 う

よう に生活 を改 め る とい う現 実 に直 面

します 。 しか も，福 音 の光 を もた らし

て くれ た宣 教 師 との 親 しい交 わ りはな

くな ります。

彼 らは ， まる で 自分 た ちが よそ 者 で

で もあ る かの よ うに感 じなが ら， ワー

ドや 支部 に集 い ます 。 「そ こで あ な た

が た は， もは や異 国 人 で も宿 り人 で も

な く，聖徒 たち と同 じ国籍 の 者で あ り，

神 の 家族 なの で あ る。」(エ ペ ソ2：19)

聖文 の 中 に は種 ，そ して種 ま きの た と

えが あ ります(マ タイ13章;ア ル マ32

章 参 照)。 種 は 育 ち ，樹 木 と な っ て ，

実 を な らせ る とわた した ちは教 わ って

い ます。 しか し良い種 を ま くに は良 い

土壌 も用 意 しな けれ ば な りませ ん。 こ
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れ は末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会 に

お け る わ た した ち の役 割 の 一 つ で す

が ，種 が 育 っ て実 を結 ぶ よう に養 い を

与 え る土壌 を提 供 し，そ の実 が 残 る よ

うに し ます(ヨ ハ ネ15：16参 照)。 多

くの人 々は ，終 わ りまで堪 え忍 ぶ十 分

な強 さ を備 え てい ます 。 しか し， 中 に

はフ ェ ロー シ ップの温 か い手 を差 し伸

べ られ ない まま落胆 し， かつ て 自分 を
み たま

バ プ テ ス マ の水 に導 い て くれ た 御 霊

を，残 念 な こ と に失 って しま う人 々 も

い ます 。 か つ て は生 存 の 中心 にあ っ た

ものが ，彼 らに とっ て もっ と切 迫 した

つ まず き と思 え る事 柄 の た め にわ きに

追 いや られ るか ，慌 ただ しい 日常 の 中

で失 われ て しまい ます 。 自分 と人 の改

宗 の ため に働 くの は気 高 く，楽 しい務

め です 。

「あ なたが た は こ の民 に悔 い 改 め を

叫 ぶ こ とに生 涯 力 を尽 くし，一 人 で も

わ た しの も とに導 くな らば ，わ た しの

父 の王 国 で彼 と と もに受 け るあ なたが

た の喜 び はいか に大 きい こ とか 。

さ て， あ なた が たが わ た しの も とに

導 い てわ た しの 父 の王 国 に入 れ るよ う

に した， 一人 の 人 とと もに受 け る あ な

た が たの喜 びが 大 きいな らば， も し多

くの人 をわ た しの もとに導 くとす れ ば

そ の喜 び は いか に大 きい こ とか。」(教

義 と聖糸勺18：15-16)

皆 さん は これ まで， 一 人 を失 うつ ら

さにつ い て， また大 勢 を失 う悲 しみ が

い か に大 きいか につ い て ，考 え た こ と

が あ るで し ょうか。 そ れ は ま さに主 が

感 じて お られ る もので あ り， わ た した

ち の預 言者 が 感 じてい る こ とで す。 願

わ くはわ た しも皆 さん も同 じ気 持 ち を

抱 け ます よ うに。 また かつ て御 霊 を感

じ，バ プ テス マ を受 け，証 を得 る喜 び

を経 験 してい た 人 々，今 は試練 や苦 難

を克 服 し， 永続 す る改 宗達 成 の過 程 に

あ る人 々 を，養 う決 意 を わた した ちが

示 せ ます よ うに。

この慌 ただ しい現代 に あ って， また

個 人 や家 族 で達 成 し よ うと努 め てい る

事 柄 に心 を奪 わ れて ， わた した ちは 時

折 ， 王 国 に加 わ った ば か りの新 会 員 の

必 要 を見 落 と して し まう こ とが あ りま

す 。 か つて 個 々 の新 会 員の 傍 らで決 意

した よ うに， わ た した ち は神殿 に向 か



うま っす ぐで狭 い道 を彼 らと と もに歩

み ，永 遠 の命 に向か って歩 み なが ら友

情 の う ちに喜 び と楽 しみ を分 か ち合 う

た め， 一緒 に神殿 に参 入 で き ない で し

ょうか 。

「に もか か わ らず ，教 会 の 人 々 は ，

レーマ ン人が 改 宗 した こ と と， レーマ

ン人 の 中に神 の 教会 が 設 立 され た こ と

で 大 きな喜 び を得 た。 そ して両 者 は互

い に親 し く交 わ り， また と もに喜 び ，

大 きな幸 せ を得 た 。」(ヒ ラマ ン6：3)

少 しの問 ，羊 飼 いが 羊 の番 をす る姿

を，心 に描 い てみ て くだ さい。 羊飼 い

は神 を 身近 に感 じよ うと，熱 心 に勉 強

し，祈 って い ます 。羊 飼 い が神 との個

人 的 な 関係 を築 くこ とに心 を 向 けて い

る うち に， 時 間の経 過 も周 りの状 況 も

忘 れ て しまい ま した。 自分 の羊 が さ ま

よい 出 た こ と も， 盗 人 に略奪 され た こ

とに も気 づ きませ ん 。羊 飼 い は 自分 の

世 界 か ら目覚 め，何 匹か の 羊 が いな く

な って い て，捜 しに出 て連 れ戻 さ なけ

れば な らな い現実 に気 づ きます。

わ た した ち 十 分 に 改 心 して い る 者

は， 迷 い 出て い る人 々 に手 を差 し伸 べ

な け れ ば な りませ ん。 そ うす る と き，

主の 羊 を集 め る こ と に大 きな喜 び を見

いだ す で し ょう。

ニ ー フ ァイ人 の 宣 教 師 ア ンモ ン は，

わ た した ち に一 つの 模範 を示 して くれ

ま した 。彼 は レーマ ン人 の王 に仕 え る

道 を選 び ， ラモ ー ナ イ王 の羊 の群 れの

番 をす る よう に遣 わ され ま した 。邪 悪

な者 た ち が羊 た ち を襲 い ，散 らす と，
しもベ

ア ンモ ンの 同僚 で あ る僕 た ち は恐 れ て

泣 き始 め ま した 。 こ の と き， ア ンモ ン

は ど う言 っ た で し ょ うか。 「元 気 を 出

して くだ さい， 群 れ を捜 しに行 き ま し

ょう。 群 れ を集 め て水 の あ る場 所へ 連

れ戻 しま しょう。」(ア ルマ17：31)

さて， わ た した ち は この話 を単 に失

われ た羊 を集 め よ う と努 め る羊 飼 い の

話 と して と らえ る こ ともで きます 。 し

か し，そ こに は もっ と力 強 く意 義深 い

メ ッセ ー ジが含 まれ て い ます。 宣教 師

の ア ンモ ンに は， もっ と気 高 い意 図 が

あ りま した。す なわ ち， 王 と王 の 国 の

人 々 を正 義 の群 れ， 生 け る水 の泉 に連

れ戻 す とい う 目的で す。 ア ンモ ンの 受

け たチ ャレ ンジ は， 物事 を この世 的 に

大会の部会に入場する際，十二使徒定員会会員とあいさつするゴー ドン ・B・ ヒンクレー大管長(中 央)。

しか解 さない 人 に とっ て は， し りごみ

した くな る 状 況 に見 え た こ とで し ょ

う。 羊 の群 れ は 山腹 に まで 散 らされ て

お り，全 部 を連 れ戻 す に は十分 な人 数

が い ませ んで した。彼 らは落胆 し，羊

を失 っ た こ とを王 に気 づか れ る の を恐

れ ま した。

しか しア ンモ ンは， 同僚 た ち を導 い

て 羊 の群 れ を再 び集 めた だ けで な く，

この問 題 の張 本 人 であ る悪 人 た ち を追

い払 い ま した。彼 の英 雄 的 な行動 に感

服 した 王 は ア ンモ ンに従 い，救 い主 に

従 うよ うに な ります。 ア ンモ ンは わた

した ち に， 「状 況 は ど うあ れ ， わ た し

た ち は模 範 とな り，人 を高 め，彼 らが

義 を探 し求 め る よ う鼓 舞 し， イ エス ・
あかし

キ リス トの力 につ い てすべ ての 人 に証

を述べ る こ とが で きる」 と教 えて い ま

す 。

新会 員 が 聖徒 の 群 れ と一つ にな る に
あつ

は，信 仰 篤 い教 会 員が 腕 を大 き く広 げ

て彼 らを温 か く迎 え な けれ ば な りませ

ん。 同様 に新 会 員 の側 に も，教 会 に集

い ほか の教 会員 と交 わ る真剣 な努力 が

求 め られ ます。 わた した ちは年 齢 ，性

別 ，既 婚 ・独 身 の別 ，経 済状 態 な どを

超 えて， 一つ に な るこ とが で きます。

改 宗 に は，助 け を必要 とす る人 々 に
たまもの

仕 え， 自分 の賜 物 や 才 能 を分 か ち合 う

こ と に生活 を ささげ るこ とが 求 め られ

ます 。 主 は 「都 合 の 良 い と きだ け羊 を

養iいな さい」 とも 「忙 しくな い と きに

羊 の番 を しな さい」 とも言 われ ませ ん

で した。 主 は 「わ た しの 羊 や子 羊 を養

い な さい」 と言 われ ま した。 彼 らが世

に打 ち勝 てる よう に助 け， そ ば近 くで

見 守 りな さい と言 わ れ たの です 。彼 ら

を安 全 な場 所 ，す なわ ち永 遠 の命 を受

け られ る よ うに備 えて くれ る義 にか な

った 選択 に， 導 いて くだ さい 。

イエ ス の弟 子や 使 徒 た ちは 「わた し

に従 っ て き な さい 」(ル カ18：22)と

い う主 の真 剣 な招 き に こ た えた 後 に

数 々の教 訓 を学 び ま したが ，教 会 員 が

受 け るチ ャレ ンジ はそ れ らの教 訓 と似

通 っ てい ます 。先 任 使徒 ペ テ ロが 学 ん

だ多 くの教 え は 『新 約 聖書 』 の 中で わ

た したち も知 る こ とが で きます。 なぜ

な ら， わ た したち も改 心 の過 程 でそ れ

らの教 え を学 ぶ 必要 が あ るか らです 。

主が 十 字架 上 で 亡 くな られた後 ， ペ

テ ロ は ほか の弟 子 た ち と と もに漁 に出

か け ま した。 当時彼 はす で に先任 使 徒

で したが ， 自分 に何 が 期 待 され て い る

か 自覚 して い ませ ん で した。 舟 の 中 に

い た 漁 師の 一 人が ，岸 辺 に お られ る復

活 され た主 を見 つ け ま した。 ペ テ ロ は

主 会 お うと海 に飛 び 込み ，岸 に上 が り

ま した。 そ こで彼 は 自分 の改 心 の深 さ

を測 る率 直 な 質 問 を受 け ま した。 わ た

した ち が学 び続 け なけ れ ばな らない の

と同様 に， ペ テ ロ も まだ学 習 の途 上 だ
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っ たの です 。 「わた しを愛 す るか。」救

い 主 は ， そ う3度 お 尋 ね に な りま した

(ヨハ ネ2115-17)。 ペ テ ロは心 を痛

め て こ う返 答 しま した。 「わ た しが あ

な た を愛 して い る こ とは， お わか りに

な って い ます 。」(ヨ ハ ネ21.17)す る

と主 は こ う勧 告 され ま した。 「わ た し

の小 羊 を養 い な さ い。 ・ わ た しの 羊

を養 い な さい。」(ヨ ハ ネ21.15-17)

ペ テ ロの よ うに，多 くの 人 々 は改心

し， この世 の 事柄 を後 に して主 に従 っ

て い ます。 ペ テ ロの よ うに， わ た した

ち は天 父 の子供 た ち をす な どる漁 師 に

召 され た の に ， 「漁 に行 く」(ヨ ハ ネ

213)と 言 って ， 主 の 子 羊 や 羊 を養

うの を忘れ て しま うで し ょうか。 ペ テ

ロの よ うに， 周 りの 人 々が 苦 しみ ，恐

れ を感 じ， フェ ロー シ ップ を必 要 と し

て い る と きに， わ た した ち は園 の入 り

口 で 眠 り こけ て し ま う の で し ょう か

(マ タイ2636-46参 照)。

ペ テ ロ の よ うに， わ た した ち も個 人

的 な学 習 経 験 を積 ん で い くにつ れ て ，

主 か ら次の 質 問 を受 け た と き， 彼 と同

じよ うに答 え られ るで しょ うか。 「『そ

れで は ， あな たが た は わ た しをだ れ と

言 うか。』 シモ ン ・ペ テ ロ が答 え て言

っ た ， 『あ なた こそ ，生 け る神 の子 キ

リス トで す。』」(マ タイ16：15-16)

兄 弟姉 妹 の皆 さん ， わた した ちは救

い主 の次 の教 え をほ ん とうに理 解 して

い る で し ょうか 。 「あ な た が 立 ち 直 っ

た と きに は，兄 弟 た ち を力 づ けて や り

な さ い。」(ル カ2232)「 わ た しの小

羊 を養 い な さい ・ ・わ た しの羊 を養 い

な さい 。」(ヨ ハ ネ2115-17)「 小 羊

を養 う」 とは ，ハ プ テス マ を受 け た ば

か りの会 員 た ち に働 きか ける伝 道 活動

を指 してい る とも言 え ます。 彼 らは養

い を必要 と してお り，聖 徒 た ちの群 れ

の中 で温 か い思 い や りや フェ ロー シ ッ

プ を受 け な けれ ば な りませ ん 。 「羊 を

養 う」 とは，成 熟 した教 会員 につ い て

も言 え るで し ょう。活 発 な人 々 もいれ

ばあ ま り活発 で ない 人 々 もい ます 。後

者 は 世話 を必要 と してお り，群 れ に連

れ戻 さな けれ ば な りませ ん。

一 人 の預 言者 が 語 っ た次 の メ ッセ ー
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ジ を わ た した ち は よ く知 っ てい ます 。

「す べ て の 会 員 は 宣 教 師 で あ る 。」

(Coη血reηceRepor亡 『大 会報 告 』1959

年4月 号 ，pl22)願 わ くはわ た したち

が， 同 じよ うに急 を要 す る務 め ，つ ま

り 「す べ ての 会 員 は友達 であ り， フ ェ

ロー シ ソパ ーで あ る」 とい う務 め に こ

た え られ ます よ うに。 そ して すべ て の

兄 弟 姉 妹 完 全 に活 発 な会 員 ，新 会

員 ， あ ま り活 発 で ない会 員 た ち すべ て

を養 い ，彼 らに思 いや りを示 せ ます よ

うに。

昨 晩 ， わ た した ち は神 権 部 会 で ヒ ン

ク レー 大管 長 か ら新 会員 に関 す る 「お

願 い 」 を受 け ま した。大 管 長 は わた し

た ちに ，新 会 員 を心 にか け る よう強 く

要 請 し， こう語 りま した。

「わ た しは皆 さん一 人一 人 に お願 い

します 。 この偉 大 な活動 に加 わ って く

だ さ い。 … 教 会 の指 導 者 の 皆 さん ，

彼 らが 会員 と しての 第 一歩 を踏 みだ す

の を助 け ま しょ う。

これ は ホー ム テ ィー チ ャー や訪 問教

師の 務 め です 。 これ は監 督 会 ，神 権 定

員 会 ，扶助 協 会 ，若 い男性 と若 い女性 ，

初 等 協 会 の務 め です 。 ・・… 皆 さんの 親

しみ あ る態 度 が必 要 な ので す。 一 ・か

つ て 迷 い 出た 人 は行 方不 明 に な らな く

て も よか った はず で す。 しか しその 人

が ど こか 日の 当 た らな い場 所 に い る と

した ら， しか もそ れ が99人 を残 して い

か なけ れ ば な らない こ とを意 味す るの

であ れ ば， わ た した ち はそ の 人 を捜 し

出す ため にそ うす る必 要 が あ ります。」

預 言者 の 要請 に こた え るわ た した ち

の願 いが次 の ようで あ ります ように。

友を助くため われ強めたまえ
やみ

闇 は深 くと も み た まは照 らす

な

汝が羊の群れ 養い努めん

主よ，支えたまえ われ連れたまえ

(「主 よ霊感 もて」 「賛美 歌 』182番)

わたしたちが預言者の要請に従い，

改心し，兄弟姉妹を力づけられますよ
み な

う ， イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ り お

祈 り し ます 。 ア ー メ ン。



あ か し

世界に宣言する証
大 管長

ゴ ー ドン ・B・ ヒンク レー

神が導 ぎ手ざす。わた した ちば主の導きを求め，啓示の静かな紐 ω声

に耳を傾けます。そしτ，主に導かれ乙進むざしょう。

み オ

ば ら しい大 会 で した。 主 の御 霊

す が こ こに あ りま した。 音 楽 も霊

感 に満 ちて お り，祈 りや話 は心 を打 ち ，

自分 を改 善 したい とい う気 持 ち を高 め

て くれ ま した 。 話 を して くだ さ っ た

方 々 に感 謝す る と と もに， すべ て の 中

央 幹部 と地域 幹 部 お よ び中 央役 員 か ら

話 を聞 く こ とが で きた ら と思 い ます 。

そ れ には1週 間 ほ どかか るで しょう。

わ た した ち に は偉 大 な受 け継 ぎが あ

るこ とに，注 意 が喚 起 され ま した。 し

か し過 去 の こ と は後 に して ，未 来 に 関

心 を 向 けな けれ ば な りませ ん。 わ た し

た ち の前 に は大 い な る機 会 と大 い な る

チ ャ レン ジがあ ります 。 国 の内 外 の批

判 家 が わ た した ち に 注 目 して い ます。

誤 りを見 つ け よ う と努 力 し， わた した

ちの 話 す 言 葉 を細 大 漏 ら さず 聞 い て ，

わな にか け よう と してい ます。 わ た し

た ち は時 々つ まず くか も しれ ませ ん 。
み わざ

しか し， 主 の御 業 は実 質 的 に妨 げ られ

る こ とはあ りませ ん。 わた した ちはつ

まず い て も，立 ち上 が り，前 進 す る で

しょう。

わた した ち に は恐 れ る もの は な く，

得 る もの ばか りで す。神 が 導 き手 です。

わた した ちは 主の 導 きを求 め， 啓 示 の

静 か な細 い声 に耳 を傾 け ます 。そ して ，

主 に導 か れて進 むで しょう。

主 の教 会 が誤 って導 か れ る こ とは な

い で し ょう。 その 恐 れ は決 してあ りま

せ ん。 もし教会 の 指導 者 にそ の よ うな

傾 向 が少 しで もあ れ ば， 主 はそ の 人 を

除 か れ るで しょ う。 わ た した ち は皆 ，

主 の お か げ で 命 や 声 や 力 を得 て い ま

す 。

自分 が 住 ん でい る国 の良 い市 民 に な

りま し ょう。地 域 社 会 で良 い隣 人 に な

りま し ょう。 わた した ちの社 会 に多様

性 の あ る こ とを認 め ，す べ て の人 々 の

内 に善 良 さ を認 め ま し ょう。 わた した

ち は教 会 の 教 え にお い てい か な る妥協

も必要 あ りませ ん。 しか し，疑 い や偏

狭 さを もた らす要 素 は 除 くことが で き

ます。

「わた した ち は，永遠 の父 な る神 と，

そ の御 子 イエ ス ・キ リス トと， 聖霊 と

を信 じる。」(信 仰箇 条1：1)こ れ はわ

た した ちの信 仰 の 第一 の 宣言 で す。 わ

た した ち は， イエ ス ・キ リス トが生 き

てお られ る と公 言 します 。 ま た，全 人
あがな

類 を瞭 う業 が事 実 で あ る と明確 に宣 言

し ます。 この行 為 が万 人の復 活 を確 か

な もの に し，天 父 の王 国 で の昇 栄 に至

る道 を開 いた ので す。

こ れ は世 界 へ の 宣 言 の 強 調 点 で あ

り， わた した ちの 宗教 の 要点 で す。 信

仰 の泉 で す。 わた した ちが ク リス チ ャ

ンで は ない と， だ れ に も言 わせ な い よ

うに しま しょ う。

今大 会 で解 任 され た方 々に は，皆 さ

んの これ まで の働 きに心 か らの感謝 を

お 伝 え します 。 皆 さん は ほ ん と うに，

ほん とう にす ば ら しい働 きを して くだ

さい ま した 。 あ りが と う ご ざい ます 。

また ，新 た に支 持 を受 け られ た方 々 に

は，皆 さんが これ か ら従 事す る業 に大

きな喜 び と満 足 を見 いだ され ます よう

に願 って い ます 。 だ れ もが い つ か は ，

何 らかの 責任 か ら解 任 され ます 。 この

偉 大 な業 にあ って は どこで奉 仕 す るか

は問 題で はあ りませ ん。 どの よ うに奉

仕 す るかが 大切 なので す。

ブ リガ ム ・ヤ ン グやそ の ほか の 一握

りの 人 々 は開拓 史 上 にそ の名 を残 しま

した。しか しだれ か らもたた え られず ，

知 られず に福 音 に従 っ た生活 を し，主
い

を愛 し， 喝采 もフ ァ ンフ ァー レもな く

日々務 め を果 た した 人 々 は， どうな る

の で し ょうか。 彼 らの永 遠 の報 い は多

少 と も劣 るの で し ょ うか 。 そ うで はあ

りませ ん。

同 じ こ と は わ た した ち に も言 え ま
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す。 一 人一 人 が それ ぞ れ貢 献 して い ま

す，，そ れ らの 働 きが 合 わ され て大 義 が

打 ち建 て られ るの です 。皆 さん の働 き

もわ た した ちの 働 きも受 け 入れ られ ま

す 。 イエ ス は こ う 言わ れ ま した。 「だ

れ で も一 ば ん 先 に な ろ う と思 う な ら

ば，一 ばん あ とに な り， み ん なに仕 え

る者 とな らね ば な ら な い ■(マ ル コ

9：35)

兄弟姉 妹 の皆 さん ，わ た したち は こ

の偉 大 な家族 の一 員 です 、，それ ぞ れ に

務 め が あ り， それ ぞ れ に果 たす べ き使

命が あ ります。 わ た した ちが この 地 を

去 る と き， 「わ た しは戦 い を りっ ぱ に

戦い ぬ き，走 るべ き行 租 を走 りつ く し，

信仰 を守 りとお した」(2テ モ テ4：7)

と愛 す る主 に報 告で きれ ば， それ 自体

す ば ら しい報 酬 では ない で しょうか。

皆 さ ん が 安 全 に帰 宅 で き ます よ う

に 。愛 と感謝 の う ち に と も に生 活 し，

尊敬 し合 え ます よ うに。 皆 さん の生 活

の うえ に 天 の笑 み が 注 が れ てい ます 。

そ れ を知 るこ とがで きます よ うに。

わ た した ちの愛 も皆 さん に向 け られ

て い ます 。 わた した ちは皆 さん を深 く

愛 してい ます 。皆 さん に わた した ちの　な み な

祝福 を残 します 。聖 な る頃い 主 の御 名
しもべ

に よ り， 生 け る神 の僕 と して， そ の よ

うに します。 また 会 え る 目 まで ，神 が

皆 さん と と もに い て くだ さ る よ う に。

この大 い なる， す ば らしい大 会 を終 え

る に当 た り， イエ ス ・キ リス トの御 名

に よ り， へ り くだ っ て お祈 り します 。

アー メ ン。

碁

い

●1997年3月29日(土)中 央若い女性集会

信仰 こめて，一歩 ずつ

中央 若 い女 性第 二副 会 長

ポニ ー ・D・ パ ーキ ン

遠ω将来，皆さ'んの孫た ちが 彼らのス生を変えたあなたた ちの選択

の物語を感の しながら語 り継 ぐことざしょう。

趨 繊覇げお ド

ゆ聯 讃 囁難
囁 囁，、囁P囁 ，

縛

伽

悔 、

80年 代 ， ス ウ ェ ー デ ン に ア ン

18 ナ ・マ テ ィル ダ ・ア ンダー ソ

ン とい う少 女が 住 んで い ま した 、，彼 女

が 家族 と教 会 に 入っ た と き， 人 々はそ

の 信 仰 の た め に 彼 ら を あ ざ け り ま し

た。 ア ンナ の母 親 は， ア メ リカに移 住

してユ タの 聖徒 た ち と合 流す る決心 を

しま した 。姉 の ア イ ダとア ンナが 家族

を呼 び寄 せ るお 金 を稼 ぐた め に先 に ア

メ リカ に送 られ た の は， ア ンナ が11歳

の と きで した。 二 人 は ア メ リカ まで船

で渡 り， そ れ か らユ タの オグ デ ン まで

汽 車 で旅 を続 け ま した。 そ こ でア イダ

は働 き先 の ア イダホ 州の 身.元引 き受 け
ほろ

人の も とへ 幌馬 車 で 出発 しま した 。 そ

こか らソ ル トレー ク ・シ テ ィーへ 向 か

う汽 車 の 中で ， ア ンナ は まっ た くの独

りぼ っち で した。 英 語 は.・言 も話 せ ま

せ ん し，知 って い る人 もだれ もい ませ

ん。 汽車 の中 の彼 女 の心 細 さ と恐 怖 感

を想 像で きます か。

汽車 が 暗 い リオ ・グ ラ ンデ駅 に着 い

たの は真 夜 中 少 し前 で した。迎 え に来

て い る はず の親 類 の 姿 が あ りませ ん。

駅 か らゆ っ く りと人影 が消 えて い くの

を見 な が ら， ア ンナ は恐 ろ し くて， た

だ立 ち尽 く して い ま し.た。 と う と う，

同 じよ うに 出迎 え の ない ドイ ツ人一.一家

とア ンナ だ けが残 され ま した。 重苦 し
くらやみ

く悪 意 に満 ちた 暗 闇が 彼女 を包 み込 も

う と して い ます 。 後 に彼女 は次 の よ う

に 思 い 返 して い ます 。 「わ た しは泣 き

な が ら母 の最 後 の 言葉 を思 い 出 して い

ま した 。'母は ， 『言 葉 の分 か らな い所

に行 って も，天 の お父 様 は分 か って く

だ さるの だ か ら， お祈 りす るの を忘 れ

て は い け ませ ん よ』 と言 っ たの です 。」

ア ンナ はス ー ツケ ー スの横 に ひ ざ まず

い て ， 神 様 の 助 け を願 い 求 め ま した 。

きっ と皆 さん に もそ ん なお 祈 りの経 験

が あ るはず です 。

ドイ ツ人 ・一家 が ア ンナ に一緒 に来 る

よ うに手 招 き しま した。 ほ か に なす す

べ もな く， ア ンナは泣 き なが ら彼 らの

後 につ いて 行 きま した。 テ ンプ ル スク

ウ ェア に着 い た と き，小 走 りに寄 っ て

来 る足 音 が 聞 こ えて きま した，，女性 が

.…人
， や り過 ごす 人 の 顔 を確 か め なが

ら足ilしに こち らに近 づ いて 来 ます 。 そ

の女性 は ドイツ 人一 家 に 目をや り， さ

らにだ れか を捜 して い ます 。次 に彼 女

の視線 は ア ンナ に注 が れ ま した。 女性

は立 ち止 ま り，信 じられ ない よ うに彼

女 を見 浩 め ま した。 少女 に見 覚 えが あ

っ たか らで す。 ア ンナ もそ の 女性 を思

い 出 して息 をの み ま した。/年 前 に ス

ウ ェー デ ンを離 れ た被 女 の 日曜学 校 の

教 師で は あ りませ んか 。 ア ンナ を固 く

抱 き締 め なが ら，教 師 は彼 女 の恐 怖 の
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涙 をふ いて や りま した 。そ して ア ンナ

に こ う言 っ たの です 。 「何 度 も何 度 も

起 こ されて ね。 …… 到 着 して 来 る移 住

者 たち の姿 が頭 を駆 け 巡 っ て眠 れ な く

な って しま った の。 ここ にだ れ か知 っ
み

て いる 人が い な いか 来 て見 る よ うに御
たま

霊 に促 され た の よ。」(ア ンナ ・マ テ ィ

ル ダ ・ア ンダー ソ ンの 日記 ， ポ ニー ・

D・ パ ー キ ン所蔵)

信 じ られ ます か。 真 っ暗 な夜 に， 日

曜 学校 の教 師 が ま るで 光 の天使 の よ う

に遣 わ され た の です 。 ア ンナ は こ う思

い 返 して い ます 。 「お分 か りで す か 。

天 の お 父様 は単 に わた しの祈 りに こた

え、られ た だ けで はあ りませ ん。 わた し

は ただ わ た しの言 葉 を理解 して くれ る

人 をお 願 い した の に，神 様 はわ た しが

知 って い る人 を遣 わ して くだ さっ たの

です。」

何 年 もた って か ら， ア ンナは どう し

て あの驚 くべ き一 人 旅 が で きた のか 説

明 し ま した。 そ れ は， 主 を信 じる信 仰

に よ り，す ば ら しい こ とが す ぐ近 くに

待 って い る と確 信 で きた か らで す。 そ

のお か げで，母親 な しで 大西 洋 を渡 り，

独 りぼ っ ちの と きも主 に祈 って ，神殿

とい う安 全 な避 難 所 まで歩 い て行 く勇 .

気 を持 て たの です 。 ア ンナ は未知 の 世

界 に踏 み入 って ，後 に続 く人 た ちの た

め に道 を切 り開 きま した。 ア ンナの 信

仰 に満 ち た足跡 に従 った人 の 中 に， わ

た しの夫 が い ます 。 それ と い うの も，

ア ンナ は彼 の祖母 に当 たる か らです 。

ア ンナ の経験 は た とえ よう もな い ほ

ど恐 ろ しい もの だ った で し ょう。彼 女

自身 にそ の 自覚 は なか っ た で し ょ う

が ， 彼 女 は 後 に続 く人 た ち の た め に

雄 々 し く道 を切 り開い た の です 。 ア ン

ナ は開拓 者 で した。 開拓 者 とは ，正 義

の ため に立 ち上 が り， 敵対 す る もの に

負 けず に，勇気 を も って福 音 を分か ち
あかし

合 い， 行動 を通 してキ リス トを証 す る

人の ことで曳 ち ょうどア ンナの ように。

ア ンナ の物 語 に皆 さん は 自分 自身の

姿 が見 えな いで し ょうか。 福 音 に対 す

る熱 意 や ，見 知 らぬ ものへ の恐 れ とい

う点で ， ア ンナ に似 て い る と ころが あ

る か も しれ ませ ん。 人 は皆 ， 信仰 の旅

を しなけ れ.ばな りませ ん。 それ が福 音

の計 画 なの です 。 わ た;した ちの 道 は大

海 を渡 った り， 空 っぽ の駅 か ら独 りで

歩 いた りす る こ とで は ないか も しれ ま

せ ん。 しか しどん な道 で あれ ， 一足 ご

とに信 仰 が必 要 と され るこ とに変 わ り

な いで し ょう。遠 い将 来 ，皆 さん の孫

た ちが ，彼 らの 人生 を変 え た皆 さんの

選択 の 物 語 を， 感心 しなが ら語 り継 い

で い くで し ょう。皆 さん 自身が彼 らの

開拓 者 と呼 ば れ る よ うに な る の です 。

皆 さんが ア ンナの よう に未 知 の 世界 に

足 を踏 み 入 れ る と き， 自分 はほ か の人

た ちの た め に道 を切 り開 い てい る のだ

と考 えた こ とが あ るで し ょうか。 それ

で は こ こで ，初 期 の 開拓者 の経験 に新

た な光 を当 て て くれ る， ほか の若 い女

性 た ちの生 活 もご紹 介 しま し ょう。

ル ース ・メ イ ・フォ ックス は こう言

い ま した 。 「イ ギ リス を 出発 す る 日が

来 た とき， わ た しは ま るで天 に も昇 る

心 地 で した。 …… わ た した ちは 近所 の

人 た ちの 好奇 の 目 を避 ける ため に夜 の
やみ

闇 に 紛 れ て 家 を 出 ま した 。 こ ん な ス リ

ル の あ る こ と っ て ， ほ か に あ る で し ょ

う か 。」(ス ー ザ ン ，ア リ ン トン ・マ ド

セ ン"πalkθd亡oZ10η'TrαeS亡orfes

OfyOロ ηgPfOηeerSOη 亡heMOrmOη

Trafズ 『徒 歩 で た ど っ た シ オ ン へ の

道 モ ル モ ン街 道 の 若 き 開 拓 者 た ち

の 実 話 』p.30)開 拓 者 精 神 は 冒 険 で い

っ ぱいで した。

マ ー ガ レッ ト ・ゲ イ ・ジ ヤ ッ ド ・ク

ロー ソ ンは こ う言 っ て い ます 。 「わ た

しの 隊 に は何 人 か好 青 年 が い ま した 。

特 に一 人 が， わ た しに とて も優 しい こ

とを言 っ て くれ た もの です 。 きれ い だ

とか， 頭 が よい とか， そ れ にわ た しが

そ れ まで 言 われ た こ とが なか っ た けれ

ど，気 立 てが よい とまで言 って くれ ま

した 。」(『徒 歩 で た どっ た シ オ ンへ の

道 』p.144)皆 さん は 今 まで気 立 て が

よい とか ，愛 想 が よ い とか言 わ れ た こ

とが あ ります か 。何 とす ば ら しい褒 め

言葉 で し ょう。

マ ー ガ レ ッ ト ・マ クニ ー ル ・バ ラー

ドは次 の よ う に 思 い 出 を 語 っ て い ま

す 。 「わ た'しは大 草 原 を歩 き通 し ま し

た。 牛 を追 い なが ら， ほ とん どいつ も

弟 の ジ ェー ムズ を背 負 って歩 い た ので

す。」(『徒 歩 で た どっ た シオ ンへ の道 』

p.126)皆 さん の 中 に も， 兄 弟 姉 妹 の

世話 とい う責 任 を愛 と強 さを もっ て担

ってい る人 が， た くさんい ます 。
ヒ
ス ーザ ン ・ノー ブ ル ・グ ラ ン トの次

の 意 見 は い か が で し ょう か 。 「あ あ ，

子供 た ち， い ちば ん厳 しい試 練 で苦 し

み抜 いた 日々 に も， わた した ちは どれ

ほ ど楽 しか っ た こ とか。 あ なた た ちに

は想 像 もで きない で し ょうね。年 若 い
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わ た しで さえ，福 音 が 回復 され た こ と

を知 って い ま した。 一 度 な らず ， ジ ョ

セ ブ ・ス ミスが 天父 と復活 され た救 い

主 ，御 子 イエ スが現 れ て話 を され た と

言 明す るの を聞 い た こ とが あ った か ら
あかし

で す。 … … この証 を失 っ た こ とは一 度

もあ りませ ん。 そ して ， わ た しが亡 く

なっ て も， あ なた た ちの 子供 や 孫 た ち

に こ れ を語 り継 い で ほ しい の で す 。」

(『徒 歩 で た どった シ オ ンへ の道 』p98)

何 とす ば ら しい 財 産 で し ょ う。 で も，

わた した ち も預 言 者 の言 葉 を 聞い た こ

とが ある はず です。

これ らの話 は， 今 わ た した ちが 日記

に書 き記 して い る こ ととそ ん な に懸 け

離 れ て い るで し ょうか。 わ た した ちの

中 に， ア ンナ と同 じこ との で きる人 が

どれ ほ どいる で しょ うか 。 わ た しは皆

が で き る と思 い ます 。 な ぜ で し ょ う。

わ た した ちは毎 日勇気 を もっ て選 択す

る こ とで信 仰 を表 して い るか らで す 。

ハ ロル ド ・B・ リー大 管 長 は現 代 の 開

拓 者 た ち のた め にす ば らしい助 言 を残

してい ます 。 「光 の端 まで歩 い て行 き，
くらやみ

暗 闇に2，3歩 足 を踏 み入 れ てみ な さい。

そ うす れ ば， 光が 現 れ てあ なた の行 く

先 を照 ら して くれ る こ とが 分 か るで し

ょ う。」(ボ イ ド ・K・ パ ッカー に よる

引 用 。 ル シー ル ・L・ テ イ ト"Boyd

K，Pac1(er∫ 〆112「a亡chma120η 亡he

Tower"『 ボ イ ド ・K・ パ ッ カー

塔 の見 張 り人 』p.138)。 わ た した ちは

信 仰 に よっ て歩 ま な け れ ば な り ませ

ん 。天 父 が ア ンナ の 目曜学 校 の教 師の

よ うに腕 を広 げて わた した ち を待 って

お られ る こ とを信 じて ，暗 い未 知 の世

界 に足 を踏 み入 れ るの です。

わ た した ち一 人 一人 が 開拓 者 精神 か

ら力 を得 られ る よ うに， こ よい ， お祈

りします 。今 夜 鏡 を見 て くだ さい。 世

界 に二 人 とい ない ，強 くて ，勇 気 あ る

人が 見 えるはず です 。開拓 者 の顔 です。

そ の 思 い を 決 して 忘 れ ない で くだ さ

い。 ア ンナ や ほか の何 千 もの 人た ち の

よ うに ，皆 さん も愛す る入 た ち に従 う

べ き道 を雄 々 し く示 しなが ら歩 ん で い

る のです 。 いつ も信仰 こめ て， 一 歩ず

つ， 歩 み を進 め る こ とが で きます よ う
み な

に ， イ エ ス ・キ リス トの 御 名 に よ り お

祈 り し ま す 。 ア ー メ ン。

時間をかけて歩き続ける

中央 若 い女 性第 一副 会長

バ ージ ニア ・H・ ピア ス

わた したちの昌標，目的地，シオンば天父ととも仁生活 することざす。

その目的惣に着 くためにば，ただひたすら歩き続けな くτばな りません。

験 毒

灘

麹 嵐
螺

製 ，

拓 者 の子 供 歩 い て い く， 長 い

「開 長 い旅 を歌 歌 って 」1わた しは

開拓 者 の こ と につ いて 考 え る と，悲 劇

的 な光 景 が頭 に浮か んで きます。 吹 雪

の 中 を進 む 手車 ，病気 ，凍 りつ い た足 ，

空腹 ，遺 体 を浅 く埋 め た墓 。

しか し，あ の 記念 すべ き旅 につ いて

学べ ば学 ぶ ほ ど， あの とて も生 々 しい

劇 的 な光 景 ばか りで はな く， ほ とん ど

の 人 に とっ て旅 の大 部 分 は， 決 ま りき

った 日常 の連 続 だ っ た こ とが 分 か りま

す。 たい て い は， た だ ひたす ら歩 き続

けたの です 。

開拓 者 た ち は 毎 朝 キ ャ ン プ を 畳 む

と，家 畜 にえ さ と水 をや り， 火 をお こ

して朝 食 を作 り，昼 食 の 用意 を して詰
ほろ

め ，修 理 を し， 牛 馬 をつ な ぎ， 幌 馬車

に荷 物 を積 み込 み ま した 。毎 日， 同 じ

繰 り返 しで した 。 そ れ か ら，6マ イ ル

ほ ど歩 くと， 家 畜 にえ さ と水 を や り，

昼 食 を食 べ ， 再 び 隊 を組 ん で ， 午後6

時 ご ろ ま で 歩 き ま し た 。 そ して ， 牛

馬 を 放 し， 家 畜 に 水 を や り， 修 理 を
たきぎ

し，薪 を集 めて 火 を お こ し，夕 食 を作

り， 暗 くな る前 に1行 か2行 ， 日誌 をつ

け ， 時 に は 少 し音 楽 を楽 しみ ，祈 り，

午 後9時 に 眠 りに就 きま した。

進 む速 さは重 要 で はあ りませ ん で し

た。 なぜ な ら， ゆ っ く りと進 む牛 にペ

ー ス を合 わせ な くて は な らなか った か

らです 。 幌馬 車 に追 いつ くため に走 る

必 要 はあ りませ 為 で した 。 お天 気 が よ

く，何 も問題 の ない 日(そ ん な 日は あ

るで しょ うか)に は，15マ イ ル ほ ど進

む こ とが で きま した。 た い てい は，10

マ イ ル以下 で した。 目的 地 まで1，300マ

イル とい う距 離 に比 べ た ら，そ れ は何

と少 ない距 離 だ った こ とで し ょう。

ウ ィ ン ター ク ォー ター ズ の墓 地 の 青

銅 の 彫 刻2に は ， ソ ル トレ ー ク盆 地 へ

向 か う道 を歩 き なが ら， 手 を幌 馬 車 の

中へ 差 し伸 べ てい る母 親 の 姿が 刻 まれ

て い ます 。幼 い子供 が母 親 の手 が 見 え

ない と， 幌 馬車 の 中 で じっ と してい な

か った か らで す 。 歩 き なが らで す ら，

開 拓者 たち は互 い に助 け合 う方 法 を知

ってい た のです 。

これ らの こ とはすべ て， 現在 のわ た

した ち の世 界 にお い て， わ た した ち と

どの よう な関係 が あ る で しょ うか 。 わ

た した ちの 生活 のほ とん どは ，直 ち に

英 雄 的行 為 や勇 気 を要す る よ うな劇 的

な瞬 問の連 続 で はあ りませ ん。む しろ，

わた した ちの生 活 の大 部 分 は ， 日 々の

決 ま りき った単 調 な仕 事 か ら成 り立 っ

てい ます 。 そ の ため に わ た した ち は疲

れ ，気 落 ちす る こ と もあ ります。 もち

ろん ， わた した ちは どこへ 向 か って い

るの か を知 って お り， も しで きる こ と

聖徒の道/]997年7月 号

100



な ら， ベ ッ ドか ら飛 び起 き， 懸命 に働

き， 日暮 れ まで に は 目的地 に到着 した

い と思 っ てい ます 。 で も， わた した ち

の 目標 ， 目的地 ， シオ ンは天 父 とと も

に生 活 す る こ とです 。 そ の 目的 地 に着

くため に は， ひ たす ら歩 き続 け な くて

は な りませ ん。

この 毎週 歩 き続 け る こ とは， 決 して

小 さ な業績 で は あ りませ ん。 開拓 者 た

ちの着 実 な歩 み ，単 調で 在 りきた りの，

しか もつ らい仕 事 ， 約 束 さ れた 地 に向

か って 一歩 一 歩進 む意 志 は， もっ と 目

立つ 勇 気 あ る行為 と同 じ よう に， わ た

しを励 ま して くれ ます 。 そ の よ うな ゆ

っ く りと したペ ー スで 歩 い てい る と き

に，自分 が前 進 してい る と信 じる こ と，

す な わ ち1日 に進 む距 離 が あ ま りに も

少 ない と きに， 未来 を信.じ続 け るこ と

は ， とて も難 しい もの です 。

毎 朝 起 きて髪 を とか し， 時 聞 どお り

に学 校 へ行 くか ら とい って ，皆 さん は

自分 を英 雄 的 な 開 拓 者 だ と思 い ます

か 。毎 日宿 題 をす る こ との 意義 が分 か

り，与 え られ た課題 を理解 で きない と

きに助 け を求め る勇 気 が 必 要で あ る こ

とが分 か ります か。 毎 週 日曜 日に教 会

へ 行 き， クラス に出席 し， ほか の 人 と

親 し く交 わ る こ とが英 雄 的 な行 為 だ と

思 い ます か 。毎 日毎 日お 皿 を洗 う こ と

や ， ピア ノの練 習 をす る こ と，子供 た

ちの世 話 をす る こ とが偉 大 な こ とだ と

思 い ます か 。毎 日祈 り， 聖 文 を読 み続

け るた め に必要 な不 屈 な精 神 と， 目的

地 に到 達 す る とい う信 念 が 大切 な こ と

が 分 か ります か。 時 問 をか け て 問題 を

少 しず つ解 決 してい くこ との偉 大 さが

分 か りますか 。

ハ ワー ド ・W・ ハ ン ター大 管 長 は こ

の よ うに述 べ てい ます 。 「真 の 偉 大 さ

を身 に付 け るに は， … … いつ の場 合 に

も， 規則 正 し く，小 さな こ とや ，時 に

は 当た り前 な こ とを，長 い問 こつ こつ

と行 うこ とが要 求 され るの です 。」3

1日 の働 きと引 き換 え に， す ぐに大

きな成 果 を求 め る こ とは何 とた やす い

ことで し ょう。 一定 の 着 実 な進 歩 の歩

調 に合わ せ ，在 り きた りの生 活 に幸 せ

と喜 び を見 いだ す こ とを学ぶ 人 は ，何

ど幸福 で しょう。

が っか りしない で くだ さい。 皆 さん

若い女性の大会にて。中央若い女性会長会のバージニア ・H・ ピアス第一副会長(左)と カーリー ・ニールソ

ン姉妹。

ほろ

に勇気 を与 える ため に ，幌 馬車 の中 に

手 を差 し伸 べ て くれ る 人 々の こ とを考

えて くだ さい 。 わた した ちは皆 一 緒 に

進 ん で い るの です 。 ほ かの 人 に手 を差

し伸べ る人 に なって くだ さい。

夜 ，寝 床 に入 っ た ら，そ の 日に成 し

遂 げ た こ とを思 い起 こ して くだ さ い。

た とえ 一部 分 で も仕 事 をや り終 えた と

い う満 足 感 を味 わ う よ うに して くだ さ

い。

あの す ば ら しい 開拓 者 た ちは前 進 し

続 けた ばか りで な く， 歩 きなが ら歌 っ

た ので す。 わた した ちは毎 日楽 し く仕

事 をす る よ うに期 待 され て い るの で し

ょ うか 。毎 日い つ もい つ もそ う とは限

り ませ ん。 時 に は ，悲 しん だ り怒 った

りす る こ と もあ ります 。 しか し，悲 し

み や怒 りに 身 を任 せ るの をや め よう と

決心 す る こ とが で きます。 あ る若 い女

性 が わた した ちの事 務 所へ この よう な

こ と を書 い て き ま した。 「わ た しは14

歳 で あ る こ と が と て も うれ しい の で

す 。 この ま まず っ と14歳 で あ った らよ

い の に と思 い ます 。14歳 はす ご一 く楽

し い で す 。」 こ の 短 い 手 紙 を 読 ん で ，

そ の 日1日 が 楽 し くな りま した 。 「心 の

楽 しみ は良 い薬 で あ る」(箴 言17：22)

と書 か れ てい ます 。

皆 さ ん御存 じの よ うに， エ ノ クの民

は とて も信 じ られ な い ほ ど善 良 な民 で

あっ た ので ，彼 らの 町全 体 が天 に取 り

上 げ られ ま した。 しか し， 聖文 を注 意

深 く読 む と， シ オ ンの 町 は， 「時 が た

っ て」(モ ー セ7：21)天 へ 取 り上 げ ら

れた と書 かれ て い ます。開拓 者 たちや ，

皆 さ んや わた した ち と同 じよ うに， き

っ とそ れ は， 長 い時 間 を かけ て一 歩 一

歩前 進す る 「過程 」だ った ので しょ う。

イ ン ドラ ・キ ア ゲハ ち ょうは 自然界

の最 も見事 な標本 の一 つ です 。実 験科

学者 た ち はそ の生 活環(訳 注 個体

が特 定段 階か ら成長 して子 を産 み， 次

代 の 同 一段 階 に至 る まで の形 態 変 化)

を注 意 深 く記 録 し ま した 。卵 は食 物 と

な る植 物 の ち ょう ど良 い場 所 に産 み落

と され ます 。5日 以 内 にふ 化 し， だ い
はんてん

だ い色 の斑 点 の あ る黒 い幼 虫 にな りま
まゆ

す。成育 す る と，幼 虫 は繭 を作 ります。

大 部 分 は2年 後 に成 虫 とな っ て外 部 へ

出 て き ますが ， 興 味深 い こ とに， 中 に

は7年 間繭 の 中 に と どま る も の も あ り

ます 。 そ して ， 突 然 ， 数 時 問 以 内 に ，

そ れ まで 斑 点 の付 い た幼 虫 だ った もの

が ，美 しい黒 い ち ょ うにな っ て飛 び立

つ の で す 。4こ の幼 虫 は数 時 間 して ち

ょうにな ったの で し ょうか ，そ れ とも7

年 た ってち ょ うに なったの で し ょうか。

イ ン ドラ ・キ アゲハ の成 長 を理解 し

て い る観察 者 は，忍 耐 強 く仕事 を続 け，

時 間 を か ける こと をい とい ませ ん。 ま

た ， 自分 自身 の成 長 を理 解 してい る人

は， 忍耐 強 く祈 り，毎 日働 き続 け，時

間 をか け ます 。

そ の よ う な 人 々 に は ， 「く じけず ，
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頑 張 る」 とい う言 葉が ぴっ た り くるか

もしれ ませ ん 。

わた しが カー リー に最 初 に会 った の

は，彼 女 が12歳 の と きで した。 まだ ビ

ーハ イブ にな りたて の カー リーの 世界

に は一 次的 な動 揺 が あ りま した。彼 女

が 自分 の気 持 ち を語 る声 を聞 い て くだ

さい。(短 い ビデ オが 上映 され る。)

「変 化 はわ た しに とって いつ も大 変

で した 。 わた しの問 題 はそ れ ほ ど悪 い

もので は あ りませ ん が ， 問題 を持 って

い る と きは， そ れが 世界 で 最 悪 の もの

の よ う に思 え るんで す 。 だれ だ って 自

分 の こ とが心 配 です もの ね。 わ た しは

いつ も独 りぼ っちで した。 学校 へ 行 き

たい と思 っ た こ とは一 度 もあ りませ ん

で した。 わ た しの悲 しみ な ど， 天父 は

気 に も留 め て お られ な い と思 い ま し

た。 わた しが うろ た え て い る こ と も，

友 達 が い ない こ と も。 天 父 はお られ な

い の だ と思 い ま した。 だ れ もわた しこ

と な ど気 に か け て い な い と思 い ま し

た 。」5

こち らはカ ー リーで す 。今 ，16歳 に

な ります。

「12歳の ときの 自分 の 話 を聞 く と，

当時 は その 問題 が い か に大 き く， 今 は

いか に小 さい かが 分 か ります。 わた し

は魔 法 の よ うな解 決法 を切 に 求め て い

ま した。 す べ ての 問題 を解 決 す る方 法

は一 つ だ けで は ない と，今 は 考 えて い

ます 。12歳 の と きにわ た しが確 か に知

っ てい た の は，善 い 人 に な りた い とい

うこ とで す。そ の望 みが あ った ため に，

わ た しは聖 文 を読 み ，教 会 へ 行 き， お

祈 りを しま した。 今 ，4年 た って ， お

も に こ れ ら の こ と を続 け て き た た め

に ， わた しは 自分が 随 分変 わっ た と思

い ます 。 聖文 か ら答 え を受 け，祈 りを

通 して主 に近 づ き，教 会 で の レ ッス ン
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が ず っ とよ く理解 で きる よう にな りま

した。

わた しの父 は ，壁 に この よ うな言 葉

をは っ て い ます 。 『ほ か の人 が あ き ら

め て しま う とき にあ きらめ ない 人 が成

功 す る。 〔ウ ィ リア ム ・フ ェザ ー〕』 わ

た しはあ き らめ なか った こ とを とて も

うれ し く思 い ます 。 自分 の 中 に残 っ て

い る もの は何 もない とい う よ うな と き

が ， わ た した ち には 必要 で あ る と さえ

思 い ます 。 そ うい う と きこそ ，主 を信

頼 し， 主 に頼 るか らです 。

ほ ん と う に大 切 な もの は何 も ない ，

す べ て は一 時 的 な もの だか ら， あ き ら

めて しま う方 が いい と，流 行歌 や映 画

は教 え て い ます 。 で もわ た した ち は，

そ うで は ない と知 って い ます 。 わ た し

た ち には福 音 が あ ります。 そ れ は一 時

的 な もの で はあ りませ ん。 永 遠 の もの

です 。 や め た り， あ き らめ た りす る こ

とはで き ませ ん 。今 はすべ て を理解 で

きない か も しれ ませ んが ， わ た した ち

のす べ て の行 い ，毎 日の 生活 には 目的

が あ ります。 また わ た した ち には ，励

ま し， 元 気づ けて くだ さ る天父 が い つ

もい らっ しゃるの です 。」

と もに道 を歩 むわ た した ち は， お 互

い の こ と を とて も心 にか け て い ます 。

わた した ちが祈 り， 一生 懸 命働 き， 時

聞 をか けて 前進 す る と き， 天父 はわ た

した ち一 人 一 人 を必 ず祝 福 して くだ さ
み な

い ま す 。 イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ ・

っ て ， ア ー メ ン。

注

1，

2.

3，

4，

5.

「開 拓 者 の 子 供 」(『 子 供 の 歌 集 』

P、137)

ア バル ド ・フ エアバ ン クス作

「真 の 偉大 さ」 『聖徒 の 道 』1982年

7月 号 ，p.34

トッ ド ・ス タ ウ ト"TheFourUtah

VarietiesofPaplbIndra"し ノ亡aわ

Lθρldoρ亡θrls亡「ユ タ に生 息 す る4種

の パ ピ ロ ・イ ン ドラ ・キ ア ゲ 八 ち ょ
りんしるい

う」 『ユ タ鱗 翅 類 研究 家 」1997年2

月号 ，P.6

1993年 に収 録 され たユ タ1・1・1ケイ ズ ビ

ル ・ク レス ウ ッ ドス テー ク ，ケイ ズ ビ

ル第18ワ ー ドの カー リー ・ニ ー ル ソ

ン との イン タ ビュー よ り抜 粋 。



友人としてともに立つ

ユ タ 州セ ン ター ビル ステ ー ウ，パ リ ッシ ュ ・キ ャニ オ ンワ ー ド所属

ク リステ ィン ・ハ ナ ー

ワー ドや学校さ末日聖徒の若ω女倥が あなた一入だ としτも，何ヂ入

とωう若ω女倥があなたのすぐそばに立 っτωることをのに留めτく

ださ'ω。

穿嶽

灘 幾　、
撫后

た しも皆 さ ん と同 じよ うに ， こ

わ れ まで の 人生 の 中 で 開拓 者 と し

て信 仰 を行使 しな け れ ば な らなか った

こ とか あ ります 。初 めて そ の よう な経

験 を した の は 小 学 校2年 生 の と きで し

た。先 生 が教 室 に来 られて ， もうす ぐ

「特 別 な女 の子 」 が 新 し くみ ん な の仲

間 にな ります と話 され ま した 。 わた し

は， どん な女 の 子が 来 る のだ ろ うと思

い巡 らしたの を覚 えてい ます 。

ジ ェニ ーが 初 めて クラ ス にや っ て来

た と き， わた しは一 目で いい 友 達 に な

れそ うだ と思 い ま した 。 シ ェニ ーが 障

告 を持 っ てい た こ とで ， もっ と彼 女 の

こ とを知 りたい と思 う よ うに な りま し

た。 そ れ まで 障 害 を持 った子 とあ ま り

接 した こ とが なか っ たの で ，不 安 もた

くさんあ りま した 。で も，彼 女 の 友達

に な らな け れ ば い け な い と患 い ま し

た 。 どん なこ とにな るか は 分 か りませ

んで したが ， わ た しは その チ ャ レンシ

を受 け入 れ ま した。

あ る 口の放 課 後 ， わた し は決 心 し，

シ ェ ニ ー の家 に行 くこ と に し ま した 。

少 し緊 張 しま したが ， これ は正 しい 行

い だ と感 じたの を覚 えて い ます。 ジ ェ

ニ ーの お母 さん は とて もいい 人 で， ジ

ェ ニー につ いて もっ とた くさん の こ と

を教 えて くれ ま した。

やか て ， わた しはい つ もシ ェニ ー と

過 こす よ うに な り， シェ ニ ーは わ た し

の 大 切 な親友 の 一 人 にな りま した。 わ

た した ちは お店 に行 った り， シ ェニ ー

の トラ ンポ リ ンで遊 んだ り，お 互 い の

家 に 泊 ま りに行 った りす るのか 大好 き

で した。 わ た しが シ ェニ ー の 肉体 的 な

面 で の弱 さ を助 ける 一方 で ， ジ ェニ ー

はわ た しの 霊 的 な面 での 至 らな さ を補

って くれ ま した。 シェ ニー は キ リ ス ト
ゆる

の よ うな愛 と赦 しの 精神 を持 っ たす は

ら しい模 範 で す。 わ た したち はお 互 い

に助 け 合 う こ とに よ ってそ れ ぞ れの足

りない 部分 を克服 で きた と， わ た しは

心 か ら信 じてい ます 。

成 長 す る につ れ て， わ た しは 開拓 者

と して も う一 つ の試 しに遭 い ま した 。

わ た しに は大 勢 の 友達 が い ま したか ，

そ の多 くは シ ェニ ー の こ とを よ く知 り

ませ んで した。 彼女 たち が シ ェニ ー に

対 して失 礼 な態 度 を とった こ とは 一度

もあ りませ ん で した が， わ た しは いつ

も ジェ ニー とほか の友 達 との 問 に挟 ま

れて 身動 きが取 れ な い よ うに感 じて い

ま した。 とて も難 し く， 大 きな決 心 が

要 る こ とで したが ， わ た しは友 達 にシ

ェニ ー の こ とを知 って も らえ る よ うに

働 きか け よ う と決 め ま した。 やが て 友
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達 も，気 まず い思 い をせ す に もっ と気

楽 に シェ ニー とつ きあ え る よ うにな り

ま した。

今 で もジ ェニ ー とわ た しは いい 友達

てす 。 一緒 の 高校 に通 い， ほ とん と毎

口顔 を合 わせ ます 。 彼 女 と 緒 に廊下

を 歩 くと き， わ た しは す ご：く誇 らしい

気持 ちに な ります。

わ た した ち はた れで も正 しい行 い を

す る信 仰 を持 つ こ とが で きる， とわた

しは確信 して い ます 。開拓 者の ように，

わ た した ち は皆 ， 自分 の 受 け るチ ャ レ

ンシ を乗 り越 え，前 進 で きる のです 。
き ょ ノ

最後 に，今 日こ う して 自分 の感 じて

い るこ とを皆 さ ん と分 か ち合 えた こと

に， 心 か らへ り くだ り， 感謝 した い と

思 い ます 。 わ た しには この大 会 に とも

に参 加 してい る， 世 界 中の何 千人 もの

す ば ら しい姉 妹 た ちが い る とい う こ と

を考 え る と， 自分 の してい るこ と はほ

ん とうに正 しい の だ とい う確 信が さ ら
み

に 強め られ ます。 また ， この偉 大 な御
わさ

業 にあ っ て， わ た した ち は独 りほ っち

で は ない と改 め て思 い 出 します。 ワー

ドや学 校 で末 日聖徒 の 若 い女 性 が あな

た 一人 だ と して も，何 千 人 とい う若 い

女性 が あ な た のす ぐそ はに 立って い る

こ とを心 に留 めて くだ さい。 わ た した

ちは皆 ， と もに成 長 し， 強 め合 い なが

ら， こ の危 険 に満 ち た未 口の時 代 を進
あノし

んで い け るの で す 。 この 証 と祈 りを，
み な

イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ っ て 申 し

上 け ま す 。 ア ー メ ン。



義にかなった選択

ソル トレーク ・リバ ーサ イ ドス テ ーク， 中央 第3ワ ー ド所属

フ ォ ノ ・ラバ タ イ

母がわた しに言 ωました。撹 え τおωτね。自分の決めること次第ざ，

あなたば幸ぜに右なれるし，惨め仁もなっτしまうのよ。ノ

鰯轟

辱

き よ う

△ 日， 皆 さん の前 でお話 しで きる

7機 会 を，光 栄 に思 い ます。 この

お話 を頼 まれ た とき， なぜ 自分 に この

責任 が 与え られ たの か疑 問に思 い ま し

た、，そ して少 し足 が す くむ思 いが し ま

した 。 やが て セ ミナ リー の ク ラ スで ，

あ る女生 徒 が 開 会 に当 た って短 い お話

を して くれ ま した。 そ して この よ うな

質 問 を投：げ か け ま した。 「皆 さ ん は ，

機 会の 中 に困 難 を見 い だ します か 、，そ

れ と も困難 の 中 に機 会 を 見い だ し ます

か 。」 そ の こ とに つ い て考 え た 結 果 ，

今皆 さんの 前 に この よう に立 って い る

わ けです。

わた しは去年 の 夏 ，サ モ アか ら合 衆

国 に引っ越 して来 ま した。そ の と きは ，

故 郷 の 島 と友達 か ら離 れ た くあ りませ

んで した。新 しい 高校 に通 う こ とに な

り， とて も緊弥 しま した 。転 校 生 であ

る に もか か わ らず ， わた しは女 子バ ス

ケ ッ トボー ル ・チ ー ムに 入 るた め， テ

ス トを受 け ま した。 そ して 入 る こ とが

で きた ので す。 わ た しは バ スケ ッ トボ

ー ルが 大 好 きで す。 コー トを走 り回 っ

て い る と きは， わ た しが シュー トを決：

め る こ と をだ れ もが期 待 して い ます 、，

そ して シュ ー トが決 まる と， 幸せ な気

持 ち に なれ るの です 。 そ して も し.失敗

した と きは， 全 然違 う気持 ちに な って

しまい ます，，

とにか く， わ た しはチ ー ムに 入 って

い たの で ，セ ミナ リー に行 くこ とが で

きませ ん で した。 放 課 後 は毎 日練 習 が

あ り， セ ミナ リーが 放 課後 に行 われ て

い た か らです 。 です か ら，2壕 期 の 問

ず っ とセ ミナ リー に行 けず ，す っか り

セ ミナ リー の こ とな ど忘 れ て い ま し

た。

そ ん なあ るH， 母 が セ ミナ リー に つ

い て聞 いて き ま した。 わた しは何 も問

題 はな い と答 え ま した。 しか し， 母 は

す べ て分 か っ てい ま した。 セ ミナ リー

の教 師 か ら母 あて に手 紙 が届 いて い た

の で す 。 母 は言 い ま した 、，「フ ォ ノ ，

あ なた の行 いが 間 違 っ てい るの は， 自

分 で分 か っ て い るわ ね。 た だ忠 告 だ け

してお くわ。で も決 め るの は あな た よ、，

覚 えて お い て ね 。 自分 の 決 定 次 第 で，

あ な た は幸 せ に もなれ る し，惨 め に も

なって しま うの よ。」

この こ とにつ い て， 数週 間.考え てか

ら，最 終 的 な決 断 に到 達す る こ とが で

き ま した、，バ スケ ッ トボ ー ル をやめ て

セ ミナ リー に行 く決 心 を した ので す 。

も しセ ミナ リー よ りもバ スケ ッ トボー

ル を選 ん で しまっ た ら， セ ミナ リー の

卒業 式 で悲 しく，恥 ず か しい思 い をす

る こ とに な る と分 か っ て い ま した。 自

分 が 卒 業で きな いの に ， ほか の 人が 卒
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業 を して い くの を見 た くない と思 い ま

した，，これ が 母 の 言 って いた惨 め な こ

とだっ たの で し ょう。 わ た しは 自分 の

優 先 順位 を正 すべ きで あ る と決心 した

ので す。 今 で もバ ス ケ ッ トボ ー ルが ほ

ん と うに好 きです が ， 最優 先 すべ き こ

と は第..・に行 うべ きな ので す。 来 年 ま

た， バ ス ケ ッ トボー ル のチ ー ム に入 れ

る よ うに願 っ て い ます，，そ して スケ ジ

ュー ル を立 て る ときは ，練 習 のせ い で

セ ミナ リー を休 む こ との ない ように す

るつ も りです 。

現在 はセ ミナ リー に また 通 うよ うに

なっ てい ます、，す ば ら しい 教 師 と楽 し

い ク ラ ス メ ー トた ち に 恵 ま れ て い ま

す 。正 しい 決 断が で きた 自分 に誇 りを

感 じて い ます 、、 この経 験 を振 り返 る と

き， マ タ イに よる福 音.書第6章33節 を

思 い起 こ し ます.「 まず 神 の 国 と神 の

義 とを求 め な さい 。そ うす れ ば， これ

らの もの は ，す べ て添 えて与 え られ る

で あろ う。」
ごレ コし

わた しの母 国語 で証 を述 べ た い と思

い ます 、，(〔ラバ タイ姉 妹 ，サ モ ア語 で

了 る
。〕 わ た しは こ の教 会が 真 実 で あ

る こ と を知 って い ます 、，この 教義 は真

実 です 。若 い 女性 の プ ログ ラム に感 謝

してい ます 、，そ れ は生 活 を向 上 してい

くうえ で必 要 な， た くさん0)こ とを学

べ るか らです 。)

わた しは この福 音 が真 実 で あ る こ と

を知 っ て い ます。 これ まで ず っ と，福

音 か ら多 くの助 け を得 て き ま した、、そ

して 指導 者 は わ た した ち を助 け るた め

にい て くだ さい ます。 皆 さん を愛 して

い ます，， イエ ス ・キ リス トの御 名 に よ

って ，ア ー メ ン、、



キリストに近づく

ソル トレー ク ・エミ グ レー シ ョンス テ ーク ，フ ェデ ラル ハ イツ ワー ド所 属

ア レハ ン ドラ ・ヘ ル ナ ンデ ス

自分を変えるのば楽 ざばあ りません ざした。自分か間違っと'61たと認め
けんそん

るにば謙：遜仁なる必要がありました。

たしは福音のある家庭で生まれ

わ 育 ち ま した。 で す か ら， 両親 は

わ た しに 良 い原 則 を教 え よう とい つ も

心 を配 っ て くれ ま した。 それ に もかか

わ らず ， わ た しは 中学 時代 に大 き く変

わ っ て し まい ま した。 もっ と楽 しそ う

で ，楽 に 見 え る道 を歩 む こ とに した の

です 。 わ た しは 友人 たち の勧 め る まま

にふ さわ し くない な服 装 を した り，好

ま し くな いパ ー テ ィー に 行 っ た り，時

に は悪 い言葉 を使 った りも しま した。

同 じころ， わ た しは両 親 と う ま くい

か な くな り， 聖 文 も読 まな くな りま し

た。 皆 の 人気 者 で い る こ とが わ た しに

とって 何 よ り大切 で した し， パ ー テ ィ

ー に行 っ た り友 達 と同 じ よう な服装 を

した りす る こ とが善 い こ との よ うに思

え たの です 。 で も実 際 は ，い つ もむ な

し くて ，以 前 よ り もっ と孤 独 を感 じる

よう にな りま した。 い つ も隠 し事 を し

て いた た め に，両 親 に しか られ る のが

怖 くて心 に平 安 が あ りませ ん で した 。

自分 の行 動 が 間違 って い る， といつ も

さ さや くもの が あ りま した が， そ れ で

も友 達 と行 動 を共 に して， 人気 者 で い

る方 を選 んで い ま した。

教 会 で聞 くこ とすべ てが 自分 に向 け

られ て い る よ うに感 じ始 め た の は， 中

学3年 の 終 わ りに近 づ い た こ ろで した 。
せいさん

あ る聖餐 会 で のお 話 が わた しの状態 に

あ ま りに もぴ っ た りだ った の で，母 に

「お 母 さん ， わ た しの こ とを あ の人 た

ち に何 て言 ったの 」と尋 ねた ほ どです 。

母 は何 も話 して い ない と答 え ま した。

自分 を変 える決 心 を したの はそ の と き

で した し， 友達 が わ た し に背 を向 け た

の もそ の と きで した。 で も， わた しは

両 親が これ までず っ と正 しか った こ と

を認 め ま した。 そ して， 両 親 こそ わ た

しの真 の友 で あ る と気 づ いた ので す。

自分 を変 え るの は楽 で は あ りませ ん

で した。 自分 が 間 違 っ てい た と認 め る
けんそん

には謙 遜 に な る必 要が あ りま した。 わ

た しは 心 か ら変 わ りた い と思 っ た の

で ， 「成 長す る わ た し」 プ ロ グ ラ ム に

取 り組 み 始 め ま した 。 す る と徐 々 に，

経 験 を重 ね る につ れ て良 い気 持 ち を感

じるよ うに な りま した。 時 に は，聖 文

を読 む とい う項 目の よ うに信 条 の実 践

プ ラ ンを終 わ らせ る のが とて も難 しい

こ と もあ りま した 。 で も， ただ 努力 す

るだ けで 前 よ り良 い気 持 ち を感 じられ

ま した 。

初 め て 「モル モ ン書 』 を読 み 終 え た

と き， 両 親 が教 会 につ い て教 えて くれ

た こ とが全 部 真 実 だ っ た と感 じ， キ リ

ス トに近 づ くこ とが で き ま した 。 ロー

レル の 「若 い女性 の信 条」 の実践 プ ロ

ジェ ク トに取 りか か った と きには， 自
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分 に満 足 感 を感 じ始 め ま した し， 「善

い行 い」 の プ ロジ ェク トで は ，人 々へ

の奉 仕 を通 して， そ れ まで探 し求 め て

きた平 安 を感 じる ことが で き ま した。

若 い女 性 の メ ダル を頂 い た今 ， 努力

のか い が あっ た と思 っ てい ます 。 わ た

しに とっ て， それ は単 な る ネ ック レス

以 上 の もので す。 実 際， 天 の お父 様へ

の わ た しの 愛 を表 して い るか らで す 。

また ， わ た しの個 人 的 なふ さわ し さの

象 徴 で もあ り， キ リス トが わ た しに望

んで お られ る こと をこ れか ら も行 っ て

い きた い とい う気 持 ち に させ て くれ る

か らです 。

わ た したち に与 え られ て い る善 と悪

を選 ぶ 機 会 に心 か ら感 謝 して い ます 。

また ，過 ちか ら学 べ る こ とに も感 謝 し

て い ます 。 わ た しが今 感 じて い る喜 び

は， 人 々へ の奉 仕 を通 して キ リス トの

愛 を感 じ， 自分 の価 値 を知 る と きに得

る喜 びで あ り， 学校 での 人気 か ら得 ら

れ る気 持 ち とは比較 に な らな い もので

す 。 今で は中学 時 代 の友 達 は だれ もわ

た しの こ とを覚 えて い ない か も しれ ま

せ ん 。 しか しキ リス トが わ た し を御 存

じで ，主 へ の わた しの愛 を知 って いて

くだ さ るの を何 よ りうれ し く思 っ てい

ます。

わ た した ち は降 りか か る試 練 を きっ

と克服 して い け ます。 なぜ な ら， わた

した ち はわ た した ち を愛 して くだ さる

天 父 の娘 で あ り， 天父 はわ た した ちが

耐 え られ ない ほ どの誘 惑 に遭 うの を を

お 許 しには な らないか らです 。 わ た し

は ， ヒ ン ク レー大 管長 が 預言 者 で あ る

よ うに， ジ ョセ ブ ・ス ミスが 真 の預 言

者 で あ った こ とを知 って い ます 。 イエ
み な

ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ っ て お 話 しい

た し ま す 。 ア ー メ ン。

臨饗

臨轟晦「

愈



現代の開拓者

中央若 い 女性 会長

ジ ャネ ッ ト ・ヘ イ ルズ ・ベ ッカム

わた した ちぱわた した ちを傷つけ，進歩 を妨げるよ うなものか ら還ざ

かる信仰を持たなくτばな りません。r信 仰こめ τ，一歩 ずつノ歩まな

くτばならなωのざす。

△ 晩 ， わ た しは これ らの3人 の 若

7い 開瀦 と皆 さん一 人 一 人 に賛

辞 をさ さげ たい と思 い ます。 現代 の開

拓 者 であ る皆 さん は きっ と， 昔 の 開拓

者 と同 じよう に，信 仰 を込め て ，一 歩

ず つ歩 ん で い る こ とで し ょう。若 い女

性 の皆 さん が 先 頭 に立 っ て 勇 気 を持

ち，義 にか な った行 動 を取 る姿 を 目に

して ，わ た しは皆 さん の こ とを とて も

誇 りに思 っ て い ます 。 主 に対 す る皆 さ

んの信 仰 は ，皆 さん を模 範 とす る ほか

の 人 々を強 め る助 け とな って い ます 。

使徒 パ ウロ は当 時の 若 者 に 開拓 者 に

な るよ う に勧 め ま した。 彼 は この よう

に述 べ て い ます 。 「あ な た は， 年 が 若

い た め に人 に軽 ん じ られ て は な ら な

い。 む しろ，言 葉 に も， 行状 に も，愛

に も，信 仰 に も，純 潔 に も，信 者 の模

範 にな りな さい 。」(1テ モ テ4：12)今

晩 ， わ た しは この テー マ につ いて お話

しした い と思 い ます。

ビー ハ イ ブ， マ イア メ イ ド， ロー レ

ル とそ れぞ れ 年齢 は違 っ て も，皆 さん

は ほか の人 の模 範 ， す な わち信 者 の模

範 に なる こ とが で き ます 。 福音 の原 則
き ょ う

は昨 日 も，今 日も， 明 日も同 じで す 。

戒め を守 ろ う とい う決意 は どの世 代 で

も同 じです。

若 い 女性 の 皆 さんは ，昔 の 開拓 者 が

直面 した の と同 じよ うに 困難 な 問題 に

直面 す る こ とが よ くあ ります 。 あ る若

い 女 性 は こ の よ う に 書 い て い ま す 。

「開拓 者 た ちが 当 時 の 苦 難 を どの よ う

に乗 り越 え たの か分 か らない と，人 々
こんにち

が言 うの を今 日 よ く耳 に します が， 天

国 にい る昔 の開拓 者 た ち の中 に は， 現

代 の わた したち につ い て 同 じこ とを言

う人 が きっ とい る こ とで し ょう。」

今 日ほ ど信 仰 を もって歩 む 勇気 が 必

要 とされ る時 代 はか つ て あ りませ んで

した。 ほ とん どの皆 さん に と って， 信

仰 の第 一歩 はバ プ テス マ で した 。 リー

ア ンが 「モ ルモ ン書 』 を読 み ， それ に
あかし

つ い て祈 り，福 音 の 証 を得 た の は15歳

の と きで した。 彼女 は教 会 に入 りたか

った ので すが ， 母親 は許 して くれ ませ

ん で した 。 リー ア ンは宣教 師 と一緒 に

断 食 して 祈 り ま した。 す る とそ の 日，

母 親 は彼 女 が 教 会 に入 る こ と に 同 意

し，バ プ テ スマ を受 ける ことが で きま

した。 そ れ を知 っ た友 達 は彼 女 を あ ざ

笑 い， の け者 に しま した 。彼 女 が通 学

して いた ，宗 教 団体 の 経営 す る学校 の

校 長 さえ ， 彼 女 を 呼 び 出 し， 「君 は愚

か な誤 りを犯 した」 と言 い ま した。 で

も彼 女 は主 に忠 実 で した 。永 遠 の 見地

に立 って 考 え， つ い には 義 にか な っ た
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若 い男 性 と神殿 で結 婚 す る とい うす ば

ら しい祝 福 を受 け ま した。 さ らには 彼

女 の母 親 も教 会へ 入 りま した。

カー ラ も家 族 の 中で 開拓 者 とな りま

した。彼 女 の 家族 は教 会 の集 会 に出 席

して い ませ んで した。8歳 の 誕 生 日が

過 ぎて も， バ プ テ スマ を受 ける こ とが

で き ませ んで した。 で も忠 実 な 開拓 者

た ちが 示 した の と同 じ勇 気 を もっ て，

12歳 の と き父 親 の と ころへ 行 っ て， バ

プ テ ス マ を 受 け て も よ い か 尋 ね ま し

た。 父 親 は承 諾 しま した。 今 ，彼 女 は

神 殿 結婚 し， 開拓 者 と して の力 と高 潔

さ，信 仰 を 自分 の子 供 た ち に注 ぎ込 ん

で い ます。 何 とす ば ら しい 開拓 者 の遺

産 を子供 た ちに与 えて い る こ とで し ょ

う。

ロ ッキ ー 山脈 を 目指 した初 期 の 開拓

者 た ち が犠 牲 を払 っ た の と 同 じ よ う

に ， リー ア ンや カー ラ， そ して 皆 さ ん

の よ うな現 代 の 開拓 者 た ち も， 「主 の

家 の 山」(イ ザ ヤ2：2)と い う 山 を 目

指 して 歩 ん でい る・ので す 。 それ は預 言

者 イザ ヤ.が末 日に建 て られ る神 殿 を指

して言 った言 葉 で す。 神殿 で わた した

ち は 天 父 と神 聖 な 聖 約 を 交 わ し ます。

そ れ はわ た した ち が地 上 で到 達 で きる

最 も重 要 な 目的 地 です 。 わ た した ちが

神 殿 で 天 父 と神 聖 な聖 約 を交 わ す と

き，天 父 は わた した ちが 再 び天 父 と一

緒 に住 め る よう にな る と約 束 して お ら

れ ます 。皆 さん が神 殿 に入 る計 画 を立

て ，そ の準 備 を す る な らば ，友 達 や家

族 に示 す模 範 を通 して， 皆 さん は彼 ら

の 開拓者 とな るで し ょう。

開拓 者 と して の 皆 さ ん に とって 大切

な信 仰 の 一歩 は， 道 に迷 わせ る よ うな

群 衆 につ い て行 か な い よ うにす る こ と

で す。 また現 代 の 開拓 者 は ，道 を踏 み

外 さ な い よ う に ほ か の 人 を励 ま し ま

す 。皆 さん が率 先 して正 しい道 を歩 む

よ うに導 くとき， ほ か の人 は皆 さん に

つ いて 来 るの です 。

ア リソ ン とい う若 い女性 は， 人 の う

わ さ話 を しな い よ うに して い る彼 女 の

友 人 の 模 範 に つ い て話 し て くれ ま し

た 。彼 女 は友 達 に も うわ さ話 を しな い

よ うに励 ま し， 友 達 は彼 女 の言 葉 に 耳

を傾 け， 皆 ， う わ さ話 をす るの をや め

ま した。



レイチ ェル は10代 に な る と，彼 女 の

友 達 が不 敬 な言 葉 を頻繁 に使 うよ うに

な りま した 。 それ は 間違 い で あ る と知

って いた レイチ ェル は， 勇気 を も って

ほか の人 が して い る こ とに反対 し， 自

分 は その よ うな言 葉 を使 わな い よ うに

し ま した 。 そ の よ うな 模 範 を通 して ，

彼女 は現代 の 開拓 者 とな りま した。

ダ ニエ ル は ビー ハ イ ブの ク ラス 会 長

です 。 彼 女 はす べ て の集 会 に 出席 す る

こ とに よっ て， クラ スの ほ か の少 女 た

ち に 良 い 模 範 を 示 そ う と努 め て い ま

す。 彼 女 の住 んで い る地 域 で は，麻 薬

や暴 力 が 大 きな 問 題 とな っ て い ます 。

彼 女 は この よ うに 書 い て い ます 。 「あ

の 人 たち とはか か わ らない よ うに して

い ます 。 わ た しは 自分 の 人生 を台 な し

に した くあ りませ ん。 わ た しは正 しい

ζ とを行 い ，主 の手 本 に倣 うこ とに よ

っ て， 戒 め を守 り，天 父 に従 お う と決

心 した ので す。」

もう一 人 の若 い女 性 メ リ ンダは ， 中

学生 の と き，友 達 と商 店街 を歩 い て い

る と， 数 人 の男 の子 にお 酒 を飲 まな い

か と誘 わ れ ま した。 メ リ ンダ は ど う し

た らよい か分 か りませ ん で したが ，彼

女 の親 友 が 自分 た ち はお 酒 を飲 まな い

と言 い ま した。 少年 た ち は二 人 をか ら

かい ま した が，気 に留 め ませ んで した 。

メ リ ンダ は こ の よ うに語 っ て い ます 。

「〔わ た しの友 人 〕 は ち ょ う ど開拓者 の

よう に， ほか の 人 の先 頭 に立 って進 ん

で い ます。 末 日の 開拓 者 た ち は 日の栄

え の王 国へ 向か う道 を歩 む よ うに わ た

しを導 い て くれ ます 。 彼 らに とて も感

謝 して い ます。」

若 い 女性 の皆 さん の多 くはす ば ら し

い模 範 を示 して い ます 。昼 食 時 に独 り

で座 って い る人 の そ ばに座 り， そ の人

と友 達 に な る よ うに努 め て い る若 い女

性 の グ ル ー プ を わ た しは 知 っ て い ま

す。 皆 さん の中 に は，家 族 の 問 題 を抱

え なが ら も福 音 を守 って い る人 が い ま

す。 また家 族 の 中で 自分 だ けが 教会 員

の人 もい ます 。大 都 市 に住 むあ る若 い
せいさん

女 性 は，聖 餐 会 に 出席 す るた め にバ ス

を3回 乗 り継 が な くて はな りませ ん 。

主 は力 と勇 気 に あふ れ た皆 さん を愛

してお られ， い つ も皆 さん に手 を差 し

伸 べ て お られ ます。 皆 さん は独 りで は

あ りませ ん。 わ た した ちが 義 にか な っ

た生 活 を送 り，主 に仕 え る な らば， 主

は 「わ た しはあ なた が た の 右 にお り，
み たま

また左 にい る。 わた しの御 霊 は あな た

が た の心 の 中 に あ る。 また ， わ た しの

天 使 た ち は あ な たが たの 周 囲 にい て ，

あ な たが た を支 え るで あ ろ う」(教 義

と聖約84：88)と 約 束 してお られ ます 。

わ た した ち は若 い女 性 の 皆 さ んの何

人 か に ，周 囲 に いる 開拓 者 た ちの 貴 い

特 質 につ い て話 して くれ る よ うに頼 み

ま した。 母 親や 父 親 ，祖 母 や祖 父 ，姉

や 兄 な ど皆 さんの 家族 につ い ての 話 が

度 々聞 かれ た の は驚 くべ き こ とで は あ

りませ ん。 また， ア ドバ イザ ーや キ ャ

ンプデ ィレ クタ ー，監 督 な ど， 皆 さん

の 指導 者 が 開拓 者 と して皆 さんの 目に

映 るこ と もよ くあ ります。

あ る若 い 女性 は この よ うに述 べ て い

ます 。 「わ た しは現 代 の 開拓 者 で あ る

母 に とて も感謝 して い ます 。母 はア ル

コー ル 中毒 とい う家族 の習性 を断 ち切

りま した。 末 日聖徒 の親 類 と一 緒 に一

夏 過 ご した 後，15歳 で教 会へ 入 りま し

た 。学 校 で 一生 懸 命勉 強 し，献 身 的 な

生 活 を送 り， わ た した ちの家 族 に福 音

に従 っ た生 活 の祝福 を もた ら して くれ

た ので す。」

今晩 ， 前 に座 って い るわ た した ち の

神 権指 導 者 は， お 父 さ んや お じい さん.

で す。 彼 らの子 供 や孫 は， きっ と彼 ら

を開拓 者 だ と考 えて い るで し ょう。 タ

リ ン とい う名 の若 い女 性 は，彼 女 のお

じい さん は彼 女 の 人生 に とっ て開拓 者

で あ る と言 い ま した。 彼 の 人生 は厳 し

く， 多 くの 試練 や 苦難 に満 ち てい ま し

たが ，彼 は どん な につ らい と きも忠実

で した。 開拓 者 とい うのは ， ほか の人

の 人 生 に影響 を及 ぼす 人 で あ る と彼女

は語 りま した 。

今 晩 わ た した ち は大 管 長会 の一 員 で

あ る トーマ ス ・S・ モ ンソ ン副 管 長 の

お 話 を 聞 ける こと に心 か ら感謝 して い

ます 。副 管 長 は多 くの人 の 生活 に影響

を及 ぼ した 現 代 の 偉 大 な 開 拓 者 で す 。

わ た しが 中央若 い 女性 会 長 に召 され た

と き，モ ン ソ ン副 管長 か ら この よ うに

言 われ ま した 。 「戒 め を 守 る よ うに若

い 女性 に言 って くだ さい 。そ うす れ ば，

天 父 が与 えた い と心 か ら願 っ てお られ

るすべ ての祝 福 を受 け られ る ので す。」

わた した ちの預 言 者 の言 葉 は ，わ た し

た ちの歩 み が確 か な もので あ る こ とを

確信 す る助 け とな ります 。

あ る若 い女性 は この よ うに言 い ま し

た 。 「わ た しの 兄 は 〔デ ー トを始 め た

と き〕， 預 言 者 の勧 告 に 従 お う と決心

し，特 定 の 人 とデー トしない よ う に し

ま した 。」 特 定 の 相 手 とつ きあ うのが

当 た り前 とい う風 潮 の 中で ，多 くの若

者 は生活 して い ます。 その事 実 をお兄

さん は よ く心 に留 め て いた の です 。彼
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女 は こ う付 け加 え てい ます 。 「兄 は と

て も独創 的 な人 です 。 また よ く注 意 し

て 高 い水 準 を守 り， 良 い友 達 とつ きあ

い ました。 これ は さ さい な こ とか も し

れ ませ ん が， わ た しの 印象 に残 り， わ

た しが デ ー トを始 めた と きに， 同 じこ

とをす る助 け とな りま した。 義 にか な

った 生 活 を す る よ う に努 め てい る と，

だ れ かほ かの 人 の生 活 の英 雄 にな って

い る こ とが あ ります 。」

今 年 は初期 の 開拓 者 を思 い 起 こす 機

会 が た くさんあ ります 。現 代 の 開拓 者

で あ るわ た した ち一 人 一 人 は，彼 らと

同 じ性 格 と決 意 を持 た な くては な りま

せ ん。 わ た したち はわ た した ちを傷 つ

け，進 歩 を妨 げる ような ものか ら遠 ざ

か る信 仰 を 持 た な くて は な りませ ん。

「信仰 こめ て， 一 歩 ず つ 」 歩 ま な くて

は な らな いの です 。預 言 者 の言 葉 に耳

を傾 け ，主 を愛 し， 主 の戒 め を守 らな

くて は な りませ ん。

ス テ フ ァニ ー とい う若 い女性 は， 開

拓 者 で あ る こ とにつ い て永 遠 の見 地 に

立 ち ， こ の よ う に述 べ て い ます 。 「平

原 を歩 い て横 断 し， つ い に山 中 に シオ

ンを見 い だ した 開拓 者 た ちの よ うに ，

わ た し も義 にか な っ た 生 活 を送 る な

ら， つ い に はイ エス ・キ リス トと天 父

とと もに住 む とい う 目的地 に到 達 す る

で し ょう。 そ れ はた やす い道 で はあ り

ませ ん が， 確 か に可 能 で あ り，確 か に

この わ た しに もで きるの です 。」

若 い 女性 の 皆 さん，皆 さん に もで き

ます 。天 父 はそ れ を望 んでお られ ます 。

皆 さ んが 「神 聖 な聖 約 を交 わ し，神 殿

の儀 式 を受 け，昇 栄 の祝福 にあず か る」
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(『若 い女 性 指 導 者 手 引 き』p.4)備 え

をす る と き，皆 さん の信仰 と勇 気 と決

意 が 皆 さん を 「主 の 家 の 山」，す な わ

ち神 聖 な神殿 へ と導 い て くれ るで し ょ

う。皆 さん の信 仰 の歩 み が ，未 来 の世

代 の人 々 を祝 福 す るで しょ う。 皆 さん

を通 して ，皆 さん の子 供 や孫 が ， 主 に

従 う者 に約束 され た主 の祝福 を受 け る

こ とで しょ う。 皆 さんが 影響 を与 え ら

れ る人 々の姿 を今 ，皆 さん が 目にす る

こ とが で きた らどん な にす ば ら しい で

し ょ う。 そ れ は皆 さん の友 達 だ けで な

く，皆 さん の子 供 た ち や孫 た ち な の で

す。

わ た しは 若 い女 性 の皆 さん を心 か ら

信 頼 してい ます 。 わ た しは皆 さ んが 困

難 と戦 って い る姿 を 目 に して い ます 。

で も，皆 さん の大 多 数 は義 に か なっ た

生 活 を送 り，勇 気 を もって 「高 く旗 を
あ

揚 げ」(「 山 の ご と く強 く」 『賛 美 歌 』

167番)， 若 い 女性 の信 条 を守 り， ほ か

の人 に進 む べ き道 を示 し， 困難 な と き

に も互 い に助 け合 って い ます。 皆 さん

は ほん と.うに現 代 の 開拓 者 です 。 わ た

しは皆 さ ん一 人一 人 を心 か ら愛 して い

ます 。 また ， 天父 が皆 さん をいか に深

く愛 して お られ るか を知 っ てい ます。

何 年 も前 に若 い女性 の キ ャ ンプ に参

加 した と きの こ とで す 。 あ る朝 早 く，

若 い女 性 と指 導者 たち と一 緒 に， 彼 ら

が 「聖 な る森」 と名付 けて い た森 の 中

で会合 を 開 き ま した 。彼 らの顔 を見 て

い る と， わた し は 自分 がす ば ら しい祝

福 を与 え られ て い る こ とを 悟 りま し

た。神 か ら与 え られ た特 質 を見 る こ と

が で きるので す。皆 さん の顔 を見 る と，

天 父 の 目に映 る もの， す なわ ち神 か ら

与 え られ た可 能性 が 見 え ます 。信 者 の

模 範 にな って くだ さい 。信 仰 を もって

前 進 し，神 の証人 にな って くだ さい。

使徒 パ ウ ロの言 葉 に もう一 度耳 を傾

け ま し ょう。 「あ なた は， 年 が 若 い た

め に人 に軽 ん じ られて は な らな い。 む

しろ ，言 葉 に も， 行 状 に も， 愛 に も，

信 仰 に も， 純 潔 に も，信 者 の模 範 にな

りな さい。」(1テ モ テ4：12)現 代 の 開

拓 者 と して， わ た した ち の信仰 に よ り

永 遠 の命 に至 る道 を歩 む こ とが で き ま
み な

す よ う に ， イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に

よ り， お 祈 りい た し ます 。 ア ー メ ン 。



人は皆開拓者です
第 一 副筥 長

卜一 マス ・S・ モ ン ソン

若ω妬妹の皆ざん，わた したちば善を行うことにつωτ，実際に努力 し

乙みなければどれぼどのことかできるかを知ることがざぎません』

■7う して若 い女 性 の 皆 さ んが この

」 会場 に集 っ て い る光景 は実 に す

ば ら しい もの です 。 開拓 者 時代 に建 て

られ た この タバ ナ クル に集 まって い る

皆 さんだ け で な く，世 界 の ほ とん どの

地域 で， 礼拝 堂 あ る い はほ か の会 場 で

数万 人の 姉妹 た ちが この 集 会 に参 加 し

て い ます 。 わ た しは皆 さん に お話 しす

る責 任 を果 たす に当 た って 天 よ りの助

けが あ る よ うに祈 っ てい ます。

今 晩 これ ま で 行 わ れ た プ ロ グ ラ ム

で ，指 導 者 の皆 さん は とて も立 派 に責

任 を果 た して くだ さい ま した。 わ た し

た ち男 性 は ， これ が女 性 だ か らこそ で

きた こ とだ と考 えるべ きか も しれ ませ

ん。 この 大 会の た め の準 備 に携 わ っ て

きた方 々， ま た プロ グ ラム に参 加 して

くだ さ った 方 々 に 「大 成 功 です 。 お め

で とう」 と 申 し上 げた い と思 い ます。

ヘ ンリー ・ワー ズ ワー ス ・ロ ン グフ

ェ白 一 は有 名 な詩 の 中で 若 人 と将 来 に

つ いて次 の よ うに述べ てい ます。

若 入は何 と美 しいの だ ろ うか。

彼 らの幻 想 ，抱負 ，夢 は明 る く輝 い

てい る。

あ らゆ る こ とが始 まる書物 ，終 わ り

の ない物 語 の中 で，

…人 一人 の若 い女 性 が ヒロ イ ンであ

り， 一人 一 人の男 性 が友 で ある。1

大 管 長会 は1942年4月6日 に次 の よ う

な声 明 を発 表 して い ます 。 「清 く汚 れ

の ない 若人 は何 とす ば ら しく また天使

に近 い ことで し ょう。 この よ うな若 人

は この世 にお い て言 葉 に表 す こ とが で

きない ほ どの喜 び を受 け， 次 の世 にお

いて は永遠 の命 を受 け るで しょう。」2

わた した ちは，1847年 当時 の 開拓 者

につ い て， 大平 原 を横 断 して ソ ル トレ

ー ク盆 地 に 到 着 す る ま で の 旅 につ い

て ，多 くの 話 を 聞 き ま した 。150年 記

念 を祝 う今 年 ， わた した ちは さ らに 多

くの話 を耳 にす るで し ょう。

開拓 者 に 関 して話 す 人 々が ・様 に，

それ ぞ れ 自分 の先 祖 に思 い をはせ る こ

とは ご く当た り前 の こ とで す。 そ れ ぞ

れの 話 に は開拓 者 が 示 した模範 が 紹 介

さ れ て お り， そ して そ れ らの 模 範 は

「後 か ら来 る人 の た め に道 を示 す ，先

を行 く人」3とい う開拓 者 の 定義 にぴ っ

た りと一致 して い ます。 も しす べ て で

は ない とす れ ば ，少 な くと も一 部 の 開
あん ど

拓 者 は後 か ら来 る人 に慰 め と安 堵 の気

持 ち を与 え るた め に， ま た彼 らが 見 い

だ した新 しい信 仰 が ラ ッパ の音 の よ う

に 呼 び か け た召 しに こた え るた め に，

大 きな犠牲 を払 い ま した。
そう そ ふ ぽ

わたしの曾祖父母のうちの二人は典
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型 的 な 開拓 者 で した。 ギ ブ ソ ンとセ シ

リア ・シャー プ ・コ ンデ ィー は ス コ ッ

トラ ン ドの ク ラ ックマ ナ ンに住 ん で い

ま した。 炭 坑 関係 の仕 事 に従事 して い

ま した。 二 人 はふ る さ とを こよ な く愛

し， そ のふ る さと に安 らぎの あ る家 を
しんせき

持 ち，親 戚 や 友人 に囲 まれ て平 和 な毎

日を過 ご して い ま した。 末 日聖 徒 イエ

ス ・キ リス ト教会 の宣 教 師 か らメ ッセ

ー ジ を聞 いた 二 人 は
，心 の 底 か ら改宗

しま した。 シオ ンへ 集合 す る 呼 びか け

を耳 に した二 人 は当 然 の よ うにそ の呼

びか け に こた えま した。

二 人 は財 産 を売 り払 って ，危 険 が待

ち 受 け る大 西 洋 横 断 の 旅 に備 え ま し

た。 この世 の持 ち物 をす べ て小 さな ト

ラ ンク に詰 め る と， 二 人 は5人 の子 供

を連 れ て船 に乗 り込 み ま した。 家 族 は

8週 問 に及 ぶ ほ ぼ5，000キ ロの 船 旅 に 出

たの です 。小 さな船 を取 り囲 む海 上 に

は家 族 の安 全 を保 証 す る もの が何 もあ

りませ ん。夜 も昼 も彼 らが 目に した の

は海 だ け で した。 食糧 も水 も満 足 に な

い， 長 くて 退 屈 な 日 々が 続 く8週 間の

航 海 で した。

この ような 試練 の 中 で， 息子 の ナサ

ニエ ル が病 気 にか か っ て， 亡 くな りま

した 。 わ た しの曾 祖 父母 は，皆 さん の

両 親 が皆 さん を愛 して い るの と同 じよ

う に， ナサ ニエ ル を愛 して い ま した 。

息 を引 き取 っ た 息 子 の 目が 閉 じ た と

き， 彼 らは心 が引 き裂 かれ る思 い だ っ

たで し ょう。 両親 が どれほ ど悲 しみ に

打 ちひ しが れ よう と も，海 の規 則 を曲

げ る こ とはで きませ ん。 ナ サ ニエ ル の

遺 体 は鉄 のお も りが付 いた カ ンバ ス に

包 まれ て， 海 中 に葬 られ ま した。 そ の

地 点 か ら船 が 遠 ざか る ときの心 の 痛 み

は， そ の よ うな 目に遭 った 親 に しか分

か らな い もの です 。 ギ ブ ソ ン ・コ ンデ

ィー とそ の妻 が慰 め を与 え られ たの は

次 の よ う な言 葉 で した 。 「わ た しの思
みこころ

いの ま まにで は な く， 天父 の御 心 の ま

ま にな さっ て くだ さい。」

歴 史 家 は， ブ リガム ・ヤ ングが 組織

し，導 い た1847年 の最 初 の 開拓 者 団 を，

合 衆 国 史上 を飾 る偉 業 の一一つ に数 えて

い ます。 大 勢 の モ ルモ ンの 開拓 者 は病

気 ， 長旅 ， 飢 え に苦 しんだ 末 に， 世 を
ほろ

去 りま した。 幌馬 車 とそれ を引 く家畜



を持 ってい なか っ たた め に，約2，000キ

ロの行程 を文 字 どお り歩 いて ，手 車 を

押 した り引い た り して大 平 原 と山脈 を

越 えて来 た 人 々 もい ま した。

長 く苦 しい 旅 が よ うや く喜 ば しい終

わ りに近 づ くと，人 々の心 は喜 び に満

た され ま した。 疲 れ切 っ た足 と体 に新

たな力 が わい て きま した。

開拓 者 た ちが 記 したほ こ りまみ れの

日記 に， この よ うな感 動 的 な言葉 が残

され て い ます 。 「わ た した ち は頭 を垂

れへ り くだ っ て全 能 の神 に感 謝 の祈 り

を さ さげ ま した。 そ して この地 を神 の

民 が 住 む 場 所 と し て神 に 奉 献 し ま し

た。」4

わ た した ち は信 じ られ ない よ うな苦

難 を堪 え忍 ん で きた 開拓 者 た ち を尊敬

して い ます 。彼 らの名 前 を称 賛 し，彼

らが ささ げた犠 牲 に 思 い を寄 せ て い ま

す。

現 代 の わ た し た ち は ど う で し ょう

か。 わ た した ち は開拓 者 の よ うな経験

をす るこ とが あ るで し ょうか。 未 来 の

世代 の 人 々は わ た した ちの 努力 や模 範

に対 して感 謝 の気 持 ち を もっ て思 い起

こす よ うな こ とが あ る で し ょ うか 。今

晩様 々な場 所 に集 って い る若 い女 性 の

皆 さ ん，皆 さん は勇 気 と信 仰 と慈 愛 と

強 固 な意志 にお いて 開拓 者 にな る こ と

が で きます。

皆 さん はお 互 い に強 め合 う こ とが で

きます 。 目立 た な い人 々 に注 意 を 向け

る能力 を持 って い ます。 皆 さんが 見 る

べ き目 を持 ち， 聞 くべ き耳 を持 ち， 感

じるべ き心 を持 っ てい れ ば， 同年 代 の

人 々 に手 を差 し伸 べ て ，助 け出す こ と

が で きます。

箴 言 には次 の よ うな勧 告 が 記 さ れて

い ます 。 「あ な たの 足 の 道 に気 をつ け

よ……。」5
あかし

皆 さんの ような若い人 々に自分 の証が

どれ ほ どの強 さ と力 を持 っ てい る か と

い うこ と に気 づ い てい た だ きたい と思

い ます。 数年 前 ， わた しはチ ェ コス ロ

バ キ ァへ 行 きま した。 国 家が 危 険 な状

態 に陥 り， 国民 の 自由が 制 限 され てい

ま した。 この よ うな状 況 に もか か わ ら

ず 首都 プ ラハ では霊 感 あ ふ れ る集会 が

開か れ ま した。 わ た しはそ の集会 で オ

ル ガ とい う名 の 若 い女 性 に会 い ま し

た 。 当 時， 彼 女 は25歳 く らい で した。

彼 女 は そ れ ま で の2年 問 に 自分 と同 年

代 の16人 の青 年男 女 を教 会 に導 いて い

ま した 。 わ た しはそ の 青年 たち に会 っ

て ，彼 らが 心 か ら福 音 に改 宗 してい る

こ とを知 りま した。 彼 らが チ ェ コス ロ

バ キ ア にお け る教 会 の 基礎 を築 く人 た

ち に な る こ とを感 じま した。 彼 らが 福

音 が真 実 で あ る こ とを知 り， 証 の持 つ

力 を知 った の はすべ てオ ル ガか らで し

た 。 わ た しは オル ガ に賛辞 を贈 り， 進

ん で証 を分 か ち合 っ た彼女 に感 謝 の言

葉 を述 べ る と，彼 女 は こ う言 い ま した。

「モ ン ソ ン兄 弟 ， わ た し は今 ほ か に，

14人 の人 々 に福 音 を紹 介 してい ます 。」

後 に そ の14人 の ほ とん どが教 会 員 に な

った こ と を知 らされ ま した。 人 々 に キ

リス トの も とへ 来 る よ うに勧 め る彼 女

の 目に はキ リス トの光 が 輝 い てい ま し

た。

若 い姉 妹 の皆 さん ，わ た した ちは善

を行 うこ とにつ い て ，実 際 に努 力 して

み な け れば どれ ほ どの こ とが で きる か

知 る ことが で きませ ん。 わ た した ち の

証 は ほ かの 人 々の 心 を貫 い て， 彼 らに

祝 福 を もた らす こ とがで き ます 。 この

祝 福 は現 在 の病 める世 め 中 に お いて彼

らに勝利 を収 め させ る もの で あ り，彼

らを昇 栄 に導 く もの です。

わ た しの 数年 来 の 友達 に， ジ ャ ミ ・

パ ー マ ー とい う名 の10代 の 少女 が い ま
がん

す 。 ジャ ミは12歳 の と きに癌 の宣 告 を

受 け， それ か ら数 か 月 に わた っ て激 し

い苦 痛 を伴 う治療 を受 け ま した。 現在

の彼 女 は快 活 で ，美 しい女 性 とな って

い ます 。 自信 と信 仰 を もって未 来 に立

ち向 か って い ます 。

癌 の 宣告 を受 けた ジャ ミは11時 間 に

及ぶ 手術 を受 け た結 果 ，足 の切 断 を免

れ る ことが で き ました。しか しそ の後 ，

数か 月 間 に わた って 化学 療 法 を受 け な

け れ ばな りませ んで した。 そ の 間の 彼

女 は将 来 の希 望 を持 て な い暗 い 日々 を

過 ご しま した。 若 い女性 の ク ラスで 長

い 間計 画 して きた テ ィ ンパ ノ ゴスの 洞

くつ へ の ハ イキ ング には とて も参 加 で

きな い と彼 女 は考 えて い ま した。 ジ ャ

ミは 自分 の こ と を気 に しない で計 画 を

実行 して くれ る よう に と友 達 に言 い ま

した。 途切 れが ち の声 に は失 意 の様 子
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が あ りあ り と浮 か んで い ま した 。 けれ

ど も， 若 い女 性 の仲 間た ち は力 を込 め

て こ う言 っ た の で す 。 「い い え， ジ ヤ

ミ，あ な た も一 緒 に行 くの よ。」

「で も， わ た しは歩 けな い わ」 と彼

女 は苦 しそ うに答 え ま した。

「だ った らジ ャ ミ， わた した ちが頂

上 まで 連 れ て 行 っ て あ げ る わ 。」 そ し

て彼 女 た ちは そ う しま した。

この ハ イ キ ン グは今 では とて も良 い

思 い 出 とな っ てい ます 。 け れ ども， そ

れ は単 に思 い 出だ け に とど まる もの で

は あ りませ ん で した。 ス コ ッ トラ ン ド

の 詩 人 ジ ェー ム ズ ・バ リー は 「神 は ，

わ た した ち が 人 生 の12月 に6月 の ば ら

を咲か せ る こ とが で きる よ う， 思 い 出

を与 え られ た」 と言 っ てい ます 。 これ
いつく

らの若 い女性 は皆 ，慈 しみ深 い天 父 が

彼 女 た ち に 「よ くや っ た」 とい う承 認

の ほ ほ えみ を投 げか け ，喜 び を表 され

たそ の記 念 すべ き日 を決 して忘 れ ない

だろ う と思い ます 。

ジ ャ ミは現在 ，.ピア ニ アス ト， 声 楽

家 ， 運 動 選 手 と して 活 躍 して い ます 。

また 「メ イ ク ・ア ・ウ ィッ シ立(希 望

をか な え る)財 団」 の役 員 と広 報 担 当

者 を務 め てい ます 。

今 晩 の話 を準 備 す る ため にわ た しは

霊 感 を求め て 聖典 を開 きま した。 そ し

て よ く引用 され る聖 旬 に 目が留 ま りま

した。 主 は 「わ た しの とこ ろに き」 な

さ い6と 言 われ ま した。 そ して， 「〔き.

て〕 … … わ た.しに学 び な さい 」7，「わ

た しに従 っ て きな さい」8と言 っ て招 い

てお られ ます 。わた したちが主 のみ もと

へ行 くように，わた しも願 ってい ます。

皆 さん のお 父 さん とお母 さん を敬 う

よう に勧 告 します 。 こ こで， 母 親 を敬

っ た一 つ の模 範 を紹 介 した い と思 い ま

す 。何 年 か前 に ，6人 の 子 供 の 母 親 で

あ るル ー ス ・フ ォー ソ ンは生 死 にか か

わ る大 手術 を受 け ま した。 彼 女 を心 か

ら愛 す る夫 と，3人 の娘 と3人 の 息子 が

病 院に集 ま りま した。ところが家 族 は，

担 当の外 科 医 と看 護 婦 か ら， 担 当者 た

ちが フ ォー ソ ン姉 妹 に十分 な手.を尽 く

す ので ，家 に帰 っ て待 つ よ うに と言 わ

れ ま した。 家 族 は病 院 の ス タ ッ フにお

礼 を言 い ま した 。 けれ ど も， 少 な くと

も家 族 の 一人 は常 に フ ォー ソ ン姉妹 の



そば に い る こ とを許 して ほ しい と頼 み

ま した。 一 人 の娘 が 言 っ た次 の言 葉 に

全 員 の 気 持 ちが 表 され て い ます 。 「お

母 さんが 目 を覚 ま して， 手 を伸 ば した

と きに， わ た したち はそ ばに い たい の

で す。 その と きに， お母 さん が わた し

たちの手 を握 り，わた したちの笑顔 を見

られる ように してあげた いのです。 わた

したちがお母 さんにかけ る言葉 を聞かせ

て あげたい し， わた した ちの愛 を感 じさ

せ てあ げ たい ので す。」皆 さん のお 父 さ

ん やお 母 さん を敬 って くだ さい。9

ユ タ州 ク ラー ク ス トンの墓 地 に は ，

『モ ル モ ン書 』 の3人 の証 人 の一 人 で あ

るマ ー テ ィ ン ・ハ リスが埋 葬 され て い

ます。 マ ー テ ィ ン ・ハ リス の堂 々 と し

た美 しい記 念 碑 に隠 れ る よう に して ほ

か の人 々の墓 が建 て られ て い ます。 そ

の 中の 一つ の墓碑 に は次 の よ う な愛 情

あ ふ れ る言 葉 が刻 まれ て い ます。 「我

が家 の 光が こ こに消 える。 愛 す る声 は

もう聞 こえ ない 。家 族 の心 にで きた空

白 は埋 め られ る ことが ない 。」

愛 す る若 い姉妹 の皆 さん， 皆 さんの

家 の光 が行 って しま う まで待 つ こ との

な い よ うに して くだ さい。 愛 す る人 が

世 を去 っ て しまって 初 め て気 づ くので

は な く今 ， 「お 母 さん， 愛 してい ます。

お父 さん， 愛 してい ます」 と言葉 をか

け て くだ さい 。今 こそ が考 える 時で あ

り， 感謝 の 言葉 をか け る時 で す。 皆 さ

ん は この両 方 を行 う こ とが で きる とわ

た しは信 じてい ます。

皆 さんが 成功 し，幸 せ に なる ため の

基 本 とな る勧 告 は これ で す 。 「注 意 し

て友 達 を選 び な さい 。」教 会 の ワー ド

とス テ ー ク を幾 つ か 選 んで 調査 を行 っ

た と ころ， 非常 に大切 な事 実 が浮 か び

上 が っ て き ま した。神 殿 結 婚 を した 人

を友達 を持 つ 人 の多 くは，神 殿 結 婚 を

して い ます 。 これ に対 して 神殿 結 婚 を

しな か っ た 人 を友 達 に 持 つ 人 の 多 く

は，神 殿 で 結婚 して い ませ ん。 この よ

う に友 達 の 影響 力 は ，両 親 の熱 心 な説

得 や ， ク ラス での レ ッス ン，神 殿 が あ

る地域 に住 ん でい る こ と に よっ て受 け

る影響 よ りも， はる か に大 き く強 い の

で す。

若 い女性 の多 くの指 導 者 が この 大会

に出席 し， あ るい は多 くの 会場 で 大会

の 模様 をテ レビや ラジ オ を通 じて 見 聞

き して くだ さって い る こ とに わた しは

喜 び を感 じて い ます。 これ か ら紹 介す

る有名 な詩 は もと も と少 年 た ちの 指導

者 を対 象 に書 かれ た もの で すが ， これ

を若 い女 性 と若 い 女性 の 指導 者 向 け に

言葉 を変 えて読 んでみ たい と思 い ます。

彼 女 は顔 に太 陽 の光 を浴 び なが ら

た った独 りで交差 点 に立 ち ま した。

彼 女 は これ か ら行 く世 界 につ い て

何 も知 りませ ん で した。

彼 女 は， 人類 が参 加す る気 高 い競 争

に臨 んで い ま した。

けれ ども今 ， 目の前 の道 は東 と西 へ

伸 び てい ま した。

彼 女 は どち らの道 を行 けば よいの か

分 か りませ んで した。

そ こで，彼 女 は不 運が 待 って い る道

を選 び ま した。

そ して，競 争 に負 け，栄 冠 を手 にす る

こ とはで きませ んで した。

交 差点 で どち らへ 行 くべ きか を

教 え る人 が立 って いなか った ため に，

恐 ろ しい わ なに

つ か ま って しまい ま した。

別 の 日に，まった く同 じ場所 に立 った

少 女が い ま した。

彼女 は高 い理想 を もって立 ち ま した。

彼 女 も人類 が参 加 す る気 高 い競 争 に

臨 んで い ま した。

彼女 も良 い もの を求め てい ま した。

しか し，そ こには道 を知 ってい る人が

立 って い ま した。

そ の人 は どち らへ行 くべ きか を

彼 女 に教 え ま した。

彼 女 は不 運が 待 って い る道 を

選 び ませ ん で した。

そ して， 競争 に勝 ち，

栄 冠 を手 に しま した。

彼 女 は今 ，正 しい道 を順 調 に

歩 ん でい ます 。

交 差点 に立 って， 正 しい 道 を教 える

人 が いた か らで した。10

若 い女性 の 気 高 い指 導者 で あ る皆 さ

ん ，皆 さんが 教 え る相 手 は人 生 の交 差

点 に立 っ てい ます。 ス タ ンフ ォー ド大

学 の記 念 講堂 の壁 に， この真 理 を表 す

す 言 葉 が 次 の よ うに刻 まれ てい ます 。

「わ た した ち は， 永 遠 で ない もの は す

べ て短 す ぎる こ とを，無 限で な い もの

は こ と ご と く小 さす ぎる こ と を， 青 年

に教 え なけ れば な らない 。」

ヒ ンク レー 大管 長 は次 の よ うに述べ

て， わた した ち の責 任 を強 調 してい ま

す。 「この 業 に は決意 が 求 め られ ます 。

自分 を犠 牲 に して一 心 に尽 くす こ と も

必 要 で す。 わ た した ちは神 の 息子 ，娘

た ちの ， ま さに命 にか か わる永 遠 の 一

大 戦 に従 事 して い るの です 。 わた した

ち は負 け てい ませ ん。勝 って い るの で

す 。 わ た した ち が信 仰 を強 く持 ち忠 実

であ るな らば ，今 後 も勝 利 を収 め る で

しょ う。…… 主が 命 じた もうこ とに は，

わた した ちに信 仰 さ えあれ ば ，で きな

い こ とは何 一 つ あ りませ ん。」11

わ た しは，若 い女性 の ク ラスの教 師

と生徒 の 間に生 まれ た きず な に関 す る

人 間 の ドラ マ に いつ も感 動 を 覚 え ま
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す 。恐 ら く皆 さん も同様 だ と思 い ます 。

若 い 女性 の ビーハ イ ブの ク ラス に出席

し始 め た少 女 の物 語 を彼 女 自身の 言葉

で紹介 してみ ます 。

「わ た しが12歳 の誕 生 日 を迎 え る数

か 月前 の あ る 日， 姉 と共 同 で使 って い

る鏡 台 の上 に カー ドが置 か れ て い る こ

とに気 づ き ま した。 カ ー ドには 『わた

しは来 年 あ なたが ミュ ーチ ャル に進級

す る ク ラスの 教 師 を してい ます。 す ば

ら しい1年 間 を一 緒 に過 ごせ る よ うに

願 って い ます 。』 そ して， 『バ ウ ア ・デ

ィー』 とサ イ ンが して あ りま した。

わ た しはす ぐに ，女 の子 は皆 ，バ ウ

ア ・デ ィー を愛 してい るこ とを知 りま

した。女 の 子 たち は彼女 の家 を訪問 し，

教 会 で は一緒 に座 りたが り，毎 週水 曜

日の ミュー チ ャル が終 わ っ て も彼女 と

話 した くて残 って い ま した。

も う長 い年 月が た って い るの に，バ

ウ ァ ・デ ィー と最 初 に会 っ た と きの こ

とを よ く覚 え てい る 自分 に気 づ い て驚

いて い ます 。 その 最初 の 夕べ ， わ た し

は ミュ ーチ ャル に出席 す る ため にワ ー

ドの玄 関 に向 か って歩 いて行 くと，彼

女 はわ た しを歓 迎 す る ため に待 って く

れ てい ま した 。そ の と きに初 めて 彼女

の笑 顔 を見 ま した。 そ れ は彼女 を，普

通 の女性 か ら美 しい女 性 に変 え る笑顔

で した。 『よ う こそ 』 と彼 女 は 言 い ま

した。 『わた しの ク ラス に 来 て くれ て

ほ ん と うに うれ しいわ 。 き っ とす ば ら

しい経 験 をす る わ よ。』 プ ライ マ リー

か ら ミューチ ャル に移 る ため の調 整 期

間 な ど とい う もの は， わ た しに は ま っ

た くあ りませ ん で した 。 わ た しはそ の

瞬 間か ら ミュー チ ャル にす っか り溶 け

.込 んで い ま した
。

そ れ か ら数 週 間の うち にわ た しもバ

ウ ア ・デ ィー の フ ァン に な りま した 。

そ の当 時 は彼 女 が どれ ほ ど人 か ら好 か

れ てい る か を考 え た こ とはあ りませ ん

で した。彼 女 の 人気 が どれ ほ どす ごか

っ たか を実感 した の は何 年 もた っ てか

らです 。彼 女 はわ た した ち一 人 一人 を

ほ ん とうに ，心 か ら気 遣 って ぐれ ま し

た 。 わた した ち も彼 女 が 関心 を寄せ て

くれ てい る こ とを知 ってい ま した。

彼 女 は腎 炎 と呼 ば れ る病 気 にか か り

ま した。透析 で治療 で きる ことに な り，

腎臓 移 植 に よっ て治癒 す る場 合 が多 い

病 気 とな った の はそ れか ら数 年 後 の こ

とで した。 け れ ど も，バ ウア ・デ ィー

の場合 は治 りませ ん で した。 奇 跡 は起

きませ んで した。 彼女 は安 らか に世 を

去 りま した。27歳 で した。

葬儀 が 終 わ っ て， わ た した ち少 女 は

墓 地 で遺 体 を埋 め るた め に掘 っ た穴 の

周 りに集 まっ て泣 い て い ま した。 そ し

て， バ ウ ア ・デ ィー が最 後 の休 息 の 地

に入 った記 念 日に， わ た した ち は一 生

ここ を訪 れて ，彼 女 の思 い出 を死 なせ

ない よう に しよ うと誓い合 い ま した 。

少 女 た ちの 教 師で あ っ たバ ウア ・デ

ィーが 亡 くな ってか ら40年 が た ち ま し

た。 わた した ちの誓 い は現 在 も続 け ら

れ て い ます。 生徒 だ った 一人 の姉 妹 は

次 の よ うに 言 っ て い ます 。 『わた しは

ど こへ 行 っ て も， 何 を して も ， バ ウ

ア ・デ ィー の何 か が わた し と昔 の仲 間

だ った 姉 妹 た ち に つ い て 来 る の。』 バ

ウア ・デ ィー はわ た した ち と， わ た し

たち が彼 女 か ら学 ん だ教 訓 を分 か ち合

っ た 人 々 の 中 に 今 もな お 生 きて い ま

す 。」 ヘ ン リー ・ブ ル ー クス ・ア ダ ム

スは 「教 師 は永 遠 の影響 を及 ぼ します 。

その 影響 が どこで 終 わ るか は，教 師 自

身に も分か りません」と言 って います。12

今 晩 わ た しの声 を聞 いて い るす べ て
み わざ

の人 々 に， これが 天 父 の御業 であ るこ

とを知 っ てい ただ きた い と思 い ます 。

天父 は皆 さん を愛 して い らっ しゃい ま

す。 皆 さ んの祈 りを聞 い てい らっ しゃ

い ます。 天 父 は皆 さん の思 い と行 い を

御 存 じです 。 わ た しは キ リス トが わ た
あがな あかし

した ちの蹟 い 主 で あ られ る こ とを証 し

ます 。 わ た しは ゴー ドン ・B・ ヒ ンク

レー大 管長 が 神 の預 言者 であ る こ と を
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知 って い ます。

『モ ル モ ン書 』 の アル マ書 か ら，・皆

さん に対す るわ た しの愛 を述 べ て い る

聖句 を引用 して ， こ の話 を終 え るこ と

に し ます 。 「あ な たが たが 神 の 王 国 に

通 じる道 に い る こ と， ま こ とに，神 の

道 をま っす ぐに して い る こ とが ， わ た

しに は分か る。」13

道 を先 に進 んで ，後 に続 く人 々の た

め に道 を示 してい る皆 さん の よ うな 高

貴 な 開拓 者 に対 して ， わた しは 「そ れ

を続 け な さ い」14と強 くお勧 め します 。
み な

イ エ ス ・キ リ ス トの 御 名 に よ りお 話 し

し ます 。 ア ー メ ン。
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チ ャー チ ニ ュー ズ

新たに指導者 が召され，

3つ の新しい七十人定員会が組織'される

167回 年 次 総 大 会 は ，4月5日 土

第 曜 日の午 前 に幕 を 開け ，次 の よ

うな 管理 上 の お もな決 定 が な さ れ た。

中央 幹 部 が新 た に12人 召 され た。3つ

の新 た な七 十 人 定員 会 が組 織 され， そ

れ に伴 っ て134人 が ， 新 し く発 表 され

た地 域 幹部 七 十 人 の職 に就 い た。 さ ら

に， 新 しい 中央扶 助 協 会会 長 会 の支 持

と中央 若 い女 性 会長 会 の新 しい副 会 長

の支 持 も行 われ た。

七 十 人 第一 定 員会 に は以 下 の4人 の

幹部 が召 され た 。 ゲ ー リー ・J・ コー

ル マ ン， ウ ィ リア ム ・ロ ル フ ・カ ー ，

ジ ョン ・M・ マ ドセ ンの各 長 老。(3人

は と もに ， これ まで七 十 人第 二 定員 会

で奉 仕 して きた。)カ ー ル ・B・ プ ラ

ッ ト長老 。(新 中央 幹 部 。 これ まで 地

域幹 部 ， また南 ア メ リ カ北 地 域 会長 会

副会 長 と して奉 仕 して きた。)

ゲ ー リー ・J・ コ ール マ ン長老(55

歳)は ，1992年6月 に七 十人 第二 定 員

会 に召 され， 現 在 は メキ シコ南 地域 会

長 会 で 第 一 副 会 長 と して働 い て い る 。

北 ア メ リ カ北 西 地域 会 長 会 で第 一 副会

長 を務 め る ウ ィ リア ム ・ロル フ ・カー

長 老(61歳)は ，1996年6月 に七 十 人

第 二定 員 会 に召 され て い る。 ジ ョン ・

M・ マ ドセ ン長 老 は(57歳)は ，1992

年6月 に七 十人 第二 定員 会 に召 され，現

在 はメキ シ コ北地 域会 長の任 に ある。

七十 人 第二 定 員会 に召 され た11人 の

新 中央 幹 部 は以 下 の とお りで あ る。 リ

チ ャー ド ・D・ オ ー ル レ ッ ド， エ ラ

ン ・A・ コー ル， リチ ャー ド ・E・ ク

ッ ク， デ ュエ イ ン ・B・ ジ ェ ラー ド，

ウ ェイ ン ・M・ バ ンコ ック，J・ ケ ン

ト ・ジ ョリー ， リチ ャー ド ・J・ メイ

ン ズ ， デ ー ル ・E・ ミ ラ ー ， リ ン ・

FG ・ロビ ンズ
， ドナ ル ド ・L・ ス テ ー

リー ， リチ ャー ド ・E・ ター レー ・シ

ニ ァの各 長 老。

中央 扶助 協 会 会長 を務 め て きた イ レ

イ ン ・L・ ジ ャ ック姉 妹 は ，副 会長 の

チ エ コ ・N・ 岡崎姉 妹 ， ア イ リー ン ・

H・ ク ライ ド姉 妹 と ともに解 任 とな っ

た 。 ジ ャ ッ ク姉 妹 と二 人 の副 会 長 は ，

1990年 か ら同会 長 会 で 奉 仕 して きた。

代 わ っ て ， メ ア リ ー ・エ レ ン ・ウ ッ

ド ・ス ムー ト姉 妹 が 中央扶 助 協 会会 長

に，バ ー ジニア ・アー リ・ジェ ンセ ン姉妹

が 第一 副 会 長 に， シェ リー ・L・ デ ュ

ー姉 妹が 第二副会 長 と して支 持 された。

また， ご主人 が伝 道 部 長 と して働 く

よ う召 され た ポニ ー ・D・ パ ー キ ン姉

妹 に代 わ って， キ ャロル ・B・ トー マ

ス 姉妹 が 中 央若 い 女性 第 二 副会 長 に召

され た。

七 十人 の 第三 ， 第 四， 第 五定 員 会 を

組 織 す る こ と を発 表 した 際 ， ゴー ド

ン ・B・ ヒ ンク レー大 管 長 は ， これ ら

の 定 員会 で 奉仕 す る地域 幹 部 は 自分 自

身の 職業 を従来 どお り続 け， 自宅 に住

み な が ら， 教会 へ の奉 仕 とい う形 で責

任 を果 た して い くこ とを伝 え た。 こ う

述 べ てい る。「〔これ らの幹 部 は〕 今後 ，

七 十 人会 長 会 の管 理 の下 に，定 員 会 を

構 成 す る こ とに な ります 。 彼 らは地域

幹 部 七 十人 と して， … …奉 仕 の務 め を

果 た して い きます。」(本 誌p.6参 照)

ヨー ロ ッパ ， ア フ リカ， ア ジ ア， オ

ース トラ リア，太 平 洋地 域 で働 く地域

幹 部 は七 十 人 第 三 定 員 会 の会 員 とな

り， メキ シ コ， 中央 ア メ リ カ，南 ア メ

リカの 地域 幹 部 は七 十 人第 四 定員 会 の

会 員 とな り，合 衆 国 とカ ナ ダの各 地 域

で奉 仕 す る地域 幹 部 は七 十 人 第五 定 員

会 の 会員 に な る。

「これ らの 定 員会 が 定 め られ ，必 要

に応 じて全 世 界 で召 され機 能 す る地 域

会 長 会 と地 域 幹 部七 十 人 の組 織 がで き

た こ とに よ り，教 会 の いか な る成 長 に

も対 応 で き る態 勢 が 整 い ま した。」 ヒ

ンク レー大 管 長 はそ う語 った。

七十 人 の 第 ≡：， 第 四， 第五 定 員 会で

働 くよ う召 され た134人 の幹 部(本 誌

pp.7-8参 照)の うち ，128人 はそ の と

きす で に地域 幹 部 と して奉仕 して い た

人 々で あ る。 □

七十人

カール ・B・ プラ ッ ト長老

十人第一定員会会員に召された

七 の カ ー ル ・B・ プ ラ ッ ト長 老

は， 以前46歳 に してエ ク ア ドル のキ ト

近 くに位 置す る標 高約6，100メー トル の

コ トパ ク シ 山に登 頂 した経 験 に とて も

満 足 して い ます。 しか し宣 教 師 として
あかし

ア ルゼ ンチ ンの 地 で福 音へ の証 を得 た

喜 び は，登 頂 で得 た と きよ りもは るか

に大 き く，今 なお心 に刻 まれて い ます 。
み たま

「証 は，御 霊 の働 きに よる もので す」

とプ ラ ッ ト長 老 は語 ります。

「あ る 日， 『モ ルモ ン書 』 を研 究 し

て い る と，御 霊 が語 りか け るの を は っ

き りと感 じま した。 そ の経 験 は今 も鮮

明 に覚 えて い ます。 そ の と き，学 んで

い た この書 物 が真 実で あ る と分 か った

の で す 。 そ れ 以 来 ， 『モ ルモ ン書 』 が

真 実 か ど うか と疑念 を抱 い た こ とは一
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度 もあ りませ ん。」

十 二使 徒 定 員 会 の パ ー リー ・P・ プ

ラ ッ ト長 老 の4代 目の子 孫 と して ， カ

ー ル ・B・ プ ラ ッ ト長老 は1941年10月

30日 ， メ キ シ コの モ ンテ レー にお い て

バ ー トン ・プ ラ ッ ト， ラバ ー ン ・ウ ェ

ッ トン ・プ ラ ッ ト夫 妻 の も とに生 まれ

ま した。1943年 か ら1947年 まで の3年

間， プラ ッ ト長 老 の先祖 が数 世 代 に わ

た って 暮 ら した 土地 で あ る メ キ シコ の

コロニ アデ ュブ ランに住 んで い ま した。

1947年 以 降 ア リゾ ナ に移 り住 み ， ア リ

ゾナ 大 学 で学士 号 ， ア リゾナ 州 立大 学

で法律 の学 位 をそれ ぞ れ取 得 して い ま

す 。1969年 ， プ ラ ッ ト長老 は カ レ ン ・

ア ン ・ヨーマ ン とア リゾ ナ神殿 にお い

て結 婚 しま した。 彼 女 は そ の1年 前 の

1968年 ， プ ラ ッ ト長 老 の手 に よっ てバ

プテス マの儀式 を受 けて い ま した。

ウル グ ア イの モ ンテ ビ デオ ， アル ゼ

ンチ ンの ブエ ノ ス アイ レス ， ペ ルー の

リマ ， エ ク ア ドルの キ トとい っ た南 ア

メ リカ の諸 地域 で19年 間弁 護士 と して
こんにち

従 事 した 後 ， 今 日ま で は ソ ル ト レー

ク ・シテ ィー を 中心 に カ ー トン&マ ッ

コ ンキ ー 法 律 事 務 所 で 働 い て い ま し

た。 また教 会 の南 ア メ リカ北地 域 で 法

律 相談 も行 って い ます 。

家 庭 で は10歳 か ら25歳 まで の8人 の

子 供 を育 て る傍 ら，南 ア メ リカ の孤 児

たち の里 親 と して， 栄養 失 調 で悩 む多

くの子 供 た ち の健康 回復 の た め に世 話

を続 けて きま した 。

「福 音 に よって希 望 が もた らされ る

ため ，望 み を失 う こ とは ない と学 び ま

した 。」 プ ラ ッ ト姉 妹 は この よ うに語

ります 。

1988年 か ら1991年 ま で の3年 間 ， プ

ラ ッ ト長 老 はス ペ イ ンの セ ビー リ ャ伝

道 部 で，伝 道部 長 を務 め ま した。 この

ほか ，祭 司 定員 会 ア ドバ イ ザ ー， 副 ス

テー ク会 長 ，地 区代 表 も務 め， 七 十 人

第 一定 員 会会 員 に召 され た と きは，南

アメ リカ北 地域 第二 副 会 長 ， な らび に

地域 幹 部の 任 にあ りま した。

教 会 で の奉 仕 につ いて プ ラ ッ ト長老

は次 の よ うに 述 べ て い ます 。 「福 音 に

従 っ て生 活 すれ ば ， わた した ちの生 活

ぱ簡潔 な もの と な ります 。愛 を もっ て

奉 仕 を行 うな ら，与 え られ た召 しに よ

って喜 びが もた らされ ます。」 □

七十 人

リチ ャー ド・D・オール レッ ド長老

十人第二定員会会員の召しを受

七 け た と き， オー ル レ ッ ド長老 は

「圧 倒 され る」 思 い を感 じ， 次 の よ う

に語 りま した 。 「妻 とわ た しは， 主 を
み わざ

愛 し， 主 の御 業 に携 わ る こ とに喜 び を

感 じて い ます 。」 主 の 業 へ の奉 仕 は，

オ ー ル レ ッ ド長 老 と妻 の ゲ イ に とって

生 き方 その もの となっ てい ます 。

1979年 に ア メ リカ空 軍 の指 導教 官 を

退職 して以 来，数 多 くの会社 で 部長 職，

社 長 職 を歴 任 し，企 業 経営 陣 の 一員 と

して働 い て きま した。 しか し教 会 か ら

専 任 で奉 仕 す る機 会 を与 え られ る度 に

退職 した結 果 ，企 業 で の在 職期 間 は ど

れ も長 くは あ りませ ん で した。 グ アテ

マ ラの ケサ ルテ ナ ン ゴで は伝 道部 長 を

務 め， 後 に グア テマ ラ ・シ テ ィーの 宣

教 師訓練 セ ン ター の所 長 に召 され ま し

た。 そ して任 期 を終 え た2年 後 に 今

度 は グア テマ ラ ・シテ ィー 神殿 の神殿

長 に召 され ま した。

召 しを果 た す オ ール レッ ド長 老 を傍

らで助 け る姉 妹 の献 身 的 な働 きを， オ

ー ル レ ッ ド長 老 は次 の よう に話 して い

ます 。 「た と え どの 地 に 召 され よ う と

も妻 は きっ とま たす ば らしい働 き を し

て くれ るで しょう。」

中央 幹 部 に召 され た とき， オー ル レ

ッ ド長老 はサ ンア ン トニオ ・テ キサ ス

北 ス テ ー ク会 長の 任 に あ りま した 。 ま

た， これ まで に地 区代 表 ， ス テー ク祝

福 師， 監 督 を務 め て きま した 。

1932年8月3日 ， ソル トレー ク ・シ テ

ィー に生 まれ ，ユ タ州 立 大学 で 学 士号

を取得 後 ， ア ー カ ンソ ー大学 で 経 営学
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の修士 号 を取 得 しま した 。

1956年12月19日 ， ロ ー ガ ン神 殿 にお

い て， ゲ イ ・バ ナ ー と結 婚 し，3人 の

子 供 と12人 の孫 に恵 まれ てい ます。

オー ル レ ッ ド姉 妹 は次 の よう に語 り

ます 。 「主 人 は教 会 の奉 仕 の た め に常

に全 力 を尽 く し， と もに働 く人 々 を愛

して い ます 。 そ して彼 らに もその愛 は

伝 わ っ てい ます 。 そ して 人 々 と助 け合

って働 くこ とので きるす ば ら しい才 能

に恵 まれ てい るの です 。」

オー ル レ ッ ド夫 妻 は 空 軍 で の経 験 ，

そ して教 会 で の奉仕 を通 して，命 じら

れ た任 地 へ忠 実 に赴 くとい う習慣 を次

第 に 身 に付 け ま した。 そ の ため ，今 回

の新 た な召 しに よっ て夫 妻 の現在 の生

活 が 大 き く変 化 す る こ とは あ り ませ

ん 。 「召 され た任 地 に は どこへ で も赴

くとい う決意 はず っ と以 前か ら変 わ り

ませ ん」とオール レッド長 老は語 ります。

新 たな召 しに伴 って待 ち受 け て いる

事柄 が 数多 くあ る 中で ， オー ル レ ッ ド

長老 は今後 の 目標 として ，大 管長 会 と

十二 使徒 定員 会 か ら新 し く召 され た七
あかし

十 人 に指示 と して与 え られた 「証 を述

べ伝 え， シ オ ンを堅 固 に築 く」 ため に

全 力 を尽 くす こ とを挙 げて い ます 。 □

七十人

工ラン ・A・ コール長老

たに七十人第二定員会会員に召

新 され た エ ラ ン ・A・ コー ル長 老

は， 執事 の と きに神権 を行使 して奉 仕

す る こ とを学 び ま した。 馬車 に乗 って

会 員 の家 々を訪 問 し断食 の ささげ物 を

集 め た こ とを覚 えて い ます 。

実 際， 教会 での奉 仕 は コー ル家 の伝

統 となっ てい ます 。コー ル長老 の父 は，

メキ シコの コロニ アデ ュ ブラ ンに あ る



ワー ドの 監督 会 で50年 にわ た って奉 仕

し， そ の うち29年 問 は監 督 と して の責

任 を果 た しま した 。 コー ル 長老 と姉妹

は模 範 に よっ て， この家 族 の伝 統 を子

供 た ち に受 け継 いで きま した。

コー ル長老 は， これ まで監 督 ， ス テ

ー ク高 等 評 議 員
， ス テ ー ク副 会 長(2

度)， ス テ ー ク祝 福 師 ，伝 道 部長(メ

キ シ コ ・シ テ ィ ー伝 道 部 ，1970年 一

1973年)， 宣 教 師 訓 練 セ ン タ ー 所 長

(メキ シ コ宣教 師訓 練 セ ンター ，1995

年 一1996年)の 責任 を務 ました。

コー ル長 老 は1929年12月2日 に， メキ

シ コの コ ロニ アデ ュブ ラ ンで生 まれ ま

した。 メ キ シ コの コロ ニ ア フア レス に

あ る フア レス ス テー ク ア カデ ミー を卒

業後 ，合 衆 国へ 移 り， ブ リガ ム ・ヤ ン

グ大 学 で学 士号 を， そ の後 ニ ュー ヨー

ク大 学 で経 営学 修 士 号 をそ れ ぞれ 取得

して い ます。

彼 は ビ ジネ スの 面 で も， デパ ー トの

経営 か ら商 用 地の 開発 ， 宅 地 の造 成事

業 まで 意欲 的 に取 り組 み， また生 涯 を

通 じて地 域 の 活動 に も積 極 的 に参 加 し

て い ます。 しか し， 経歴 の 中心 を成す

の は1994年12月 の退 官 まで 務 め たブ リ

ガ ム ・ヤ ング大 学 で の 教 員 の 職 で す 。

そ の 間，1980年 代 初 め に は， メ キ シ コ

で教 会 教 育 部 指 導 主 事 を3年 間務 め ま

した。

1955年8月24日 に， ソ ル トレー ク神殿

で キ ャサ リン ・グ ロー スベ ック と結婚

しま した。6人 の 息子 と3人 の娘 ， そ し

て七 十 人 に召 され た 時点 で23人 の 孫 に

恵 まれ ， さ らに2人 の 孫 が 間 もな く誕

生す る予 定で す。

「主 人 の趣 味 は仕 事 です」 とコー ル

姉 妹 は話 して い ます 。 姉 妹 は7年 前 ，

息子 たち と一 緒 に プ レー で きる よ うに

と， コー ル長 老 に ゴル フ ク ラブの セ ッ

トを贈 りま したが ， 実 際 に クラ ブが使

わ れ た の は こ れ ま で わず か3度 しか あ

りませ ん。 しか しコー ル姉 妹 は， 長老

の仕 事 に対 す る熱 心 さは 人 々へ の愛 の

表 れで あ り， 召 しを果 たす うえで 望 ま

しい特質 だ と語 って い ます。

福 音 に対 す る コー ル 長 老 の 信 念 は，

妻 そ して子 供 た ち と永遠 の関係 を築 く

の を最優 先 させ る こ とです ， とコー ル

姉妹 は語 って い ます 。 コール 長老 は こ

の言 葉 が事 実 で あ る こ とを次 の よ う に

表 現 して い ます 。 「福 音 は わ た しの 人

生 にお い て常 に最優 先 さ れ， ほ かの何

に も増 して最 も大切 な もので した。」□

七十人

リチ ャー ド ・E・ クック長老

あかし

たしたちは生まれながら証 を

「わ 持 っ て い る わ け で は あ り ませ

ん。」 リチ ャー ド ・ク ッ ク長 老 は そ う

語 ります 。 「証 は 育 て な け れ ば な らな

い し，奉仕 に よって成 長 します。」

ク ック長 老 自身の 証 も， 長年 にわ た

る奉 仕 の 機 会 を通 して 成 長 し ま した 。

ク ッ ク長老 はこ れ まで， ス テ ー ク と ワ

ー ドの若 い男性 会 長
，監 督 ， ス テー ク

高 等評 議 員，ス テー ク副会 長 ，宣 教師 ，

伝 道 部長 を経験 しま した。1994年 にメ

ア リー 夫人 と と もにモ ンゴルへ 伝 道 に

召 され ，伝 道部 が 開 設 され た とき には

初 代伝 道 部長 に な りま した。

ク ック長 老 は， 教 会が 初 め て組 織 さ

れ た 国 で 伝 道 部 長 を 務 め た この 経 験

が ，新 しい 召 しにあ っ て彼 の財 産 にな

るで あ ろ う と言 い ます。 政 府 と良 い 関

係 を築 いて ， 人 々が教 会 を理解 で きる

ように助 け る必 要 が あ るか らです 。

重 い任 務 に耐 え る力 は， ク ック長老

が 仕 え る う えで もう一つ の 原動 力 にな

る と夫 人 は言 い ます 。そ れ は ク ッ ク長

老 が 自分 自身 に高 い期 待 を課 し， ほ か

の人 に も勤 勉 に働 く動 機 づ け の で きる

人だ か らです 。

ク ッ ク長 老 は フ ォー ドに長 年 勤 務

し， 退職 す る時点 で は， 副代 表 監査 役

の職 に あ りま した。在 職 中 は， 同 じ会

社 に働 く若 い教 会 員 た ち と と もに働 く

機 会 があ り，デ トロイ ト周 辺 の ワー ド，

ステー クにお いて彼 らが リー ダー シ ップ
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を発揮 で きる ように見守 って きました。

ク ック長 老 は ，1930年9月7日 ， 立 タ

州 プレザ ン トグローブ に生 まれ， ブリガ

ム・ヤング大学 で学士号 とノース ウェス タ

ン大学で経営 学修士号 を取 得 しま した。

1950年9月13日 ， ソル トレー ク神 殿

で ク レア ・サ ー リー と結 婚 し，3人 の

娘 と1人 の息 子 が13人 の孫 を も うけ て

い ます 。ク レア夫 人 は1984年 に死去 し，

そ の後 ，1988年7月16日 ， ソル トレー

ク神 殿 で メ ア リー ・ニ ール セ ンと結婚

してい ます 。

ク ッ ク長老 は大 変 な ゴル フ好 きです

が ，一 家 が モ ン ゴルへ 伝 道 の召 しを受

け た と きは ，彼 は気 分 転換 と運 動 を兼

ね て ク ラブ を1本 だ け持 参 し， 後 はす

べ て残 して行 き ま した。 しか し， 一度

もこれ に触 れ る こ とは あ りませ ん で し

た。 あ ま りに も伝 道 の業 に集 中 して い

たか らです 。

「わた しは教 会 を心 か ら愛 して い ま

す。」 ク ック長老 はそ う語 ります。 「長

年 わた しは教 会 が 人 々の 人生 に， どれ

ほ どす ば ら しい 影 響 を もた らす の か

を ， この 目で見 て き ま した 。」 ク ック

長老 は七十 人 第 二 定員 会 に召 され た と

き 「言 葉 に 表せ な い ほ どの シ ョ ック」

を受 け ま したが ，今 で はそ の業 に携 わ

る こ と を 心 待 ち に して い る と言 い ま

す 。 「わ た しは主 にお 返 しが で きる こ

とを， とて も喜 ん でい ます 。」 □

七十人

デュエイン・B・ジェラー ド長老

97年4月1日 ， パ イ ロ ッ ト の 仕

19 事 を 退 職 し た デ ュ エ イ ン ・

B・ ジェ ラー ド長 老 は，七 十 人 第二 定

員 会 で働 く召 しを受 け ま した。 ジ ェ ラ

ー ド兄弟 は
， 元 デ ル タ航 空 で システ ム



部 長 と して働 いて い ま した。

1938年4月22日 に生 まれ た ジ ェ ラ ー

ド長老 は， ソ ル トレー ク ・シ テ ィー近

くの テ ー ラー ズ ビル で育 ち，ユ タ州 立

大 学 に入 学 し ま した 。 大 学3年 生 の と

きに ，子 供 時代 か らの恋 人 ケ イ ・ベ ニ

オ ン と結 婚 しま した 。卒 業 後 ア メ リカ

空 軍 に入 隊 し，パ イロ ッ トの訓 練 を受

け ます 。任 地 の一 つ にベ トナ ムが あ り，

ここで の実戦滞 空記録 は350時 問に及 び

ま した。空軍 におけ る勤務 の関係で ， フ

ロリダ オ クラホ マ，ハ ワイと転勤 し，最

後 にユ タ州 ヒル空軍基 地 に戻 りま した。

空 軍 を退 職 す る と同時 に， ジ ェ ラー

ド兄 弟 は， 後 に デル タ航 空 と合 併 す る

ウ ェス タ ン航 空 のパ イロ ッ トと して働

くよ うに な りま した。ユ タ州 ケ イズ ビ

ルで ス テ ー ク会 長の 召 しを受 け ま した

が ， そ の2年 後 ， ウ ェス タ ン航 空 か ら

の依 頼 に よ り， ロサ ンゼ ルス 航 空運 行

管理 副 社 長 の責 任 を引 き継 ぎま した。

ジェ ラー ド兄 弟 は2年 半 に わ た って 南

カ リフ ォル ニア まで通 勤 し， ス テ ー ク

会長 を務 め る一 方 で， 飛行 機 の 安全 航

行 のた め に働 き ま した 。

そ の 間 ジ ェ ラ ー ド長 老 と ケ イ 夫 人

は， 自分 た ち の子 供 を4人 を育 て上 げ

た だ けで な く， 亡 くな った 良 き友 人 の

残 した子供4人 の里 親 に もな りま した 。

「わ た しは， 寝室 が ち ょう ど7つ あ る家

を設計 し，建 て ま した。 当 時 ，子供 は

4人 で したが ， あ と4人 の 子供 が 寝 るス

ペ ー スが あ った のです 。」

4人 の 子 供 を 里 子 と して 迎 え る とい

う決 定 は， ジ ェ ラー ド長 老 が 若 い と き

に学 ん だ方 法 ，す なわ ち祈 りを通 して

下 され ま した。19歳 の と き車 で大 学 に

戻 る準備 を して い る と，父 親 が彼 の 車

の方 に歩 いて 来 て， デ ュエ イ ンの肩 に

手 を か け る とこ う尋 ね た。 「デ ュ エ イ

ン， 毎 日祈 って い るか い。 ひ ざまつ い

て ，声 に 出 して祈 っ て い る か い。」 そ

れが 父 親 の 口か ら聞い た最 後 の言 葉 に

な っ て し まい ま した。 そ の夜 か ら1週

間 た たな い う ちに父 親 は心 臓 まひ で亡

くな ったか らで す。

ジ ェ ラー ド長 老 は次 の よ うに語 っ て

い ます 。 「父 の言 葉 は いつ ま で も心 に

残 り，忘 れ る こ とが で きな くな りま し

た。父 の 死 を境 に して， 大切 な決 定 を

下 す と きには ，い つ も深 く考 え， 心か

らの祈 りを さ さげ る よ う に な りま し

た。 そ うす る とき に必 ず ふ さわ しい答

え を受 けて き ま した。」

1989年 ， ジェ ラー ド家 は ジ ョー ジ ア

州 ア トラ ン タに引 っ越 しま した。 そ こ

で ジェ ラー ド長老 はス テー ク会 長 ， さ

らには 地 区代 表 として働 き ま した。ユ

タ州 に戻 っ てか らは，ユ タ北地 域 ・地域

幹 部 として働 くように召 され ま した。□

七十人

ウ ェイン ・M・八ンコック長老

ウ
ェイ ン ・1M・ バ ンコ ック， コニ

ー ・バ ンコ ッ ク夫妻 は， 自分 た

ちの 人生 が 常 に正 しい方 向 を向い て い

る よ うに願 い ，導 きを受 け られ る よ う

に よ く断食 し， 祈 って き ま した 。 「わ

た しは ア リ ゾナ で弁 護士 と して働 い て

い ま したが ， 自分 が どの よ うな仕 事 に

携 わ るべ きか見 定 め よ うと して い ま し

た」 と語 るバ ンコ ッ ク長 老 は ，1931年

7月16日 ， ア リゾ ナ州 サ フ ォー ドで 生

まれ， カ リフ ォルニ ア州 グ レ ンデー ル

で 育 ち ま した。 「一 見 取 る に足 りな い

よ うな小 さな出 来事 が 重 な って ，わ た

した ち は ミシ ガ ン州 ミッ ドラ ン ドに導

か れ， わ た しはそ こで ドー化 学会 社 に

27年 勤 め る こ と にな った の です 。 自分

た ち が 願 い 求 め る 導 きを得 る う え で，

静 かな細 い声 と， 断食 と祈 りの力 とが，

常 に非常 に重 要 な働 きを して きま した。

七十 人第二定員会 に召 されたバ ンコ ッ

ク長老 は，これ まで受 けたステー ク会長 ，

ス テー ク副 会長 ，伝 道 部副 部 長，そ して

監督 な どの教 会の召 しにおいて も，また

仕事 にお いて も，しば しば主の導 きを求

めて きま した。またバ ンコ ック夫 妻 は，

8人 の子供 たちの親 と して ，助 けを得 ら
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れ る よ うに断食 し，祈 って き ました。彼

らの主 に対 す る信頼 は，困難 な時期 にあ

って さ らに強 め られ ま した。

「これ まで のわ た しの 人生 で，大 き

な祝福 は大 きな失 意 の後 にや って 来 ま

した 。若 い ころ， わ た しは伝 道 に出 よ

う と計画 しま した。 宣教 師 に な るた め

の面接 を受 け ，歓 送 会 もして もらい ま

した 。 そ ん な と きに，徴 兵 選抜 委 員会

か らわ た しに軍役 か らの要 請 に備 えて

伝 道 の 申請 を帳消 しにす る とい う知 ら

せが あ っ たの です 。 わ た しは 非常 に落

胆 しま したが ， そ の夏 ， ア リゾ ナ大学

か らブ リガ ム ・ヤ ング大学 に編入 す る

こ とに し，幸 い な こ とに そ こで妻 と出

会 った ので した。」

二 人 は1953年 に ブ リガ ム ・ヤ ング大

学 を卒業 し，そ の年 の6月25日 ，ア イ ダ

ホ フォールズ神殿 で結 婚 しま した。軍役

に就 くため にカ リフ ォルニ アに向かい ま

したが ，到着 してみる とそれが延期 にな

っ た と知 らされ， また失意 を味 わい まし

た。 しか しこの落胆 もまた，祝福 をもた

ら したのです。結 局バ ンコ ック兄 弟 はア

リゾナ大 学法律 学校 に通 うこ とにな り，

彼 は3年 後 法律 の学 位 を受 け ま した。

バ ンコ ック長 老 は こ の学位 と主 の導

き とが あ った ので ，仕 事 を始 めて 以来

ず っ と， さ らに大 きな働 きが で きた と

感 じてい ます 。

バ ン コ ッ ク 長 老 は こ う語 り ます 。

「わ た しは 人生 の 様 々 な経験 を通 して ，

主 を信頼 す る こ とを学べ た こ とに大変

感 謝 して い ます。」□

七十人

J・ ケン ト・ジ ョリー長老

歳 の ケ ン ト ・ ジ ョ リ ー は 「人

19 生 はす ば ら しい 」 と感 じて い



ま した。 彼 は地 方の 食 肉市場 で管 理職

を務 め，十 分 な収 入 が あ り，良い家 族 と

良い友 人 に囲 まれて暮 らしてい ま した。
み

「そ ん なあ る 日の午 後 ， わ た しは御
たま

霊 を強 く感 じま した 。」 彼 は 当時 を 回

想 して こ う語 ります 。 「今 自分 が して

い るこ とはほ ん と うに 自分 の した い こ

とで は ない と分 か りま した。 自分 を変

え る時が 来 た ので す。 わた しは監 督 の

ところへ 行 き， 自分 は伝 道 に 出 る準 備

が で きて い る と伝 え ま した。

それ はわ た しの 人 生 の転 機 で した 。

わた しは伝 道活 動 を愛 し，主 に仕 え る

経 験 を心 か ら楽 しみ ま した。 伝 道 を終

え る と き， わ た しは残 りの生 涯 を天父

に仕 え， 天 父 の望 まれ る こ とを行 って

過 ごそ う と心 に決 め ま した。」

1933年12月30日 にア イ ダホ州 レ ック

スバ ーグ に生 まれた彼 は，伝 道後 もそ の

地 に戻 り， リ ックス カレッジに通い，そ
はんりよ

こで伴 侶 とな るジル ・ウォル ドラム ・リ

ー シュマ ン と出会 い ま した
。 「彼女 は静

かで控 えめ な女性 で したが，福音 に対 し

て強い決意 を持 ってい るこ とは明 らかで

した。」 ジ ョリー長 老 はそ う語 ります。

1957年11月22日 ， ア イ ダホ フ ォー ル

ズ神 殿 で 結 婚 した 後 ， 二 人 は ジ ョー

ジ ・ワ シ ン トン大 学 に通 い ， ジ ョリー

は フル タ イ ム の 仕 事 を す る傍 ら学 士

号 ，そ して法学博 士 号 を取得 しま した 。

それ か ら再 び地 元 ア イ ダホ に戻 り，そ

こで 法律 事務 ， また不 動 産 開発 に携 わ

り成功 を収 め ま した。

監 督， 副 ス テー ク会 長 ， ス テー ク高

等 評 議員 ，若 い男性 会 長 な どの 責任 を

通 して， ジ ョ リー兄 弟 は教 会 で の奉 仕
あかし

を続 け，福 音 に対 す る証 を培 って きま

した。二人の 聞に は7人 の子供 がい ます。

す ば らしい人 生 で した 。 しか し二 人

は， もっ と意 義 あ る もの に で きる ので

は ないか と思 い始 め ま した。 ジ ョ リー

長 老 は語 ります 。 「その 思 い を 口 に出

した か らで し ょうか， そ れか ら数週 聞

後 ， わ た しは伝 道部 長 に召 され た ので

す 。」 テ キ サ ス の コ ーパ ス ・ク リス テ

ィ伝 道部 で働 い た後 ，1994年 にジ ョリ

ー長 老 夫 妻 は レ ック スバ ー グ に帰 り
，

長 老 は法 律 と不動 産 開 発 の仕 事 に戻 り

ま した。 しか し， フル タイ ムの教 会 の

召 しを通 して得 られ る霊 的 な高揚 と祝

福 を いつ も懐 か しん でい ま した。

七 十人 第 二定 員 会 の召 しを最 近 受 け

たこ とについ て，ジ ョー リー長老 は笑顔

で こ う語 ります。 「恐 らく， 人生 を もっ

と意 義 あ る もの に したい とい う願 い を，

また口に出 したか らで し ょう。 この新 し

い機会 にあず か り，へ りくだる思い と興

奮 で胸 がい っぱいです。 わた したちが望

むのは，主が望 まれてい るこ とをすべ て

行 い たい ， と切 に願 って い ます 。」□

七十人

リチャー ド・J・メインズ長老

▼ の度 の新 しい責 任 と，20年 携 わ

(■ ・っ て きた 国 際 的 な事 業経 営 者 と

して の仕事 とを比較 しそ どう思 うか と

の 質 問 に，新 た に七 十 人 第二 定 員会 会

員 と して召 され た リチ ャー ド ・J・ メ

イ ンズ 長 老 は こ う答 え ま した。 「主 の
み わざ

御業 の方 が は るか に重 要 です 。 究極 の

結果 が この世 だ け で な く永 遠 に までか

か わ って き ます か らね。」

1950年10月29日 に カ リ フォル ニ アの

バ ーク レーで生 まれた メイ ンズ長老 は，

若い ころか らスポ ーツが大 好 きで した。

1968年 にはバ スケ ッ トボ ールの奨学 金 を

得て ブ リガム ・ヤ ング大 学 に入学 しまし

たが， 自分 よ りも上手 な選手が何 人 もい

ることを痛 感す るこ とに な ります。 長老

は間 もな くウル グアイ ・パ ラグアイ伝 道

部へ の伝 道 の召 しを受 け ま した。

「同僚 とわた しはモ ンテ ビデ オの 市

長 ご夫 妻 に イエ ス ・キ リス トの福 音 を

教 え る機会 に恵 まれ ま した。 ち ょう ど

息子 さん を事 故 で亡 くした直 後 で， 答

え を 求 め て お られ た ん です ね 。」 メ イ

ンズ長 老 はそ う回想 し ます 。市 長 夫 妻

に とって意 義 の あ る教義 を教 え る こ と

が 自分 に与 え られた 大切 な責任 であ る
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と感 じた彼 は，謙 遜 に な って ひ ざ まず

き，主 に祈 り求 め ま した 。 「わ た しは

祈 りへ の答 えを受 け て ， この す ば ら し

い家 族 を助 け る こ とが で き ま した。 こ

の霊 的 な確 認 を きっか け に，主 はわ た
あかし

しに証 を培 える多 くの経 験 を与 えて く

だ さい ま した。」

伝 道後 ， メ イ ンズ 長老 は ブ リガム ・

ヤ ン グ大 学 を卒 業 し，1974年8月17日

にナ ンシー ・ジ ェー ン ・パ ー リ ン トン

と結婚 しま した。 そ の後 ア リゾ ナ州 フ

ェニ ックス に移 り， そ こで 国 際経 営管

理 学 の修 士 号 を取 得 しま した。 夫 妻 に

は4人 の子 供が い ます 。

メ イ ンズ 長老 は ウ ィー ビー ・マ ニ ュ

フ ァクチ ャリ ング社 に勤務 し，同社が レ

イモ ン ド ・コーポ レー シ ョンと合併 した

後 も社 長 と して活躍 しま した。同社 は 自

動 ライ ン設備 の設計，生産 ，設置 を行 う

国 際企業 です 。そ して社 長 と しての5年

の契約 が過 ぎた ときに， メキ シコ ・モ ン

テ レー 伝 道 部 を管 理 す る召 し を受 け ，

1989年 か ら1992年.ま で 奉仕 しま した。

メ キ シ コで の奉 仕 の後 ， メ イ ンズ長

老 は家 族 と と もにユ タに移 り， フ ァウ

ンテ ン ・フ レ ッシュ ・イ ン ターナ シ ョ

ナ ル社 の 取 締役 兼社 長 とな りま した。

この 間彼 は ケー マ ス ・ユ タス テー ク で

ス テ ー ク伝 道 部 長 と して働 き ま した。

また， 幾 つ かの 会社 と財 団 の理 事 も務

め てい ます 。

「全 時 問 を主 の御 業 に集 中で きる の

は 名誉 で あ り.，祝 福 で す 。」 メ イ ン ズ

長老 はそ う語 って い ます。 □

七十人

デール ・E・ ミラー長老

年 以 上 の 間数 々 の企 業 の経 営

30 に携 わ り， この度 七 十 人第 二



定 員 会 会 員 と して 召 さ れ た デ ー ル ・

E・ ミラ ー長 老 は， 喜 ん です べ て の時

間 を主 へ の奉仕 の業 に さ さげた い と思

って い ます。

1936年4月2日 にロサ ンゼ ルス で生 ま

れ た ミラ ー長 老 は，1956年 ， ウル グ ア

イ に伝 道 に召 され る まで カ リ フ ォル ニ

ァで 過 ご しま した。 「わ た しは5歳 の こ

ろか ら救 い主 の こ とを考 え る よ うに な

りま した。」 兄 弟 二 人 と と も に母 親 に

育 て られ た ミ ラ ー 長 老 の 言 葉 で す 。

「16歳 の と きに祝 福 師 の祝 福 を受 け ま

した。 そ こ には伝 道 に出 る こ とが書 か

れ てい た ので す 。そ れ まで はあ ま り考

え てい なか った ので す が，18歳 に な る

ころ には絶 対 に伝 道 に出 るべ きだ と確

信 す る よ うに な りま した。」

伝 道 後 ，彼 は ブ リ ガへ ・ヤ ング大 学

を卒 業 ，次 い で南 カ リ フ ォルニ ア大 学

で 国 際 経 営 学 の修 士 号 を 取 得 し ま し

た。 そ して1960年6月24日 ， ロー レル ・

リー ・チ ャ ン ドラー と結婚 しま した。

カ リフ ォルニ アの パ ロ アル トで就 職

した後 ， ミラー長 老 は当時 ス タ ンフ ォ

ー ドワ ー ドの 監 督 を して い た ヘ ン リ

ー ・B・ ア イ リ ング長老 の副 監 督 とし

て召 され， 後 に監 督 ， 高等 評 議 員 と し.

て働 くこ とにな ります。 また1979年 に

はベ ネズエ ラ ・カ ラ カス伝 道 部 を管 理

す る責任 に召 され，5人 の子 供 の うち4

人 を伴 って南 アメ リカ に赴任 しま した。

帰 還 後 は カ リ フォル ニ ア州 メ ンロバ

ー クス テ ー クの会 長 と して召 され て い

ます 。 ミラー 長老 は12年 問医 薬 品会 社

で あ る シ ンタ ックス 社 の役 員 を務 め た

後 ， 実 務訓 練 企業 で あ る ゼ ン ガー ・ミ

ラー 社 を 設 立 し ま した 。 過 去8年 間 ，

国際 ハ イ テ ク企業 の創 設期 に当 た って

ビジ ネス ・ア ドバ イザ ー と して 貢献 し

て き ま した。

最 近 ミラ ー夫 妻 は，家 を売 る よう に

霊 感 を受 け ま した。 ど こに引 っ越 す か

も決 め て い な い の に です 。 とこ ろが ，

家 が 売 れ て か ら2日 後 ， 北 ア メ リ カ南

東地 域 で地 域 幹 部 と して働 くよ うに召

しを受 け た ので す。 こ う して ミラ ー夫

妻 は プエ ル トリ コに移 り，お もに カ リ

ブ諸 島で の教 会 の発 展 の ため に尽 力 し

ま した。長 老 は そ こで ， カ リブ 諸 島へ

の福 祉 プ ロ グ ラム導 入 や ， プエ ル トリ

コで の二 つ のス テ ー ク設立 な ど を支 援

し ました。

ミラー長老 は こ う話 してい ます。 「こ

れ まで の経 営 実 務 の経 験 を生 か して新

しい指 導者 の訓 練 を助 け ，主 に仕 え ら

れ るこ とを うれ しく思 ってい ます。」□

七十人

リン ・G・ ロビンズ長老

ン ・G・ ロ ビ ン ズ 長 老 に と っ

り て，伝 道 活動 は重 要 な事柄 で す。

ロ ビ ンズ 長老 は青年 期 にア ルゼ ンチ ン

で伝 道 し，七 十 人 第二 定員 会 の召 しを

受 け た と きは，』ウル グ アイ ・モ ンテ ビ

デ オ伝 道 部 の 部 長 の任 に あ りま した。
あかし の

「伝 道 に 出 て人 々 に教 え， 証 を宣 べ 始

め ると き，福 音 は心 の中 に しっか りと根

を下 ろ します」と，長老 は語 ります。 「伝

道 はわ た しの 人生 を大 きく変 え ま した。

ですか ら，息子た ちに してほ しい ことは，

伝 道 に出 る こと以外 考 え られ ませ ん。」

リン ・G・ ロ ビンズ 長老 は1952年10

月27日 ， ユ タ州 ペ イ ソ ンで生 まれ， そ

の 近 郊 の ス プ リ ン グ ビ ル で 育 ち ま し

た 。 ブ リガ ム ・ヤ ング大学 で学 び， 在

学 中 に専任 宣 教 師 と して伝 道 に出 てい

ます 。1974年6月27日 ， マ ンタ イ神 殿

で ジ ャ ン ・ニー ル ソ ンと結 婚 し，ユ タ

州 ロ ー ガ ンに移 り住 み ，ユ タ州 立大 学

で 食物 科学 と経 営学 を学 び ま した。 姉

妹 が懐 妊 す る と， ロ ビ ンズ長 老 は， 平

日の夜 や週 末 の 時 間 を よ りい っそ う教

会 や家 族 の ため に注 こ う と思 い ， レス

トラ ン経 営 の夢 を断念 しま した。

1976年 に スペ イ ン語 の学 士 号 を得 て

卒 業す る と，翌 年 に は ア リゾナ 州 グ レ

ンデ ー ルに あ るア メ リ カ国際 経 営大 学

院 にお い て修 士 号 を取 得 しま した。 二

人 は海 外 で の 生 活 を 考 え ま したが ，7
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人 の子供 た ちの た め に，祖 父 母や 親戚

の そ ばに残 る決心 を し ま した 。彼 はユ

タ州 北 部 の法 律 関係 の 出版 社 で営 業販

売 に携 わ り， 後 に ソル トレー ク ・シテ

ィー にお い て財政 コ ンサ ル タ ン トと し

て働 き ま した 。1983年 に は フ ラ ンク リ

ン ・クエ ス ト社 の副 社長 とな り，1993

年 の退職 時 まで 勤め ま した。

ロ ビ ンズ長 老 は， 絵 画 や ア ラス カで

の釣 り， また教会 での ス ポー ッ活 動 を

楽 しん で き ま した。 「新 しい ワー ドに

移 る度 に ，教 会 のス ポ ー ツ活 動 は兄弟

た ち と知 り合 う 良 い 機 会 に な りま し

た」 と長老 は語 ります 。 ロ ビ ンズ長老

は伝 道部 長 の ほか，ス テー ク幹部 書記 ，

高等 評議 員 ，監督 を歴 任 して きま した。

現在 ， 二 入 はユ タセ ン ター ビル北 ス テ

ー ク， セ ンター ビ ル第21ワ ー ドに所属

してい ます。

「わた しは福音 に対 す る強 い証 を持

っ て い ます」 と， ロ ビ ンズ長 老 は語 り

ます 。 「わ た しは救 い 主 が 生 きて お ら

れ る こ とを知 っ て い ます 。 主 を愛 し，

福 音 を愛 してい ます 。いず れの戒 め も，

原則 も，教 え もす べ て ， わた した ちが

この地 上 で幸 福 に暮 らす ため に， また

来 るべ き世 で 永遠 の幸福 を得 るため に

与 え られて い るので す。」 □

七十人

ドナル ド・L・ステー リー長老

大 陸57か 国 で 様 々 な事 業 を 管 理

6 運 営 して きた ドナ ル ド ・L・ ス

テ ー リー 長老 は， 国際 的 な経 験 が豊 富

で す。 ス テ ー リー 長老 はこ の よ うに述

べ て い ます 。 「七 十 人 の 中 に は国 際 的

な経 験 の 豊 か な人 が多 くい ます 。教 会

は世 界 中 で急 成 長 して い ます か ら， そ

の よう な経験 を生 か して ，様 々な文 化



の人 々へ の 理解 を深 め， よ りよ く仕 え

る こ とが で きれ ば， と願 って い ます。」

1931年10月19日 にユ タ州 ハ リケ ー ン

で生 まれ たス テー リー長 老 は，1952年

9月24日 にセ ン トジ ョー ジ神殿 で ， ア

フ トン ・ス トラ ッ トン姉 妹 と結婚 し ま

した。 夫妻 は4人 の子 供 と11人 の孫 に

恵 まれ てい ます。

ステー リー長老 はユ タ州立大学 で理学

学士号 を取得 し， イリノイ大学で修士 号

と博士号 を取 得 しま した。 その後 ，合 衆

国空軍で2年 間，中尉 として働 きました。

ス テー リー 長老 が ビ ジネス マ ンと し

て 最初 に就 職 したの は ，1958年 の シ カ

ゴで， ス ウ ィ フ ト ・ア ン ド ・カ ンパ ニ

ー とい う会社 で した。1969年 にア ラ イ

ド ・ミルズ社 に転 職 し， そ こで は後 に

社 長や 代 表取 締役 な どの重 役 に昇進 し

ま した。

1977年 に コネチ カ ッ ト州 ニ ュー カナ

ンに移 り， コンチ ネ ンタル ・グ レイ ン

社 の副 社 長 お よび取 締 役 に就 任 しま し

た。 ニ ュー ヨー クに本 社 を持 つ この大

手 企業 では ， 国際 農業 関 連産 業 お よ'び

金 融業 が 行 わ れて い ます。1984年 に は

社 長 お よ び 管 理 役 員 代 表 に 昇 進 し ，

1988年 に は代 表取 締役 に任 命 され ，専

務 理事 とな りま した。 また ，様 々な企

業 の理 事会 で も活 躍 して きま した 。

現在 は米 中事 業 審議 会 会 長， お よび

米 中関係 全 国評 議 会委 員 長 を務 め て い
シャンハイ

ます 。 これ まで ，上 海 市市 長 主催 の 国

際事業指導者諮 問評議会委 員長 を務 めた

こともあ ります。 さらに，外 交関連 の評

議会で評議員 を務め， ボラ ンテ ィア活動

を推進す る国の機関， ポイ ンツ ・オブ ・

ライ ト協 会 の会長 も務 め てい ます 。

ステ ー リー 長老 は七 十人 第二 定 員 会

の召 し を受 けた とき， ニ ュー ヨー ク ・

ヨー ク タウ ンス テ ー クの会 長 と して働

い て い ま した。 これ まで 高 等 評 議 員 ，

副 監督 と して奉仕 し， ス テー ク副 会 長

の責任 は2度 果 た してい ます。

ス テー リー長老 は次 の よ うに述 べ て

い ます 。 「わ た しは 自分 が 受 け 継 い で

い る もの に感 謝 してい ます 。 両 親の 信

仰 ，祈 りに頼 る姿勢 ， そ して家庭 で 教
あかし

え られた こ とが ， わた しの証 の土 台 と

なってい ます。 また，教 会で働 き，成長

で きる機 会が与 え られた ことに深 く感謝

して い ます 。新 しい召 しを頂 い て，働 け

ることをとて も楽 しみに してい ます。」□

七 十 人

リチ ャー ド ・E・ 夕一 レー ・

シ ニア 長老

「福騨謄 聖 廼ε醍
老 は そ う語 り ます 。 「この 世 で 幸 福 を

望 み ， 来 世 で も幸 福 を期 待 す る な ら，

福音 が その 道で す。」

ター レー長 老 は，1930年12月29日 ，

テキ サス 州エ ルパ ソ に生 まれ， テ キサ

ス 農業機 械 大学 に進 学 ，後 に メキ シ コ，

グア テマ ラ， コス タリ カで伝 道 し ま し

た。そ の後 ユ タ大学 で機 械 工学 を学 び ，

1954年4月1日 ， ソル トレー ク神殿 でベ

ティー ・ジー ン ・ニ コルと結婚 しました。

1955年 に学士 号 を取 得 。 テ キサ スの

航 空宇 宙 工学 や 天 然 ガス 関連 の会社 で

働 き ま した。 大 学 院 で勉 強 を続 け る た

め1957年 にユ タ大 学 に戻 り，1966年 に

は アイ オ ワ州立 大 学 で原 子力 工 学 分野

の博 士 号 を取得 して い ます 。

同 州滞 在 中 は， 地 方部 長会 第一 副部

長 を務 め ま した。 ワシ ン トン州 に転居

して 後 は， バ テ ル ・メモ リア ル ・イ ン

ス テ ィテ ユー ト研 究 員 として働 き， ス

テ ー ク 第 二 副 会 長 も経 験 し ま した 。

1972年 に は準教 授 と して再 びユ タ大学

に戻 り，ユ タ科 学 技術 諮 問 評議 会 の 開

設 に尽 力 しま した。

1983年 か ら1985年 に か けて は， メキ

シ コの エ ルモ シー ヨ伝 道 部 の 部長 を務

め ま した。1989年 に は名誉 教授 とな り，

工業 技 術 金 融 会 社 の重 役 に指 名 され ，

1992年 に引退 して い ます。 ソル トレー

ク ・イ ー グ ル ゲ イ トス テー クで は2度

に わ たっ て監 督 を務 め ま した 。七 十 人
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第 二 定員 会 の召 しを受 けた と き， 高等

評 議 員 ，ス テ ー ク家 族 の記 録抄 出デ ィ

レク ター， さ らには ソル トレー ク神 殿

の オー デ ィナ ンス ワー カー と して働 い

てい ま した。

タ ー レー 夫 妻 は7人 の子 供 ，36人 の

孫 が あ り， 息子 の リチ ャー ド ・E・ タ

ー レー ・ジ ュニ ァ は教 会 の歴 史部 お よ

び家 族歴 史 部 の部 長 と して働 い てい ま

す 。 ター レー 長老 が こ よな く愛す る家

族 を別 にす れ ば ， ター レー長 老 は家 族

歴 史活 動， ゴル フ， 旅 行 ， コ ン ピュー

ターの 愛好 者 で す。 著作 に は複 数の 家

族 歴 史 に 関す る もの， また工 学 ・統 計

学 に関 す る もの が あ り，科 学 ・工 学 関

係 の雑 誌 に も記事 を載せ て い ます。

「わ た しが 唯一 切 望 して い るこ とは，

あ らゆ る点 で忠 実 で あ り，誠 実 で あ る

こ とで す」 と， ター レー 長老 は語 りま

す 。 「わ た した ち は こ れ ま で， 非 常 に

多 くの祝 福 を受 け て き ま した。」 □

中央扶助協会会長

メア リー ・エ レン ・ウッ ド ・

スムー ト姉妹

たに中央扶助協会会長に召され

新 た メ ア リー ・エ レン ・ウ ッ ド ・

ス ム ー ト姉 妹 は，7人 の子 供 と44人 の

孫 に恵 まれ て い ます 。 ス ムー ト姉 妹 に

とって ，家 族 は か けが え のな い もの で

す 。 「家 庭 にお いて価値 観 を確立 す る こ

とは， わ た した ちが 家族 として取 り組

んで きた大 切 な事 柄 の一 つ で す。 そ の

中に， 『永遠 の家 族 として ，家族 で互 い

に成長 し， 支 え合 い，霊 的 に高 め合 う』

とい う価 値 観 が あ ります。 わ た した ち

家 族 は この価 値 を固 く信 じて い ます。」

家 族 とい う枠 を超 えて愛 と援 助 の手

を差 し伸 べ る こ と も， ス ムー ト姉 妹 に
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勤勉 と収 穫 につ い て た くさん の こ とを

学 び ま した 。｢足 が ペ ダル に届 く背 丈

に なる とす ぐに,わ た しは トラ ク ター

を運転 しま した｣と,彼 女 は 回想 しま
かんがい

す 。｢わ た しは,穀 物 農場 に灌 概 水 を

引 く設 備 を操作 す る方法 を知 って い ま

した し,刈 り入 れの手伝 い もし ま した。

わた しは,知 らない 間 に収穫iの法則 を

学 び ま した。 農場 で は,自 分 が まい た

もの を刈 り取 る こ とを早 い時 期 に学 び

ます 。｣

デ ュー姉 妹 は一生 懸命 働 い て祝福 を

刈 り取 って きま した。彼 女 は長 時 間練

習 し,高 校 でバ ス ケ ッ トボー ルの ス タ

ー プ レー ヤ ー にな りま した
。彼 女 は さ

らに ピア ノ の練 習 を 一 生 懸 命 し ま し

た。 音 楽 家 と して の能 力 が 認 め られ,

大 学生 時代 に伴奏 者 と して米 国 慰 問協

会 の演 奏旅 行 に3回 参加 し,ア ラス カ,

ヨー ロ ッパ,地 中海地 域,ア ジア を訪

問 して い ます 。

ブ リ ガ ム･ヤ ン グ 大 学 を卒 業 後,

ブ ック ク ラ フ ト社 で4年 聞 編 集 主幹 補

と して 勤 務 し,そ の後 『デ ィス･ピ

ー プ ル』(〔Th/sPeople〕 この雑 誌 は

お も に教 会 の著 名 人 につ い て 書 い て

い る)と い う雑 誌 の 共 同 出 版 者 に な

りま した 。 彼女 は9年 間,デ ゼ レ トブ

ック社 に勤 務 し,最 後 の4年 間 は出 版

担 当副 社 長 と して働 い た 。 彼 女 は さ

ら にベ ン ソ ン大 管 長 と ヒ ン ク レー 大

管 長 の伝 記 を書 く機 会 に も恵 ま れ ま

した。

1953年11月21日 に カ ンサス 州ユ リシ

ー ズで生 まれ たデ ュー 姉妹 は次 の よう

に言 い ます 。｢わ た し は,田 舎 の子 供

と都会 の子供 との 問 に大 きな違 い があ

る と思 い なが ら育 って きま した。 わた

しは元 来 とて も恥 ず か しが り家 だ った

の で,そ の性 格 を克服 しよ うと何 年 も

闘 って きま した。 わ た しは仕 事 に助 け

られ ま した。仕 事 を通 して,様 々 に異

な った背 景 を持 つ 人 々 にイ ン タビ ュー

を しな けれ ばな らな か っ たか らで す 。

しか したい て いの場 合,主 に対 す る感

情 と 自分 に対 す る感 情 とは密 接 な関係

にあ る ことを学 んで きま した。｣

以前 に受 けた ス テー クや ワー ドの扶

助協 会 会長 と中央 扶助 協 会管 理会 員 の

責任 を通 して,デ ュ ー姉 妹 は,召 しを

果 たす ときに主 が助 けて くだ さ る と感

じてい ます 。主 は,家 族 を大切 にす る

教 会 の 中で,デ ュ ー姉妹 が独 身の 女性

と して成 長 し成功 す るの を助 けて こ ら

れ ま した 。｢結 婚 した こ との な い女 性

が 中央 扶助 協 会会 長会 に召 された とい

う事実 に何 か 意味 が あ る とす れ ば,そ

れ はす べ ての 女性 が そ の地位 や状 況 に

関係 な く受 け入 れ られ,愛 され,尊 重

され て い る とい う こ とです 。｣デ ュ ー

姉妹 はそ う言 い ます。

｢イ エ ス･キ リス トの福 音 は,す べ

て の人 の ため にあ ります。 わ た した ち

は皆,全 体 の 中で それ ぞ れ重 要 な部分

を 占め てい ます 。 わた しは決 して 自分

が 一 人 であ る とは思 い ませ ん。 わ た し

シ ェ リー は,主 の教 会 の会員 なの です

か ら。｣デ ュー 姉 妹 は そ う語 って い ま

す 。

中央若い女性第二副会長

キ ャロル･B･卜 一マス

｢わ
た しは,福 音 を心 か ら愛 して

い ま す 。｣と 中央 若 い女 性 第

二副 会 長 に召 され た キ ャ ロル･B･ト

ーマ ス 姉 妹 は話 します
。｢一 人 の若 い

女 性 と して,わ た しは いつ も教 会 のた

めに奉仕 す る こ とを願 って きま した。｣

トーマ ス姉妹 は1942年5月6日,ユ タ

州 ソル トレー ク･シ テ ィー に おい て,

カー ル･バ ー デ ッ トとグラ デ ィス･ジ

ェイ コブ･バ ー デ ッ トの 問 に,5人 の

子供 の長女 と して生 まれ ま した。

あ る夏,姉 妹 は グ ラ ン ドキ ャニ オ ン

で働 い てい た と きに医 学生 の レイ･ト
ノノ

ーマ 〆 と出会 い
,そ の年 の秋,二 人 は

とう'にユ タ大 学 に進 み,2年 後 の1962

年q月23日,ソ ル トレー ク神 殿 で 結 婚

しま＼した。
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人 生 の大 半 を ソル トレー ク･シ テ ィ

ー で過 ご して きた トーマ ス姉 妹 は
,夫

が医 学 イ ン ター ン と専 門 医学 実習 生 の

期 間 を終 了 す る まで の6年 間 をカ リフ

ォル ニ ア,ワ シ ン トン,カ ンザ ス の各

州 で 生活 した機 会 に とて も感謝 しま し

た。1969年 に彼 らは ソル トレー ク･シ

テ ィーに戻 って 来 ま した。

現 在7人 の 子 供 と19人 の孫 に恵 まれ

て い る トーマ ス姉 妹 は,教 会 の 中で 奉

仕 す る機 会 に数 多 く恵 まれ て きま し

た 。約25年 もの 聞,様 々な ワー ドの扶

助協 会 の会 長 会,ま た ソル トレー ク･

ホ ラデ イ南 ス テー ク の扶助 協会 管 理 会

で働 い て き ま した。1987年 には,若 い

女 性 の責 任 に召 され,最 初 はア ドバ イ

サー,半 年後 には ステ ー ク若 い女性 会

長 と して働 きま した。

｢扶助協 会 の責 任 を果 た した後,若

い女性 の責 任 を務 め た経 験 が助 け とな

り,姉 妹 た ちが若 い女 性 か ら扶助 協 会

に労せ ず に移 る必 要 が ある と知 る こ と

が で き ま した｣と,ト ー マ ス姉妹 は語

っ てい ます。

1990年 に中央 扶 助協 会管 理 会 で働 く

よ う召 しを受 け,お もな責 任 と して,

世 界 中で 催 され た扶 助 協 会150年 祭 に

携 わ りま した。 管理 会 の任 にあ った と

き,ト ーマ ス姉妹 は若 い女性 の考 え方

につ い て常 に理 解 を示 して い ま した。

そ の理 由 は,自 分 の娘 たち が若 い女 性

の 年代 と して クラス に 出席 し,ほ か の

娘 た ち が シ カ ゴ,ニ ュ ー ジ ャ ー ジー,

コロ ラ ドでそ れぞ れ で若 い女 性 の ア ド

バ イサ ー と しての責 任 を果た し,さ ら

に は夫 の トー マス兄 弟 が独 身 会員 ワー

ドの監 督 として働 いてか らで す。

トーマ ス姉 妹 は 中央扶 助協 会管理 会

か ら解 任 にな り,こ れ か ら中央 若 い女

性 会長 会 の責任 を果 たす こ とにな りま

す が,生 来活 動的 な姉 妹 は,教 会 にお

け る奉仕 とい う,姉 妹 自身が 常 に愛 し

て き た こ と を行 う よ う召 され た の で

す。 □

*
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ロー カ ル ニ ュー ズ

年次総大会で発表された新しい召し
日本から3入の名前が読み上げられる

相倉 仁長老

ル ト レ ー ク･シ テ ィ ー 発4

ソ 月総 大 会の席 上 で,12人 の新 し

い 中央幹 部,3つ の新 しい七十 人定員 会

の創 設,新 たに設 け られた職の地域幹 部

七十人134人 全 員の名前が,発 表 された。

さ らに,七 十 人 第 二定 員 会 の3人 の

会員 が七 十 人 第一 定員 会 に,ま た,新

しい中央 扶助 協 会 会長 会 が,そ れ ぞ れ

召 され た。 申央 若 い女性 会 長 会 に一 人

の新 しい副 会長 も召 された。

そ れ ぞれ の名 前 と詳細 につ いて は 第

,弓沼誠二長老

167回 年次総大会報告となる本誌に掲

載される。

日本から召された地域幹部七十人
かしくりしトとし

は,神 奈川県在住の柏倉仁長老,札 幌
カたぬま

市在 住 の潟 沼 誠二 長老,横 須 賀市 在 住

の ケー リー･松 田長老 の3人 で あ る。

ゴー ドン･B･ヒ ンク レー大管 長 に

よれ ば,地 域幹 部七 十人 は各 自の居住 す

る地域で教会へ の奉仕 とい う形 で責任 を

果た してい くこ とにな る。各 自の職業 も

現在の まま続 け,住 所 も現在 のままであ

織 篇

ケー リー 松田長老

る。 ヨーロ ッパ,ア フリカ,ア ジア,オ

ース トラ リア
,お よび太平 洋地域 の地域

幹 部 は新 た に七 十人 第三 定 員会 を構 成

し,メ キシ コ,中 央 アメ リカ,南 アメ リ

カの地域幹 部は七十人第 四定員会 会員 と

なる。 アメ リカな らびにカナダ在住の地

域幹 部 は第五 定員 会会 員 にな る。

また ヒンクレー大管長 は,ブ ラジルの

カンピナス,お よび アメリカ合衆 国のニ

ュー メキシ コ州アル ブカー キに,神 殿建

設用地 を教会が購入 した と発表 した。□

新伝道部長紹介
堺 ワー ド所 属 。 召 し を受 け た とき は,

監督 の任 にあ っ た。 これ まで ス テー ク

会長,ス テー ク副 会長,ス テー ク伝道

部長,監 督,副 監 督,大 祭 司 グ ルー プ

リー ダー な どの責任 を果 た した。 シャ

ク リー の スーパ ーバ イサ ー。 岡 山県 出

身。 小松 庄 一,義 子 夫 妻 の問 に生 まれ

た。 大湾 愛 子姉 妹 と結 婚 し,二 人 の子

供 が い る。召 しを受 けた と き小 松 姉妹

は,託 児 指導 者 の任 にあ った。 これ ま

､ズ.で,ス テ ーク扶 助協 会会 長,同 副会 長,

/ス テー ク若 い女性 副 会 長,ス テー ク初

等協会副会長,ワ ー ド扶助協会会長,

初等協会教師などの責任を果たしてい

る。 和 歌 山大 学 に て教 員 免 許 を取 得,

堺 市 出身 。大 湾宗 恵,き く江 夫 妻 の 間

に生 まれ た。□

毒

脾

懸

ド
堅 癖

東京北伝道部
小松伝道部長ご夫妻

小松 忠(48歳)。 日本大阪堺ステ叶ク

＼

名古屋伝道部

ダイアモン ド伝道部長ご夫妻

ケ ン ト･J･タ イ アモ ン ド伝 道部 長

(62歳)。 召 しを受 け た と きは,ユ タ州
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再組織された石川地方部長会
去る4月6日,名 古屋伝道部のJ･リ

ー ド･マ ックレー部長管理の下に開催

された石川地方部大会で,1992年 よ

り地方部長の責任を果たしてきた徳沢
せし し

清兄弟が解任され,新 たに徳沢清児兄

弟(写 真中央)が 召された。第一副地
ひてのり

方部長には太田秀典兄弟(写 真左)が,
あきひろ

第二副地方部長には竹内章浩兄弟(写

真右)が 召され,そ の任に当たる。
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信仰込めて一歩ずつ
自分の周 りの人 たち にどんな援助ができるか,

石川地方部長

徳沢清児

手帳の名前を見ながら毎日祈りました

むろ お さいせい

60年,室 生 犀 生 が こ よ な く愛 し

19 さいカわ

た金 沢 の美 しい 犀川 で,父 はバ

プ テスマ を受 け ま した。

1997年,美 し く整 え られ た金沢 の教

会 で,わ た しの 息 子 は8歳 の バ プ テ ス

マ を受 け ま した。

この 間,40年 近 い歳 月 が流 れ て い ま

す 。わ た しは,こ の教 会 の 中で育 った

一 人で す。 多 くの指導 者,教 師,友 人

に恵 まれ,助 け られ,教 え られ,愛 さ

れ て生 活 で き ます こ とを,ま た 勤勉 な

父,明 る くいつ も肯 定 的 な母の も とで

育 て られ た こ とを主 に心 か ら感 謝 して

い ます 。

地方部長に召された日

4月6日,こ の特 別 な 日に,わ た しは

石 川 地 方 都 の 部 長 と して召 され ま し

た。前 日の 土曜 日に,次 々 と地 方 部 内

の指 導者 が 金沢 の教 会 に召 集 され,名

古 屋伝 道 部 のJ･リ ー ド･マ ソク レー
しんとっゆたカ

部長,神 道裕副部長から面接を受けま

した。

再 び 夕方 呼 ばれ｢あ な たが 主 か ら召

され た地 方部 長で す｣と 言 われ ま した。

まさ に晴天 のへ きれ きで した。 父の 後

を務 め る こ とが あ り得 ま し ょうか。 し

か し｢こ の召 しを受 け入 れ てい ただ け

ます か｣と 尋 ね られ た と きは,父 の模

範 に従 っ て｢は い。喜 んで お受 け した

い と思 い ます｣と,お 答 え しま した。

専任宣教師に召されるまで

初 等協 会 時代 のわ た しはわ んぱ くで,

愛 ら しい 先生 か た を悩 ませ,随 分 ご迷

惑 をお か け し ま した。 セ ミナ リー は,

恵 まれ て 本 来 の登 録 学 年(中 学3年)

の1年 前 か ら レ ソス ン に参 加 させ て い

ただ き,高 校3年 まで5年 間学 び ま した 。

いつ も愛 と忍耐 を もって教 えて くだ さ

っ た教 師の 方 々 に心 か ら感 謝 してい ま

す。 この ア ロ ン神権 の時期 に様 々 な経

験 を通 して,現 在 の力 にな る多 くの 良

い もの を受 け られ た と感 じてい ます 。

この こ とか ら も特 に青少 年 の子供 た ち

には,時 間 と労力 を注 ぎた い といつ も

考 えて い ます 。

亀

瀞

鼎響
雛

螺

藩
響

騰

東京 の大 学 に進 み ま したが,2年 聞休

学 し伝 道へ 出 ま した。 くし くも実 家 の

あ る名古 屋伝 道 部 に召 され ま した。 わ

た しに とって この伝 道 期 間 は,特 にた

く さんの宝 石 が思 い 出や 経験 とい う形

で ち りばめ られ てい ます。

伝道中の貴重な経験

一 つ の宝 石 は,こ ん なふ うで した。

わた しが専 任 宣教 師 に召 され た当 時の

JMTC(日 本 宣 教 師 訓 練 セ ン ター)

は,管 理 本部 の一 室 が 当 て られ,訓 練

が 行 われ てい ま した。あ る土曜 日の朝,

玄 関 のベ ルが 鳴 りま した。休 業 日で職

員 が い ない ため に,わ た し と もう一人

の長 老 とで応 対 し,40代 半 は の身 な り

の きちん とした紳士 を迎 えま した。

『モ ルモ ン書 』 を単 に返 しに来 た だ

け だ と言 って 帰 ろ う とされ ま した が,

｢少 しお 話 し し ま し ょう｣と 招 き入 れ

ま した 。心 の 中で は｢ま だ レ ノス ンプ

ラ ンも覚 えて い ない宣 教 師 の卵 に,ど

う しろ とお っ しゃ るので すか｣と 叫 ん

で い ま したが,彼 か ら受 け取 った 『モ

ル モ ン書 』 を開 いて驚 きま した。赤 鉛

筆 で ぎっ し り線か 引 か れて い ます。 手

あ か の付 い た こ の本 を,わ ず か2か 月

ほ どで3回 読 ん だ と言 われ ま した。

読 まれ て どん な印象 を持 た れた かお

尋 ねす る と,｢わ た しは この本 が 確 か

聖徒の道/1997年7月 号

128



i

。里担割畢葦凄琴到号隼甲手Ilr旦

。輪灘聖マ旦坐目罐一r-1≠≧4王/王冥

雪誉辛¥曽習暑雪雪蝦葦｢1豊昇覇

立睾しヒ⊇。曾k∩Y9･α#浸≡∩量葦旱謬マ

i海噺'と=?Ω廿平!圭;886L。辛學怪捲呈

丑肖主。T*Y1斗等箪辛煙皓♪専弔一=爪

謁業壷古¥:團。曾しk♀星⊃}蝉准恵丑量

割畢更里層早琴中古丑螺古肇(灘古¥宰

臼oしk睾弔里護等肖llr旦:主1796L

与艮邊(り

至}別呈三【耶1駈皇≦護劃

(∩k∩再α♀〉?)

(曇ε61『塊ミξ募』)｢ソ(さ£蓼i毒呈》)･

曳へ製⊃1昇呈壬Q(季⊃障嘉`穿軍(o差

'y4茸`α轟勲申孝孝Y9£孝(圏箪｣

。,昏獅へ宙不へ4つ厚髭=1(圏マ｢ゑむ鼻手

孝Y宰鰯(ρ立團92電ω琿｣`雰衡､》

厚畢コ¢f9尋R∠客4身算ア1量(∂至

蕗町(∂コ。享弘睾£恥¢町(∂ll/旦:(∂⊇

。享季k(留不へ4Q>σソ粟>

4(表(ラ4算コ`妥(が》いヘマ妾コ(き4

9(乎弘認羅日¥。幸翠つ健騨(丞¢つ'コ

3コ4σ(慾¢勲鮨⑦年(聾6文へ(}G【へ

｢q⊆2コ､q吾`塑董(り壬｣

。マ

つ峯穿〉}つ嬰=1(ヨ4尋曽揮甲丸へ量(0

2つ4(半`}σ射孕42ムミ¢Y-Y一

幸儲羅阜壊`誰(き酵44(裕腰(弟弘担

魯9壊尋｣ン客44`雰2塾へ認マkへ⊃.

つ孝等n岳薯(ぴ字暑`).6季昭4唾宴車

。4つ季q蛙日彰(嚢¢尋冒

學胆号⑦渤圭`4身勲囑コ購一⊃19T

(∂24準`4留警立Ψ範響尋!y2⊃1卑

4Y(∂α幽⑦{チ目`ユ中(〃車塞鷹i更;

。4つ準寒画42

コ〉亘障纂(IAN翻方(〃我等}穿準箪

`由(∂妾`Ψ4つ罫へ}6量299畏1

)孟1留}翼一⊃.つマY等辞`ア博需曾晋

コ巌専(き4昇。マつ峯Q尋⊃ロコ9弩r

コQ雲虫聯1一コ撚等弘曝i陣`目ε虫…レ日

21菖dALへ1晶ヨヲ(り辞等

。喜準丸へ宙マ

kヘマQ尋=1昇箇り畔鼻マ2し(}`⊃1麺

隼4(∂⊇尋[酔¥留へ).つQ4蛋畔(ラ4巽

曝。享季･へ)〆ミ動マ>6Ψ謡賢嘔コ剥･

6ZI

魯冒∠主∠66L/要⑦翠后量

舞⑦響¥`勲τ客(牢

4卦囲(ご早勲=下宰

臣尋【へ互9『`享マ

肯孝寒幸〉丸へ}穿

翅4剥轟(さ4ゑ}
。準準穿〉}ρ聰

`つ艇葦}つ需昇謝

腰。享準算>3!ソ

嬰}つ田コ皐ユ綱
`撃宰ぞ

曳へ尋(汐理

Ψ薫羅}辞難ミ¢つ

4畔。享季【へ}つ

溜⊃惟}¥`〉つ畔

㍗へ42コ(∂)冥珊

享準喜準`【へ灘コ

?導重:孝由`ぎ字4

つ季マ研尋虫圓OI

轟旱拝1卑マつ4酵
`虫く

704つ季つ

癖鴇ぞ新鱒マ2･Ω

茸冥(∂斗一乙つ團 しヘコし

`〉尋(き圏⊃
.つ右彰

`つ響跡(き4戻男

導鰭⊇渓劉

主:團OL墨程当

。4つ}

覇i酵尋9ア(∂旦:輩4(ン(き(}).吾勲右母

粟匝¥(∂2コ曾'と導(ラ4Ψ孕6一牙ん

K⑦王`つ塁ζ}つ需鴻壬(o断尋Y⑦一ン
`(表Qア埆融壷纏膨尋9T(02(汐

･鱒1

。マつ季雰身}σ辛翠照髪}勲⊥尋

匿(}謡担埠謡魁`⊃瞥4つマ畔4σ要

宵ユ準醗。マつ季健〉}つ尋車らま曼婆

}和賜孝晩暴馴再¥(∂コ立町平払彰

襲(表難｢o:f.臥鉱廟者田(∂警マつ4畔
`‡にを｣。4つ季

文へ呈}吾儲早百尋

瞳コ箇互畔勲警マり4畔。4りユ=～コ

ωR弘ヘコ俵蝶準坪一9(表`⊃1巌等¥l

Y一`マ9畔韓畔9壱り6(外ヘコで3

。4つユ2コ(∂需｢4獅へき¢箪曾｣酬嵯

尋つ･名謬Y=`ミいへ尋kへ3γ需劉勲Y

gy和2Y箪`γ(≧(4(洋1漸産`3(∂

尋留不尋9ア(∂コ｣39享雰囲倦偽へ

尋穿(きgrき偽へ号Q膨コ〉蟄;【¢コ3`り

つ嬰畔⊃19ア9鼻認〉)41票v担9(圏

嬰).つつ%畢宰(∂コ`半瞥マつ4確

。4つ季甚9呈マトへ4》i嬰需σ

摯尋Ψ⑦コ}穿轟(ラ4繋融。享鉱(4射

当尋響宙±(》}需`コ(∂魚尋き¢マコ4

つ嬰;孕(∂墜いへ3曽埠由十担♪9撃`4

酒吾4文ヘコ繋携尋9:f⑦コ｣。4り翠

丸砿L辞マ(撚¢翼埠⊃旧⑦範。マつ峯勲

=｢a由コ(誕¢尋遡;～曳へ尋)つ》翠12コ

管44き¢瀦氣コ(44つマ(字`4季`⊃1

9f曾要詳〉ユ'y嬰}勲i黙･α訣}6尋

⊃冷針鐸尋宰(∂コ`つマ讐♪窪(さ4･7母

2コ9(季ユ購皐尋匝¥マσ雲認〉}マ

育き¢灘申壮字『暴くま4母』(∂コ`摯傷

4り4畔。4り準頑}り劉孝舞暢k乍字
ニマぜ

晋`(})R`(ラミ¢尋宰團尋嬰(∂享(∂コ

受客些}9､(拠'盈石一4!森》ζ(Pヨ;
`∩蚕ユ∩?鵜

=』(り軋

Qマつiε嬢畔呈ぞ｢羊.ウ

⑦4氷コつ蟄鐸日奇`コ9:倉へ尋(駆¢
しアき

4ぎ¢壁窯二⊃習き¢γ粟暑(ラ4卒ユG喜

季曳へ}o畢マ曵溺馴(∂鯉`右‡n4畔
`穿(孝呈マ『9図壷傷σ(ラ(》)

.つ差1忍

母愚嬉尋壷`ユ!y裂尋率尋γコ』写捌呆

趙(∂羅融。喜ユ率(oコき¢(∂4G号用コ

9コぞ4【へ}6尋2匹了G碁尋[則弾).

り軽⊃1繋驚`雇智。4り季酒⊃.り劉コ

羅購9穿f励R翼狸歴翠nマ(客｣ぞ享

準a宰幽畔`R卜字卓ユ⑦管尋コつ蟹

畔孝喚暴⑦=吾尋`).σ壱つ(ン(怒へ}

σ膨尋穿妾｣。喜}⑦9穿鼻運ぞ｢,昏
つぼ　

皐･へ⊃.σ晦Rg!(払).⑦撃⑦(ラ･¢曝コ



再組織された新潟地方部長会

去る3月23日,七 十人第一定員会

のレックス･D･ビ ネガー長老管理の

下に開催された新潟地方部大会で,

1993年 より地方部長の責任を果たし

てきた堀井哲二兄弟が解任され,新 た
ゆう じ

に佐藤雄司兄弟(写 真中央)が 召され

た。第一副部長には加藤真一兄弟(写
にしき さわ

真 右)が,第 二副 部長 には錦 沢
み ち お

三千男兄弟(写 真左)が 召され,そ の

任に当たる。

思いを一つ となす とき,大いなる力が

新潟地方部長

佐藤雄司

前膿黎麟認磁
弟 と錦 沢兄 弟 とと もに引 き続 きこの神

の業 に励 んで い きたい と思い ます。

18歳 の とき,学 校 か らの帰 宅途 中で

の宣教 師 との 出会 いが,こ の福 音 を学

ぶ きっか け とな りま した。英 会話 に も

参 加 し,優 しい教会 の兄 弟姉妹 たちか

らも助 け てい ただ き改宗 す る ことがで

きま した。

そ の後,埼 玉,東 京,神 奈 川,茨 城

と約20年 間で13回 の引 っ越 しを して新

潟 の 地 に戻 っ て 来 る こ とが で き ま し

た。 各地 方 にお い て,た くさんの愛 あ

る指 導者 と会 員 の模 範 に恵 まれ教 会生

活 を楽 しむ こ とが で き,ま た,多 くの

こ と学 ぶ こ とが で きま した。

そ の 経 験 を通 じて 強 く感 じた こ と

は,｢わ た した ち一 人 一 人 は,い ろい

ろ な弱点 や欠 点 を持 っ て い ます が,そ

れ らをお 互 い に補 い合 い,助 け 合 い,

認 め合 う と きに神 様 の愛 を強 く感 じる

こ とがで きる｣と い うこ とで す。水 の

一 滴 一 滴 に は何 の力 もあ りませ んが
,

一つ に なる と
,電 気 を生 み出す こ とも,

物 を切 断す る こ と もで きる よ うにな り
ねた

ます 。大 管 長が 教 えて い る よう に,妬

み を押 さえて心 一つ とな る と きシオ ン

を作 る こ とがで き,大 い な る力 を生み
あかし

出 す こ とが で きる こ と を証 い た し ま

す。

わた した ちが,で きる こ とをすべ て

行 う とき に主 が助 け て くだ さい ます。

こ の教 会 が真 実 で あ る こと を,ま た確

か にジ ョセ ブ･ス ミスは神 とキ リス ト

に お 会 い に な っ た こ と を証 い た し ま

す 。(さ と う･ゆ うじ)

佐藤雄司地方部長

の紹介
1957年 新 潟 県 長 岡 市 生 ま れ 。

1975年 に改 宗G8歳)。 ビジネス カ

レッジで経理 を学 び,現 在,化 学メー

カーで工 場本 部長を 勤める 。1980年
あまがい

に雨海淳子姉妹と結婚。3人 の男の子
ただ し ぴろやす

が い る 。 長 男･真 士(15歳),次 男･弘 康
ゆう き

(11歳),三 男･裕貴(4歳)。 これ まで監

督,長 老定員 会会長,伝 道主任 な どの

責 任を果た して きた 。新潟支部所属。

窃 て∴ ＼る
{爵

§ 磯

攣

地 にまかれた一粒の種が ……
四国伝道30周 年を記念して

～宣教師の記録より～

♂

無覇
9

鶴

慧

高松地方部活動委員会ディレクター

秋山真智子

67年6月3日 土 曜 日 の 朝,四 国

19 の地,高 松 に 初 め て 福 音 は伝

え られ ま した 。 ア ドニ ー･Y･小 松 伝

道 部 長 の 指 示 の下,補 佐 の リチ ャ ー

ド･S･メ ング長 老 とロバ ー ト･S･
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陽の熱 と激 しい風 雨 に倒 れ そ うに な る

こ と もあ りま した。 昔,シ オ ン を 目指

して進 んだ 開拓者 が そ うで あ った よう

に…… 。

映画 『レガ シー』(『われ らの遺 産 』)

の中 で,相 次 ぐ苦 難 と行 け ども行 け ど

も果 て しな い荒 れ野 の 中で,主 人公 の

エ ライザ･ウ ィ リアム ズ･ウ ォー カー

が 涙 な が らに こ の よ うに 叫 び ま す 。

｢シ オ ンな ん て ど こ に もな い わ。 … ど

こ に もあ りゃ しな いの よ。 こ んな信 仰

なん て,も う,捨 てる わ… …｣と 。 そ

の と き,預 言 者 ジ ョセ ブ･ス ミス の語

っ た言 葉 は,こ うで した 。｢主 は心 の

清 い民 を集 め て お られ ます 。｣や が て

彼 らは,長 い旅路 の 末,ソ ル トレー ク

盆 地へ 到 着 し,そ こで さふ らんの よ う

に花 咲 き ま した。(イ ザ ヤ35:1参 照)

彼 らの 長 い旅 路 は,清 め の旅路 とな り,

全 世界 に福 音 を携 えて行 くシオ ンの基

とな ったの です。

福音の実を結ぶ木

昨 年12月7日,高 松 で 開 か れた フ ァ

イヤサ イ ドの中 で,井 上 龍一 教育 部 長

が,29年 前 に改宗 され た一人 の姉 妹 に

この よ うに質 問 され ま した。

｢姉妹 が改 宗 され た と き,何 人の 方

が教会 に集 って い らっ しゃい ま した

か。｣

｢宣教 師 を入 れて5,6人 です 。｣

｢そ の と き,今 の よ うに こんなた く

さんの 方が 集 う よ うにな る と想 像 で

き ましたか。｣

｢い い え,夢 の ようです。｣

時折,わ た したち は,神 の 計画 の一

部 分だ け を見 て,意 気 消 沈 して しま う

こ とが あ ります 。 けれ ど も30年 とい う

歳 月の 中で見 る と き,着 実 に根 を張 り,

花 を咲か せて いた のです 。

そ して,今 年3月25,26日 の 地 方部

神 殿 訪 問。 高松 地 方部 か ら総 数60人,

う ち青 少 年27人 の参 入 者 が あ りま し

た。 ス テー ク の と きで さえ,こ ん な に

参 加 した こ とはあ りませ んで した 。多
みたま

くの青少 年 が主 の御 霊 に触 れ,よ い も

の をた くさん感 じ取 って きま した。

4月7日 か らは各地 で早 朝 セ ミナ リー

が 始 ま りま した。 眠い 目を こす りなが

ら… …学校 に行 くため の荷物 をい っ ぱ

いに抱 え,遅 れ まい と自転 車 を飛 ば し,***

階段 を必死 で駆 け上 っ て来 る姿 には感 この30年 の 間,四 国 の地 で働 い て く

動 を覚 えず にい られ ませ ん 。彼 らの心 だ さっ た宣教 師 の方 々,伝 道部 長 や指

は とて も清 らか で物 事 に感 じやす く,導 者 の方 々,ま た 四国 の地 に携 わ っ た

時 に は聖霊 に感 じて 涙す る こと もあ り す べ ての 教会 員 の方 々に心 か ら感謝 し

ます。 そ ん な彼 らの 後 ろ には,朝 早 く てい ます 。皆 様 が示 して くだ さっ た愛

か ら起 きて お弁 当 を作 り,彼 ら を送 り と信仰 に よって,わ た した ち は どん な

出す姉 妹 た ちの姿 が あ り,福 音 に添 っ に助 け られ た こ とで し ょう。 わた した

て家族 を導 いて きた神 権 者 た ちの姿 が ち は皆 様 が精 根 を傾 け た地,四 国 を心

あ ります 。今 年9月,彼 らは開拓 者150か ら愛 してい ます。
はらから

周 年記 念 と四国伝 道30周 年 を兼 ね た劇｢そ れ で,わ た しの 同胞 よ,そ の と

をす る こ とにな って い ます。 シナ リオ き にあ なたが た は,そ の木 が あな たが

は彼 らの 手 に よって 書 き始 め られ てい たの ため に実 を結ぶ の を待 ち なが ら示

ます。 した,あ な たが たの 信仰 と熱 意 と忍 耐

四 国の教 会 は まだ まだ小 さ く,一 人 と寛容 の 報 い を刈 り入れ るので あ る。｣

一 人 が 抱 え て い る問 題 は 大 きい です
。(ア ル マ32:43)

で も,30周 年 を迎 える今,春 の 到来 を わ た した ち は確 か にこの福 音 が真 実

告 げ る よ うに無 数の新 た なつぼ みが 開 であ る と知 って い ます。 確 か に主 は生

き始 めた ので す。 これか ら10年,20年 きて お られ ます 。 わた した ち は この福

とたつ と きに,確 実 に 四国 の教会 は発 音 を知 って どん な に幸せ で し ょう。 わ

展 し,大 きな福 音 の 実 を結 ぶ木 とな る た した ちの感 謝 と愛 が皆 様 の と ころ ま

で し ょう。 で 届 き ます よ う に。(あ き や ま･

***た ＼ ＼ まちこ)
しもべ

あ る とき,主 は,一 人の僕 をお呼

びに なって言 わ れ ま した。

｢こ こに一 つの土 地が あ ります 。

し,

た 。 ∫幽風
＼.㍉

芽 は ま だ柔 ら

か く,時 折 襲 っ て くる 風

＼ こ
～㌦

＼ 駄,

､畦

雨 や 太 陽の暑 さ に何 度 も倒 れ そ うに な

ります。 そ の度 に,僕 た ちは精 根 を尽

く して芽 を支 え ます 。 ただ,芽 が いつ

か多 くの実 を結 ぶ こ とだ け を待 ち望み

なが ら…… 。

『､

四国伝道30周 年を記念 して作 られたポスター
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英会話サークルをきっかけに改宗,

家族の結び固めへ
多くの兄弟姉妹との貴重な出会いに感謝

中手ご家族

宇都宮地方部小山支部

中手淳子

わた しは主人 と ともに,1995年4月

2日 に改 宗 しま した。

1994年 秋 の あ る土 曜 日の昼 下が り,

主 人 や 息子 た ち と小 さな け ん か を し

て,一 人家 にい た と き,ふ と手 に した

タウ ン情報 誌 に｢や り直 し英 会話｣と

い うサ ー クル紹 介 の記 事 を見 つ け ま し

た。 そ の と きの わた しは,少 し落 ち込

ん でい ま した ので,何 か前 向 きな こ と

に飛 び 込み た い気 持 ちで,サ ー ク ルの

代 表 の方 に電話 し ました。

当 時,わ た しは5歳 の 年中児 と翌 春入

園 を控 えた3歳 児 の母 親 と して忙 しい

毎 口を送 って い ま した が,子 育て だ け

に 自分 の時 間が 費 や され るの を物 足 り

な く思 って い ま した。 次男 入 園の 暁 に

はぜ ひ,だ れか と一 緒 に語 学 を学 び た

い と思 っ てい ま した。

サー ク ルの代 表 の方 に,4月 か ら参 加

したい 旨お伝 え した ところ,都 合 の よい

と きにい つ で もい らして くだ さい との

こ とで した。 電 話 後,何 だ か心 が パ ー

ッ と明 る くな り,元気が 出て きま した。

宣教師との出会い

そ して,ll月19日,丁 度我 が家 を訪

れ てい た主 人 の母 に次 男 を預 け,先 の

代 表 の方 と図書館 で待 ち合 わせ を して,

サ ーク ル の見学 へ と出か けて 行 きま し

た。 とこ ろが,こ の 日か ら｢近 くの 教会

の宣 教 師が,ボ ラ ンテ ィアで わ た した

ち を教 えて くだ さる ことに なったの で,

これ か らそ の教 会 へ行 きま し ょ う｣と

の こ とで,ご 一 緒 しま した 。この 日が,

初め て わた しが小 山支部 へ足 を運 ん だ

記 念 すべ き 日とな りま した。姉 妹宣 教

師を紹 介 して くだ さった沖 出姉妹(八 千

代 ワー ド)とともに子供 連れ グル ープ を

新 た に作 り,数人 のお母 さんた ち と楽 し

い英 会話 の時 間が始 ま りま した。

あ る日,子供 連れ グルー プは,わ た しと

息子 だ けで した。ク リスチャ ンセ ン姉 妹

か ら英 会話 を教 わ りま した が,途 中か

ら英 会話 を離れ,世 界平和 や子 育 てにつ

い て話が弾 み ま した。彼 女 は,わ た しの

考 え を熱心 に聞 いて くだ さ り｢中 手 さ

ん の考 え に は,ま っ た く同 じとは言 え

ませ んが,わ た した ちの学 んで い る聖

典 の中 の教 え と一 致す る所 が 多 くあ り

ます｣と 言 わ れ て,帰 りに｢ぜ ひ読 ん で

み て くだ さい｣と,幾 つか の章 に印 を付

けて 『モルモ ン書』を下 さい ました。

そ の 中で,特 に印 象 に残 った聖句 が

二つ あ りま した。 それ は｢信 仰 とは物

事 を完全 に知 る こ とで はない｣(ア ル マ

32:21)と い う聖句 と,モ ロ ナイ書 第7

章 で す。 中 で も45節｢慈 愛 は長 く堪 え

忍 び,親 切 であ り,ね た まず,誇 らず

……｣の 聖句 は
,強 く心 に残 りました。

家族で日曜学校へ

数 日後,(日 々流 れ てい る暗 いニ ュー

ス を耳 にす る度 に息子 たち を就 学 させ

る こ とさ え不 安 に思 っ て い た わ た し

は)家 族 で 日曜学 校へ 行 っ てみ よう と

提 案 し ま した。 丁 度,阪 神 大 震災 の 直

後 で,人 生 の む な しさや形 ある物 の は

か な さを思 い知 ら された ときで もあ り

ま した。 主人 も思 う ところ が あっ た よ

うで,す ぐに賛成 して くれ ま した。

沖出 姉妹 か らプ ログ ラム と時 間 を教

わ り,1995年1月22日 に家 族4人 で 出か

か け ま した。 そ の 日は,い み じく も支

部 大会 の 日で あ り,菊 地 良彦 神殿 長 ご

夫 妻,熊 沢 伝 道部 長 といっ た方 々 にお

目にか か り,お 話 を伺 う機会 に恵 まれ

ま した 。今,思 い 起 こ して も,何 もか

もがあ らか じめ準 備 され て いた ので は

と思 える くらい多 くの兄 弟姉 妹 との貴

重 な出会 いが あ りました。

この ように,豊 か に祝福 され てい る

と き,わ た しは ほん と うに神 を求 め て

い たの だ と思 い ます。 そ して,た くさ

ん の方 々の愛 に導 かれ て,1995年4月2

日にバ プ テス マ を受 け るこ とがで きま

した。真 実 の教 会 に巡 り会 う ことが で

き,感 謝 の気持 ち でい っぱ いです 。

改宗後の時にかなった祝福

改宗 後 も,い つ も元気 いっ ぱい とは

まい りませ んが,迷 い が あ る とき,寂

しい と きは必 ず フェ ロー シ ップ を頂 き

ます 。 あ る とき,宣 教 師が 訪 ねて 来 ら

れ,バ プテ ス マ の と きの 思 い 出 の 曲

｢見 い だ そ うマ イ フ レ ン ド｣を 歌 って

くだ さい ま した。 疲 れ て,悩 んで いた

と きで した ので,う れ し くて涙 が止 ま

りませ ん で した。 お 父 様 の 愛 を感 じ,

勇気 が わ い て きま した。 そ して,と て

も温 か な気持 ちにな りま した。

時 にか なっ た祝福 をい つ も受 け て き

ま したが,1996年12月21日,わ た したち

は た くさんの 方 々 に見守 られて,家 族

で神 殿 の儀 式 を受 け る こ とが で きま し

た。 当 日 も懐 か しい方 々の参列 を得 て,

言葉 に言 い尽 くせ ない ほ どの愛 を頂 き,

無事 にす べ て の儀式 を終 え る ことが で

きま した。心 か ら感 謝 申 し上 げ ます。

モ ロナ イ書第7章 で示 され てい る よう

に,い つ もイエ ス様 の愛 で満 た され る

よ うに,御 子 に似 た者 となれ る よ うに,

また この 希望 を持 て る ように,さ らに

清 く,主 に近 づ け る よ うに,熱 意 を込

めて祈 り続 け たい と思 い ます。

そ して,息 子 た ちが 同 じ思 い を持 っ

て くれ る よ うに助 けた い と思 い ます 。

(なかて･じ ゅん こ 支 部扶 助協 会 第二

副会 長)

'
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